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例 言

1. 本害は、 北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設工事に伴い、 財団法人北海道埋蔵文化財センターが実施した千歳

市ユカンボシCl5遺跡の発掘調査の報告苔である。 本害では平成8·9·10年度調査のうち、 遺構については西地区

低湿部、 包含層については西地区低湿部のうち I 黒3(183) 眉以上の土器・石器・金属製品等、 I B 3層の木製品

を報告する。 ユカンポシCl5遺跡の調査報告菩としては4冊目となる 。

2. I~Ill· V章の執筆は、 西田茂 ・ 三浦正人・鈴木信•吉田裕吏洋が分担し、 文責は各項目の文末に括弧で示した。

厚冊になるため 3 分冊構成とし、 第一分冊を I ·Il•lll• V •VI 章、 第二分冊を1V章、 第三分冊を写真図版とした。

編集は、 第一分冊を鈴木 、 第二分冊を三浦、 第三分冊を吉田が担当した。

3. 遺構の遺物整理は各遺構担当者が行った。 包含層の遺物整理は、 土器・石器を鈴木、 金属製品を三浦 ・ 鈴木、 木製

品等を三浦 、 動植物遺存体を鈴木が担当した。

4. 調査写真は全体を菊池慈人 ・ 吉田が 、 遺構を主に吉田が撮影した。 遺物写真は主に吉田が担当し、 陶磁器・木製品

の一 部を菊池が撮影した。

5. 現場の遺構図 ・ 調査状況図等の作図・整理は、 三浦 ・ 鈴木•吉田・倉橋直孝・大泰司統•藤内まゆみ・三浦千晴 ・

原靖寿・大崎孝徳・増田潔威 ・ 梅木友子・井口隆子・小野哲也が担当、 従事し 、 三浦・鈴木が統括した。

6. 遺物の実測・トレースは、 土器・土製品・金属製品を久末真紀子が、 石器・石製品を高橋幸恵が行った。 木製品等

は小林由里子・釜疱みどり・小畑麻弓が行い、 小林が最終調整を施した。 これらを各担当者が統括した。

7. 樹種同定は、 展林水産省森林総合研究所 平川泰彦氏の指導のもとに、 菊池育子が行い執筆した。

8. 各種分析・同定は下記に依頼した。

花粉分析、 珪藻分析 、 灰像分析、 プラント ・ オパール分析 、 種子同定、 昆虫同定は、 株式会社パリノ・サーヴェイ

に依頼し 、 報文を掲載した。

放射性炭素年代測定（加速器質黛分析法： AMS)は、 株式会社地球化学研究所に依頼し、 報文を掲載した。 鉄製品 ・

鉄滓等の材質分析等は、 岩手県立博物館の赤沼英男氏に依頼した。

非鉄金属製品・ガラス玉の材買分析は、 北海道立埋蔵文化財センタ ーの蛍光X線分析装置（日本竜子JSX-3220)

を使用した。

9. 金属製品・木製品の保存処理は、 美々8遺跡の方法を用いて第一調査部第1調査課が行っているが、 一部は（株）ニ

ッテツ ・ ファイン ・ プロダクツ釜石文化財保存処理センターに依頼している。

10. V 章自然科学的分析は依頼原稿のため、 図・表には固有の番号が付されているので、 図表目次には掲載していない。

11. 調査にあたっては下記の諸機関、 各氏から御指導御協力をいただいた。

千歳市教育委員会埋蔵文化財センター、 恵庭市教育委員会、 恵庭市郷土資料館、 北広島市教育委員会、

北海道開拓記念館、 大林東洋共同企業体、 大場工業株式会社

大谷敏三、 田村俊之、 高橋 理、 豊田宏良、 松田淳子 、 遠藤昭浩、 手塚新太、 上屋真一
、 松谷純ー、

森 秀之、 長町章弘、 大林千春、 佐藤幾子、 遠藤龍畝、 山田昌久、 平川泰彦 、 赤沼英男、 吉崎昌一、

菊池徹夫、 木村英明、 辻誠一郎、 北野信彦、 鈴木正章、 南 博史、 佐藤宏之、 熊木俊朗、 追川吉生、

野村 祟、 三野紀男 、 赤松守雄、 山田悟郎、 平川善祥、 小林幸雄、 出利葉浩司、 右代啓視、 舟山直治、

水島未記、 横山英介、 瀬川拓郎、 慈西智毅、 野中一宏、 仙庭伸久、 石川直章、 乾 芳宏、 赤石慎三、 森岡健治、

藪中剛史 、 澤田 健、 北澤 実、 山原敏朗、 石川 朗、 森田知忠、 小野哲也、 澤井 玄、 阿部明彦 、 伊藤武士、

井上雅孝 、 宇部則保、 大野 亨、 利部 修、 加藤道男、 川崎 保、 木村 高、 工藤竹久、 児玉 準、 小松正夫、

斉野裕彦、 佐々木浩一 、 高橋与右衛門、 高橋忠彦、 仲田茂司、 日野 久、 船木義勝、 藤沢 敦、

村田晃一、 門田誠一
、 田畑信一

、 千葉 茂、 清水恵 一、 Olga Shubina 

大沼忠春、 工藤研治、 田才雅彦、 千葉英一、 西脇対名夫、 畑 宏明、 宗像公司
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記号等の説明

1. 遺構の表記は以下に示す記号を用い、 原則として調査順に番号を付した。

H: 住居跡 AP: 土坑墓

HP: 住居跡に伴うピット

HF: 住居跡に伴う焼土

p: 土坑

F: 焼土

2. 遺構図の縮尺は、 スケール等が入っているもの以外は、 原則として4 0分の1である。

遺構平面図に方位記号がない場合は、 上がN-22 ° -Wである。

遺構平面図の＋はグリッドラインの交点で、 交点傍らの名称記号は右下の区画を示す。

遺構平面図の・小数字は、 その地点の標高（単位m)である。

3. 遺構平面図の出土遺物は記載のない限り、 以下の記号を用いる。

●：土 器 ■：礫石器 ▲：剥片石器

口：礫など ＊：炭化物・骨片などの自然遺物

＊：金属製品

x: フレイク・チップ

♦: 当該期の土器

4. 遺構の規模は、 「長軸の上端／下端X短軸の上端／下端X確認面からの最大深•最大厚」 で表わす。

一部破壊されているものは現存長を（ ）で示し、 不明のものは一で示した。

5. 土層名は、 下記の略号を用いた場合がある。

第0黒色土層： 0 B 0黒

第1黒色土層：I B I 黒

第II黒色土層：Il B II黒

漸 移 層：JIB下

恵庭a降下軽石層：En-a 
En-a起源のロ ーム層：En-L 
En-a未風化軽石礫層： En-P 

樽前 a 降下軽石層：Ta-a 
樽前b降下軽石層：Ta-b 

樽前C降下軽石層：Ta-c (cl ·c2 ) 

樽前d降下軽石層：Ta-d 

白頭山一苫小牧火山灰庖： B-Tm 

支笏軽石流堆積物： Spfl 

火山灰の略号は、 曽屋龍典・佐藤博之(1980)『千歳地域の地質JI

北海道火山灰命名委員会(1982)『北海道の火山灰』による。

6. 土層の混在状態は、 基本土層や上記の略号などを用いて、 おもに下記のように表わす。

A+B:AとBがほぼ同凪混じる

A>B:AにBが少量混じる

A>B:AにBが微量混じる

一部の土層説明には、 r新版標準土色帖(1994年版）』を使用した。

7. 遺物実測図と土器拓影図の縮尺は、 原則として以下のとおりである。 一枚の図面に違う縮尺の図

が配置されたものには、 スケールを付した場合がある。

復元土器： 3分の 1 土器拓影： 3分の 1

剥片石器：2分の1 礫石器： 3分の1

金属製品： 3分の1

なお、 木製品は図ごとにスケールを付した。

土製品： 3分の 1

石製品：2分の1

8. 石器・石製品・金属製品・木製品の大きさは、 「最大長X最大幅x最大厚」 で記してある。
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1 緒 言

ー 緒 言
1 遺跡の位置と環境

(1) 位置 （図1 - 1 • 2 )

ユ カ ン ポ シ C15遺跡は、 J R千歳駅の北方約 6畑に位晋し、 千歳川の西方500mにある。 千歳川にか

か る 「長都大橋」 から 「東 6 線」 （道道馬追原野北信濃線） を南に一区画進むと 「市道南23 号」 に達す

る。 こ の 東 6 線と南23 号 と が交わるあたり から西側300mほどが遺跡の広がりとして確認できている 。

標高は 5 ~ 9 mである 。 現在の こ こ らでの水位は通常 6 mほどであるが、 千歳川の改修工事が一 段落す

る三十数年以前は水位が高く 、 標高 8 mのあた り までは沼沢地であった。 こ の沼沢地は、 千歳川 、 長都

川、 ユカンポシ川の水を集め 、 干拓以前は 「オサッ トー」 または 「長都沼」 と呼ばれていた。

5 万分の 1 地形図から割り 出した遺跡の位固は、 東の地区の中央部が東経141度3 8分49秒、 北緯42 度

52分41秒である 。

(2) 地形 （図 1 - 1 • 2 · 3 · 4 、 図版I - 1) 

図 I - 3 は道路工事予定図をもとに した地形回である 。 ユ カ ン ボ シ C15遺跡は、 高速道路の本線車

道と市道2 3 号の道路敷地、 側溝部分を含んでいる。 概略東西の長さ300m、 南北の幅 8 0mの範囲であ り 、

遺跡の広がり は南北方向にのびる こ とは確実であるが、 東西方向にどれほ どのびてい るのかは明らか

でない。 遺跡の調査区域は 、 年度毎の区別 を お こ なって図1 - 4 に示した。 一見平らなとこ ろに見え

るが、 相対的な地形として台地部と低湿部とがある 。

東側の地区 （東地区） と 西側の地区 （西地区） と は6 0~ 8 0mほどの距離がある （図 I - 4)。 この空

隙は試掘調査の成果から、 耕作等によって遺物包含唇が消失した地域である との北海道教育委員会文

化課の判断による 。

3 カ年にわたる発掘調査の結果、 東地区と西地区 との間には流路の地形が横切って低湿部 をなして

おり、 東西の地区は別の地形単位と して理解でき る こ とになった。 この流路地形は 自然河川 と しての

ユ カ ン ボ シ川である。 古 く 縄文時代以来の流れであったが、 農耕地拡大にと もなって流路が変更され

た現在では 「古ユカンポシ」 あ る い は 「旧 ユ カ ン ボ シ」 と称する こ とに な る 。

(3) 周辺の環境 （図1 - 1 • 2 • 3 、 図版I -1) 

高速道路用地になる前は、 東側の地区は民家・畑 • 水田 ・ 市道であり 、 西側の地区は畑・水田・市

道であった。 低平な地域の中で相対的に高い所が宅地・畑、 低い所が水田という土地利用である 。

遣跡の西側には幅7 2m (40間）で南北にのびる防風林 （国有保安林） がある 。 これ は北海道庁が18 93年

に完了した 「植民区画割」 にもとづ く 樹林地帯であり、 1918 年 （大正7年） から始められた 「耕地防

風林の人工造成」 の成果である 。 ト ドマ ツやイチイ などの針葉樹、 ヤチダモ 、 ハ ン ノ キ 、 コ ブシ 、 オ

ニグル ミ 、 ク リ 、 ホ オ ノ キ 、 カ エデなどの落葉広葉樹が 目 に 付 く 。 ミ ズキ は初夏に 白い花が咲 く ので

防風林内の多く の場所に育ってい る ことがわかった。 林内樹上の高 い と こ ろ にアオサギが営巣、 繁殖

している のも認められた。

林床で 目 を 引 く のは早春であれ ば黄色のフクジュ ソ ウ 、 赤紫のタ チ ス ボ ス ミ レ、 青のエゾエンゴサ

ク、 初夏は白色のエ ン レ イ ソ ウである 。 遺跡の近辺に はヤマクワ 、 タ ラ ノ キ、 ヤマプドウ 、 コ ク ワ な

どがみられた。 林縁の一部に は荒地をあらわす ヨ モ ギ 、 イ タ ド リ 、 ヤナ ギなどが侵入している 。

初夏に白 く 咲 く スズ ラ ン は畑の栽培種で換金作物である 。 周辺の畑では小麦、 ジ ャ ガイモ、 アスパ

ラ ガ ス、 カ ポ チ ャ 、 ダイ コ ン、 キ ャペ ツ 、 飼料ト ウモロ コ シ、 牧草などが作ってある 。 夏の休耕田で

ホ テ イ ア オ イがなす青い花敷きは壮観である 。 道路の脇で目に付く 野の花には 、 白 い コ ンロ ン ソ ウ、
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図 I - 1 遺跡の位置( 1 )
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1 遺跡の位器と環境

赤紫のム ラ サ キ ケ マ ン、 青紫のナギナ タ コ ウジュ 、 黄色のツ リ フ ネ ソ ウ、 曇天時の白いマツ ヨ イ セ ン

ノ ウ等がある。 こ れら作物、 野草の分布は用水路、 排水路の整備によ る水位の低下に よ る所が大 き い。

(4) 古地図 （図 I - 2 )  

ユカ ン ポ シ C l5遺跡は 「オサツ」 川の下流部にあた り 、 この付近の様子は、 1600年代以降の絵図、

地図、 旅行記な ど に い く つか表現さ れている 。 すなわち遺跡の近辺は、 「シ コ ツ越え」 の道筋にあたっ

ていたのである 。 こ れ ら の詳細について は前回の報告書において 「 d 古地図、 旅行記な ど」 と し て

紹介した と こ ろ で あ る （『千歳市ユ カ ンポ シ C l5遺跡( 3 ) 』 2000年 3 月 、 393ペー ジ） 。 た と え ば伊能忠

敬図 (1821年刊行） と して知られている中図 r蝦夷』 では 「勇払 ・ 石狩間山道」 の東側に 「オサツ沼」
が書き 込 ま れて お り 、 周辺の地名 も読み取れる 。 さ ら に幕末期の見聞である松浦武四郎の地図、 記録

に も 水航の要地 と して表現 さ れ て い る。

近代的な測量に も とづ く 地形図は、 1894年 （明治27年） 北海道庁が刊行 した 「胆振国千歳郡千歳原

野区画図」 （ こ れは25000分の 1 であ る ） を は じ め と し、 5 万分の 1 の図が、 刊行主体や回幅名称を変

えながら発行されている 。 なお 、 厳密な意味では地形図に含みがたいが、 こ こ ら の河川の測最がなさ

れたのは1873年 （明治 6 年） 、 1874年で あ り 、 1875年に開拓使地理課製作 と して 『北海道石狩川 図』 が

刊行さ れている 。

図 I - 2 は1936年 （昭和11年） 「大日本帝国陸地測飛部」 発行の 『恵庭』 （えにわ） である。 図には左

下に直線でのびる 「鉄道」 が描いて あ り 、 左端に 「ゑにわ」 駅 も あ る 。 鉄道線路は1926年 （大正15年）

開業の 「北海道鉄道札幌線」 （苗穂一 沼ノ端） の一 部である 。 現在は J R千歳線と呼ばれている。

広大な原野に格子目の道路が描き込まれている 。 こ れは北海道庁が農耕地開拓のために企画した 「植

民区画」 の道路である 。 一つの 区画を300間 (540m) と す る も の で、 東西に走 る も の を 「号」 と呼び、

南北の も の を 「線」 と称している 。 南北の道路では 「基線」 「東三線」 「東五線」 「東六線」 「東九線」

が読み取れ、 東西の も の は 「南十八号」 「南二十一号」 「南二十四号」 「南二十六号」 「南三十号」 が読

み取れる （南23号は加筆した も のである） 。 こ れ ら の号線道路の基準 と な る 「基線」 「零 （基） 号」 の

交点は 、 現在の長沼町にあ る 。 この 「千歳原野植民地区画割」 （号線の設定） は1893年には完了してお

り 、 翌1894年 2 月か ら 「植民地払下」 は始ま っ て い る 。

この図 に よ る と 「ユカ ンポシ川」 の流路は 、 「東五線」 と 「東六線」 と の間を北流し 、 大 き く 東に折

れて 「長都川」 に注いでいる 。 遺跡の周辺には 「乾田」 の記号が多 く 認め られる 。

長都沼は広さ約1500ヘク タ ールで、 周囲は湿原である 。 沼の特産物 と して戦前に おいて知られてい

たのは、 ワ カ サギ、 フ ナ、 コ イ 、 エ ピなどである 。 ワ カ サ ギ、 フ ナ は缶詰に な り 、 フナ 、 エビは甘露

煮にな っ た と い う 。 当然、 ガ ン、 カ モ 、 ハ ク チ ョ ウな どの水鳥 も多かった 。 こ の よ う な低湿地にたい

して排水路の工事が始 ま っ た のは1941年 （昭和16年） か ら であ る 。 学徒動員 に よ る施工であ り 、 こ れ

は現在 「大学排水」 と呼ばれている 。

(5) 現況 （図 I - 1 、 口絵ー 1 )

現在の 5 万分の 1 地形図の図幅名称は 「恵庭」 （図 I - 1 ) である 。 千歳川、 長都川な どの河川改修

に よ り 水位が低下し、 かつての 「長都沼」 の湖沼は消失した。 「植民区画」 の道路、 「防風林」 が整然

と直進している。 ユ カ ン ボシ川は 、 改修工事に よ る流路変更の結果 「南24号」 の南側を東に流れ、 長

都川に合流 し て い る 。 この川の下流部 に あ た る 千歳市域においては 、 河川改修の工事が進展し、 護岸

は コ ン ク リ ー ト プロ ッ ク で覆われ、 直線化した流路に な っ て い る 。 自然河川の姿が残 る の は、 最上流

部の恵庭公園 内 と そ の近辺のわずかな範囲だけである 。

ユ カ ンポシ川 、 長都川が注ぎ込む千歳川は、 鮭の多童遡上で知ら れて い る。 •しか し 、 長都川の合流
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I 緒 言

地点に金網の柵が設けられて久しいので、 長都川 、 ユカンポシ川の流域において鮭を見るこ とはない。

こ の ユ カ ンポ シ C l5遺跡の発掘調査が終了し、 高速道路の建設工事が完了したので、 東西に走る長

大な構造物が、 低平な地域に出現している （図 I - 1 、 口絵ー 1 ) 。 防風林を突き抜け、 千歳川を渡る

高速道路の本線車道は、 片側ー 車線の暫定開通である。 市道南2 3 号は高速道路に沿ってゆる ＜ 曲がっ

ている。 こ こ はアスファル ト舗装であるが、 高速道路の南側に新 し く 作られた側道は、 農作業のため

のものであり砂利敷である。 こ れらの 道路工事に付帯して作 り 直 さ れた側溝は、 排水路としての機能

が優先さ れており、 周辺の地域ではさ らに水位が低下してい く のであろう。

3 カ 年にわたる発掘調査は終了したが、 本線車道 と側道の砂利道の間には、 未調査区域が残ってい

る。 西地区では幅12 mほどで長さ170mほど、 東地区では幅13 mほ どで長さ 40mほどの区域である。

2 調査にいたる経緯、 調査報告書

日本道路公団が建設を進めていた北海道横断自動車道 （千歳市～夕張市） に か かる埋蔵文化財の保

護についての活動は 、 北海道教育委員会がおこ なっていた。 すなわち198 8 年 （昭和63 年） 4 月~ 5 月

の遺跡所在確認調査、 1 9 91年10月以降の遺跡範囲確認調査である。

範囲確認調査を終えた遺跡で、 工事計画の変更が不可能であるため に発掘調査を必要と する埋蔵文

化財包蔵地は千歳市内11か所、 恵庭市内 3 か所、 由仁町内2 か所、 夕張市内 3 か所であった。 千歳市

内の11か所は、 西から東に、 次のような遺跡名である。 オサツ16遺跡、 オ サツ18 遺跡、 オサツ15遺跡、

ポ ン オ サ ツ 遺跡、 ユカ ン ボ シ C l5遺跡、 オ サ ット ー 1 遺跡、 キ ウ ス 4 遺跡、 キ ウ ス 5遣跡、 キ ウ ス 7

遺跡、 ケ ネ フチ 5 遺跡、 ケネフチ 8 遺跡。

恵庭市内の 3 か 所は、 千歳市内の ポンオサツ遺跡 と ユカ ン ポ シ C l5遺跡 と の間に、 西からシマ コ ッ

ナ イ C l 遺跡、 ユカ ンポ シ E lO遺跡、 ユ カ ン ポ シ E 7 遺跡である。 こ れらの千歳市内、 恵庭市内の遺

跡14か所の発掘調査は、 1 9 9 8 年秋をも って終了した。 そしてそれぞれの遺跡についての調査報告書が、

調査主体からそれぞれ刊行さ れている。 現段階で調査報告未了なのは、 ユカ ンボ シ C l5遣跡 （本書を

ふ く む） とキ ウ ス 4 遺跡 （の一部）である。

ユカ ンボ シ C l5遺跡については、 道路の路線が決定したのちに遺跡であるこ とが判明した。 建設工

事が予定さ れている こと も あ っ て、 北海道教育委員会による範囲確認のための試掘調査が下記のよう

な日程でおこ なわれた。

19 95年 （平成7年） 5 月2 9日~6 月2 日 （調査員：大沼忠春。 西側の低湿部）

19 95年 6 月2 6日~2 7 日 （調査員：大沼忠春。 防風林の西側）

19 95年11月 6 日~10日 （調査員：千葉英一
、 西脇対名夫。 西側の台地部分、 東端部）

1 9 95年11月27日~12 月 1 日 （調査員 ：種市幸生、 千葉英一
、 田才雅彦。 中央の低湿部、 東側の台地）

1 9 96年 （平成 8 年）4 月17 日 （調査員：大沼忠春。 民家、 宅地部分、 鶏小屋）

以上のような範囲確認調査 を も と に し て、 1 9 96年 6 月 から財団法人北海道埋蔵文化財セ ン タ ー に よ

り発掘調査が始 ま り 同年4 か月 、 1997年に 6 カ 月 、 19 98 年に 6 カ 月 の調査がおこなわれた。 発掘調査中

の1 9 97 年 5 月27日 （調査員：種市幸生、 藤原秀樹） と 6 月24日 （調査員：大沼忠春）に東地区の民家跡

の西側部分で、 追加の試掘がおこ なわれた。 さらに1 9 9 8 年 9月 3 日 、 深堀部分の調査範囲に関しての

判断もなされた （調査員 ： 千葉英一
、 工藤研治） 。

ユ カ ンポ シ C l5遺跡の調査報告書は、 すでに3 冊が刊行されている。 本書は 4 冊目である。

（西田）
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I 緒 言

3 調査の方法
(1) 発掘区の設定 （図 I - 3 •  4 、 図版 I - 2 )  
現地調査の基本図は、 北海道横断自動車道工事予定図1000分の 1 を使用した 。 発掘区の設定は 、 以

下の よ う に お こ な っ た。

ま ず、 工事予定中央線のS TA69、 S T A70をそれぞれMIO、 M30 と す る。 これを結ぶ直線を基軸と
し て 5 mの方眼を設定する 。 こ の 5 mの方眼は北西端の交点のアルフ ァ ベ ッ ト と 数字の組み合わせで呼

称 さ れ る （例 ： K13) 。 さ ら に こ の 5 mの方眼は2.5m四方に分割されて小発掘区 と な り 、 反時計回 り に、

北西端か ら a . b .  c . d と 呼ぶ （例 ： K13b) 。

この方眼の平面直角座椋は、 第湿系でつぎの通り である 。

S TA 69 (MIO) : X = -124295. 5363、 Y= -49502. 1207 
S T A  70 (M30) : X = -124332. 6406、 Y= -49409. 2737 
(2) 調査予定地の遺跡内容の推定
試掘調査に よ っ て推定される遺跡内容は、 以下の よ う な も の であっ た。

a : 調査区域は 、 東 と 西二つの地区に分かれている 。

b : 広い調査範囲は、 低湿部を多 く 含んでいる 。

C : 台地部分 と で も称すべ き 高 ま り では、 農耕地 と して遺物包含層が削平を受けた と こ ろがある 。

d :  ほぼ全面に樽前 a 火山灰がみられる 。 その厚さ は30cmほどである 。

e : 低湿部では木製遺物の検出が予想さ れる。 その時期は擦文文化期 ・ アイ ヌ文化期であ ろ う 。

f : また 、 縄文時代後期の土器破片 も 出土 し て い る 。

(3) 調査計画の立案と進行結果
広い調査範囲で あ る か ら 、 発掘は 3 カ 年に亘る も の と な っ た 。 こ の よ う な長期の発掘において良好

な調査記録を残すには、 よ り 周到な計画が必要 と な る 。 と り わ け調査範囲の大半は低湿部であ り 、 湧
水や滲水が予想 さ れ る 。 結果的には 、 除水、 排水には ウ ェ ル ・ ポイ ン ト法で対処す る こ と に よ っ て 、

安全確保 と と も に 、 遺物の検出にあた っ て も 台地上の発掘に近い形で進行でき た 。 3 カ 年の調査経過
は、 調査日誌の抄録で、 次節に示す 。

東地区、 西地区 と も に それぞれ調査区域が 2 か所づつ あ り 、 準備、 発掘、 最終確認、 後始末の繰り
返しであった。

(4) 発掘調査の進行 と手順
東地区、 西地区 と も に広い調査予定地であるか ら遺構 ・ 遺物の全体的な濃淡を早めに把握する必要

がある。 は じ め 5 m四方の発掘区を飛びとびに四分の一 程度発掘した (25%調査） 。 こ れを も と に遺構 ・
遺物の分布状況を推定し、 全体の調査に取 り かかった 。

低湿部では I B眉と II B 層 と は間層 (Ta-c) に よ っ て 区別でき る ので分層発掘 と した。 さ ら に遺物

包含層である I B 層 と II B 層の発掘は 、 それぞれに細か く 分層 し て お こ な っ た。 台地部においてはTa
-c層は希薄であ る が、 1 B層にはTa-c層に由来する微小軽石が含まれているので、 11B層 と は分層し
得た。 こ れ ら の調査は 、 人力に よ る 手掘 り 作業で、 発掘区ご と にス コ ッ プ、 ツルハシ、 移植ゴテ 、 竹
ヘラ な どを用いて遺物の多寡、 土層の変化 を み き わ め なが ら お こ な っ た （包含層調査） 。

(5) 遺構の調査

25%調査、 包含唇調査時に住居跡、 土壊などを推定でき た と き は、 その平面形の長軸 と 短軸方向に
土層観察用の土手 を残して掘り 下げた。 想定される床面の検出は 、 土層観察用の土手に接して小さな
先行溝を掘 る な ど し て 、 慎重に行った。 遺物は 、 出土の状況を詳細に記録化 し て か ら 取 り 上げた 。 時
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3 調査の方法

期判定、 遺構の判断は 、 Ta-a、 B-Tm、 Ta-cな どの火山灰混入の有無でなし得たものもある。

(6) 遺物の取り上げ

土器、 石器等の遺物は出土の状況 に応じて、 位置や土層を記録してから発掘区ごと に取り上げた。

と りわけ本来的な 遺物包含層と考えられる I B層、 IIB層 • II B 下層とEn-Lの漸移唇か ら検出される

遺物については 、 出土状態の詳細な記録化 を お こ な っ た。 集中的に出土する土 器破片は、 破損の状況

を十分に検討して接合・復元作業を考慮 した取り上げにつとめた 。 微細遺物の密集部分では、 水洗い、

水師選別によって取り上げたと こ ろ もある。

(7) 深掘部の調査

前々回の報告害に記したので、 こ こでは省略する。

(8) 木製遺物の発掘、 取り上げ

発掘作業は ス コ ッ プ、 移植ゴテ 、 竹ヘラなどを用い、 慎璽を期した 。 木製遺物は乾燥による変形、

変質が著しいので、 こ れ を 防 ぐ た め に検出の後、 速やかに水を含んだ晒し布で保全しさらにビニール

で蔽った 。 出土状態、 位囲の記録化の後に取り上げるのは 、 土器、 石器などと同じである。 取り上げ

たものは、 簡易プールや遺物収納箱などで水に浸けて、 変形、 変質を防いだ。 木製品の保存処理は美々

8 遺跡低湿部での方法と同じである。 作業の詳細は 、 木製遺物の報告が一段落した時点で記す予定で

ある。

(9) 遺物整理の方法 （図版 I - 15~17) 

出土した遺物は、 野外作業と 並行して現地で水洗・注記作業を お こ な っ た。 小片あるいは微細なも

のを除いて、 大多数の遺物には発掘区と出土層、 および取り上げ番号を注記した 。 現地では 遺物収集

帳点検・補正 （遺物台帳作成） 、 大 ま か な 遺物の分類 ま で お こ な っ た 。 冬期の室内整理作業で、 土 器、

木製品の接合・復元作業、 石器や黒曜石剥片類の接合、 土器・石器・木製遺物の実測・製囮、 集計お

よびそのほかの記録類の整理をお こ な っ た 。

土器の接合・復元作業においては、 破片個々 の出土位置を明記すること によって、 土器の破損状況

を明らか にすることにつとめた 。 遺跡は縄文時代、 続縄文時代、 擦文文化期、 ア イ ヌ 文化期において

繰り返し人が利用する場所であ ったが、 各時期における占地が異なっており、 さ ら にTa-a火山灰の厚

い堆積があり、 耕作等による攪乱を免れた こと も幸いして、 遺構・ 遺物の残存状況が比較的良好であ

っ た。 このために 土器破損の様子を把握できたものが多い。 したがって、 い く つ かの小地域において

住居跡、 土壊と多量の土器と の相互の関係に関して、 明確な結論が得られたものがある。

(10) 1999年、 200 0年の整理作業

19 9 9年 4 月 をもって、 当埋蔵文化財セ ンタ ーが札幌市中央区 から江別市西野幌 （文京台小学校と な

り）へ移転し た。 これに伴っ て出土遺物その他すべての資料は 、 江別市に移動した。 以後、 土器、 石

器、 木製遺物などの整理作業は 、 江別市西野幌でお こ なっている。

木製遺物については、 移動時の損傷、 現境の変化による表面劣化などが推定されるが、 個々 に関し

ての実態は明 ら か にできない。 移転後の保存処理施設の本格稼動が遅延していたので、 木製遺物の一

部については 、 釜石文化財保存処理センターヘ処理を委託している。

（西田）
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4 調査日誌

4 調査日誌 （図版 I - 3 ~14) 
3 カ年の調査経過は 、 調査日誌の抄録で、 以下に示す。

(1) 1996年の発掘調査 （ 日 誌抄録）
5 月29日 （水）30日 （木） 、 東の地区で建設用重機を使っての表土の除去作業をお こ な う 。 現表土、 盛 り

土、 旧表土、 樽前 a 火山灰などを剥ぎ捨てる 。

6 月 5 日 （水） 、 高速道路工事施工業者 （大林組、 東洋建設共同企業体） と 現地で具体的な打ち合わ
せを行う 。 調査事務所、 現地整理作業室等の設置場所を決定する。 電気、 水道の導配線、 排水の処理、

発掘調査の廃土の扱い方法、 ベル ト コ ンベアの設置と移動、 電源の確保な ど協議。

6 月17日（月）~21 日 （金） 、 鋼矢板の設置確認。 木製遺物整理作業室の砂利敷き 、 排水施設な どの整備。

カマ場の確保、 ベル ト コ ンペア、 排水ボンプなどの設置 をお こ な う 。

6 月24日（月） ~29日 （土） 、 発掘用器材、 諸物品の搬入。 発掘前の写真撮影、 地形測屋、 安全確認など
ののち 、 作業員の移動を行い発掘調査を始める 。 木製遺物、 土器、 石器の出土がはじ ま る 。 土層、 遺
物包含層、 火山灰の層序関係の把握に努める 。 本格的な調査になる 。

7 月 1 日 （月） ~ 6 日 （土） 、 降雨溜水のための排水溝を作 り発掘 を お こ な う 。 O B層、 I B層、 II B 層
を順次掘 り 下 げ、 自然倒木の判別、 廃棄をお こ な う 。 O B層、 I B層、 II B 層の遺物取上げを始める 。

7 月 8 日 （月） ~13 日 （土） 、 東の地区の調査が終了に近づ く 。 西の地区の準備作業をお こ な う 。

7 月 22日（月） ~27 日 （土） 、 東の地区を終了し、 西の地区を掘 り 始め る 。

7 月29日（月） ~ 8 月 3 日 （土） 、 30日 の豪雨のために調査区域が水没す る。 木製遺物は製品と みなせる
も の が 多 く 出土し始める 。 また、 立杭列の検出は、 建物跡を推定でき る 。

8 月5 日 （月） ~ 9 日 （金） 、 木製遺物の出土状況写真撮影、 実測、 取上げ、 水洗いを順次お こ な う 。

曲げ物の取上げは 、発泡ウレタ ンで周囲を固め る こ と にす る。 お盆休みに備えての保全作業 を お こ な う 。

8 月 19日 （月） ~24 日 （土） 、 調査再開。 22日 か ら の雨で調査区域が水没す る。 23日 の早朝が激 しい 。

「…… 夜半 か ら の豪雨で I -31区の市道南23号沿い側溝の土管や暗渠連結部か ら水漏れが始 ま っ た
( 6  : 30) 。 オ ラ ンダの少年状態で水止め をしたが、 効果なし。 水量が増加し側溝決壊のおそれがあっ

た た め 、 土嚢を積む (~7 : 30) 。 その間に共同企業体へ連絡 ( 7 : 00) 、 助力を求める。 土嚢を積み、

土砂を投入し 、 一段落 ( 9 : 20) 。 ……」
8 月26日（月） ~ 9 月28日 （土） 、 木製遺物の出土が多 く な る 。 写真撮影、 取上げを順次進め る 。

9 月31 日 （月）~10月 5 日 （土） 、 付替え道路の工事関連で、 調査範囲の拡大検討 を も と め られる。 進行
状況、 調査日程、 遺物の出土状況、 予想される遺物出土量 な ど を検討し、 了解する。

10月 7 日 （月）~12 日 （土） 、 木製遺物の検出 、 取上げを順次進める 。 範囲拡大区域の調査を始め る 。

10月14 日 （月） ~19 日 （土） 、 遺物搬送に備え、 木製遺物の封入作業を本格化 し、 撤収準備を始め る 。

10月21日 （月） ~26 日 （土） 、 発掘作業 を順次縮小し、 撤収のための作業 を お こ な う 。

10月28日 （月）~31 日 （木） 、 遺物を札幌の整理作業場所へ搬送す る （北26条、 西 9 丁目） 。 物品、 器材
を整理し、 次年度調査計画のあ ら ま し を検討し終え 、 札幌に撤収する 。

(2) 1997年の発掘調査 （ 日 誌抄録）
4 月の う ち に 、 調査区域を取 り 囲 む よ う に鋼矢板を打ち並べ、 ウ ェ ルポイ ン ト 、 排水ポンプ、 ベル

ト コ ンベアな どを設囲する 。 東地区の一部では建設用重機を使って 、 表土の除去 を お こ な う 。

5 月6 日 （火） 7 日 （水） 、 札幌を出発してユカ ン ボ シ C 15 遺跡に到着する 。 調査事務所内外の整備を
お こ な う 。 電気、 水道の点検確認、 物品、 器材の点検整備、 リ ース物品の検収な どがあわた だ し く 進む。

5 月8 日 （木） 、 調査事務所の開所式をお こ な う 。 雇用にあたっ ての諸説明、 事務手続 き な どを午前
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中に済ませる 。 調査員 7 名、 作業員129名である。 これでも作業員不足なので、 応募者があれば随時採
用 と い う こ と にす る 。 人力によ る表土の除去作業 な ど、 発掘をはじめる 。

5 月 9 日 （金） 、 表土の除去、 表面の清掃作業、 周辺の現境整備、 遺物整理室の整頓などをお こ な う 。

5 月 1 0 日 （土） 、 東地区、 西地区を同時に発掘作業を お こ な う 。 東地区では、 須恵器、 キセルの検出
があり 、 竪穴住居の凹地から 「送 り 場」 を確認する 。

5 月 12日（月）~17日 （土） 、 鉄製品 、 木製遺物、 土器、 石器等の多量出土が始ま る。 木製品では中柄、

制裁棒、 漆椀、 下駄も出土する。 東地区では住居跡、 土壊、 焼土等の検出が相次 ぐ。 17日（土） 朝 8 :50、

調査区内の仮設電柱に落雷があり 、 電線が切断さ れ停電 と な る 。 F AXが火を噴き電話不通 と な る 。

5 月 19 日 （月） ~24日 （土） 、 連日 の霧雨、 小雨に もかかわ らず野外作業を行う 。 東地区では遺構、 包含
層の調査が進展する 。 鉄鍋を検出 す る 。 擦文時代の土墳墓、 縄文時代のT ビ ッ ト の検出が相次 ぐ。 多
数の攪乱の小土墳は、 先 ご ろ ま で在っ た鶏小屋を囲む位置に見られる こ と か ら、 番犬の繋ぎ杭の跡と
理解する 。 擦文時代の土層 に ま で及んでいる 一つの小土壊から 、 拳大の軟ゴムポールが出土し た が、

こ れは番犬が杭穴を利用 して穴を掘り 、 隠匿した も の と 思われる 。

5 月26日（月）~31 日 （土） 、 西地区の調査が一段落し 、 全員が東地区の調査を行う 。 低湿部は、 縄文時
代後期、 中期の層まで掘り下げる 。 擦文時代 （前期） の土墳墓を検出する 。

5 月27日 （火） 、 北海道教育委員会文化課 （調査員 ： 種市、 藤原） に よ る範囲確認のた めの （追加）
試掘調査が行われる 。 今回の 区域での調査範囲拡大は不要 との結論である 。

5 月 28日（水） 、 のち に周溝のある墓 (X- 1 ) と呼ぶこ と に なる遺構の調査方法の検討をはじめる。

5 月 29日 （木） 、 西地区で重機を使っての表土除去を開始する 。 と り あえずは、 よ り 東側から行う 。

6 月 2 日 （月）~ 7 日 （土） 、 強風、 雨、 霧雨の中で野外作業 を行う 。 東地区では水抜き 作業が重要 と
な る 。 木製遺物の検出が相次ぐ。 重複する住居跡、 土墳墓の精査につ と め る 。 鉄滓、 フ ィ ゴの羽口、

銑鉄片な どの出土から判断して 、 鍛冶遺構を想定する 。

6 月 9 日（月）~14日 （土） 、 晏天、 強風、 冷涼な 日が続く 。 東地区の市道南23号を切 り替え 、 ア ス フ ァ
ル ト 、 路盤砂利などを除去して 、 道路部分の発掘 を は じ め る 。 周溝のある墓の精査 (X- 1 ) を行う 。

6 月16日（月）~21日 （土） 、 道路部分に は、 水道管敷設、 側溝掘削のために攪乱さ れた以外では、 遺物
包含層の良好な残存が認め られる 。

6 月24日 （火） 、 周溝のある墓(X-2、 X -3)の調査に着手する。 北海道教育委員会文化課 （調査員：
大沼） に よ る 範囲確認のため （追加） 試掘調査が行われる 。 今回の区域での範囲拡大は120面である 。

6 月30日（月）~ 7 月 5 日 （土） 、 強風の 日が多 く て野外作業 は難渋す る 。 道路部分の範囲拡大区域の
調査を行う 。 西地区の市道23号部分を火山灰 (Ta- a ) 除去した結果、 地形の凹凸を確認する 。 竪穴住
居跡を想定でき る も のである 。 こ こ ら につ い て は 、 空中写真に よ る地形測量を検討する 。

7 月 10 日 （木） 、 周溝のある墓、 西地区の竪穴密集地な どの空中写真を撮影する 。

7 月 15日 （火） 、 高所作業車を使って 、 周溝のある墓の写真撮影を行う 。

7 月18日 （金） 、 周溝のある墓の精査を終了し、 東地区の調査を完了する。 以後、 全員が西地区の調
査に従事する 。 西地区の低湿部か らは 、 木製遺物が多量に出土する 。

7 月22日（火）~26日 （土） 、 朝夕の霧、 昼間の高温 と い う 夏型の日々がつづく 。 地表の乾燥が激しいの
で、 台地部、 低湿部 と も に散水を繰 り返す。 台地部で馬の足跡を確認する 。

8 月 、 西地区の台地部では住居跡、 土壊などの検出が相次ぐ。 低湿部では 、 木製遺物が次々 と検出
さ れ、 泥炭質の層が多量の遺物を包含層 してい る こ とが判明する 。 木製品には早櫂、 舷側板、 中柄、 棒、

垂木、 イ クパス イ 、 厚板などがある。 台地部の土壊墓には鉄製品が多 く 出土 した も のがある (P -36) 。
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4 調査日誌

9 月 、 農業用水の使用時期が過ぎたので、 農道を切 り替えたのち 、 農道部分の調査に着手する 。 西
地区の台地部では住居跡、 土塙の精査が継続する 。 低湿部では、 製品の形態が明 らか な木製遺物がさ
らに多嚢出土する 。 曲げ物様の樹皮製品 、 中柄、 花矢、 長い棒、 竪杵、 鉄斧の柄、 漆椀な ど。 底板、

板材、 車櫂、 櫂の破片な ど舟材の一部 と み な さ れる も のが目に付く 。 青磁皿、 永楽通宝 も出土する 。

低湿部の掘 り 下げによ り 、 地形概略が次第に明瞭になる 。 樽前火山灰 (Ta-a) 降下直前に河川流路で
あ っ た低い部分に木製品が多 く 残っ て い る 。 残存状況は泥炭層の形成と関係す る も のであろ う 。

10月11日 （土） 、 台地部の市道切 り 替 え部分で、 縄文時代の調査が終了 した と こ ろ に深掘用の区域を
設定し ( F -22、 23、 24区） 、 重機を使って恵庭火山灰の除去を始める 。

10月15日 （水） 、 深掘区 ( F -22、 23、 24区） で、 手掘 り に よ る旧石器時代の遺物の有無確認作業を始
め る 。 土層断面を整形し堆積の状態を観察した後、 調査区域の周囲に排水溝を確保し 、 掘 り 下げる 。

厚さ 2mほ どの恵庭火山灰よ り も 下位において黒色土が確認さ れ、 この層位から横倒しの樹木の検出が
相次 ぐ。 こ れ ら の樹木は、 標高 6 m よ り も低い と こ ろ か ら の出土である 。

10月16日 （木） 、 樹木は幹部のみ な ら ず、 根部、 枝葉部な ど と 次々 に検出される。 根部は生育時その
ま ま を思わせる姿形であり 、 検 出 さ れる ほ と ん どは現地性の樹木群であ る と 判断する 。

10月17日 （金）~22日 （水） 、 土層、 樹木群の詳細観察、 写真撮影、 実測などの記録化をおこない、 標本
採取を行う 。 大略黒色土 と 分類した も の は 3 層を確認でき た 。 3 唇の う ちで中ほ どの黒色土層に樹木

群は良好に残存 し て い る 。 当時の現境復元にあ た り 、 重要な資料に な る も の と考 え ら れ る 。

10月23日 （木） 、 深掘区域の調査を終了し、 埋め戻す。

10月前半で当初計画範囲の発掘を終了する 。 次年度の調査予定区域で、 木製遺物の出土が予想され
る範囲については 、 冬期の凍結深度を考慮 して盛り土を行う 。 後半は遺物整理、 物品、 器材の整理、

札幌センタ ー （南26条、 西11丁目） への遺物搬送を 行 う 。 次年度の調査計画の あ ら ま しを検討して、

月 末に札幌に撤収する 。

(3) 1998年の発掘調査 （日誌抄録）

4 月 の う ち に 、 調査区域を取 り 囲む よ う に鋼矢板を打ち並べ、 ウ ェルポイ ン ト 、 排水ポン プ、 ベル
ト コ ンベアな どを設留する 。 20 日 （月） 、 重機を使っ て盛 り 土、 表土の除去を始める 。

5 月 6 日 （水） 、 札幌を出発してユカ ンポシ Cl5 遺跡に到着し 、 調査事務所内外の整備を行う 。

5 月 8 日 （金） 、 調査事務所の開所式を行う 。 調査員 6 名、 作業員90名である 。 人力によ る火山灰、

表土、 耕作土の除去を始める 。

5 月11日 （月）~16日（土） 、 台地部の調査を行う 。 以前の民家部分、 水田部分の土地区画が明瞭に現れ
る。 水抜き 、 調査区内の杭打ち 、 地形測糞を進める 。

5 月 18日 （ 月 ）~23日 （土） 、 下端が尖っ て お り 、 杭穴、 柱穴と推定でき る も のが検出され始める 。

5 月25 日 （月）~3 1 日 （土） 、 内耳鍋、 農具刃先などの鉄製品が出土す る。 こ れ ら は形態を保っているが、

取上げる と崩懐 し て し ま う 。 列をなす柱穴は、 直線的な も の 、 方形に 閉じ る も のな どがある 。

6 月 1 日 （月）~6 日 （土） 、 台地部の柱穴列は 、 略6 � と 9m と で長方形をなすも のがある。 土坑墓、

焼土、 土坑の検出 を進める 。 人力 に よ る火山灰除去を行い 、 低湿部の発掘 を は じ め る 。

6 月 8 日 （月） ~13 日 （土） 、 雨、 霧の日が続く 。 台地部の柱穴列は 、 住居、 柵、 棚などが想定される 。

台地部で縄文時代までの調査が終了 した区域で、 旧石器時代の遺物有無確認の試掘調査を始める 。 7 月
上旬での調査事務所などの移設について 、 工事施工業者 （大林組、 東洋建設共同企業体） と協議する 。

6 月 15日 （月） ~20日 （土） 、 低湿部では木製遺物の出土が始ま る。 前週から の霧、 霧雨、 雨の天候が18
日 に な って晴れる 。 こ れに よ っ て土質、 土層の変化、 相違が明瞭に区別で き る よ う にな っ た。
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I 緒 言

6 月22 日（月）~27日（土） 、 台地部の旧 石器の有無確認調査での、 恵庭火山灰層の最上部において構造

土の検出が判明する。 以後、 精査につとめる。 低湿部では木製 遺物の検出が相次ぎ、 遺物分布の濃淡

が次第に明らかになる。 横槌、 漆杯などの製品を検出する。 調査事務所など の移設工事が始 ま る 。

6 月2 9日（月）~7 月 4 日（土）、 台地部は柱穴、 土坑、 焼土の精査を進める。 低湿部では木製遺物の

う ちでも製品の出土が目に付 く 。 弓、 ホ ゾ穴のある板、 楔。 調査事務所等の移設を完了す る ( 7 月 1 日） 。

7 月 6 日（月）~11日 （土） 、 台地部 は柱穴列の精査を行 う 。 低湿部では木製 遺物の検出が相次 ぐ。 曲

げ物、 柄穴のある板、 細い棒の密集状態などを検出する。 8 日（水）、 8 0mmを上ま わるほどの豪雨にな

る。 ウ ェ ルポイ ント による排水を継続して 9日（木）の作業に支障はきたさずに済んだ。

7 月13 日（月）~18 日 （土） 、 好天に恵 ま れ野外作業は順調に進む。 低湿部で続縄文時代の土坑墓を検出

す る ( P -77)。 17日（金）、 旧石器時代の遺物有無確認調査のための深掘用の区域を設定 し ( I • J -

14~20 区）、 重機を使って恵庭火山灰の除去を始める。 恵庭火山灰の厚さは、 ほぽ2 mである。

7 月21日（火）~2 5日（土） 、 台地部、 低湿部ともに包含唇調査、 遺構の精査をお こ な う 。 深掘区域の手

掘 り 調査を始める。 その準備作業として、 まず周囲に排水用の溝を掘り、 つぎに全周にわたる壁面清

掃をお こ な う 。 恵庭火山灰は堆積後の地下水位現境の変動による、 下部の還元状態（灰青色部分）と

上部の酸化状態 （褐色部分） とが明瞭に区分できる。 最上部には流水痕跡が確認できるところがある 。

壁面の全体にわたって、 鉄分の凝集がほぼ水平な横線として認められる。

7 月2 7 日（月） ~ 8 月 1 日（土） 、 台地部は包含層の調査を終了し、 構造土の検出を行う 。 低湿部は、

サンプル採取用の土壁を残 している 。 深掘区 は、 恵庭火山灰直下の地形の凹凸を確認した後、 樹木の

検出を始める 。 以後連日 、 樹木の検出が行われる。 前年10 月 の調査と同じよ う に樹木は幹部のみなら

ず、 根部、 枝部などと次々に検出される。 根部は生育時その ま ま を思わせる姿形であり、 検出される

ほ と ん どは現地性の樹木群であると判断する 。 31日 （金）、 深掘用の区域を拡大するため に 、 重機を使

って恵庭火山灰の除去を再開する ( J · K - 14~20 区）。

8 月 3 日（月）~ 8 日（土） 、 台地部は構造土の検出を進める。 5 日（水）、 台地部、 低湿部の包含調査

を終了し 、 全体的な消掃、 写真撮影を行う 。 深掘区は 、 旧地形、 糊木群の検出を行う 。

8 月10日 （月） ~15日 （ 土） 、 お盆休みで野外作業休止、 現湯閉鎖。

8 月17日（月）~22 日（土） 、 台地部 は構造土の調査を終了する。 深掘区は樹木群の検出を進め、 土層断

面の詳細な検討を始める。 20 日（木） 、 木製遺物の水洗い作業を本格的に始める。

8 月2 4日（月）~2 9日（土） 、 深掘区は樹木群の検出、 サンプル採取を行う 。 27日 （木） 、 樹木群よりも幾

分深い土層から黒曜石の剥片を検出する。 こ れ は、 お よ そ2 万年前の旧石器時代のもので、 微細な加

工が認められるので、 石 器と み な せ る ものである。

8 月31日 （月） ~ 9月 5 日（土） 、 深掘区を掘り下げる。 9 月2 日 （水） 、 木製遣物の点検、分類、 整理、

封入作業を始め る。 3 日 （木）、 旧石器時代の遣物出土に関して、 北海道教育委員会文化課の指導を受

け る （調査員：千葉英一
、 工藤研治） 。

9 月 7 日 （月 ） ~12 日（土）、 木製 遺物の点検、 分類、 整理、 封入作業を進める。 深掘区は遺物検出作

業と土層観察用の深掘作業をおこなう。 11 日（金） 、 深掘区の調査を終了する 。 発掘作業はすべて終了。

9月12 日（土）、 埋め戻し作業を始める。 16 日 （水） 、 鋼矢板、 ウェルポイ ン ト を取り外す。 以後、 遺物

の水洗い、 土壌の水洗選別、 木製 遺物の整理点検、 封入などを行う 。

10 月下旬、 機材の点検、 整理を行う 。 札幌の整理作業所（南2 6条、 西11丁目） へ遺物を搬送 して調

査事務所を撤収する。

3 か 年の調査経過の概略は以上の よ う であった。 （西田）
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5 土層の区分

5 土層の区分 （図 I - 6 ~11、 口絵 ー 2 上段、 図版 I -18 • 19) 
調査にあたっての土層区分は、 基本的には東地区 ・ 西地 区 と も通覧でき る よ う に し た 。 さ ら に 台地

と低湿部の有機的連続性が明確な も の と な る よ う意識した 。 図 I - 5 は こ れを模式化 した柱状図であ
る 。 前年度までの報告書には各々 、 報告( 1 ) に東地区のEラ イ ン と南北ラ イ ン等、 ( 2 ) に西地区のE
ラ イ ン ・ 27 · 29 ラ イ ン 、 ( 3 ) に 0 ラ イ ン ・ 15 ラ イ ン ・ 23ラ イ ン、 のセ ク シ ョ ンを報告 ・ 掲載 し て き た。

今回は、 木製品出土の主要層である I B 3 層 を中心と した報告と い う こ と を考慮し 、 調査範囲の東西
中央ライ ンで平成 8 ~10年度の 3 ヵ 年にわたったM ラ イ ン セ ク シ ョ ン と 、 区の東西セ ク シ ョ ンである
Sラ イ ンセ ク シ ョ ンを掲載する 。 次に土層図の位置関係を示し、 その特徴を記す。

図 I - 6土層図( 1 ) ~図 1 - 9 土層図( 4 )
4 枚13本 ［ア ー イ ］ ［ウ ー ソ］ で、 遺跡調査範囲中央部のM ラ イ ン東西セ ク シ ョ ン。 ［ア ー イ ］ は

Ml晦から東西各2.5mの部分。 ［ウ ー ソ］ はM17杭からM41杭までを南から観察した様子に な る セ ク シ
ョ ン図である。 実際は調査年度に よ り観察方向が異な るため、 若千の修正を加えてある。 T.a-a と撹乱
土の一部を除去した後の図。 水田造成の溝な どで深 く 撹乱を受けている部分がある 。

［ア ー イ］ は西側台地部、 ［ウ ー エ］ は台地部 と低湿部の交接帯にあたるが、 Ml5杭以東 · M18 杭
以西が水田造成の削平を受けており 交接帯台地側の微妙な層変化は観察でき なか っ た。 また 、 西側台
地部は 1 黒層下部ま での撹乱が多 く 、 1 黒層の残存は概して薄い。 Ta- c も 全体的に不明瞭だが、 1 黒
層下部 と 混合した状態で確認はされる。

［ カ ー ク ］ のM24杭以東M25杭東 までの 7m 台地部 低湿部

ほ どは、 南側低平台地の突端部 か ら の続 き で、 ll:t· 麟作土

低湿部はやや浅い堆積 と な る 。 こ こ は台地部と
低湿部の交接帯であ り 、 やや深 く な る 東側の

18 I 
------ I O B 

［キ ー ク］ で は B -TmやTa-cが明瞭に確認でき、 ヽ I •  Bl 

黒層が低湿部に向かって徐々に分層される状態
を観察でき た。

1 B 2  

I 83.t 

低湿部では 1 黒層が細分でき 、 I B 3 層中の
183下

B-TmはM2嘩からM2暉間と 、 M3的諏東可新
184 

JBS 

続的に確認でき た 。 I B 4 層 の上下細分は、 M 閾層
(llfl土）

20杭付近と M23杭付近、 M25杭以東で確認でき 1 8上

18中
た。 nei: 

Ta-cはC, • C2 と その間層腐植土が確認でき る と 灰白織色
シル ト賃鮎土

こ ろ も あ るが、 こ れ ら が混合した二次堆積部分
•砂■層

や黒層と の混合唇 も み られた 。 1 黒層は上中下
に分層 で き る が、 II B上層が主体と な る 。

II B 層を細分す る そ の層界は 白色粘土層 を挟む

こ と が多い。 II黒層 と基盤のEn-Lの間にはシル .., . 纏土9
S p f l 二次蟻讀

卜 質層や砂層が存在 した 。 シル ト質層が基盤 ？ 属櫨土2
S p t l 一次竃•

を なす面も あ っ た 。 M23杭下の大型ポ ッ ト ホー ●纏土3
S p  I L 二次JI鴨

ルでは粘土層砂層と 腐植土層の堆積が確認でき
●●土4

S p f L 二次竃鴨

た。 図 I - 5 土層模式

- 14-



I 緒 言

全体にII黒層の乱れに比べ I 黒層の乱れは小さ く 、 I B 5 層以降安定した低湿部の形成がな さ れて

い た こ とがわかる 。 部分的に乱れる の は、 水流や木根の影響であろ う 。

図 I -10土層図 ( 5 )~図 I -11土層図 ( 6 )
2 枚 7 本 ［ タ ー ニ］ ［ヌ ー ネ］ で、 遺跡調査範囲南側のSラ イ ン東西セ ク シ ョ ン。 ［タ ー ニ］ は S 12杭

か ら S 23 a 区まで、 ［ヌ ー ネ］ は S28d 区か ら S 30 a 区 ま での9.6m分を、 それぞれ南から観察 した様子
にな る セ ク シ ョ ン図である。 平成 8 年度④区調査時の セ ク シ ョ ンである 。

［タ ー チ］ は西側台地部 と低湿部の交接帯にあたる 。 西側台地部は 1 黒層下部ま での撹乱が多 く 、

I 黒層の残存は概 して薄い。 Ta-cも 全体的に不明瞭だが、 1 黒層下部と混合した状態で確認はされる 。

低湿部側では B 調査試掘穴があ り 交接帯の明確な認識はで き なか っ た が、 緩やかな傾斜で東側が低湿
部 と な る 。

［ネ ー ニ］ の S 19杭から東側は 、 南から突出す る低平な台地部の断面 と な る 。 南側台地部 と低湿部
の交接帯 ［ネ ー ノ ］ は緩斜面で浅い。 南側低平台地部は 、 水漬き状態にな る こ と も あ っ た よ う で、 低
湿部同様の未腐植土がみ ら れた。 S 21杭西側の風倒木痕から以東は 、 台地上の堆積状況を示す。

低湿部は北側 （下流側） の区に比べて浅く 、 0 黒層は確認でき I 黒層の上部は細分さ れ る が、 下部
の I B 5 層はみられず、 I B 4 層 も 上下細分はできない。 また、 I B 3 層中のB-Tmも確認で き な い。

Ta-cはC2が部分的に確認できるのみで、 Cい C2 と その間層腐植土が 1 黒層や II 黒層 と混合 した二次堆積

層がほ と ん どである 。

［ ヌ ーネ］ は遺跡中央部を横断す る道路下部分のセ ク シ ョ ンで、 南側低平台地 と 東側低湿部の交接

帯 に あ た る 。 この道路は、 旧表土面下のTa-a面を削っ た旧道の上に約 l mの盛土をして東側低湿部上
に拡幅したものである こ と が判る 。 東側低湿部と の交接部はやや傾斜が強 く 深い。 こ こ では、 1 黒層
が低湿部に向かって徐々 に分層される状態を I B 4 層の上下細分ま で観察でき 、 Ta- c も cぃ Q と もに確
認でき た 。 II黒層も 白色粘土層を挟んで上中下に分層でき る。

以下、 土層図( 1 ) ~ ( 6 )で細分した層の説明を記す。 低湿部で土壌の近似した層は ま と めて あ る。

全体的な色の傾向は、 口絵 ー 2 上段を参照の こ と 。

撹乱 ： 水田造成 ・ 道路 ・ 側溝 ・ 宅地 ・ 暗渠 ・ 耕作等で層 を乱した部分。 遺物の混入がある。 なお 、

水田造成や道路基盤整備は広 く Ta-aから黒層まで達 し て い る 部分がある 。

旧表土 ： 耕作が黒層上面ま で達 し て い る と こ ろ が多 く ほ と ん ど消滅 し て い る が、 道路盛土下の一部
に残存 し て い る 。 本来は開拓が入る ま でTa-aの上に堆積していた腐植土層で、 杭列が存在する 。

Ta-a :  樽前a降下軽石層。 1739年 （元文 4 年 7 月 ） 噴出。 良好な残存部で層厚30~40cmあったが、 撹
乱 さ れ て い る と こ ろが多い。

O B :  紫がかっ た褐色泥炭層で、 主に低湿部に形成されているが、 南側低平台地部 に も 見 ら れ る 。 層
厚 0 ~20cm。 新千歳空港内の美々 8 遺跡低湿部で、 I B層 よ り も 上位の泥炭層 と して 、 Ta-a と Ta-b

(1667年噴出、 当遺跡では確認されていない） の間に確認さ れたのが最初の命名である 。 近世ア イ ヌ
文化期の包含層で、 当遺跡では木製品が若干出土する 。

I B : 西側や北側の台地上では分層されず、 唇厚 5 ~20crnの黒色土層 と な る 。 低湿部の I B 1 ~ 3  
に対応する 。

I B 1 : 黒褐～暗褐色泥炭層。 腐植進行中の層。 層 厚 5 ~25cm と 層厚差が著しい 。 低湿部全域 と南
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5 土層の区分

側低平台地部に堆積する 。 近世ア イ ヌ 文化期の主要包含層で、 自 然 木 と と も に大量の木製品が検出さ
れ る。

I B 2 : 濁暗灰褐色泥炭層。 比較的腐植の進んだ層。 層厚10~20cmで東側でやや厚いが、 ほぼ均一

に低湿部全域 と 南側低平台地部に堆積する 。 中世ア イ ヌ文化期の主要包含層で、 自 然木 と と も に大量
の木製品が検 出 さ れ る。

I B 3 : 濁暗褐色～暗褐色泥炭層。 低湿部全域に堆積する 。 B-Tmで上下に分層するが、 見られない
部分で も わ ずかな色 と植物質の ちがいやB-Tmの連続性でほぼ分層 で き る。 台地と低湿部の交接帯や南

側低平台地部およ び低湿部東側では分層 で き な い。 大 き な木根や自然木が多 く 、 木製品が多 く 出土す
る 。 擦文文化期中葉～中世ア イ ヌ文化期前葉相当層。

I B 3 上 ： B-Tmよ り 上位の I B 3 層。 やや暗い色で、 下層よ り は腐植発達。 層厚10~15cmでほぼ均

ーに堆積する。

B-Tm : 白頭山 一苫小牧火山灰。 灰白色で粉状。 低湿部や擦文文化期の遺構覆土に庖厚 0 ~ 2 cmで断
続的に分布する 。 こ れで I B 3 の上下を分層する 。 10世紀前葉の降下。 （註）

I B 3 下 ： B - Tmよ り 下位の I B 3 層。 やや茶色がかった層で、 I B 3 上層 よ り 腐植未発達。 層厚10
~15cmでほぼ均ー に堆積する 。

I B 4 : 濁暗褐～濁黒褐色泥炭層。 部分的には腐植の発達した腐植土層。 色や未腐植分の違いで、

上下に分層でき る こ とが多い。 分層のでき な い地点は I B 3 層 と 同一お よ び調査範囲南側であ る 。 大

き な木根や 自然木が多く 、 木製品 も 出土する 。 続縄文時代～擦文文化期前葉相当層。

I B 4 上 ： 濁暗褐色。 下層よ り も腐植未発達で、 部分的に砂質の こ と がある 。 層厚10~15cmでほ ぼ
均ーに堆積する 。

I B 4 下 ： 濁黒褐色。 上層 よ り も やや腐植が発達し 、 黒味がち 。 唇厚10~20cmで、 低湿部中央部で

やや厚い堆積を見せる 。

I B 5 : 黒褐色腐植土層。 部分的に は腐植未発達の泥炭層で、 Ta-c と混合する部分 も あ る 。 低湿部
東側や南側の よ う に確認でき ない と こ ろ も あ る。 今掲載では無いが、 rュカンボシCl5遺跡 ( 2 )北埋調
報133』 掲載のE ラ イ ンな ど、 ご く 一部で下部 に シ ル ト 質や砂質が多 く 混合 し、 上部の方が腐植が発達
し て い る な ど、 色や未腐植分の違いで上下に分層でき る こ と が あ る 。 層厚 5 ~15cm。 少量の木製品や
土器が出土する 。 縄文時代晩期～続縄文時代の層。

I B +Ta-c :  台地上ではTa-c が明確な層 を な し て お ら ず、 黒層の一部 と 混合 し て い る 。 層厚10~

20cmの黒色土層で、 低湿部の I B 4 · 5 層に対応す る も のであろ う 。

Ta-c(c,•c2) +黒色土( I B 5-4-3•II B) : 南側低平台地部お よ びその低湿部 と の交接帯では、 Ta-c
が I · II黒層 と混合して出現する。

Ta-c : 樽前C降下軽石 ・ 岩片層。 2, 000~2, 500B.P. 噴出。 低湿部の浅い部分や斜面では 1 枚で確認
さ れ る。 cぃC2と間層の混合の場合とC2主体の こ と がある 。 ご く 少屋、 砂の混合する部分も あ る 。 層厚
10~15cm。

Ta- c己 樽前c,降下軽石層。 層厚 1 ~ 3 cmで出現し 、 暗灰色を呈する 。

間層 （黒色土） ： Ta-c, とQの問の黒色腐植土で、 層厚 1 ~ 2cm。 堆積には約50年かかる と推定され
る。 従 っ て 、 c, とC2の時間差 も約50年 と考え られる 。 遺物は確認でき て いない。

Ta-c2 : 樽前C2降下岩片層。 層厚 1 ~10cmで、 一 部直上層の黒色土 と混合する部分 も あ る。 茶褐色～
暗褐色を呈する。

II B 上 ： T a -c下の茶褐色～黒色腐植土で、 層厚10~50cmo 縄文時代の包含層で、 遺構も構築されて
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I 緒 官

い る。 低湿部では水の影響下でより粘質な部分と腐植土的なと こ ろとがあり、 色の違いやシルト質の

混合具合 または間層の白粘土で分層でき る こともある 。 低湿部でも土器・石器や 少童の木を含む。 平

成 9 年度報告 （東地区 『ユカ ンボ シ C 15遺跡 ( 1 )北埋調報128 』 ） の IIB 1 · 2 層に相当 す る も のであろ

う 。

白粘土：低湿部の IIB上の間層や IIB中層との唇界、 II B下の上層に均一層 と して現れ る 。 層厚 〇

~ 7 cmの粘質土層。 Spfl ( 支笏軽石流堆積物） やEn- a (恵庭a降下軽石層） の水成二次堆積と思われる。

部分的に灰色や黄色気味で、 濁るこ と も あ る 。

II B中：茶褐色～黒灰色粘質土で、 層厚 5 ~20 cm。 斜面から低湿部で、 II B上と分層でき る。 0 ラ

イ ンでは断続的に見られ る。 唇界に白粘土層がみ ら れる こ と もある 。 少童の遺物を含む。 低湿部では

平成 9 年度報告（前掲） の II B 3 層に相当する と思われる。

II B下：漸移層で暗褐～暗黄褐色を呈す。 層厚10 ~2 5cm。 遺物はほとんどみ られない。 低湿部では

層界に白粘土層を挟むことがあり、 水流で削り取られている と こ ろ も 多い。 台地部と低湿部の連続性

はほと ん どない。 平成 9 年度報告（前掲） の I I B 4 層以下に対応するものであ ろ う 。

I I  B 1 ~ 6 : M23杭下の大型ポッ ト ホ ー ルと その西側に相当層がある 。 II B上中下との対応は各項

参照。 平成 9 年度報告（前掲） とも対応する（ただし 6 は平成 9 年度の6 · 7 と対応） 。

1 : 黒色粘質土、 2 : 黒褐色粘質土、 3 : 黒褐色粘質土と褐色砂の互層

4 : 暗褐色粘質土、 5 : 暗褐色粘質土と褐色砂の互層

6 : 白 色 粘土と暗褐色粘質土と褐色砂の互屈

橙色土・ 黄橙色土：台地端のII B層で、 鉄分等が集積した部分が酸化し た も の。 焼土層ではない。

固化層：En-L層に水等の影響で鉄分が沈着し、 岩盤のよ う に固化した層。 場所や高低差、 水分の多

少で発色や固さ 、 厚さが違 う 。 図では橙褐色と濁暗緑色で出現した。

シル ト 質粘土層 ：・水流後の砂礫層上にた まったシル ト 質粘土で、 低湿部の基盤層と な るとこ ろもあ

る 。 場所や高低差・上下の恩で濁黒灰～濁灰褐～黄灰～灰白色と発色が違う 。 未腐植唇と互層になる

部分もある 。

粘質土： En -aが水などによ り 変化や二次堆積した庖で、 場所や高低差 ・上下の層で発色が違う 。

砂 ・ 砂層：II B陪堆積後に水流があったと 思われる箇所では、 基盤層がEn - a系ではなく 、

径1 mmほ どの砂質や径3 cmほ どの礫、 あるいはその混合土と な る 。 暗灰～灰緑色を呈す。

En-L+ II B : M19付近のやや高ま る 基盤に堆積する混合屈。 上陪の（※）層にはEn- p粒が混じる。

下層の（ ＊）層の方がやや黒味がち。

En-P : En-a ( 恵庭a降下軽石層） の未風化軽石礫層。 黄褐～明黄褐色 。 低湿部では さ ら に脱色し、

白っぼい。

En -L :  En -a起源のロ ーム 層。 黄褐～濁黄褐色。 低湿部では脱色し、 白っぽかったり腐植土混じりに

な る 部分もある。 層厚25~50cm。

註 B-Tm の降下年代については、 1 996年 8 月東京大学における 「 日本第 四紀学会」 大会で、

町田 洋氏が、 「A.D. 923 ~A.D. 938年」 と 口頭で発表されたと の情報を得た。

（三浦）
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6 遺物の分類

6 遺物の分類
(1) 土器 ・ 陶磁器

基本的な分類は 、 『美沢川流域の遺跡群 I 』 （北海道教育委員会1977年） に準拠し、 今回はこれに修
正 ・ 加筆を加えながら使用した 。 今年度の報告対象は西地区低湿部の I B - 3 層以上の土器である 。

したがって 、 vn群土器 と そ れ以降の陶磁器が報告対象と な る 。

1 群 縄文時代早期に属する土器群を本群 と す る 。

a 類 ： 貝殻腹縁圧痕文 、 条痕文のあ る土器群。

b 類 ： 縄文、 撚糸文、 絡条体圧痕文、 組紐圧痕文、 貼付文のある土器群。

b 1 類 ： 東釧路II · III式に相当す る も の。

b 2 類 ： コ ッ タ ロ式に相当 す る も の。

b 3 類 ： 中茶路式に相当する も の。

b 4 類 ： 東釧路W式に相当 す る も の 。

『ユ カ ン ポ シ C 15遺跡( 1 )』 、 『ユ カ ンボシ Cl5遺跡 ( 2 ) 』 において報告を完了 した 。

II群 縄文時代前期に属する 土器群を本群 と す る 。

a 類 ： 胎土に繊維を含み厚手で縄文が施さ れた丸底 ・ 尖底の土器群。

a 1 類 ： 綱文、 組紐回転文、 羽状縄文が施さ れた土器群。

a 2 類 ： 静内中野式に相当す る も の。

b 類 ： 円筒土器下恩式、 大麻v式に相当す る も の。

『ユカ ンボ シ C l5遺跡 ( 2 ) 』 において報告を完了した。

III群 縄文時代中期に属する土器群を本群 と す る 。

a 類 ： 円筒土器上層式、 萩ヶ岡 1 式、 萩 ヶ 岡 2 式に相当す る も の。

b 類 ： 萩ヶ 岡 2 式以降の土器群。

b 1 類 ： 天神山式に相当す る も の。

b 2 類 ： 柏木川式に相当する も の。

b 3 類 ： 北筒式 （ ト コ ロ 6 類） 、 ノ タ ッ プII式、 煉瓦台式に相当す る も の 。

『ユカ ンポ シ C l5遺跡( 1 ) 』 において a 類 ・ b 3 類、 『ユカ ンボシ C l5遺跡 ( 2 ) 』 においてa

類 ・ b 1 類 ・ b 2 類 ・ b 3 類を報告して完了した。

N群 縄文時代後期に属する 土器群を本群 と す る 。

a 類 ： 余市式～入江式に相当す る も の。

b 類 ： 舶泊上層～エ リ モ B式に相当す る も の。

c 類 ： 堂林式～御殿山式に相当 す る も の 。

『ユ カ ンボ シ Cl5遺跡( 1 ) 』、 『ユカ ン ボ シ C l5遺跡( 2 ) 』 において報告を完了した 。

V群 縄文時代晩期に属する土器群を本群 と す る 。

a 類 ： 大洞B 式、 大洞B C式に相当す る も の。

b 類 ： 大洞c,式、 大洞C 2式に相当 す る も の 。

c 類 ： 大洞A式、 大洞A ' 式に相当する も の 。

『ユカ ン ボ シ C 15遺跡( 1 ) 』 において a 類 . b 類 • C 類、 『ユ カ ンボ シ C l5遺跡 ( 2 ) 』 におい

て a 類を報告して完了した 。
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！ 緒 言

VI群 続縄文時代に属する土器群を本群とする。

a類：大狩部式、 江別太中 層・下層•最下層の土器群、 後北式に並行しない恵山式 （南川m群・

ァ ョ ロ 2 類以前） に相当するもの。

b類： 後北A式、 後北B式、 後 北 C l 式、 後北式に並行する恵山式（南川 w 群 ・ ア ヨ ロ 3 類）に相

当するもの。

c 類： 後 北 C 2 · D式、 北大 I 式に相当するもの。

d 類： 北大II式、 北大III式に相当するもの。 十勝茂寄式も こ の範疇に入る。

『ユカンボ シ C l5遺跡(1)』 ではb• C 類を報告 した。 『ユカンポシC l5遺跡( 3 ) 』 では台地

部についてb • C 類（後北A式、 後北B式、 後北C 2 · D式）を報告し、 低湿部についてa •b •  
c 類 （後 北 A 式、 後北B式、 北大 I 式） を報告した。 VI 群は前回で報告を完了した。

d 類は 『石狩市ワッカオイ C地点遺跡 1 · 2 · 3 号墓、 恵庭市ユカンポシ E 5 遺跡G P - 1 、

恵庭市ユカンボ シ E 7 遺跡で北大I I式と無文の北大I II式の共伴例がある こ と から、 ユ カ ンポシ

C l5遺跡( 1 )』の報告において設定した。

暉群 擦文文化期に属する土器群を本群とする。

a類 ： 千歳市美々 8 遺跡における 佐藤和雄分類（『美沢川流域の遺跡群X III』 北海道埋蔵文化財セ ン

ター 1 98 9年）のI I ·III に相当するもの。

b類 ： 佐藤和雄分類N • V •  VIに相当する も の。

c 類：佐藤和雄分類vm • vmに相当するもの。

d 類 ： 佐藤和雄分類IX · X に相当する も の。

rュカ ン ポ シ C l5遺跡(1)』 ではb類 ； 土坑墓・ 周溝のある墓、 C • d 類 ； 包含層を報告した。

『ユカンポシC l5遺跡( 3 )』 では b類 ； 竪穴住居跡 、 b · d 類 ； 台地部包含層を報告した。 今回

はb類、 d 類が出土している。

暉群 ア イ ヌ 文化期に属する土器・陶磁器群を本群とする。

従来未設定であった群である。 低湿部 I B 2 層 から青磁皿が出土している。

(2) 土製品の分類

『ユカンボシCl5遺跡( 1)』 では紡錘車、 フ ィ ゴ羽口を報告し、 『ユ カンポシCl5遺跡( 3 ) 』 では土

玉、 製鉄炉炉壁片を報告した。 土製品は前回で報告を完了した。

(3) 石器・石製品の分類

器種別の大分類にとどめ、 記号等による細分はおこなっていない。 剥片石器は前回で報告を完了した 。

礫石器は、 たたき石、 すり石、 台石、 砥石などがある。 その他には礫、 礫片がある。

(4) 金属製品・ガラス製品の分類

種別の大分類にとどめ 、 記号等による細分はお こ なっていない。 永楽通費、 切刃、 ガラス玉が出土し

ている。

（鈴木）
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7 調査の概要

7 調査の概要 （図 I - 4 •  12 • 13) 

調査終了の範囲は概略東西の長さ 300m、 南北の幅80mである 。 こ の なかで調査区域は、 東 と 西の二
つの地区に分かれている 。 さ ら に後年度調査予定区をふ く む道路工事の工程を考慮して①＠怠通）の四
区画に細分して調査を進めた （図 I - 4) 。

調査報告書は 3 冊を刊行 し て お り 、 本書は 4 冊目である 。

『千歳市ユカ ン ボ シ C l5遺跡( 1 ) 』 1998年 3 月 ……東地区。 第 1 冊。

『千歳市ユ カ ン ボ シ C l5遺跡 ( 2 ) 』 1999年 3 月 ……西地区のII黒層以下。 第 2 冊。

『千歳市ユ カ ン ボ シ C l5遺跡 ( 3 ) 』 2000年 3 月……西地区の 1 黒層以上と 深部の木製遺物。 第 3 冊。

『千歳市ユカ ン ポ シ Cl5遣跡 ( 4 ) 』 2001年 3 月……本書。 西地区の低湿部 と木製遺物。 第 4 冊。

未報告なのは I B 2 層以上の木製遺物である 。 以後は、 保存処理作業の進展を考慮して 、 報告書を
刊行す る こ と に な る。

1996年の発掘調査 第 1 冊目の報告告に記したので、 こ こ では省略する 。

1997年の発掘調査 第 1 冊目 、 第 2 冊 目 、 第 3 冊目の報告書に、 それぞれの本文内容にかかわる
事柄は記したので、 こ こ では省略する 。

1998年の発掘調査 第 1 冊目、 第 2 冊目 、 第 3 冊目 の報告書に、 それぞれの本文内容にかかわる
事柄は記したので、 こ こ では省略す る 。

こ こ に は、 西地区の低湿部に関する部分の記述を再録してお く 。

(1996年調査） 木製遺物は西地区か ら多 く 出土している 。 製品のう ち で、 交易で得た も の は漆椀、

曲げ物、 竹製品などである 。 一方、 自家製品 と みな さ れる も の は舟部材ならびに櫂、 櫂軸受け 、 あ か
く み等の舟材であ る。 さ ら に た た き 棒、 板、 器類、 ヘラ類、 串箸類、 矢中柄、 花矢、 か ん じ き 、 火鑽

板、 な ど も あ る 。

こ のほか柱 ・ 杭な どの建材、 割材類、 丸木材、 股木類、 枝材、 炭化材、 切片、 樹皮などがある 。 こ
れらの木製遺物は擦文文化期～ア イ ヌ 文化期のものであるが、 擦文文化期 の も のが多種多量である こ
と は特筆される。

(1997年調査） 西地区の低湿部から は多量の木製遺物が出土した 。 大多数は擦文文化期、 ア イ ヌ文
化期のものである 。 製品 と し て個別の認定がで き る も の に は、 制裁棒、 た た き 棒、 横槌、 竪杵、 樹皮

製容器、 箸類、 串類、 萱針、 ヘラ状製品、 矢柄、 矢中柄、 やす、 キテ中柄、 鉄斧柄、 下駄などがある 。

前年度の調査で も 注 目 さ れていた舟に関する部材、 製品類が今回 も多数出土した 。 具体的には舟底
（舟敷） 、 紬先、 鑢 （ と も ） 、 舷側板、 舟縁板、 舟胴の支え板、 車櫂、 車櫂受台部、 早櫂、 あか汲みな

どである 。

こ のほか柱、 杭な どの建材、 割材類、 枝材、 柾目板、 切片、 炭化材、 樹皮、 股木類、 草本類の ま と
ま り などが断片を含めて多数出土 し て い る。 竹棒、 漆椀、 曲げ物などの よ う に移入品と考え ら れ る も の
も あ る 。 こ れ ら の木製遺物 と と も に永楽通宝、 青磁皿、 擦文後期の土器がI B 2 · 3 層から検出された 。

(1998年調査） 低湿部から は多量の木製遺物が出土した 。 大多数は擦文文化期、 ア イ ヌ 文化期のも
のである 。 製品に は木槌、 竪杵、 機織具、 箸類、 串類、 ヘラ状製品 、 矢中柄、 やす 、 キテ中柄などが
あ る 。 前年度の調査で も 注 目 さ れていた舟に関する部材、 製品類が今回 も多数出土した 。 具体的には
紬先、 鑢 （ と も ） 、 舷側板、 舟胴の支え板、 車櫂、 車櫂受台部、 早櫂などである 。

こ のほか柱、 杭な どの建材、 割材類、 枝材、 柾目板、 切片 、 炭化材、 樹皮、 股木類などが断片を含
めて多数出土 し て い る 。 漆椀、 曲げ物な どの移入品 も あ る 。

（西田）
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8 本書の概要 （図 I -12 · 13、 図II- 1 、 表 I - 1 )  
本書は1996年、 1997年、 1998年に調査した う ちの西地区 （＠冦）地区） 11, 095面の低湿部の遺構と遺物

についての報告である 。 遺構は西地区低湿部を、 包含層は西地区低湿部の I 黒 3 ( I B 3 ) 眉 よ り 上
の土器、 石器、 金属製品等 とI B 3 層の木製品を報告 している 。 こ れ ら の遺構、 遺物は擦文文化期、

ア イ ヌ文化期 の ものである 。W章に報告する I B 3 層 の木製品は 、擦文文化期中葉～中世アイ ヌ 文化期
の も ので あ り 、 こ まかに時期を限定 し う る と い う 意味 も 含めて、 こ れ ま でに類例のない資料群である 。

西地区の範囲は概略東西の長さ 170m、 南北の幅80mほどであ る （図ー12 · 13) 。 調査区の西半に幅
20mほ どで西か ら東に向う低湿部がある 。 こ れは縄文時代以来の r古ユカ ンボシ川」 の流路であ り 、 調
査区のなかほどでは蛇行 し て い る 。 屈曲の痕跡は流路の変化を示し 、 低湿部の拡大、 縮小を暗示する
ものである 。 流路の変化が、 遣跡の立地に影響 を お よ ぼ したであ ろ う こ と が推測される 。

図 I -13に西地区の遺構を示す。 図II- 1 には本書に報告する低湿部の遺構が描き込んである。 低
湿部での遺構は集石、 杭列が多い。 以下の説明の （ ） 内 は員数、 あ る い は遺構番号、 名称である 。

遺構 (II章、 図II- 1 、 表 I - 1 )  遺構は住居跡 ( 2 ) 、 小土壌群 ( 1 ) 、 集石 (14) 、 杭列 ( 8 ) で
あ る 。 住居跡は と も に掘建柱建物跡であ り 、 時期は擦文文化期 (H -33) と 中世 ア イ ヌ 文化期 (H-
34) とが推定されている 。 小土塙群は、 時期は擦文文化期を推定しているが、 関連す る であ ろ う 遺物
の出土 も 見 ら れず、 ま た 類例 も 乏 し く て用途不明 と せ ざ る を えなかっ た も の。

集石は密集型 と疎散型 と に分けて説明 し て い る 。 杭列は打ち込ま れた先端部が良好に残っ て い る も
のがある 。 立地と配置を も と に して用途 （目的） の推定につ と めた 。

遺物 (III章） 遺物は土器、 陶磁器、 石器、 金属製品等、 木製遺物等がある 。 土器は ご く 少量の擦文
式土器である 。 陶磁器は 、 1 点の冑磁皿であり 、 これは15世紀中~16世紀初の時期を推定 し て い る 。

石器は た た き 石、 台石、 砥石である 。 金属製品等に は、 永楽通宝、 銅製切刃、 ガラス 玉を報告 し て い る 。

木製遺物 （別冊N章） 多数の遺物の出土状況を説明し、 製品の認定過程の詳述 に つ と め た 。 遺物名
称は 、 用途の推定を も と に して い る 。 こ れ ら の木製遺物の樹種同定は顕微鏡観察で行っ てお り 、 細胞

組織の残存状況が不良のために観察、 識別が困難な も のが多いが、 今回は5000点を上回る点数を同定
し報告した。 樹種は針葉樹 4 科 6 属、 広葉樹27科37属を識別 し て い る 。 カ ラマ ツ 、 ア ス ナ ロ 、 ス ギ、

プナ な どの よ う に、 自然分布の限界を越えている樹種 も あ る。 それらが製品の場合は移入品と判定し 、

流通交易 を知る手がか り と な る が、 断片的な遺物については 、 さ ら な る検討が待たれる も の も あ る 。

製品の種類には次の よ う な も の が あ る 。 舟 と そ の道具類、 狩猟漁労具、 作業道具類、 燃焼関係具、

容器食器類 （漆椀含む） 、 食用具、 運搬具、 機織具、 祭祀具、 板、 杭や柱等の建材。 こ れ ら の種類ごと
に遺物分布図 を作成して、 分布の粗密偏在、 密集の度合い等を明らかに した 。 遺跡の成 り 立 ち を考え
る材料 と な る も のであろう 。 さ ら に木製遺物に は、 断片や部分品であっ た り 、 再加工品であ っ た り 、

あ る い は私たち 調査員の知識か ら はみ出すよ う な も の も 多 く あ る 。 こ れ ら は製品 と して認定しがたい
も の で あ り 、 加工品、 素材の項目を設けて図示、 写真あるいは 一覧表の記述な どの説明につ と め今後
に備えた 。 先学諸氏のご教示を待っ と こ ろ である 。

舟 と その道具類には舟敷、 舷側板 、 車櫂、 車櫂受台部、 車櫂受台部軸、 早櫂、 あか汲み等がある 。

舟は丸木舟だけでな く 、 板綴じ も あ り 、 シ ナ ノ キ 、 ハ リ ギ リ 、 ヤナギを素材と してい る も の が多い。

板綴じの板は厚さ 2 cmほどに整え られた も のであり 、 綴じ穴は角孔であ る 。 車櫂の多 く はハ ン ノ キ、

ホ オ ノ キ 、 キ タ コ プシで作られているが、 カ ラ マ ツで出来た の も あ る。

狩猟漁労具には矢 、 矢中柄、 矢柄、 弓、 浮子、 キテ中柄、 魚叩 き 棒、 やす ・ 矢等がある 。 キテ中柄
は回転式離頭話の中柄であ り 、 ノ リ ウ ツ ギで作って あ る 。 矢、 矢中柄、 矢柄、 やす ・ 矢 も ノ リ ウ ツギ
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8 本轡の概要

が多い。 ヤナギを使った魚叩 き 棒 に は文様が彫刻された も のがある。

作業道具類は鞘、 縦槌、 横槌、 掛矢、 斧柄、 柄、 把手、 作業台、 鍵、 雪かき 、 楔などである。 燃焼
関係具は発火具、 炉鉤 ・ 釣 り 鉤、 挟み木であり 、 発火具の火鑽り 棒、 火鑽 り 板が そ ろ っ て い る。

竪杵は完形、 破片の 3 点であ り 、 丸木を削って両頭に仕上げてある 。 前回の報告書の も の と は形態

がやや異な っ て い る が、 今後北海道中央部 に お け る ア イ ヌ社会の生業、 交易、 文化変容などを論ずる
と き に話題に上る資料であ ろ う 。

容器食器類 （漆椀含む） は桶 （ ？ ） 、 曲物、 箱物、 漆椀、 素木椀、 剖 り 物などである。 樹種を み る と
曲物はアスナロ 、 スギのみ、 箱物はア ス ナ ロ が多い。 漆椀は16点あ り 、 樹種は ト チ ノ キ、 プナ、 カ ッ

ラ な どが多 く 、 木地、 内面外面の塗り 、 文様の有無な ど多様である 。 産地、 交易などの反映であろ う 。

食用具は大型箆、 箆、 箆状製品、 箸、 串などである。 運搬具は木札、 かん じ き ・ かん じ き 軸である 。

紡織編具は機織具 と みな さ れ る も の。 祭祀具は刻目入加工製品、 イ クパスイ （捧酒箆） 、 模造品 、 木幣

である 。 イ クパスイ と した も の に は明瞭な文様は見られないが、 その原形品であ ろ う と の判断に よ る 。

板、 杭や柱等の建材は柱、 建材、 建築部材、 股木杭、 杭、 細杭、 刺し杭などに分けてある 。

写真図版 （別冊） 木製遺物の出土状況、 現場での作業状況、 整理作業の進行な どを多 く 示した。

自然科学的分析 ( V 章） 遺跡周辺の喋境変化 と り わけ水環境と植生に関しての資料蓄積につ と めた。

成果と問題点 (VI章） 発掘調査で得られた資料を も と に 、 成果と 問題点を論述 し て あ る 。 （西田）

表 I - 1 掲穀遺構一覧

種別 遺構名 グリ ッ ド 層位 時期

住 居 H - 3 3 M · L26 I B 2層 擦文文化期...................... ...................................................................... ....................... ............................................................................ , 

H-3 4 S28 I B 2 層 中世アイ ヌ文化期
小土坑群 016~18、 Pl7 I B 3 層 擦文文化期

集石1 1 L25b I B 2層 中世アイヌ文化期～擦文文化期...................... ···································· ·································· ······················· ············································································ 
集石1 3 126cd I B 2層 中世アイヌ文化期～擦文文化期...................... ...................................................................... ........................................................... ....................................... 
集石1 4 126d、 127a I B 2層 中世アイヌ文化期～擦文文化期...................... ······························································································································ ······················· ·········· ···' 
集石1 5 L26bc I B 2層 中世アイヌ文化期～擦文文化期...................... ······································································ . . ......................................................................................... , 

集石1 7 J25ab I B 2層 中世アイヌ文化期～擦文文化期······················ ····························································································· ··············· ······················································' 
集石1 8 J25c I B 2層 中世アイヌ文化期～擦文文化期...................... ······································································ . ................................................................................................ ., 
集石2 0 K25b 集 石 I······················ . ..................................................................... ........... I B 2層 中世アイヌ文化期～擦文文化期··········· ···········································································., 
集石2 7 J22ab I B 1 層 中近世ア イ ヌ 文化期
．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．． ． ．．．．．．．． ．．．．．． ．．．． ．．． ．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．． ．

．
．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．． ．． ．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．． ．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．． ．．．．．． 

集石2 8 J22b I B 2層 中世アイ ヌ文化期～擦文文化期...................... ······································································ ...................... .................................. .................................... 
集石3 0 I22ad I B 3層 擦文文化期...................... ...................................................................... ............................................... 
集石 3 1 K20d、 K2la I B 3層 擦文文化期...................... ...................................................................... ······················ ························· 
集互}•• ?. ... �?.9.�9. .. …………………•………………………....... L.?. .. 全層． 撼吝吝f堕期
集石 3 5 L29b 
．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．． ．．．． ．．． ．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．． ．．． ．．．．． 

I B 2 層 中世アイヌ文化期～擦文文化期...................................................................... 
集石 3 6 L29b I B 2 層 中世 ア イ ヌ 文化期～擦文文化期

杭 列 I杭列ー 1 l30ad 表土層...................... ··············································································· 開拓期以降.............. ............................................................................ 
I B 2層 中世アイヌ文化期～擦文文化後期杭列ー 2 H32d ...................................................................... 

杭列ー 3 128c、 J28bcd、 J29b
·································································································· 
I B 1 層 中近世アイヌ 文化期...................... . ..................................................................... 

杭列ー4 L29bc、 L30bc、 M · N28~31 I B 3層 擦文文化期······················ ............................................................................................. ............................................................................ 
杭列一 5 R30ab、 S30ab、 T30a I B 1層 中近世アイヌ文化期...................... ...................................................................... ······················ ··························· ················································· 
杭列― 6 SlOc、 Sllbc I B 1 層 中近世アイヌ文化期...................... ····························································································· ············································· 
杭列ー11 N22、 02lad、 022a I B 3層 擦文文化期······················ ...................................................................... ....................... ············································································ 
杭列ー12 126c 、 127b、 J26ad、 J27ad I B 2 層 中 世 ア イ ヌ文化期～擦文文化後期
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II 低湿部の遺構とそ の遺物

II 低湿部の遺構 と そ の遺物

1 概要 （図II- 1 、 表 I - 1 )  

今回の報告対象 と な る層準は O B 層~ I B 3 層である 。 報告対象区域は、 図II- 1 の中央に弧状に
広がる低湿部であ り （図中の ド ッ ト の濃い部分） 、 標高 8m以下の範囲 に あ た る 。

検出さ れた遣構は掘建柱建物跡 2 軒、 集石14ヶ所、 小土坑群 2 ヶ所 (27基） 、 杭列 6 ヶ所である 。 庖
毎の内訳は、 表土層が杭列 1 ヶ所。 I B 1 層が集石 1 ヶ 所、 杭列3 ヶ所。 I B 2 層が掘建柱建物跡2

軒、 集石10ヶ所、 杭列 1 ヶ所。 I B 3 層が集石 3 ヶ所、 小土坑群 2 ヶ所 (27基） 、 杭列 1 ヶ所であった 。

I B 1 層の遺構は杭列 が 3 箇所以外はない。 I B 2 屈の遺構は中央部分のやや東に寄っ た と こ ろ に
多 く 検出された。 H -33の周辺に は集石11 · 15 · 20が集 ま っ ていた。 I B 3 層の遺構は台地部 と の境の
斜面に検出された 。 焼土 ・ 竪穴住居は検出されてお らず台地部と は異なっ た空間利用 の あ り 方 が う か
が え る 。

遺構の時期は I B 1 層が中近世ア イ ヌ 文化期。 I B 2 層が中世アイ ヌ 文化期～擦文文化期後期。 I

B 3 層が擦文文化期である 。 （鈴木）

2 住居跡

H -33 (図II - 2 · 3 、 表II- 1 · 3 · 4 、 図版II - 1 ~ 4 )
位置 M ,  L26 長軸方位 N -ss· - E  

· 規模 13. lmX8.9m 
調査 I B 2 層調査中 、 炭化物集 中 と 集石を検出した 。 状況から住居跡である可能性を考慮 して周

辺の調査を行ない 7 本の柱先を検出 した 。 柱の配列から住居跡である と判断した 。 平面は台形でほぼ
7 間 X 5 間である 。 比較的出土状態の良い柱3 に関し て断面観察を行なった。 その結果I B 4 層 ま で

先端が達して い る こ と が確認さ れた。 炭化物集中はH -33内の北東部分に約1. 3X 1 mの範囲で確認さ
れた。 長軸方向は この住居跡 と 同 じである 。 断面観察の結果、 I B 2 層最下層で形成 さ れた こ とが確
認された 。 また西側が落ち込み I B 3 下層 ま で厚 く 堆積 し て い る こ と か ら 、 東側に向かい掻 き 出 さ れ
た可能性が考 え ら れ る。 集石は約 1 XO. Smの範囲で出土し、 炭化物集中の上面 と そ の土中から出土し
て い る 。

遺物出土状況 砥石は建物内の集石の中か ら出土した 。 炭化物集中の土 を フ ロ ー テ ー シ ョ ン した結
果、 種子が検出 さ れた。 詳細は分析中である 。 柱は突 き 刺 さ っ た状態で 7 本出土 し て い る 。 遺物の残
存状態は良い 。 ま た 、 こ の周辺か ら は多・ く の木製品が出土 している 。

遺物 1
・
は凝灰岩の棒状扁平礫を素材とする砥石。 両主面を使用し 、 使用面には金属器を研磨した

際についた と思われる非常に細かい線条痕がある 。 また側面には断面U字状の太い条痕が あ る 。 片端
に は敲打痕がある 。 柱 1 ~ 7 は柱である 。 直径は全て 7 cm以下とやや細身である 。 先端から20~50cm
の部分が残存し て い る 。 樹種の構成はヤナギ属 4 本、 ハ ン ノ キ 属 ・ サ ク ラ属 ・ ト リ ネ コ 属がそれぞれ
1 本づつである 。 木取り は丸木が大半を 占 め、 1/4割が 2 本である。 先端の形態は楔形の 2 ~ 3 面削 り

が多い。

時期 柱の検出層準と 、 炭化物集中が I B 2 層の下部に あ る こ と か ら 、 擦文文化期の可能性が高い 。

（吉田）
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2 住居跡
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）） 低湿部の遺構 と そ の遺物
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2 住居跡

H -34 (図II - 4 、 表II- 2 •  4 、 図版II- 5 •  6 )  
位置 S 28 長軸方位 N-60° - E  
規模 ll.4mX8.5m 

調査 I B層調査中、 II B層直上において柱先を検出し、 その配列から住居跡であ る と 判断した 。

こ の周辺は全体に I B層の薄いと こ ろ であ り 、 出土遺物個別の分層が困難であっ たため 、 周囲の遺物
出土状況を考慮して I B 2 唇の柱と判断した 。 平面形は北北西に飛び出 し を も つホームベース形を呈
し て お り 、 規模は約 6 間X 5 間である 。 柱 と 柱の間 は約3. 5mと等間隔であった。 突 き 刺 さ った状態で
出土し た 4 本に関 して断面観察を行なっ た。 その結果、 柱の先端はIIB層下の白灰色粘土層に ま で達
し て い た。

遺物出土状況 仕が6今出土した 。 4 本は突き刺さ った状態で、 残 り の 2 本は倒れた状態で出土し
た。 遺物の残存状態は非常に良い。 周辺はI B層の薄い と こ ろ で、 木製品はほかに比べてやや出土点
数の少ない と こ ろ で あ る 。

遺物 柱 1 ~ 6 は柱である 。 直径は 8 ~10cmほどで、 先端か ら約30cm~50cmの部分が残存し て い る。

樹種はオニグル ミ が 3 本、 ハ シ ド イ 属 2 本、 キハダ属 1 本である 。 木取 り は 1 本だけ1/4割で残り は全
て丸木である 。 先端の形態は ほ と ん どが尖先の多面削 り であ る 。 柱の ほ か に こ の遺構に伴う 遺物は出
土 し て い な い。

時期 柱の検出層準から中世ア イ ヌ 文化期の可能性がある 。

H-33 

（吉田）
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図 II- 2 H-33と その遺物

cm-
6-
5
言＿
4-
4-
6-
4-

＿
径

-34-



H-33 

柱·2

(5=1/4) 

図 I I- 3 H -33柱
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2 住居跡
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II 低湿部の遺構とその遺物

3 小土坑群 （図II- 5 、 図版II - 9 · 1 0) 

II B 陪上面に於いて 7 碁、 その東側で2 0基の小土坑の集ま り が検出される。 平面は円形で、 坑底・

壁への立ち上がり とも にやや不明瞭でポウル状を呈する。 覆土は I B 3 層の流れ込みである。 同様の

土坑は周辺からも検出さ れていない。 こ の土坑群に伴う 遺物は検出されておらず、 用途についても不

明である。 時期は 、 周辺の状況や覆土から擦文文化期の土坑 と考えられる。 （吉田）

4 集石（図11 - 6 ~ 8 、 表II - 3 · 5 · 6 、 図版II - 11・12)

集石は分散の状況 から2 種類に分けられ、 個数によって細分できる。

密集型： 礫 と 礫が く つ つ く よ う に集合している も の。

密集型には個数が10個末満の少数と10以上の多数がある。

疎散型 ： 礫と 礫が く つ つ か ずやや離れている も の。

集石の石質は安山岩 ・ 流紋岩・砂岩・泥岩が主要な石質である （ 表 I I - 6 参照）。 中でも安山岩は最

多数を占める場合がほとんどである。 以下検出層準ごと に説明 してゆ く 。

(1) I B 1 層の集石

低湿部においては1ヶ所の みが検出 された。 集石2 7は疎散型で、 安山岩を主体とする。 土器・金属

製品等の遺物は伴っていなかった。 遺構の時期は検出 層準から中近世アイ ヌ 文化期に該当すると思わ

れる。

(2) I B 2 層の集石

集石11・13 • 14は多数密集型である。 集石18 • 20 • 28 は少数密集型である。 集石15• 35• 36は疎散型

である。 いずれの集石に も土器 ・ 金属製品等の 遺物は伴ってい なかった。 遺構の時期は検出層準から

中世アイヌ 文化期～擦文文化期後期に該当すると思われる。

(3) I B 3 層の集石

集石30は多数密集型である。 集石32 は疎散型、 搬出したす り 石は扁平亜角礫を素材とし、 片主面を

使用する。 集石31は範囲のみが記録されたので詳細は不明であるが、 点数と範囲から多数密集型 と 推

測できる。 いずれの集石に も 土器 ・ 金属製品等の遺物は伴 っていなかった。 遺構の時期は検出層準か

ら擦文文化期に該 当する。 （鈴木）

表 I I - 3 掲穀遺物一 覧
'図 番 号i 発 掘 区1遺 構 名I層 位 1 分 類I材 質I長 さl �―重 さI備 考

(cm} (cm} (cm) l_gJ 
II -2 - 1 lK 2 6 c  1 げ 3 3

I
I B 21 砥 石1 凝灰岩J I LZ  

I 
5. 7 

II - 8 - 1  � i o a  l> 集石 3 2 I B 2 す り 石 安山岩 15. 7 I I. 2 
2. 3 I 251. 5 
2. 8 ill-_U 3 点壁合

表 I I - 4 住居遺物集計 表 I I - 5 集石遺物集計----- H- 3 3 H- 3 4 合 計
石 砥 石 1 1 

礫 2 3 2 3 
礫 片 1 0 2 1 0 2 

器 石器合計 1 2 6 1 2 6 
太1l!l!il. I枯牛 7 6 1 3 

す り 石 片
フ レイ ク チ ッ プ

合 計

集石 3 0 J集石3 2 
3 

合 3 計

1-
1

 

ー
3

 
4
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3 小土坑群
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SP-3· 4 · 7 · 9 • 1 1 · 2 7  覆土 土層註記
2 鳥縄色土 （ややしまり 髯 貼りあり 未分鱗械物遺存体を僅かに含む）

S P - 5 · 6  覆土 土層註記
3 黒褐色土 （ややしまり閲 粘りあり 炭化物を含む 宋分解植物遭存体を少量含む1

S P - 8 · 1 2 · 2 2 · 2 3  覆土 土層註記
4 黒褐色土 （ややしま り 蒻 粘 り あ り 朱分鱗檀物遺存体を多量に含t,)
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図 II - 5 小土坑群
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rr 低湿部の遺構 とその遺物
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JI 低湿部の遺構 と そ の遺物
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4 集石

表Il - 6 集石石質別集計

集石1 1 
{ I  B 2 ) 
集石 1 3 
( I  B 2 )  
集石 1 4 
( I  B 2 ) 

集石 1 5 
(I B 2 )  

集石 1 7 
( I  B 2 )  

集石 1 8 
( I  B 2 ) 
集石2 0
( I  B 2 ) 

集石2 7
( I  B 1 }  
集石2 8
( I  B 2) 
集石3 0
( I  B 3) 
集石3 1 
( I  B 3 )  

集石3 2
( I  B 3 )  

集石3 5
( I  B 2 )  

集石3 6
旦
合 計

8 , 
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II 低湿部の遺構 とそ の遠物

5 杭列 （図11 - 9 、 図版II -13~24) 
検出さ れた杭およ び杭跡の列や集合は 、 比較的小範囲に ま と ま る も の と 、 柵列 ・ 杭列なのか 、 はた

ま た 単独の杭か、 判別がつ け に く い も の と があった 。 後者は 、 同 じ層の ま と ま り をやや広めに と ら え
て報告する 。 当報告の遺構地は杭列ー 1 · 2 · 3 • 4 •  5 •  6 •  11 • 12である。 層別では、 表土層で
杭列 ー 1 、 I B 1 層で杭列 ー 3 • 5 •  6 、 I B 2 層で杭列ー 2 · 12、 I B 3 陪で杭列 ー 4 · 1 1 と な る 。

なお 、 杭列ー 7 ~ 9 は東地区低湿部表土層の遺構で、 平成9 年度発行の r千歳市ユ カ ン ボ シ C 15遺跡
( 1 ) 北埋調報128』 で報告済、 杭列ー10は西地区南側台地か ら低湿部にかけての緩斜面の I B 4 層の遺
構で、 11年度発行の 『千歳市ユ カ ンボ シ C 15遺跡 ( 3 ) 北埋調報146』 で報告済である 。

杭列ー 1 (図II-10、 表II - 7 、 図版II -13 •  16 • 17) 
位置 I 30 a d 区

立地 北側舌状台地裾部の浅い低湿部
層位 表土層
構成 9 本の立杭が確認でき た 。 No. l とNo.6 の柱状の太杭がコ ン タ ー と交叉する中心ラ イ ンを な し、

No. 3 · 4 のやや太い杭が こ の ラ イ ンに沿っ て打たれている 。 さ ら にNo. 3 · 4 には各々No. 2 とNo. 5 の
細杭が付随する 。 やや高い位置に並ぶNo.7 - 8 - 9 はNo.4 - 5 と ほぼ並行に打たれている 。 約 2 mの範
囲に ま と ま っ た小規模の杭列である 。 杭の打たれた下端が標高 7 m前後に そ ろ っ て い る 。

杭の特徴 位四に よ っ て役割の違いからか 、 太細がは っ き り 分 け ら れ る 。 すべて先端が明瞭に削り
込まれている 。

遺物 6 はNo. 6 の太杭先。 太さ や先端加工か ら 柱 と い え る。 l • 4 も 太いが先端が片削 り 状である。

3 はNo.3 の割材を使った偏平な杭。 面取り の加工に機械を使用 し た よ う な痕跡がある 。 2 · 5 · 7 ~

9 は枝を使った細目の杭である 。

用途 低湿部に降り 立つ小規模な施設で あ ろ う 。 表土層である こ と や 、 3 の機械加工痕から 、 開拓
期以降の造作で あ ろ う 。

杭列ー 2 (図11-11 、 表II - 8 、 図版II -13 · 14 · 18) 
位置 H32 d 区

立地 北側舌状台地突端付近裾部の緩斜面
層位 I B 2 層

構成 コ ンタ ー ラ イ ンに平行す る 2 列、 7 本の立杭が確認でき た。 列の長さ1.3m ・ 幅0.4mで、 高位
列はNo.2 - 3 - 4 - 5 の 4 本、 低位列はNo. 1 - 7 · 6 の角部の みの 3 本で構成される小規模な施設で
あ る 。 直立す るNo. I 

杭の特徴 No. 5 - 7 は太い杭が使われ、 No. 7 には補助的にNo. 6 が沿 っ てい る よ う であ る 。 先端形状

はNo. 1 ~ 3 が丸 ま た は楔状、 No. 4 ~ 7 が尖 っ て い る 。 直立するNo. I 以外はすべて、 低湿部側に開き気
味に傾いている 。

遺物 1 は先丸、 2 · 3 は楔状である 。 4 ~ 6 は先端のほぼ全面が長めに 削 り 込まれ、 尖頭形を呈
す る 。 7 はNo. 7 の太杭先。 太 さや先端加工か ら柱と い え る 。

用途 低湿部への上 り 下 り のための段の よ う な施設か、 土止め施設であ ろ う 。
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5 杭列

表II- 7 杭列ー 1 杭一覧
杭列No.-'1!:No. 遺物名称 · 謂査区 木取り 等 ,c末 樹皮 煉頂 厭 糧 艮さcm 径 cm 重 量 2 縮尺 僅考

列1 1 杭 4991 130a . ヽ ヽ 末先 ゜ ハン ノ キ属 40 70 6. 7 (790. 0 1/8 
列1 2 杭 4992 130a ＇ ‘ ‘  宋先 ト ネ ＇） コ属 23 70) 2 0 143. 5) 1/8 

1 3 ，（割杭） 4993 130a I 4 I コ ナラ属 68 00 9. I 1620. 0 1/8 
ぅ 1 4 4994 130a ， ’ ‘ 

'ii' キハダ属 67. oc 6 0 1040 0 1/8 
"1 1 -5 ,. ● 4995 130a ' ヽ ヽ 末 キハダl1 49. 75 2. 9 089. I) 1/8 
;i 1 6 4996 130d ' ヽ ヽ

,a ヤナギ属 30. 7C 6 9 (640. O) 1/8 
列1-7 ,,. 4997 130d 丸 ヽ ヽ -· オ グルミ 17. 20 3 I (80. 8 1/8 
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杭列ー 3 (図II -12 · 13、 表11 - 9 、 図版11-19~21)

位置 I 28 c , J 28 b c d , J 29 b 区
立地 低湿部中央部のやや台地寄り
層位 I B 1 層

II 低湿部の遺構とその遺物

構成 5本の立杭と 1 本の杭跡が 6 X 6 mの広めの三角形の範囲で確認できた 。 Na 3 - 4 - 5 は柱 と
言え る極太杭が直線的に水の流れに沿う よ う に配醤さ れて い る 。 その真ん中のNa 4 か ら北西側 （上流
側） に60゜ 開いた 4 ~ 5 mの位囲にNa 1 とNa 2 の太めの杭が各々打たれている 。 Na 1 と No. 2 の距離も約
5mである 。

杭の特徴 中心 と な るNa3 - 4 - 5 は と も に密 に 削 り の入った柱である 。 No. I · 2 も 杭 と し て は太
めだが、 先端加工の際に自然面を残している 。

遺物 1 ~ 5 はみな削 り が明瞭に観察でき る 。 1 は丸先、 2 は片 削 り 気味である 。 3 ~ 5 は建物の
柱に匹敵する太さ 、 形状である。

用途 水の流れに沿って設置され、 上流方向に口を開 く よ う な作 り か ら 、 水生動物や浮遊漂流物の
捕獲施設 と 考 え られる。

杭列 ー 4 (図II -14 • 15、 表11-10、 図版11-22)
位置 L29 b c ,  L30 b c ,  M · N28~31区

立地 低湿部中央部
層位 I B 3 層

構成 12本の立杭と 7 本の杭跡が確認できた 。 低湿部の中央10X20mの範囲で杭が密疎ラ ン ダムに配
置されて い る よ う に見受け られる。 No. 1 · 2 · 6 · 13 · 14 · 17 · 19の比較的太い杭 （柱） を主体と して
と ら えれば、 3 本以上が直線的に並ぶのは、 No. I -13-19、 No.18-13-14、 No.17-18-19であ る。 中で
もNo. l -13-19には、 Sm幅で両脇にNo. 2 -14とNo.3 -18列が平行し 、 各々の列に小規模の直列 No.11 

-12- 5 · 6 、 No.14-15-16、 No. 4 - 9 - 8 が関連 し て お り 、 構成的に ま と ま り が感 じ ら れ る。

杭の特徴 先端を破損し て い る も のが多い。 杭や穴跡の太 さ から み る と 、 主体 と付属で使い分けが
な さ れて い る よ う であ る 。

遺物 1 は丸い先端部がの こ るNo. 7 の杭先。 2 はNo.13の片 削 り 状の杭先。 3 はNo.14の杭体部。

用途 水の流れに沿った杭列 ー 3 の よ う な捕獲施設か、 複数施設の重複の可能性 も あ る 。

杭列ー 5 (図II-16、 表II-11、 図版II -22) 

位置 R 30 a b , S 30 a b , T 30 a 区

立地 南側台地が低湿部にむかう 東向き傾斜地
層位 I B 1 層
構成 9 本の立杭 と 1 本の杭跡 （根固め材あ り ） が確認できた 。 これでコ ン タ ー ラ イ ン に ほ ぼ平行

す る延長10mの列を構成する 。 近接す る 2 列 と も考え られる 。

杭の特徴 先端を破損して い る も のが多い。 傾 き や深さ は様々である 。

遺物 1 はNo. 1 の柱体部。 2 はNo. 6 の杭先。 長め の先端加工が入っ て い る 。

用途 斜面の土止めか柵列であ ろ う 。
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II 低湿部の遺構と そ の遺物
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表II-10 杭列 ー 4 杭一覧
ロ列No. · 精No. 遺物名称 膿査区 木〗り

爾
等 元末 “』.. 曹濯曇- 鰤 耀 長さcm 怪 cm 重量 ロ 編尺 --

列4 1 柱 姻 L29b ，，， 元先 ＂コ属 8.9 

Jl4 2 柱 407 

彊皿,"＂�"叩.' 9 

丸 元先 ゜ ハンノキ鍼 9. 5  

列4 3 杭 541 .. 不明 I )コ属 5. 3 
列4-4

杭JJ4 5 
杭列4 6 tt 410 丸木 先破摂 不明 ハン}キ鼠 JO.O 

n列 4 7 片 409 丸木 � ..... 右り 元先 トネリコ嵐 (65.00) 5.7 (1440.0) 1/8 

n列4-8 M29b 
n列4 9 M29b 

l Jll4 10 M29c 
杭列4 1 1  542 M30b カ木 → 削り有り 不明 トネリコ 4.9 
杭真） 4 1 2 543 M30b 丸木 、 元先 ゜ トネリコ！ 5.3 

列4 1 3 411 N30d 丸木 先 目IIり右り 不明 モクレン“ (31.551 (9.1) mo.ol 1/8 

列4 1 4 408 M3lc 丸木 先 �IIコ (902) (7.0) 12620.0) 1/8 

1LJl4- 1 5 M31c 
列4-1 6 M3lc 
列4 1 7  比 540 N28b "* I先破損 "'""' ハンノキ属 13.0 

列4 1 8 后 412 N29b ―丸＊ I先破損 'ii.9 臼TT::,璽 63 
列4- 1 9 比 544 N3lb "* 先破摂 不明 () ハンノキ嵐 J0.5 
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II 低湿部の遺様とその遺物

杭列ー 6 (図II -17、 表II -12) 

位置 S 10 c ,  S 11 b C 区
立地 台地から低湿部にかけての傾斜地

層位 I B 1 層

構成 4 本の立杭が斜面で確認できた。 並びはしないが、 No. l か らNo. 2 · 3 · 4と徐々 に低い位置

に配岡され て い る 。 少数のため構成をとらえに く い。

杭の特徴 4 本 と も 先端を破損しており、 全体も腐朽が激し く 図示する状態ではなか った 。

遺物 4 本 と も 柱 と 言 え る しっ か り した太さがある 。

用途 斜面の土止めか柵列、 あるいは上り下りのための通路のような施設であ ろ う か。

+s 1 1  b 

三=--o-
L

-------· 

N o .  1 ｀` ｀ > (II贔"·"''
0 :,, ・---

i:.. 

N 0. 2 

●, 2oイ

N o. 3 
＜●●●'•"" 

ユ 〇

旦
i -

No. 3 

7.8!!..2 .:! — 

翌正c8+ 1 8

N o .  4 

7 • •  .. 玉

No. ヽ

（●贔賃.. , .. , 

ユ 0 L 

ェ

T a- c+ ll心，，，T●- ·  
―̀ ―-つ遠土層---------

T l  1 d 

"
＼
\
 

。 2m 

図 II-17 杭列ー 6

-53-



5 杭列

ア一�
土”

●`一
.
8

 

。Z
1
 

No. 2 

7, 8ヰ 土

o::i .. ,. 三�k 
／ 

'< N o. 1 o'●轟•し""'
-"· ＼ 

‘’ 
X./-'l, 

.,, 

こ 」

6
 

If ,

9

,10,
A
翡F1ゃ

tー
山
昇
瓜
ざ
6z

 

0

◎

D

 

。

x
 

s
 

5
 

伽

No. 4 

7. 8.!!..!, 玉ー·

拿ミ
1 8 5  

テ x
ふ1゜

N o, 3 
7. 8,!:2 :'I.:. 

'<' I全詈 f B 3

No. 3 
゜ 1 B 5  

ne 
f重贔鼻'· ""' ｀ 

'-1' ゜
No. 4 傭,....... , 

文・

，． 
" 

No. 7 · 7 

岱
0 N o .  6 '1/ ,. 贔員.. Uヽ)

N o .  6 

7 . • •  オ ォ·

噂ふ—e

0
13' 

No, 7 
叩ふ .... � 

図 11-18 杭列ー11

ー

5馴
訓直
闘）

i

脳舅
U

O
◎/
巴

3
 

3
 

1
地

1

四眉
｀

゜

om
 

2c
 

2m 

-54-



杭列ー11 (図II-18、 表II-13、 図版II -14 • 15 • 23) 

位置 N22, 021 a d ,  022 a 区
立地 南側低平台地裾部の浅い低湿部
層位 I B 3 層

II 低湿部の遺構と そ の遺物

構成 7 本の立杭が確認でき た。 コ ン タ ー ラ イ ン に ほ ぽ平行してある延長 8 m強のNo.3 - 4 - 5 - 7
の高位列から 、 低位置に直交対応す る よ う にNo.3 - 2 、 No. 4 - 1 、 No. 7 - 6 の杭が打たれている 。 高
位 と 低位の杭の幅は1.5~ 2 mである 。

杭の特徴 高位列の 4 本が比較的太 く 先端加工も柱の よ う な全面削 り に な っ て い る 。 低位置の 3 本
は そ れ よ り も細い傾向にあり 、 先端加工 も 片 削 り と な っ て い る 。 No.3 - 2 、 No. 4 - 1 、 No. 7 - 6 の対
応でも 、 高位側がやや太い関係 に な っ て い る 。

遺物 3 •  4 •  5 · 7 が柱状の高位列の杭。 5 は先が平 ら に加工されている 。 1 • 2 •  6 は低位出

6 は細杭。 1 • 6 の先端加工は片削 り であ る 。

用途 台地縁の柵列か、 干場の よ う な施設であ ろ う か。

杭列ー12 (図11 -19、 表11-14、 図版II -24) 

位置 I 26 c , I 27 b , J 26 a d , J 27 a d 区
立地 低湿部中央部のやや台地寄り
層位 I B 2 層
構成 16本の立杭が確認でき た。 低湿部の中央約 4 X 7 mの範囲で杭が密疎に配置されている よ う に

見受けられる 。 No 1 · 3 · 9 · 11 · 12 · 14 · 16の径4. 5cmを超え る比較的太い杭を主体と して と ら えれ
ば、 3 本以上が直線的に並ぶのは、 No 1 · 3  - 7 · 8  -12 · 13とNo 9 · 10 · 11-12 • 13-14である。 こ
の 2 列はNo12 · 13で直交し、 No14-16も こ れと 反面に直交す る。 No 1 ~ 6 、 No7 · 8 、 No 9 ~11、 Nol2 ·
13の よ う に 4 か所で 2 本かそれ以上が集中して配置されているの も特徴である 。 No 1 - 13が上流方

向、 No14-16が下流方向にあたる 。

杭の特徴 ほ と ん どの杭の先端加工は片削り 気味か楔状で、 自然面が残 っ て い る。 簡便に削られた
杭 と 思われ、 樹皮が残っ て い る も の も多い。 樹種も 75%12本が ト ネ リ コ属である 。

遺物 1 (No 1 ) ・ 2 (油 2 ) · 4 (No 7 ) · 6  (NolO)が先端加工が片削 り 気味の杭。 3 (No3 ) · 5  (No9 ) ·  
8 (No14) が先端加工が楔状の杭。 7 (No12) · 9 (No16) は尖がり 気味の先端加工の杭である 。

用途 建物の一部に も見受けられるが、 低湿部中央にあ る こ と か ら 、 水の流れに関連する施設と思
われる。

（三浦）

表II-14 杭列ー 12杭一覧
"' No. 誼No. •一9 :to: ＇査区 木敢り ヤ- 匹 賓Ill 衰a.cm 積; cm 重量g 編尺 · --

"Ill 12- 1 4853 26a 丸 "' 元先 ゜ リコ属 (21.00) 5.60 (334 I) 1/8 
"112- 2 4940 26a .,,,. ト2リコ (23.75) 2.55 (98.7') 1/8 

列1 2- 3 4935 26a ？ 云ヤ リコ (45.90 4.50 (620.0 1/8 
J 12- 4 � 4936 26a 不 ャ・にギ 2.70 

J 12- 5 ． 4941 26a す リコ 2.40 
J 12- 6 . " 4937 26a ;;. ト、 リコ 2.20 
§1 12-7 4851 26a 1 = IJコ (22.50 3.90 (208.1) 1/8 
列12-8 4852 26a 不p ト リコ 3.80 
'1112- 9 4847 26d � ゜ lj コ嵐 (34.50 4.80 (420.0 1/8 

列12- 1 0 4848 26d "' ゜ イヌエンジュ (46.80) 4.40 (580.0) 1/8 
列12 - 1 1 4939 26d す トネリコ属 5 20 
列12- 1 2 4938 26d ヤ トネリコ属 (41.50 4.60 (446.8 1/8 
列12- 1 3 4854 26d す トネリコ嵐 4.00 
列12- 1 4 4848 126c ヤ カエテ颯 (22.90 5.05 (282. 6 1/8 
列12- 1 5 2726 127b !L! � ヤナギ属 (390 
列1 2 -1 6 3134 J27d = 元 ゜ トネリコ属 (37.50) 6.30 (685. 0 1/8 
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Ill 低湿部包含陪 の土器 ・ 石器 ・ 金属製品等

III 低湿部包含層の土器 ・ 石器 ・ 金属製品等

1 概要
I B 2 層か ら はVII群d 類土器と 陶磁器が各 1 個体づつ出土した 。 I B 3 層か ら はVII群土器が出土し

て い る 。 VII群土器の出土点数は全体で171点と非常に少なく 、 VII群d 類土器が約82% を 占 め る。

石器類の総点数は31点で非常に少ない。 そ の う ち凝灰岩製砥石 ・ たた き石 ・ す り 石を 除 く 全ての器
種は縄文時代の石器である可能性が高い。 （鈴木）
2 土器 （図III - 1 - 1 ~ 6 、 表111- 1 · 2 、 図版Ill- 1 )  

V11群 b類
1 は非 ロ ク ロ 内黒坪の口縁～体部、 外面は ヨ コ ハ ケ→ ヨ コ ミ ガ キ 、 内面は ヨ コ ミ ガキ 。 2 は非 ロ ク

ロ内黒坪の口縁～体部、 外面は ヨ コ ハ ケ→ ヨ コ ミ ガキ 、 内面は ヨ コ ハ ケ→ ヨ コ ミ ガキ 。

VII群 d 類
3 は甕の 口縁～頸部、 外面はタテハ ケ→ ヨ コ ハ ケ→斜沈線→刺突、 内面は ヨ コ ハ ケ → ヨ コナデ→ ヨ

コ ミ ガ キ。 4 は甕の 口縁～胴部、 頸部 と胴部の境に馬蹄形圧痕文が付 く 貼付帯がめ ぐ る。 5 は甕のロ
縁～胴部、 頸部と胴部の境に沈線文がある。

VII群

6 は甕の底部、 外底面に笹葉圧痕。

雪

一

門 ‘

、-—ニク

6
 (S=1/3) 

図 III- 1 土器 ・ 陶磁器

- 57-



2 土器

表Ill- 1 土器観察表

111- 1 - 2  
ロWIii! I 体部

粘土紐巻上げ
外 ？
面 ヨコハケ

ヨ コ ミ ガキ

帖土紐巻上げ
内 ？
面 ヨコハケ

ョ コ ミ ガ キ

III- 1 - 5  

底8II 鑽膏
（欠失） ・ 外面7. SYRS/4

（にぶい褐色）
・ ロ唇黒色化
・ 内 黒

（欠失）

· ID群b類
・ 上半で1/3残存

頸郎

粘土
ョ

紐
コ

巻
ナ

上
デ

げ

II螂 底鵬
（欠失）

？ 

（欠失）

Il[ - 1 - 4  
口暑部 口縁部 ●壽

• 外面7 S
轟
Y

色
R
）

S/4 
（にぶい

• 内黒
・ 全体に摩滅

I 藝

I. �n群d類
• 上半残存

m - 1 - 7  

●壽
・ 外面25Y2/l 
（黒色）
・ 内 黒
・ 全体に摩滅
・ 禍修孔2ヶ所

1·\'ll群d額
. ,I;'半_!/2残存

体郎 塵錦・ 見込み ●膏

回転ナ□言呈；

表fll - 2 掲穀土器一覧

□;：区不明l!:!ll員III重言考

表III- 3 掲穀石器一覧
図 番 号 発掘区 層 位 分 類 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 傭 考

{cm) (cm) (cm) (g) 
m - 3 - 1  K28 d O B  たたき石 砂 右山 ( 1 1 .  2) 6. I 4. 8 4 2 2. 0 
fil - 3 - 2  H25  c I B 3 たたき石 砂 岩 1 2 .  0 I 0. 3 5. I 9 3 3. I 
m-a-3 J 2 1  b I B 3 台 石 砂 岩 1 6 .  3 I 0. 9 6. 3 158 2. I 
m-3-4 I 25 b I B 打らかき叫る9 砂 岩 8. 2 7. 2 3. 7 366. I 
m-3-5 I 25 a I B 3 砥 石 凝 灰 岩 18. 3 3. 0 2. 7 4 18 .  2 

表lll - 4 掲載金属製品等一覧
I図 番 号I発棚区I層 位1 分 類 I長 さ 幅 厚 さ 重 さ 備 考

{cm) (cm) (cm) (g )  
m-3-6 K23 b I B 2 永 楽 通 宝 2. 5 2. 5 0. I 3. 8 
m - 3 - 7  I 2 2  b I B 切 刃 3. 4 2. 0 0. I 1. 6 

m-3-a J 22  a I B ガ ラ ス 玉 0. 8 0. 8 0. 5 0. 4 
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Ill 低湿部包含庖の土器 ・ 石器 ・ 金属製品等

V11群全体( 1 7 1 点 ）
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図 lll- 2 土器分布

-59-



4
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III - 3  石器 ・ 金属製品 ・ ガラス製品
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川 低湿部包含屑の土器 ・ 石器 ・ 金属製品等

3 VIlI群陶磁器 （図m- 1 - 1 、 図III- 2 、 表m - 1 ・ 2 、 図版III- 2 )  
7 は行磁皿、 見込み と 高台内の釉が円形に掻き取られている 。 口縁部～体部の約 3 分の 1 が欠失し

て い る 。 K-24- d 、 I B 2 層、 標高7.38mから出土した。 図 m - 3 - 6 の永楽通宝も 同一層位のK-2 3 -

b か ら 出土 し て い る 。 なお、 図IIl- 1 - 4 の甕 も 同一層位のK-23- b 、 標高7.40mか ら出土している。

7 と 4 は緩斜面の下と上の位置にあ り 、 椋店差の逆転 は この位誼関係から生じた ものである 。

本州におけ る皿の時期は15世紀中 こ ろ~16世紀初めである 。 北海道においては他の遺物と の共伴例
がない こ と 、 本例は単独出土である こ と か ら 不詳であ る が、 付近から永楽通宝が出土し てい る こ と か
ら本州における時期 と それほ どの麒酷はない と 思われる 。

4 石器 （図rn- 3 - 1 ~ 5 、 表III- 3 、 図版Ill - 3 )
1 は棒状亜角礫を素材と し、 一端を使用す る た た き 石。 2 は扁平亜円礫を素材 と し、 側縁を使用す

る た た き 石。 3 は亜円礫を素材 と し 、 片主面を使用する台石。 4 は棒状扁平亜円礫の両側縁に片面か
ら剥離調整が行われる 。 機種不明。 5 は凝灰岩を素材と す る砥石。 四面を使用する 。 使用面には金属 ·

器を研磨した際に付い た と お も わ れる非常に細かい線条痕がある 。

5 金属製品 ・ ガラス製品 （図m- 3 - 6 ~ 8 、 表III- 4 、 図版III- 3 )
6 は永楽通宝、 初鋳年は1408年。 7 は銅製切刃 、 茎櫃孔が対称でない。 8 はオ リ ープ色がかった胄

色ガラス製丸玉、 片主面が孔軸に対して直交していない。 （鈴木）
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図 III- 4 石器分布( 1 )
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4 石器
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図 Ill- 5 石器分布 ( 2 )
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Ill 低湿部包含層の土器 ・石器・ 金属製品等
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図 · m - 6 石器分布 ( 3 )
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4 石器

表III - 5 礫石質別集計( 1 )

0- 0- _4_ 1 
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III 低湿部包含陪の土器 • 石器 ・ 金属製品等

表III ― 6 礫石質別集計 ( 2 ) . 
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4 石器

表III- 7 礫石質別集計( 3 )
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m 低湿部包含唇の土器 ・ 石器 ・ 金属製品等

表m - 8 礫石質別集計 ( 4 )
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4 石器

表III- 9 礫石質別集計 ( 5 )
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表lll-10 礫石質別集計( 6 )
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Ill 低湿部包含眉の土器 ・ 石器 ・ 金屈製品等
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V 自然科学的分析

V 自然科学的分析

1 最終氷期以降の古環境変化について

バリノ・サー ヴェイ株式会社

(1) は じ め に

ユ カ ン ボ シ C 15遺跡は、 石狩低地の中でも旭ヶ丘台地・長都台地と南長沼台地・泉郷台地に挟まれ

た千歳川低地に位置する （経済企画庁総合開発局国土調査課， 1974)。 こ れ ま での発掘調査により恵庭

a テ フ ラ (En-a) に由来する軽石を多量に含む層準の下位に、 大童の木本遺存体を包含す る 4 枚の腐

植土層が検出された。 こ れ ら の腐植土 層 か ら は、 石器が検出され、 ま た炭化物が集中する地区も確認

された 。 と こ ろ で、 En-aの降下年代は、 1. 5~1. 7万年前 （町田・新井， 1992) ま た は1. 7万年前 （加

藤， 1994) とされている 。 こ の時期は一般に最終氷期最盛期か ら縄文海進に現れる 急速な温暖化が始

ま る前の時期であ り 、 第 四紀の環境変遷を考え る 上でも更新世後期か ら完新世へと移る途中の重要な

時期である 。 考古学においても旧石器時代から縄文時代へと変化す る直前頃の時期に相当する 。 ま た 、

En-a再堆積層上位にも低地部で縄文時代の遺物を包含する腐植土層が発達する 。

本遺跡で認め られた腐植土層は、 珪藻、 花粉、 植物珪酸体な ど微化石、 また種実遺体や木材の大型

植物遣体を豊富に含んでいる 。 したがって、 本遺跡で確認された腐植土府は、 更新世後期以降の環境

変化を検討す る上で非常に貴重な資料であ るといえる 。 ま た 、 考古学においても旧石器時代以降の変

化を明 ら か に す る重要な情報を提供して く れ る 。 こ の よ う に今回の調査は、 第 四紀学的にも考古学的

・ にも非常に重要な情報を持ち 、 その効果は非常に高い。 そ こで本報告は、 腐植土層について、 放射性

炭素年代測定を行う こ と によ り その形成年代を確かめ、 珪藻、 花粉、 植物珪酸体の各微化石分析およ

び種実遺体の検出同定、 昆虫遺体の同定を行い、 腐植土屑形成当時の本遺跡およ び周辺の植生を中心

とした景観を考え る ことにした。

(2) 層序の概要

調査区は台地斜面か ら谷にか けて位筐する 。 本遺跡では 、 最下部にシル ト・粘土層と植物遺体を多

昂に含む堆積物（腐植土層）の互層が認められた。 腐植土層は椋高 5 ~ 6 mの間の層位で 4 層準確認さ

れてお り 、 上位より 腐植土層 1 ~4 と 層名が付け られている 。 この上位には、 En-aに由来する軽石を

多量に含む層準 (En-P層） と、 En-aに由来す る ロ ー ム 層 (En - L層）が認められている 。 こ れ ら 層準

は、 再堆積したとみ られているが、 堆積時期はEn-aの降下年代と 時間差があ ま り ない と 推定されてい

る 。 なお、 En-P層は 、 下部に青灰色を呈するEn-P、 上部に黄褐色を呈す るEn-Pが認め ら れ る。 これ

ら の 層準は、 後述する 旧河道埋積物の堆積状況 か ら不整合である ことが明 ら か に されている 。 旧河道

は拡張区で検出され、 En-L層 か ら 腐植土層4 まで削 り 、 En-aを母材 と す る 粘土・シル ト ・砂・礫によ

り埋積されている 。 こ の旧河道埋積物の一部は青灰色En-P層 と 黄褐色En-P層の間に堆積する 。

一方、 En-a軽石を多量に含む層位の上位にも腐植土陪が堆積する 。 こ れ ら の層序は、 周辺の低湿地

性遺跡と類似した堆積物が認め られているため 、 こ れ ま で千歳市周辺に所在する低湿地性遺跡におけ

る 発掘調査の所見が踏襲され、 テフ ラ層を鍵層として、 IIB層 と I B層に分層されている。

II B層は、 腐植質の堆積物である 。 低湿地部で厚 く 堆積し、 下位よ り II B 6 層~II B l 層に細分さ

れている 。 し か し、 標高の高い場所では細分す る ことができず、 場所によ り砂を多 く 含む。 ま た、 微

高地上で認め ら れ る黒ボク土も本層に含まれている 。 IIB層の上位に認め られ る テ フ ラ陪は場所によ

り極薄い腐植土を挟み、 上下 2 枚に分 け ら れ る が、 これ ら両テ フ ラ に時間間隙がほとんどない と み ら

れている 。 こ の テ フ ラ は、 後述す る よ う にTa-cに対比される 。
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図 1 試料採取地点の位置
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I B 層 も 腐植質の堆積物で、 微高地側では
黒ポク土 と な る 。 また 、 低地部側では 、 泥炭
質堆積物 と な っ て お り 、 下位よ り I B 5 陪～
I B 1 層に細分される 。 こ れ らの層準中では 、

I B 3 層中 に テ フ ラがプロ ッ ク状に認められ
て い る。 なお 、 I B層上位のテ フ ラ は、 Ta-a

に対比されている 。

こ れ ま での発掘調査所見によ り 、 II B層が
縄文時代、 I B 5 層で縄文時代晩期～続縄文
時代、 I B 4 層が続縄文時代～擦文文化期初
頭、 I B 3 層が擦文文化期、 I B 2 層が擦文
文化期後期～ア イ ヌ 文化期、 O B層が近世ア
イ ヌ 文化期 と さ れて い る （財団法人北海道埋
蔵文化財 セ ン タ ー ， 1998) 。

(3) 試料
試料を採取す る に あ た り 、 1 地点~6 地点

を設定した 。 1 地点は 、 台地斜面縁辺部にあ
た り 、 En-a軽石を多量に含む堆積物から I B 

層 ま で採取した。 2 地点~5 地点は低地部で、

11B層~I B 層 まで連続的に採取した。 ま た、

97年度深掘区で設定された F24、 98年度深掘
区で設定された 6 地点、 6- A ~ F地点、 柱

標高(m)

8.5-

ニ シ ル ト

1地点

8.0-

呂軽石（祖粒）

二砂 ITD黒ポク

直酸化鉄

図 2 1 地点の模式柱状図および分析層位
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状No. 4 · 5 · 8 •  12 · 14 · 21 · 24 · 29 · 30では、 腐植土層 2 ~ 4 を中心に試料を採取した 。 ま た、 拡

張区北東壁でEn-a軽石の再堆積層に挟まれる腐植土層から試料が採取された 。 図 1 に試料採取地点の
位置を 、 図 2 ~ 4 に各地点の模式柱状図 と微化石分析層位を示す。

桐種同定 ・ 種実遺体同定 ・ 昆虫同定を行う 試料は、 堆積物中か ら検出 さ れ た も のである。 試料の詳
細は 、 結果と と も に表示する 。 ま た 、 98年度深掘区、 拡張区北東壁、 炭化物集中 1 で検出 さ れた木材、

5 地点II B層から採取した泥炭層について放射性炭索年代測定を実施する。

(4) 分析方法
a 放射性炭素年代測定
拡張区北東壁から出土した材 （木サンプル 1 · 3 ) 、 深掘区か ら出土した材 （ ミ 20 ・ ミ 38 ・ ミ 72) 、 炭

化物集中 1 (No. 403) の 6 点は、 学習院大学放射性炭素年代測定室に依頼した (Gak-20223~20228) 。

この他の試料は、 以下の通 り分析を行った。

前処理 と して根な ど を ビ ンセ ッ ト で取 り 除 き 、 乾燥後、 水に入れて浮上 し て き た も の を除去する 。

次に 、 試料を塩酸溶液で煮沸する。 室温まで冷却した後、 塩酸溶液を傾斜法で除去する 。 水で塩酸を
充分除去した後、 乾燥、 粉砕 して蒸し焼き （無酸素状態で400℃に加熱） に す る 。 この試料は、 純酸素
中で燃焼し、 発生した二酸化炭素を捕集 して、 純粋な炭酸カルシウム と して回収する。

測定試料の調製 と し て 、 前処理で得ら れた炭酸カ ルシウムから兵空状態で二酸化炭素、 ア セ チ レ ン、

ベンゼンの順に合成する 。 最終的に得ら れた合成ベ ン ゼ ン 3 叫 （足 り ない場合は 、 市販の特級ベンゼ
ン を足 し て 3 meと した） に 、 シ ン チ レ イ タ ー を含むベ ン ゼ ン 2 叫を加え た も のを測定試料 と す る 。

測定は、 1 回の測定時間50分間を20回繰 り返して、 計1, 000分間行う 。 未知試料の他に、 値が知 られ
て い る ス タ ンダード試料と 、 自然計数を測定す る プ ラ ン ク 試料を 一緒に測定する 。 放射性炭素の半減
期 と してLIBBYの半減期5, 570年を使用す る 。

b テフ ラ分析
試料約20gを蒸発皿に取り 、 水を加え泥水 に した状態で超音波洗浄装囲に よ り 粒子を分散し、 上澄み

を流し去る。 こ の操作を繰 り 返す こ と に よ り 得 られた砂分を乾燥させた後、 実体顕微鏡下にて観察す
る。 テ フ ラ の本質物質である ス コ リ ア ・ 火山ガラス ・ 軽石を対象 と し て観察し、 特徴や含有量の多少
を定性的に調べる。 火山ガラ ス につ い て は、 その形態 に よ り バプル型と軽石型の 2 つの型に分類する 。

各型の形態は 、 パプル型は薄手平板状あ る い は泡のつぎ目 をなす部分であ る Y 字状の高 ま り を持つも
の、 軽石型は表面に小気泡を非常に多 く 持つ塊状およ び気泡の長 く 延びた繊維束状の も の と す る。

c 珪藻分析
試料を湿重で 7 g前後秤量し、 過酸化水素水、 塩酸処理、 自然沈降法の順に物理化学処理を施して 、

珪藻化石を濃集する 。 検鏡に適する濃度まで希釈した後、 カパーガラ ス上に滴下し乾燥 さ せ る 。 乾燥

後、 プ リ ュ ウ ラ ッ ク スで封入して 、 永久プレパラー ト を作製する 。 検鏡は、 光学顕微鏡で油浸600倍あ

る いは1000倍で行い、 メ カ ニ カ ル ス テ ー ジで任意の測線に沿って走査し、 珪藻殻が半分以上残存する
ものを対象に、 20侃固体以上同定 ・ 計数する。 種の同定は、 K. Krammer (1992)、 K. Krammer and Lange­
Bertalot (1986, 1988, 1991a, 1991b) な どを用いる 。

同定結果は、 海水～汽水生種、 淡水～汽水生種、 淡水生種の順に並べ、 そ の中の各種類は 、 アルフ
ァ ペ ッ ト 順に並ぺた一覧表で示す。 なお 、 淡水生種について は さ ら に細か く 生態区分 し、 塩分 ・ 水素
イ オ ン濃度 (pH) ・ 流水に対する適応能について も示す。 また 、 現境指標種については、 その内容を
示す。 そ して産出個体数100個体以上の試料は、 主要珪藻化石群集の層位分布図を作成する 。

また 、 産出した化石が現地性か異地性かを判断 す る 目安 と して 、 完形殻の出現率を求め 、 考察の際
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V 自然科学的分析

に考慮した。 堆積現境の解析にあたって、 淡水生種については安藤 (1990) 、 陸生珪藻については伊藤・
堀内 (1991) 、 汚濁耐性については 、 A.ai, K. & Watanabe, T. (1995) 、 生活型な どについて はVos,
P. C. & de Wolf, H. (1993) の環境指標種を参考 と す る 。

d 花粉分析
試料を湿重で約10g秤呈し 、 水酸化カ リ ウ ム処理、 節別、 重液分離 （臭化亜鉛， 比重2. 3) 、 フ ッ化水

素酸処理、 アセ ト リ シス処理 （無水酢酸 ： 濃硫酸= 9 : 1 ) の順に物理 · 化学的な処理を施して 、 花
粉 ・ 胞子化石を分離 ・ 濃集する。 処理後の残滋 を グ リ セ リ ンで封入して 、 プレパラ ー ト を作製した、

光学顕微鏡下でプレパラ ー ト 全面を走査して出現する全種類を同定 ・ 計数する 。

結果は同定 ・ 計数結果の一覧表およ び主要花粉化石群集の層位分布図 と し て表示する 。 回中の各種

類の出現率は木本花粉が木本花粉総数を 、 草本花粉 ・ シダ類胞子が総数 よ り 不明花粉を除いた数をそ
れぞれ基数 と した百分率で算出する 。 なお 、 固表中で複数の種類をハイ フ ォ ン （一） で結んだ も の は
種類間の区別が困難 な も のを示す。

e 植物珪酸体分析

湿重 5 g前後の試料について 、 過酸化水素水 · 塩酸処理、 超音波処理 (70W,250KHz, 1 分間） 、 沈定
法、 重液分離法 （ポ リ タ ン グ ス テ ン酸ナ ト リ ウム ， 比重2. 5) の順に物理 ・ 化学処理を行い、 植物珪酸
体を分離 ・ 濃集する 。 こ れを検鏡し易い濃度に希釈し、 カバーガラス上に滴下 ・ 乾燥させる 。 乾燥後、

プ リ ュ ウ ラ ッ ク ス で封入し 、 プレパラ ー ト を作製する 。 400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、 その間

に出現す る イ ネ科葉部 （葉身と葉鞘） の葉部短細胞に由来した植物珪酸体 （以下、 短細胞珪酸体 と呼

ぶ） および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 （以下、 機動細胞珪酸体と呼ぶ） を、 近藤 ・ 佐瀬 (1986)
の分類に基づいて同定 ・ 計数する 。

結果は 、 同定 ・ 計数結果の一覧表およ び植物珪酸体群集の層位分布図 と し て表示する 。 各種類の出
現率は短細胞珪酸体と 機動細胞珪酸体の珪酸体毎に 、 それぞれの総数を基数とす る百分率で求める 。

f 樹種同定

剃刀の刃を用いて 、 木口 （横断面） ・ 柾目 （放射断面） ・ 板 目 （接線断面） の 3 断面の徒手切片を
作製し、 ガム ・ ク ロ ラ ール （抱水ク ロ ラ ール、 ア ラ ビアゴム粉末、 グ リ セ リ ン 、 蒸留水の混合液） で

封入し、 プレパラ ー ト を作製する 。 作製したプレパラ ー ト は 、 生物顕微鏡で観察 ・ 同定する 。 炭化材

は、 3 断面の割断面を作製し、 実体顕微鏡お よ び走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、

種類を同定する 。

g 種実遺体同定
土壌試料は 、 試料約300ccに数％の水酸化ナ ト リ ウム水溶液を加えて放置し 、 試料を泥化 さ せ る 。

0. 5mmの師を通 して水洗し 、 残滋を集める 。 双眼実体顕微鏡下で観察し、 種実遺体を同定する 。 また 、

単体試料は 、 肉眼およ び双眼実体顕微鏡下で観察 し、 種類を同定する 。

h 昆虫同定
同定は 、 藤山家徳氏に依頼し 、 結果を署名原稿の形でいただいた。

(5) 結果
a 放射性炭素年代測定
結果を表 l に示す。 拡張区北東壁のか層 ・ え層 ・ ひ ＇ 層 ・ け恩 ． ＜ 陪から出土す る木材12点の放射

性炭素年代測定値は、 12, 120~13,010年前である 。 深掘区では、 腐植土層 2 か ら出土する木材が17, 000
~20, 110年前、 シル ト 1 から出土する木材が18,150~19,420年前、 腐植土層 3 から出土する木材が16, 400
~20, 190年前、 腐植土層 4 か ら出土す る木材が22, 250~24, 200年前の測定値が得られている。 また 、 腐
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植土層 4 の炭化物集中 1 か ら 出土 した炭化材 （試料名 ： No. 403) は 、 20, 900年前 と い う 測定値が得ら

れた。 ま た 、 5 地点では 、 4, 940~3,920年前の測定値が得られた。

こ れ らの試料の中で誤差範囲が大 き い試料があ るが、 これは炭素の回収率が悪かっ た こ と に 由来し

て い る と 考 え ら れ る 。

表 1 放射性炭素年代測定結果

地点 層位 1試料名 ・ 番号 年代値
誤芹

ll 13C 
I 

5地点 11B3賠 号9 に冨む臣 任シル ト 3,920 380 360 PAL 478 
11B5層 � ト番号11 に冨むa シル ト 4, 840 360 340 PAL 479 

瓦 ↓番号13 に百む展 シル ト 4, 940 560 530 PAL-480 
拡張区北東§ か層 1,1' ンフル 1 ド 12,820 140 140 -27 Gak-20223 

え尾 ，、 ヽ Tンフル2 12, 840 490 460 PAL-532 ひ＇ 暦 l太サンフル3 12,550 140 140 29.4 Gak-2022' 
1;1-: サンフル4 12, 900 340 320 PAL-533 
＇、にすンフル5 （少量 12, 140 2, 780 2,060 PAL-534 
木サンプル 6 生材 12, 570 570 530 PAL-535 
ノ‘ Fンプル7,ヽ 12,590 430 410 PAL-536 

け層 ‘‘ Fンプル8 13, 010 350 330 PAL-537 
ノド rンプル9 12. 740 360 340 PAL- 5 3 8  
木サンプル1 12, 120 560 520 PAL-539 

＜層 木サンフル1 12, 720 570 530 PAL-540 
1木サンプル1: - 12, 250 790 720 PAL - 541 

深掘区 腐植土層 ： ミ20 -. 17, 000 150 150 -28. 8 Gak-20225 
ミ21 19, 190 1, 070 950 PAL- 5 16 
ミ26 C. 19, 490 580 540 PAL- 517 
ミ28 a. l少菰） 18, 560 1, 660 ], 370 PAL- 518 
ネ21 生材 19, 800 2. 250 1, 750 PAL-497 

Iネ26 " 18,870 l. 790 1, 470 PAL-498 
Iネ33 I= I少章 20. llO 4. 110 2,700 PAL-501 

シル ト 1 ミ 3 i:: 19, 040 570 530 PAL- 515 
;、20 · I=, 19, 420 1 .  860 1, 510 PAL-496 
ネ27 F、 19, 180 2, 130 1, 680 PAL- 499 
ネ28 に 18,150 3,710 2, 530 PAL-500 

腐植土層 3 ミ38 生材 19, 080 220 220 -28. 3 Gak -20226 
ミ44 F、 （少量： 16,400 1, 860 1 , 510 PAL- 519 
ミ56 I= 18,830 810 730 PAL-520 
ミ62 � 20, 190 1 670 1, 380 PAL- 52 1  

腐植土層 ヽ ミ72 22,250 190 190 - 2 7 .  7 Gak-20227 
ミ78 � 22,480 760 700 PAL -522 
ネ40 生材 24, 200 1. 470 1,250 PAL-502 

1灰化物集中 腐植士層 ヽNo.403 1灰化材 20,900 200 200 -25. 3 Gak-2022l 
吐 1J ヰ1 雑旦は1. 950 中を基点としこ嗚。
注 2 ) 14Cの半減期は、 LIBBYの半減期5570年を使用。

注 3 ) 測定は、 Gakーが学習院大学放射性炭素年代測定室、 PALーがパ リ ノ ・ サ ヴェイ株式会社
である。

注 4 ) 誤差は、

学習院大学放射性炭素年代測定室が標準偏差a (測定値の66%が入る範囲）
パ リ ノ ・ サー ヴェイ株式会社が測定誤差2 a (測定値の95%が入る範囲）

を年代値に換算 した値。
注 5 ) o 13C の値が記入してあ る場合は 、 同位体効果の補正を した年代値である。

b テフラ分析

結果を表 2 に示す。 1 地点試料番号 2 では 、 多最の軽石と 、 微糞の火山ガラ ス が詔め られる 。 火山

ガ ラ ス は 、 無色透明のバプル型 と軽石型の火山ガラスである 。 軽石は 、 数種類の異なる特徴を持つ軽

石が混在する 。 す な わ ち 、 灰褐色を呈し発泡が不良な も の、 灰褐色を呈 し発泡がやや良好～やや不良
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な も の、 白 色 を呈し発泡が不良な も の、 白 色 を呈し発泡がやや良好～やや不良な も のの順に多 く 含ま

れる。 軽石によ っ て は、 角OO石と斜方輝石の斑晶を包有する。

2 地点では、 ス コ リアが試料番号 6 に微量含ま れ、 火山ガラスが試料番号 5 に中量、 試料番号 6 に

少縁、 試料番号 7 に微縁認め られる。 軽石は、 試料番号 5 ~ 7 の全試料に多量認 め ら れる。 ス コ リ ア

は、 黒褐色 を呈し発泡が不良な も のが認め られ、 火山ガラス は試料番号 5 ~ 7 のすべてに、 無色透明

のバプル型火山ガ ラ ス と 軽石型火山ガラス、 褐色 を呈するバプル型火山ガラ スが認め られる。 軽石型

火山ガラスの中でも、 気泡が引 き延ばされたよう な形状を した繊維束状のも のが目立つ。 軽石は、 1

地点試料番号 2 で確認された軽石と同様の特徴を持つものであるが、 下位の試料ほど、 色調の暗いも

のが多い。 この他に、 試料番号 7 には、 他の試料に比べて石質岩片の含有量が多い。

5 地点の試料では、 多童の火山ガラスが含まれており 、 他にス コ リ アや軽石は認められない。 火山

ガラスは、 無色透明のバプル型と軽石型の火山ガラス、 褐色 を呈するバプル型の火山ガラスであり、

すぺて非常に細粒である。

1 地点の試料番号 2 は、 産出層位と 遺跡の地理的位置か ら 、 樽前C降下火砕堆積物 (Ta- c ; 石川ほ

か， 1969) に対比 される。 Ta-cは、 2, 500~3,000年前に噴出した と さ れている （町田・新井， 1992) 。

曽谷 • 佐藤 (1980) によると、 Ta-c層は、 上位の降下軽石堆積物であるTa-c 2 と、 堅い岩片を主とす

る下位のTa- c 1 と に細分される。 よ っ て 、 軽石を主 と す る本試料はTa-c 2 の可能性がある。

2 地点の一連の試料は、 産出層位と 1地点試料番号2 の軽石・火山ガ ラ ス と 類似する形態、 色調な

どの特徴を考慮すると、 前述のTa-cに対比される。 分析したTa-c層内の 3 つの試料は、 火山ガラスの

'iiと軽石の発泡度、 石質岩片の含有羹が層位的に異なる こ と か ら 、 下位に堆積するTa - c l と 、 上位に

堆積するTa-c 2 が混在している可能性がある。 なお、 近接するオサツ 2 遺跡では、 Ta-c軽石を主体と

する厚いブロ ック状堆積物と 、 その上位に厚さ 1 cm程度の間層をおいて堆積する火山ガラス か ら なる

レンズ状の堆積物に分か れている状況が認められた 。 この 2 枚のTa- cの上層 と 下層が、 本遺跡 2 地点

の試料番号 5と試料番号 7 にそれぞれ対比される。

5 地点試料番号 3 は、 火山ガラスの形態 と産出する層位、 遺跡の地理的位詔か ら 、 白頭山苫小牧火

山灰 (B-Tm ; 町田ほか， 1981) に対比される可能性がある。 B - Tmの給源火山は、 朝鮮半島北部に位

置する白頭山であり 、 800~900年前に噴出 したとさ れる（町田・新井， 1992) 。 このテフラは、 日本で

は東北地方北部から 北海道にか けて分布しており、 東北地方北部ではA.D. 915年に噴出した十和田 a 火

山灰 （大池， 1972) の直上に薄層 と して確認される こ とが多い。

表 2 テフラ分析結果
地点名 ヨオ"誓 ス コ リ ア ・ 山ガラス

番号 量 色 調 • 発泡度 最大粒径 量 色調 ・ 形態
1地点 2 ＋ cl · bw. cl ·on, 

+ ++ cl·bw, cl ·p111, br·bw 
2地点 6 ＋ BBr·b 5. 0 ＋ ＋  cl ·bw, cl ·pm, br·bw 

＋ cl ·bw. cl ·om. br·bw 
ほ _3 - ++++ cl · bw, cl •p111, br·bw 
凡例 ー：含まれない＋：微羹 ＋＋：少量． ＋＋＋：中嚢 ＋ ＋ ＋ ＋ ： 多 量．

BBr: 黒褐色. GBr : 灰褐色． 胃：白色．

g: 良好 sg:やや良好. sb: やや不良. b: 不良． 最大粒径はmm.
cl :  無色透明. br: 掲色. bw: パプル型. pm: 軽石型

c 珪藻分析

軽石
最 色 調 • 発泡度++++ GBr· b. GBr • si,~sb ll'·b ll'·s只~sb

++++ GBr·b, W·b, GBr· sg~sb, 胃・sg~sb
++++ GBr·b, GBr· sg~sb, W·sg~sb, ll'·b 
++++ GBr·b, GBr·s1<~sb 冑·b W·s1<~sb 

結果を表 3 ~ 8 、 図 5 ~10に示す 。 以下、 各地点ごとに結果を示す。

く1地点〉

最大粒径
8. 0 
9. 5 

10. 0 
9. 0 

珪藻化石は、 試料番号 1 ·14の2 試料で検出 される。 それ以外の試料では、 珪藻化石の検出個体数
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が22 個体以下 と少ない。 産出種の全ては淡水生種で構成さ れ、 産出分類群数は 7 属15種類である 。 珪
藻化石群集は 、 試料番号14と試料番号 1 で異なる 。

試料番号14は 、 完形殻の出現率 （以下、 完形率） が約 6 %で、 保存が悪い。 陸上のコ ケや土壌表面
な ど多少の湿 り 気を保持した好気的環境に耐性のある 陸生珪藻が、 大部分 を 占 め る 。 陸生珪藻の中で
も 、 分布がほぼ陸域に限られる A群（伊藤 ・ 堀内， 1991)の Pinnularia borealis が70%以上 と 優 占 し、

水域 に も 陸域 に も 生育 す る 陸生珪藻 B群 （伊藤 ・ 堀内， 1991) の Eunotiapraerupta 、 ま た A群 の
Navicula muticaなどを伴う 。 この内 、Euno丘a praeruptaは沼沢湿地付着生種群（安藤， 1990) で も あ る 。

試料番号 1 は、 完形率が約40%を示し 、 試料番号14 と 同様 に陸生珪藻が大部分 を 占 め る 。 陸生珪藻
A群の Navicula mutica が優占し、 同 じ く A群の Hantzschia amphioxys、 Pinnularia borealis を伴う 。

なお 、 珪藻化石の少ない試料番号 5 · 8 · 11 も 検 出 さ れる珪藻化石は陸生珪藻に限定される 。

表 3 1 地点の珪藻分析結果

種 類 生 旗 性
指

環
標

境
種四4 oH """' I 5 8 1 1  14 

Aulacoseira crassipunctata Krammer Ogh-ind ac-il l-ph I 
Eunotia flexuosa (Breb. )Kuetzing Ogh-hob ac-il l-ph 0 1 
Eunotia pectinalis var. minor (Kuetz.) Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind ゜ 1 
Eunotia praerupta Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph RB, 0, T 15 
Eunotia praerupta var. bidens Gruno曹 Ogh-hob ac-il l -ph RB, 0 1 1 
Eunotia praerupta var. inflata Grunow Ogh-hob ac-il 1 - ph RI I 
Eunotia spp. Ogh-unk unk unk 4 
Hantzschia amphioxys (Ehr. )Grunow Ogh- ind al-i l ind RA, U 44 ， 2 I 2 
Navicula contenta Grunow Ogh-ind al-il ind RA, T I 
Navicula contenta fo. biceps (Arnott)Hustedt Ogh-ind al -il  ind RA, T 2 
Navicula mutica Kuetzing Ogh-ind a l - i l  ind RA, S 137 8 I 6 
Orthoseira roeseana (Rabh.)O'Meara Ogh-ind ind ind RA 2 
Pinnularia borealis Ehrenberg Ogh-ind ind ind RA ， 2 2 7 72 
Pinnularia microstauron (Ehr. )Cleve Ogh-ind ac-il ind s I 
Pinnularia obscura Krasske Ogh-ind ind ind RA 3 
Tabellaria flocculosa (Roth) Kuetzing 02h-hob ac-il 1-bi T 1 ·--、 ..

海水一汽水生種合計
汽水生種合計
淡水一汽水生種合計
淡水生種合計
珪藻化石総数

凡例
H. R. : 塩分濃度に対する適応性
Ogh-ind : 貧塩不定性種
Ogh-hob : 貧塩嫌塩性種
Ogh-unk : 貧塩不明種

0
0
0

 
201-
201
 

0
0
0

22-
22
 

0
0
0
8-
8＿
 

0
0
0
5-
5

 

0
 

0
0
 
01-
01
 

l

l
 

pH : 水素イオン濃度に対する適応性 C.R. : 流水に対する適応性
al-il : 好アルカ リ 性種 1-bi : 真止水性種
ind : pH不定性種 1-ph : 好止水性種
ac-il : 好酸性種 ind : 流水不定性種
unk : pH不明種 unk : 流水不明種

環境指標種群
〇：沼沢湿地付渚生種 （安藤， 1990)
s: 好汚濁性種， u: 広域適応性種， T: 好清水性種 （以上は Asai, K. & Watanabe, T., 1986) 
R: 陸生珪藻 (RA: A 群， RB:B群， RI群、 伊藤 ・ 堀内, 1991) 
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表 4 2 地点の珪藻分析結果( 1 )

種 類 生 態 性 環境
塩分 oH 流水 指標種 I 2 3 4 8 ， 

Nitzschia frustulum (Kuetz. ) Grunow 〇又h-Meh al -bi  ind 1 
Achnanthes he I vetica (Hust . )  Lange-B. Ogh-hob ac-il r - ph I 
Achnanthes lanceolata (Breb.)Grunow Ogh- i n d  ind r - ph K, T 2 l 5 
Achnanthes minutissima Kuetzing Ogh-ind al-ii ind U 2 
Anomoeoneis brachysira (Breb. ) Grunow Ogh-ind ac-il 1 -ph 0, T I 
Aulacoseira ambigua (Grun. )Simonsen Ogh- ind al-il l -bi N l 
Aulacoseira crassipunctata Krammer Ogh-ind ac-il 1-ph I 106 30 1 
Aulacosei ra crenulata (Ehr. )Kra皿ner Ogh-ind ind l - ph 2 2 2 2 
Aulacoseira i tali ca (Ehr. ) Simonsen Ogh-ind al-il 1 - ph U 7 35 
Aulacoseira i talica var. valida (Grun. )Simonsen Ogh-ind al-il 1 -ph  12  29 
Caloneis bacillum (Grun. )Cleve Ogh-ind al-il r-ph U 2 
Caloneis leptosoma Krammer & Lange- Bertalot Ogh-ind ind l-ph RB 1 
Calonei s tenuis (Greg.)Krammer Ogh-ind al-il ind I I 6 
Cocconeis placentula var. euglypta (Ehr. ) Cleve Ogh-ind al-il r-ph T l 
Cymbella aspera (Ehr.)Cleve Ogh-ind al-il ind O,T I 2 2 
Cymbella gracilis (Ehr.)Kuetzing Ogh-ind ind l-ph T 2 6 
Cymbella naviculiformis Auerswald Ogh-ind ind ind 0 I 2 I 
Cymbella silesiaca Bleisch Ogh-ind ind ind T l I 1 
Cymbella sinuata Gregory Ogh- i n d  ind r-ph K, T l 
Diploneis ova lis (Hilse)Cleve Ogh- i n d  al-il ind 2 
Eunotia arcus Ehrenberg Ogh-hob ac-il 1 - ph 2 3 
Eunotia bilunaris (Ehr. )Mills Ogh-hob ac-il 1-ph 6 l 4 8 
Eunotia cristagalli Cleve Ogh-hob ac-il ind 8 3 
Eunotia curvata var. linearis (Okuno)H. Kobayas i Ogh-hob ac-il 1-ph 2 
Eunotia exigua (Breb. ) Grunow Ogh-hob ac-bi l - ph P l I 
Eunotia gracialis Meister Ogh-hob ind I - bi 2 5 3 1 3 
Eunotia implicata Noepel & Lange- B ertalot Ogh- hob ac-il ind 0 1 7 
Eunotia monodon var. asiatica Skvortzow Ogh-hob ac-il ind I 
Eunotia naegelii Migula Ogh-hob ac-il ind 3 
Eunotia pectinalis  (Kuetz.)Rabenhorst Ogh-hob ae-il ind 0, T l 
Eunotia pectinalis var. minor (Kuetz.)  Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind 0 10 ， 18 
Eunotia pectinalis var. vndulata (Ralfs)Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind 0 6 6 
Eunotia praerupta Ehrenberg Ogh-hob ac-il l - ph RB, O, T 20 22 4 4 15 10 
Eunotia praerupta var. bidens Grunow Ogh-hob ac-il l - ph 郎,0 3 ， 10 I 4 ， 
Eunotia septentrionalis Oestrup Ogh- hob ac- bi ind I 
Eunotia subarcuatoides Noerpel & Lange-Bertalot Ogh- hob ac-il i nd 1 
Eunotia steineckii Petersen Ogh- hob ac-il ind I 
Eunotia tenella (Grun. )  Hustedt Ogh -hob ac-il ind I I 
Eunotia spp. Ogh -un.k unk unk 2 I 
Fragi laria bicapi tata A. Mayer Ogh-hob ind 1 -bi I I 
Fragilaria capucina var. gracilis (Oestr.)Hustedt Ogh-ind al-il 1-ph T 1 2 I 
Fragi !aria construens fo. venter (Ehr. ) Hustedt Ogh - ind al-il 1-ph S 2 
Fragi laria virescens Ralfs Ogh-ind ac-il 1 - ph U 14 35 4 
Gomphonema acuminatum Ehrenberg Ogh-ind ind 1 - ph 0 3 4 
Gomphonema angustatum (Kuetz.) Rabenhorst Ogh- ind al-il ind U 2 
Gomphonema gracile Ehrenberg Ogh- i n d  al-il 1-ph o,u I l 2 
Gomphonema parvulum Kuetzing Ogh- ind ind i nd U 13 12 2 6 20 
Gomphonema pumi!um (Grun.) Reichardt & Lange- Berta lo Ogh-ind al-ii ind I 
Gomphonema ti:-uncatum Elrrenbei:-g Ogh- i n d  ind 1 -ph T I 
Hantzschia amphioxys (Ehr. )Grunow Ogh-ind al-il ind RA, U 15 19 I I ， 2 
Meridion circulae Agardh Ogh-ind al-il r -bi K, T 4 I 1 
Meridion circulae var. constnctum (Ralfs) V. Heurck Ogh-ind al-il r- b1 K,T 56 40 2 I 10 I 
Navicula ariiensis Okuno Ogh - unk unk unk l I I 
Navicula contenta Grunow Ogh-ind al-il ind RA, T 2 5 
Navicula contenta fo. biceps (Arnott)Hustedt Ogh-ind al-il ind RA, T 1 
Navicula elginensis (Greg. )Ralfs Ogh-ind al-ii ind 0, U I I 
Nav1cula gall ica var. laevissima (Cleve) Lange-Berta Ogh-ind ind ind RI l 
Navicula hambergii Hustedt Ogh-ind ind ind RI 2 
Navicula ignota Krasske Ogh-ind ind ind RB 1 
Navicula ignota var. pal ustris (Hust.) Lund Ogh-ind ind ind RB I 
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V 自然科学的分析

表 4 2 地点の珪藻分析結果( 2 )

種 類

Navicula mutica Kuetzing 
Navicula natchikae J.B. Petersen 
Ni tzschia archibaldi i Lange- Berta lot 
Ni tzschia brevissima Gruno胃

Ni tzschia clausii Hantzsch 
Nitzschia terrestris (Pet.)Hustedt 
Orthoseira roeseana (Rabh. )O' Meara 
Prnnularia acrosphaeria 'II. Smith 
Pinnularia alpina W. Smith 
Pinnularia borealis Ehrenberg 
Prnnularia braunii (Grun. )Cleve 
Pinnularia brevicostata Cleve 
Pinnularia di vergentissima (Grun. ) Cleve 
Pinnularia esoxiformis f'usey 
Pinnularia gi bba Ehrenberg 
Pinnularia hartleyana var. notata H. Kobayasi 
Pinnularia intermedia (Largerst. )Cleve 
Pinnularia lagerstedtii (Cleve)Cleve-Euler 
Pinnularia microstauron (Ehr. ) Cleve 
Pinnularia neomajor Krammer 
Pinnularia obscura Krasske 
Pinnularia rupestris Hantzsch 
Pinnularia stomatophora (Grun. )Cleve 
Pinnularia subcap1 tata Gregory 
Pinnularia subrupestris Krammer 
Pinnularia viridiformis Krammer 
Pinnularia viridis (Nitz.)Ehrenberg 
Pinnularia spp. 
Rhopalodia gibba (Ehr. )0. Muller 
Sellaphora bacillum (Ehr. )Mann 
Sellaphora pupula (Kuetz.)Mereschkowsky 
Sellaphora rectangulari s (Greg. ) Lange- 8 .  & Metzel tin 
Stauroneis anceps Ehrenberg 
Stauroneis kriegeri Patrick 
Stauroneis phoenicenteron (Nitz. )Ehrenberg 
Stauroneis phoenicenteron fo. hattori i Tsumura 
Tabellaria fenestrata (Lyngb.) Kuetzing 
Tabellaria flocculosa (Roth) Kuet2,in1i 
海水生種合計
海水一汽水生種合計
汽水生種合計

生 態 性 環境
塩分 oH 流水 指標種

Ogh-ind al-il ind RA, S 
Ogh-unk unk unk 
Ogh-ind ind ind U 
Ogh-ind al-il ind RB, U 
Ogh-ind al-il ind U 
Ogh-ind ind ind RI 
Ogh-rnd ind ind RA 
Ogh-ind al-il 1 - ph 0 
Ogh-hob ac-il unk 
Ogh-ind ind ind RA 
Ogh-hob ac-b1 1 - ph 
Ogh-ind ac-il ind 
Ogh-ind ac-il ind 
Ogh-hob ac - il  ind 
Ogh-ind ac -il  ind 0 
Ogh-hob ac-il 1 - ph 
Ogh-ind ind ind RA 
Ogh-ind ind ind RI 
Ogh-ind ac-il ind S 
Ogh-ind ac-il 1- bi 
Ogh-ind ind ind RA 
Ogh-hob ac -i l  ind 
Ogh-ind ac-il 1 - ph 
Ogh-ind ac-il ind RB, S 
Ogh-hob ac-il ind 
Ogh-ind ind ind 
Ogh-ind ind ind 0 
Ogh- unk unk unk 
Ogh-ind al-il ind 
Ogh-ind al-il ind U 
Ogh-ind ind ind S 
Ogh-ind ind ind 
Ogh-ind ind ind T 
Ogh-ind ind unk T 
Ogh-ind ind 1 -ph 0 
Ogh-ind ind ind 0 
Ogh- ind ac-il 1 -bi  0, T 
O"h-hob ac-il l-bi T 

1 2 3 4 8 
23 10 12 

1 
I 
2 
2 
6 2 1 1 

I ， 
l 

3 I I  l ll 
I 

1 l 
2 

z 1 5 
2 
1 

l 
2 1 
1 2 

1 
l 2 

I 2 
5 3 2 3 

I 
3 I 

3 I 2 I 
I 

l 
I 

2 l 
1 
I 

l 2 
l 
l 
3 7 

8 11 29 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ l ゜淡水一汽水生種合計
淡水生種合計 203 202 209 204 204 
珪藻化石総数

凡例
H. R. : 塩分濃度に対する適応性
Ogh-Meh : 淡水一汽水生種
Ogh- i nd : 貧塩不定性種
Ogh-hob : 貧塩嫌塩性種
Ogh-unk : 貧塩不明種

環境指標種群

203 202 209 205 犯

pH : 水素イ オン濃度に対する適応性 C.R. : 流水に対する適応性
a l - bi : 真アルカ リ 性種 1-bi : 真止水性種
al-il : 好アルカ リ 性種 1-ph : 好止水性種
ind : pH 不定性種 ind : 流水不定性種
ac- il : 好酸性種 r-ph : 好流水性種
unk : pH不明種 r-bi : 真流水性種

unk : 流水不明種

K: 中～下流性河川指標種， N: 湖沼沼沢湿地指標種， o:沼沢湿地付着生種
p: 高層湿原指標種 （以上は安藤， 1990)
s: 好汚濁性種， U: 広域適応性種， T: 好清水性種 （以上はAsai, K. & Watanabe, T. , 1986) 
R: 陸生珪藻 (RA : A 群， RB:B群， RI 群、 伊藤 ・ 堀 内， 1991 )
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2 地点の主要珪藻化石群衆の層位分布
淡水生種産出率 ． 各稲産出率・完形殻産出率は全体基数、 淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計を

基数 と して百分率で算出した。 いずれも 1 0 0個体以上検出さ れた試料について示す。 なお、 ● は1%未満、
＋は100 個未満の試料に ついて検出した種類を示す。



V 自然科学的分析

く2 地点〉
珪藻化石は、 試料番号 9 を 除 く 5 試料から豊富に産出する 。 産出種の全て は淡水生種で構成 さ れ、

産出分類群数は20属96種類である 。 珪藻化石群集 は、 試料番号 8 、 試料番号 4 、 試料番号 3 、 試料番
号2 · 1 で異なる 。

試料番号 8 では、 完形率64%と 比較的化石の保存が良い。 水生珪藻と 陸生珪藻が混在するが、 水生
珪藻の割合が高い。 流水不定性種 （流水にも止水にも生育する種） で沼沢湿地付若生種群 （安藤， 1990)
の Eunoがa pectinalis var. minor、 流水不定性種の Gomphonemaparvulum が産出し、 また真流水性で
中～下流性河川指標種群 （安藤， 1990) の Meガdion circulae var. constガctum 、 陸生珪藻B群であ り
沼沢湿地付珀生種群である Eunotia praerupta、 陸生珪藻A群である Hantzschia amphioxys、 Navicula
mu比:ca 、 Pinnularia borealis な どを伴う 。

試料番号 4 は、 完形率96% と化石の保存が極めて よ い。産出種の大部分は水生珪藻 に よ っ て 占 め ら れ
る 。 酋塩不定性種 （少量の塩分には耐え られる種） 、 真＋好酸性種 （酸性水域に生育する種） 、 真＋好
止水性種 （止水域に生育す る種） がそれぞれ優占する。 電気伝導度が低 く 貧栄養腐植弱酸水域の池塘
の 植物な ど に付着する と さ れて い る (Krammer, K. and Lange- Bertalot, H., 1991) Au/,o,coseira 
crassipunctata、 また好止水性で淡水浮遊性の Aulacoseira italica、 前種の変種であ る Au/,o,coseira italica 
var. valida、 好酸性で真止水性である Tabel/,o,ガa flocculosaが約20% と多産する 。 なお 、 Au/,o,coseira
crassipunctata は、 湿原性種の 一 種でも あ る （辻 ・ 野崎， 1997) 。

試料番号3 は完形率が約79% と 化石の保存が良い。 前試料で多産 し た Aulacoseira crassipunctata 
が約50% と優占する 。

試料番号2 · 1 で は、 完形率が65% と幾分低 く な る。 再び水生珪藻と 陸生珪藻 と が混在する よ う に
な る が水生珪藻の方が多い。 真＋好止水性種が減少 し、 真＋好流水性種が増加する 。 中～下流性河川
指標種群の M函dion circu/,o,e var. constガctum が多産し 、 好止水性の Fragi/,o,ガa virescens、 陸生珪藻
B群で沼沢湿地付着生種群の Eunotiapraerupta、 また陸生珪藻A群の Hantzschiaamphioxys、 Navicula
muticaな どを伴う 。

く 3 地点〉
産出種は全て淡水生種で構成され、 産出分類群数は24属13躇観頁である 。 珪藻化石群集は、 試料番号

8 、 試料番号 7 ~ 4 、 試料番号 3 · 2 、 試料番号 1 で異なる 。

試料番号8 は完形率も 約70% と 高 く 、 貧塩不定性種、 真＋好止水性種が優占 す る が、 真＋ 好酸性種
～真＋好アルカ リ 性種が同程度で産出する。 多産する種がな く 、 好流水性の Gomphonema helveticum、

流水不定性の Gomphonemaparvulum、 好止水性の Fr.喀汝面a construens fo. venter な どが産出する 。

試料番号 7 ~ 4 は完形率 も60~70% と比較的高く 、 貧塩不定性種、 真十好酸性種、 流水不定性種と
真＋好止水性種が多産する 。 中～下流性河川指標種群の Meガdion circu/,o,e var. constrictum、 流水不
定性で沼沢湿地付着生種群の Eunotia pectinalis var. minor、 流水不定性の Gomphonema parvulum、

池塘などに特徴的に産出する Aulacoseira crassipunctataが15%前後産出する 。

試料番号3 · 2 は完形率が約70% と 高 く 、 貧塩嫌塩性種 （少嚢の塩分にも耐え られな い種） 、 真＋好
酸性種、 真＋好止水性種が多産する 。 池塘などに特徴的に産出する Aulacoseira crassipunctata、 淡水
浮遊性の Aulacoseira italica、 好酸性で真止水性の Tabellariaflocculosaが多産する 。

試料番号 1 は、 完形率も 約70% と 高 く 、 淡水性種の生態性 も前試料に近似する 。 好酸性で真止水性
の Tabella虚flocculosaが優占 し、 流水不定性で沼沢湿地付着生種群の Eunotiapectinalis var. minor、

流水不定性の Gomphonema parvulum 、 好酸性で好止水性の Eunotia bilunaris等を伴う 。
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l 晟終氷期以降の古探境変化について

( 5 地点〉

産出種は淡水生種で構成され、 産出分類群数は26属17羽躾頁である 。 珪涵化石群集は、 試料番号14·13、

試料番号12·ll、 試料番号10、 試料番号 9 · 8 、 試料番号 7 、 試料番号 6 ~ 3 、 試料番号 2 · 1 で異なる 。

試料番号14 · 13では、 完形率が約85%以上と 高 く 、 貧塩不定性種と 貧塩嫌塩性種、 真＋好酸性種と
pH不定性種、 流水不定性種と真＋好止水性種が多産する 。 流水不定性の Pinnularia mesolepta が約35%
と 多産 し、 流水不定性の Pinnularia angusta 、 好止水性の Eunotia bilunaガs、 好酸性で真止水性の
Tabellaria flocculosaを伴う 。 試料番号14では、 泥炭地等の腐食酸性水域に一般的な Frustulia rhomboides 
が多い。 優占種の Pinnularia mesolepta は、 分布範囲が広 く 貧腐水域に生育す る種と される (Krammer,
K. and Lange-Bertalot, H., 1986) 。

試料番号12 · llでも 、 完形率が約85%以上と高い。 貧塩嫌塩性種、 真＋好酸性種、 真＋好止水性種
が優占する 。 淡水浮遊性のAulacoseira italica、 好止水性の Eunotia bilunaris、 好酸性で真止水性の
Tabellaガaflocculosa、 好止水性で沼沢湿地付着生種群の Pinnularia nodosa が多産する 。

試料番号10は、 淡水性種の生態性や群集が異なる 。 貧塩不定性種、 pH不定性種、 真＋好流水性種が
増加す る 。 好流水性で中～下流性河川指標種群の Achnanthes lanceolata、 Meridion circulae var. 
constガctum 、 流水不定性で沼沢湿地付着生種群でも あ る Eunotia pectinalis var. minor、 流水不定性
の Gomphonema parvulum が15%前後産出す る。 完形率は 、 約70% と高い。

試料番号9 · 8 では 、 真＋好流水性種が急減す る が、 淡水性種の生態性に変化がない。 ま た、 定率
ながら 陸生珪藻も産出する 。 流水不定性の Gomphonema parvulum、 流水不定性で沼沢湿地付着生種
群の Eunotia pectinalis var. minor、 好止水性の Fragilaria virescens、 好止水性で沼沢湿地付着生種群

の Pinnulaガa nodosaが10%前後産出する 。

試料番号 7 では、 真＋好流水性種、 真＋好止水性種が再度増加す る も のの、 生態的に大き な変化が
な い。 ま た、 完形率も約70% と高い。 好流水性の Gomphonema helveticum、 中～下流性河川指標種群
であ る Meridion circulae var. constrictum 、 流水不定性の Gomphonema parvulum 、 淡水浮遊性であ
る Aulacoseira ambigua 、 好酸性で真止水性の Tabellaガaflocculosaが10%前後産出する 。

試料番号 6 ~ 3 は、 淡水性種の生態的特徴が前試料に酷似し、 完形率も 約70% と高い。 好流水性で
中～下流性河川指標種群の Meガdion circulae var. constガctum 、 流水不定性で沼沢湿地付着生種群の
Eunoがa pectinalis var. minor、 流水不定性の Gomphonema parvulum 、 それに池塘な どに多 く 生育す
る Aulacoseira crassipunctata、 好酸性で真止水性の Tabellariaflocculosa が10%前後産出す る 。

試料番号 2 · 1 では、 真＋好酸性種 と真＋好止水性種が急増す る 。 完形率も 75%前後と 高 い。 池塘
な どに特徴的に生育す る と さ れる Aulacoseira crassipunctata が35~55% と優占し、 好酸性で真止水性

の Tabellariaflocculosa が約15% と 多産する 。

く97年度深堀区F24〉

珪藻化石は、 試料番号10 · 3 で100個体を僅かに越える程度であるが、 それ以外の 5 試料から豊富に
産出する 。 完形殻の出現率は 、 何れ も70%前後と高い。 産出分類群数は、 24属131種類である。 珪藻化
石の産状に注 目 す る と 試料番号一 3 ~ 0 、 試料番号 3 · 10、 試料番号12 · 15で違いがみ ら れ る 。

試料番号一 3 ~ 0 は、 水生珪藻が多産する が陸上の好気的現境に も耐性の あ る 陸生珪藻も約35%前
後産出する。 淡水生種の生態性の特徴は、 貧塩不定性種 と 貧塩嫌塩性種、 真＋好酸性種、 流水不定性
種と真 ＋好止水性種が優占ないし多産する 。 水生珪藻では、 流水不定性種で沼沢湿地付着生種群 （安
藤， 1990) の Eunoがa incisa、 流水不明種の Navicula natchikaeが約10%程度産出 し、 この他に流水不

定性の 仄ploneis ovalis、 好止水性で沼沢湿地指標種群の Anomoeoneis brachysira を伴う 。 陸生珪藻は
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1 最終氷期以降の古現境変化について

陸生珪藻A群 （伊藤 ・ 堀内， 1991) の Diatomella balf ouriana、 Pinnulaガa borealis、 陸生珪藻B群

（伊藤 ・ 堀内， 1991) の Eunotia praerupta な ど を伴う 。

試料番号 3 · 10は 、 水生珪藻 と 陸生珪藻が約50%前後産出する 。 水生珪藻は 、 流水性で中～下流性
河川指標種群の Achnanthes lanceolata、 Diatoma hyemale var. mesodon、 Fra,忽Zaria vauc加riaeな ど
の産出が目立つ。 陸生珪藻はA群の Pinnularia borealis が10~20% と多産し、 B群の Eunotiapraerupta、

A群の Hantzschia amphi四S、 Navicula mutica を伴う 。

試料番号12 · 15は水生珪藻が優占し 、 貧塩不定性種、 真＋好酸性種、 流水不定性種 と真＋好止水性

種が優占 あ る い は多産す る。 流水不定性の Pinnulaガa mesolepta、 流水不定性で沼沢湿地指標種群の
Cymbella naviculiformis、 Pinnularia gibba、 好止水性で沼沢湿地指標種群の Pinnularia nodosa、 そ
れに陸生珪藻B群であ り 沼沢湿地指標種群の Eunotia 釘aerupta な どが多産する 。

く98年度深掘区〉
腐植土層 4 では、 水生珪藻が優占する地点 （柱状No. 4 · 5 お よ び 6 - F地点） 、 水生珪薔以外に陸生

珪藻が多産する地点 （柱状No. 14) が認め られる 。 水生珪薔が優占する地点では、 貧塩嫌塩性種、 真＋
好酸性種、 流水不定性種 と真＋好止水性種が多産する 。 し か し、 産出種は微妙に 異なって お り 、 柱状

No. 4では、 流水不明の Navicula natochikae、 好酸性で好止水性の Eunotiagracialis が産出する。 また、

柱状No.5では、 好止水性で沼沢湿地指標種群の Anomoeoneis brachysira、 好酸性で好止水性の Euno­
tia gracialis、 陸生珪藻B群であ り 沼沢湿地指標種群の一種の Eunotiapraerupta が産出する。 6 - F地
点では、 流水不定性で沼沢湿地指標種群の Eunoがa incisa が産出する 。 これに対して水生珪藻以外に
陸生珪藻が優占す る柱状No. 14は 、 陸生珪藻A群の Navicula contenta が30% と多産する 。

腐植土層 3 では、 水生珪藻が優占する地点 （柱状No. 29 · 12 · 30 · 24 · 21 · 8 · 14 · 5 お よ び 6 - F
地点） と 、 水生珪藻以外に陸生珪藻が多産する地点 （柱状No.4) が認め られる 。 水生珪藻が優占する
地点では 、 貧塩不定性種、 pH不定性種、 兵十好止水性種が優占あ るいは多産する。 しかし、 群集的に
違いがあ り 、 柱状No. 29 · 30 · 24 · 21 · 8 では好止水性の Fragilaガa exigua が40~50%産出 す る。 柱

状No. 12では、 Diploneis ova/is の他に陸生珪藻B群で沼沢湿地指標種群の一 種の Eunotiapraerupta が
15%前後産出する 。 柱状No.14は、 淡水浮遊性で好酸性の Aulacoseira crassipunctata が20%産出する 。

柱状No. 5では流水不定性の Diploneis ovalis、 好止水性で沼沢湿地指椋種群でも あ る Anomoeoneis
brachysira、 好酸性で好止水性の Tabellariajlocculosa が約10%前後産出す る 。 6 - F地点では流水不
定性の Diploneis ovalis、 沼沢湿地指標種群の 一種の Eunotia incisa が約10%産出する。 水生珪藻以外

に陸生珪藻が多産す る地点では、 流水不定性の Diploneis ova/is、 沼沢湿地指楔種群のEuno丘apraerupta、

未区分陸生珪藻の Diploneis yatukaensis が約20%産出す る 。

腐植土層 2 では、 水生珪藻が優占す る地点 （柱状No. 12および 6地点 · 6 - F地点） 、 水生珪藻以外
に陸生珪藻が多産す る地点 （柱状No. 29 · 30 · 8 · 14お よ び 6 - B地点 · 6 - D地点） 、 陸生珪額が優
占する地点 （柱状No. 4) が認められる 。 水生珪藻が優占する地点は 、 貧塩不定性種、 酸性～アルカ リ
性が混在、 流水不定性種 と真＋好止水性種が優 占 あ る い は多産する 。 群集的には地点ごと に違いが認
め ら れる 。

6地点では真止水性で湖沼沼沢湿地指標種群のAulacoseira ambigua、 流水不明の Navicula natochikae 
がそれぞれ20%産出する。 柱状No. 12は好止水性で沼沢湿地指標種群 で も あ る Pinnularia nodosa が産
出する。 6 - F地点は好酸性で流水不定性の Pinnularia subrupestris、 Eunotia bilunaris が約10%産出
す る。 水生珪藻以外に陸生珪藻が多産する地点は水生珪藻よ り 陸生珪藻の産出が目立ちA群のHantzschia
amphioxys、 Pinnulaガa borealis、 陸生珪藻B群で沼沢湿地指標種群の Eunotia 祈aeruptaが多産する 。
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止水性檀 陸生珪藻 淡水生種の生態性
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図1 0 98年度深堀区およ び拡張区の主要珪藻化石群衆の層位分布
海水一汽水一淡水生種産出率 ・ 各種産出率 ・ 完形殻産出率は全体基数、 淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計を基数と して百分率で

算出した。 いずれ も10 0個体以上検出 さ れた試料について示す。 なお 、 ●は 1 %未満の試料について検出 した種類を示す。
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1 最終氷期以降の古茄境変化 について

陸生珪藻が優占する地点はA群の Hantzschia amphioxys、 圧nnularia borealis が20%以上と多産する 。

く拡張区東北壁〉

試料番号 1 · 3 · 6 とも陸生珪藻A群の Pinnulaガa borealis が3 0~70%と優占する。 ま た、 試料番

号1 · 3 では、 中～下流性河川指標種群の一 種の Ceratoneis arcus が10~15%産出する 。

d 花粉分析

結果を 表 9 ~13 、 図11~15に示す。 以下、 各地点ごと に結果を示す。

く2 地点〉

試料番号 8 · 9 で検出される花粉化石は全体的に保存状態が悪い。 特に試料番号 9 では、 検出個体

数も少ない。 これを除く 試料番号 4 ~1では、 比較的良好に花粉化石が検出される 。

試料番号 8 · 4 ~ 1の木本花粉の出現傾向は、 ハン ノ キ属・コ ナラ属コナ ラ亜属が多産し、 ト ウ ヒ

属 ・ マツ属・ヤナギ属・クル ミ 属・ カバノ キ属・ニレ属ーケヤキ属・ト ネ リ コ 属を伴う。 これらの種

類の中では、 試料番号 3 よ り 上位でヤナ ギ属がやや多 く 検出される傾向にある 。

一方、 草本花粉は、 ミ ズバ シ ョ ウ属・イネ科・ カ ヤ ツ リ グサ科・ セ リ属・ヨモギ属などが検出され

るが、 総花粉・胞子数に対して占め る割合が低率である 。

く 3 地点〉

8 試料とも花粉化石が検出されるが、 試料番号 8 で検出さ れる花粉化石は保存状態が悪い。 木本花

粉の出現傾向は、 ハ ン ノ キ属・コ ナ ラ 亜属が多産し、 ト ウ ヒ 属・クル ミ 属・ カ バ ノ キ属・ニレ属ーケ

ヤキ属・ウコ ギ科・ ト ネ リ コ 属を伴う。 ま た 、 試料番号 8 では、 モ ミ 属・ト ウ ヒ 属が比較的多 く 検出

される 。

草本花粉・シダ類胞子の出現傾向は、 試料番号 8 と試料番号 7 ~ 1 で若干異なる 。 試料番号 8 では、

草本花粉の出現率が極めて低く 、 シダ類胞子が多産する 。 こ れ に対して、 試料番号 7 ~ 1 になると、

ミ ズパシ ョ ウ属が増加し 、 イネ科・カヤツ リグサ科・ヨモギ属などを伴う。

く 5 地点〉

各試料とも良好に花粉化石が検出される 。 木本花粉では、 コ ナ ラ 亜属が多産する 。 こ の他、 クルミ

属・カ バ ノ キ 属 ・ ハ ン ノ キ属・ニレ属ーケヤ キ属・ウ コ ギ科・ イ ボ タ ノ キ属・ ト ネ リ コ属が検出され

る 。 これらの種類の中で、 上位に向 かいクル ミ 属が減少し 、 ハンノ キ属が多産する。 また、 試料番号

14でニレ属ーケヤキ属・ウコ ギ科が多 く 検出 さ れ る 。

草本花粉では、 ミ ズバ シ ョ ウ属・イネ科・ カ ヤ ツ リ グサ科・ カ ラ マ ッ ソ ウ属 ・ ヨ モギ属が検出され

る 。 この内 、 ミ ズバ シ ョ ウ属は、 試料番号6 よ り 上位で多産する 。

く97年度深掘区F24〉

堆積物 l g当た り に含まれる化石数は層位的に変化し、 相対的にみると試料番号0 •12 が多 く 、 ま た

試料番号 3 ·10が極めて少ない。

木本花粉の出現傾向は基本的に カ ラ マ ツ 属が多産し、 次いでマツ属が検出 さ れる 。 ただし 、 随伴す

る種類の出現傾向が試料番号ー 3 · ., 2 、 試料番号 0 、 試料番号3 ~15で異なる 。 試料番号ー 3 · -2 は

カ ラ マツ属が多産し、 次いで ト ウ ヒ属・マ ツ属が検出 さ れ る 。 試料番号 0 ではカ ラ マ ツ属・カ バ ノ キ

属が多産し、 ト ウ ヒ 属・マツ属が検出される 。 試料番号3 ~15ではカラマツ属・マ ツ属が多産するが、

上位に向かいマツ属が減少する 。

草本花粉・胞子では全試料を通じてカ ヤ ツ リ グサ科が多産し、 イネ科・ワ レ モ コ ウ属・コケスギラ

ンなどが検出される 。 こ の内、 ワ レ モ コ ウ属が試料番号15で、 コケスギラ ンが試料番号- 2 · 3 · 10で

多産する 。 また、 試料番号12 では、 ミ ズゴケ属近似種が多産す る。
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V 自然科学的分析

表 9 2 地点の花粉分析結果

種 類

木本花粉
モ ミ 属 8 1 2 6 8 
ト ウ ヒ 属 12 5 2 8 4 

マ ツ属単維管束亜属 I 1 I 3 1 
マ ツ 属 （不明） 4 10 - 3 1 7  1 
スギ属 - 1 - 1 
ヤナギ属 24 11 34 5 1 
ク ル ミ 属 2 1  6 11 1 1  33 2 
ク マ シデ属ーアサダ属 6 4 3 2 3 
ハシバミ属 — - 1 - 1 
カバノキ属 21  17 15 11  7 
ハンノキ属 105 121 59 207 100 2 
プナ属 4 5 3 3 5 
コナラ属コナラ亜属 126 106 71 98 88 1 
ニ レ属ーケヤキ属 21 11 10 13 15 
カ ツ ラ 属 — - 1 
キハダ属 2 2 1 1 4 
ニシキギ属 ー 1
カエデ属 1 - - . ー 3 
プ ドウ属 1 - 1 
シナノキ属 — - - - 1 
ウ コ ギ科 1 - - 2 12 
イ ポ タ ノ キ属 — - 1 - 1 
ト ネ リ コ属 5 6 15 44 6 

ガマズミ属 l 
章末花粉

―----- -- - - -- ---------- -- - ------------=--------=----------------------—------- -

ミ ズパ シ ョ ウ属 1 1 2 11 7 
ヒルムシロ屈 2 
イネ科 54 36 30 16 16 
ヵ ャ ツ リ グサ科 31 22 15 7 5 
ユ リ 科 ― - - - 1 
ク ワ科 1 - - 1 
サナエ タデ節ー ウナギッ カ ミ 節 1 - - - 1 
タデ属 1 1 
カ ラ マ ツ ソ ウ属 ー 1 3 1 26 
キンポウゲ科 1 - 1 - 1 
ユキ ノ シタ科 ー 1
ワ レモ コ ウ属 - - - 1 
バラ科 2 2 2 3 4 
マ メ 科 3 7 1 
セ リ 科 8 12 6 3 3 
オ ミ ナエシ属 ー ― - - 1 
ゴキヅル属 ー ― - - 1 
ヨモギ属 20 7 6 12  17 1 
キク亜科 1 1 6 ---e
祠萌花窟

――------------------
2

―-----�―
f

― - -- -
T�------io―----

Ti
― ------

ー ジーダ扉言ゲ襄胞字―----------―----- - - --------------------------- - - -------------ニ
ミ ズゴケ属 ー ― - - 1 
他の胞子 593 532 110 49 669 33 
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標高(m)

8. 0 ー

|
 94

ー

冒I B3上 Y
/、

木草不
本 本 明
花花花胞
粉 粉 粉 子
● 欄

ク
ル
ミ
属

ヤ
ナ
ギ
属

ス
ギ
属

マ
ッ

酎
＂
し
豆
託
T
U

ト
ウ
ヒ
属

モ
ミ
属

ハ
ン
ノ
キ
属

カ
バ
ノ
キ
属

ハ
シ
バ
ミ
属

ク
マ
シ
デ
属
ー

ア
サ
ダ
属

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属

プ
ナ
属

塁
決
瑳
史
蔀
3
叶
涸
涵
洛{t
E
d
5
ペ

ミ
ズ
ゴ
ケ
属

キ
ク
亜
科

ヨ
モ
ギ
属

セ
リ

科

マ
メ
科

バ
ラ
科

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科

カ
ラ
マ
ッ
ソ
ウ
属

タ
デ
属

サ
ナ
エ
タ
デ
節
ー

ウ
ナ
ギ
ッ
カ
ミ
節

ヵ
ャ
ッ
リ
グ
サ
科

イ
ネ
科

ヒ
ル
ム
シ
ロ
属

ミ
ズ
パ
シ
ョ
ウ
属

ガ
マ
ズ
ミ

属

ト
ネ
リ
コ
属

イ
ポ
タ
ノ
キ
属

ウ
コ
ギ
科

プ
ド
ウ
属

カ
エ
デ
属

キ
ハ
ダ
属

ニ
レ

属
ー

ケ
ヤ
キ
属

E
 

7. 0 ― 

図11

-� � ． 

．
 

ー

． 

． ．
 

．
 

． ． 
,•

 
．

 ． 

• I 

● to 

゜

。

0 10 

0 10 

0 10 

0 10 10 10 

0 1 0 10 1 0  

0 10 

゜

0 10 

゜

゜

゜
゜

゜

0 1● 

＋
 

＋ ＋
 

＋ +I 

゜ 50 100% 

2 地点の主要花粉化石群衆の層位分布
出現率は 、 木本花粉は木本花粉化石総数、 草本花粉 ・ 胞子は総数 よ り 不明花粉を除 く 数

を基数 と して百分率で算出 した。 な お、 ●0は 1 %未満、 ＋ は木本花粉100個体未満の試料
について検出 した種類を示す。
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自然科学的分析

表10 3 地点の花粉分析結果

種 類
試料番号 2

 
3

 
4
 

5
 

6- 7
 

8-

モ ミ 属
ツガ属
ト ウ ヒ 属

マツ属単維管束亜属
マツ属 （不明）
スギ属
ヤナギ属
ク ル ミ 属
ク マシデ属ーアサダ属
ハシバミ属
カパノキ属
ハンノキ属
プナ属
コナラ属コナラ亜属
ニレ属ーケヤキ属
カ ツ ラ属
キハダ属
ニシキギ属
カエデ属
プ ドウ属
ッタ属
シナノキ属 ー
ウコギ科 2 
ト ネ リ コ属

章末花粉―________________________]_�-

ミ ズバショ ウ属
ガマ属
ヒルムシロ属
サジオモダカ属
イネ科
ヵ ャ ッ リ グサ科
ク ワ 科
サナエタデ節ーウナギツ カ ミ 節
タデ属
アカザ科
カ ラ マ ッ ソ ウ属
キンポウゲ科
ユキノシタ科
ワ レモ コ ウ属
バラ科
マ メ 科
ミ ソハギ属
セ リ 科
リ ン ドウ属
ミ ツガシワ属 ー ー 一
ヤエムグラ属ーアカネ属 ー ー 一
オ ミ ナエシ属 — - 1 
ゴキヅル属 ー ー 一
ツ リ ガネニンジン属ーホタルプクロ属 — - 1 
ツルニンジン属 — - 1 - - - - -
ヨモギ属 10 14 16 4 13 15 8 6 
オナモ ミ 属 1 - - - - - - -
キク亜科 ― - 1 6 3 1 3 2 
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図12 3地点の主要花粉化石群衆の層位分布
出現率は 、 木本花粉は木本花粉化石総数、 草本花粉 ・ 胞子は総数よ り 不明花粉を除 く 数

を基数と し て百分率で算出 した 。 なお、 ●0は 1 %未満を示す。
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自然科学的分析

表11 5 地点の花粉分析結果

種 類
試料番号 2

 
3
 

4
 

5
 

6- 7
 

8
 

，
 

10 _Ll_ 12 13 14 

モ ミ 属 4 3 I I 2 I 
ト ウ ヒ 属 4 4 5 4 2 I 
マツ属単維管束亜属 I - I I I I 
マツ属 （不明） 3 3 5 3 2 2 
スギ属 I - - I 5 7 
ヤナギ属 3 3 - - l - -
クルミ属 12 11 5 7 13 10 40 
ク マ シデ属ーアサダ属 7 2 I 4 7 - 4 
ハシパミ属 ー I - - - - I 
カバノキ属 35 20 12 10 12 I 7 10 
ハンノキ属 177 145 219 203 208 144 83 
プナ属 4 5 5 1 I 4 3 
コナラ属コナラ亜属 113 125 120 109 112 103 71 
ニレ属ーケヤキ属 24 30 11 8 13 9 16 
工ノキ属ームクノキ属 — - - - - - -
カツラ属 — - - - - - 1 - - - -
キハダ属 ー I 2 2 3 I 4 8 6 5 3 
ウルシ属 — - - - - - - - 1 - -
ニシキギ属 - - - - - 1 - - - 2 2 - -
カエデ屈 1 - 12 2 7 3 - 6 1 - 6 I 3 
ク ロ ウメモ ドキ科 ― - - I - - - - - 1 - - -
プ ドウ属 I - - - - l l 1 - 3 - 2 7 
ッタ属 — - - - 2 - - - - - - I 2 
シナノキ属 — - - I - - - - - - - - - -
ウコギ科 ー 1 7 3 2 4 8 11 12 7 9 5 2 28 
イ ポ タ ノ キ属 l 1 2 l - I 30 4 5 5 40 25 30 18 
トネリ コ属 7 10 49 31 33 64 23 1 4 I 18 18 10 16 
ガマズミ属

章苛花裔―---- ----------- -- --- - - --- - - - - --二�- - - - -:_ _ _ _ _  _l _ _ _ _ _ _  !_ _____ : ______し _ _ _ _ _: ______ !_ ___ _  .:: _____ : ______ : —_,:-_ ― -- =- - - ---� ご．
ミ ズパショ ウ属 22 4 1  121 85 89 88 8 
ガマ属 — - l - 2 I I 
ヒルムシロ属 — - - 2 - - - - - -
イネ科 34 50 9 8 11 15 8 12 12 6 
ヵャ ッ リ グサ科 12 13 6 9 11 15 3 15 7 11 
ユ リ 科 ― - - - - - - - l 2 
アヤメ科 ― - - - - - - - 2 I 
ク ワ 科 1 - 1 1 l - l 2 1 1 
サナエタデ節ーウナギツ カ ミ 節 1 - l l - - 2 - - 2 
タデ属 ） l - 3 I - 2 l - I - -
アカザ科 ― - - - - 1 - - - - - -
カ ラ マ ツ ソ ウ属 4 4 6 3 2 4 7 12 11 5 6 7 
キンポウゲ科 I 2 - - l - 3 I - - 1 l 
ユキノシタ科 ー 1 - 1 1 - - I - I - -
ワ レモ コ ウ属 ― - - 1 - - 2 - - - - I -
バラ科 I 2 - l 5 3 7 21 2 48 - l I -
マ メ 科 3 2 I 1 I :- - 1 - - - - l -
セ リ 科 7 11 I - I 3 - 10 3 5 l 1 - 2 
ミ ツガシワ属 — - - - - - l l - - 4 - I -
オ ミ ナエシ属 — - - - - - - - - 2 - - - I 
ツルニンジン属 — - - I - - - - - - - - - -
ヨモギ属 12 13 16 9 14 9 9 24 18 21 15 13 I 7 
キク亜科 ー l 1 1 l 2 3 1 - - I 2 - 1 
タ ンポポ亜科 ― - - - - - - 1 2 ----� 噂花裔―--- - - - ---------------------- - -- -― ---------- - -------- ---- - -— _ _ _ _ _ _,:-_____________ : _____ :, _ ____ : _ _ ____ :_ 

シダ類 ・ コ ケ面胞子
--- - - - - - ------ - - _______________________ .] _ __ _ _� _ ___ ? _�_____ ? __―E_ー!i.―- � -- --- -�_ _ _ _ _  J ____ _!? ____ _  L __ _!Q, _____ L ____ !_ 

ミ ズゴケ属
他の胞子

-a- 計
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不明花粉
シダ類 ・ コケ類胞子
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図13 5 地点の主要花粉化石群衆の層位分布
出現率は 、 木本花粉は木本花粉化石総数、 草本花粉 ・ 胞子は総数 よ り 不明花粉を除 く 数

を基数と して百分率で算出 した。 なお 、 ●〇は 1 %未満を示す 。
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自然科学的分析

表12 97年度深堀区 F24の花粉分析結果

種
試料番号 15 12 10 3

 
゜ - 2  - 3  

モ ミ 属 ー 5 1 1 
ツガ属 1 2 2 1 
ト ウ ヒ 属 19 31 18 13 

カ ラ マ ツ属 142 129 143 100 
マツ属単維管束亜属 7 4 3 4 
マツ属 （不明） 23 51 123 63 
ヤナギ属 — - - 1 
クマシデ属ーアサダ属 ー l 2 4 -
カ バ ノ キ属 11 8 12 6 102 
ハン ノ キ属 3 8 12 11 3 
カエデ属 ー 1 - - - -
ッツジ科 6 11  14 14 11 7 
スイカズラ属

章本花裔
- - - _ _______ __ _ _ _ _ _ __ __ _ _ _ _ _  ? _ _ _ _ __ _ _  :-_ _ _ _ __ _ _ �  ニ__ _ _ _ _ _: ________ :-________ ,:: ________こ

イネ科
ヵ ャ ツ リ グサ科
イプキ ト ラ ノ オ節
アカザ科
ナデシコ科
カ ラ マ ツ ソ ウ属
キンポウゲ科
ユキノシタ科
ワ レモ コ ウ属
パラ科
フ ウ ロ ソ ウ属
アカバナ属 ー ミ ズユキノ シタ属
セ リ 科
リ ン ドウ属近似種
ミ ッガシワ属
ハナシノ プ属近似種
ツ リ ガネニンジン属ーホタルプ ク ロ 属
ヨ モ ギ 属
キク亜科
タ ンポポ亜科
不明花粉

シダ類 ・ コケ類胞子
コケスギラン
ミ ズゴケ属近似種
他の胞子

百 計
木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類 ・ コケ類胞子
総計 （不明を除く）
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97深掘F24 木本花粉 草本花粉 ・ 胞子

標高(ml

6. 6― 

|
 10
0
 
1

 

6. 0― 

5. 5― 

分
析
層
位

試
科
雹
号

木草不
本 本 明 l ト
花 花 花 胞 モ ツ ウ
粉粉粉子 ミ ガ ヒ
● 枷�■ 属 属 属

カ
ラ
マ
ツ
属

マ
ッi“
し

豆にii

カ
バ
ノ
キ
属

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

イ
ネ
科

—
ッ
ツ
ジ
科

ハ
ン
ノ
キ
属

ク
マ
シ
デ
属
ー
ア
サ
ダ
属

． ● D 

: I i 『
• •o 

ワ
レ

モ
コ
ウ
属

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科

カ
ラ
マ
ッ
ソ
ウ
属

イ
プ
キ
ト
ラ
ノ
オ
節

0
 
0
 0
 

戸！
o
o
lo
 
゜゜

0 10 10 り
0 10 10 口

0 10 『

コ
ケ
ス
ギ
ラ
ン

キ
ク
亜
科

ヨ
モ
ギ
属

ハ
ナ
シ
ノ
プ
属
近
似
種

ミ
ッ
ガ
シ
ワ
属

セ
リ
科

フ
ウ
ロ
ソ
ウ
属

パ
ラ
科

゜
p 10 

0
0
 

部
澪
決
翌
史
添
S
叶
湖
滋
焙1t
E
J
5
ベ堆

積
物
l
g
あ
た
り
の
個
数

ミ
ズ
ゴ
ケ
属
近
似
種

0 10 

0 10 

゜

、 、 ．
so 

．
 ．
 ．
 ．
 ．
 . . . .  

100% 

. . . . .  
1 0 ' 10' 10' 

5 . 0― 
図14 97年度深堀区F24の主要花粉化石群衆の層位分布

出現率は、 木本花粉は木本花粉化石総数、 草本花粉 ・ 胞子は総数よ り 不明花粉を除 く 数を基数 と して
百分率で箕出 し た。 な お 、 ●〇は 1 %未満を示す。
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図15 98年度深堀および拡張区の主要花粉化石群衆の層位分布
出現率は、 木本花粉は木本花粉化石総数、 草本花粉 · 胞子は総数よ り 不明花粉を除く 数を基数と して百分率で算出

した。 なお 、 ●〇は 1 %未満、 は十木本花粉100個体未満の試料について検出 した種類を示す。
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1 最終氷期以降の古屎境変化 について

く98年度深掘区〉
・ 腐植土層 4

木本花粉の出現傾向は、 基本的に ト ウ ヒ 属 ・ カ ラ マ ツ 屈 ・ マツ属が多産し、 カ バ ノ キ属を伴う 。 こ
の他、 柱状N o . 4 · 5 · 14およ び 6 - F地点でツ ッ ジ科が比較的多 く 検出される傾向にある 。

草本花粉 ・ 胞子の出現傾向は 、 地点毎に若干異な る。 柱状No. 14および柱状No.5では、 カ ヤ ツ リ グ
サ科 ・ ヨ モ ギ属 ・ コ ケ ス ギ ラ ン ・ ミ ズゴ ケ属近似種が検出 さ れ る が、 全体的に出現率が低率である 。

6 - F地点およ び柱状No. 4では カ ヤ ツ リ グサ科が多産し 、 コ ケ ス ギ ラ ン ・ ミ ズ ゴケ属近似種を伴う。
・ 腐植土層 3

堆積物 l g当 た り に含ま れる化石数は、 柱状No.14 · 4 · 5 お よ び 6 - F地点でみ る と 腐植土唇 4 と
比較して少な く な る傾向が認め ら れ る 。 木本花粉の出現傾向は地点に よ り 出現率が多少異な る が、 ほ
ぼ共通して傾向 を示している 。 す な わ ち 、 カ ラマ ツ 属 ・ マツ属が多産し、 ト ウ ヒ属などを伴う 。 ま た 、

カ バ ノ キ 属 ・ ハ ン ノ キ属 ・ ツ ッ ジ科は出現率が低下す る か、 ほ と ん ど検出されな く な る。

草本花粉 ・ 胞子では、 カ ヤ ツ リ グサ科 ・ コ ケ ス ギ ラ ン な どが検出 さ れ る。 こ れ らの種類は地点 に よ
り 出現率が異な り 、 柱状No. 12 · 21 · 8 · 14および6 -F地点でカ ヤ ツ リ グサ科が、 柱状No. 30 · 4 ·  
5 では コ ケ ス ギ ラ ンが、 それぞれ多産する 。

・ 腐植土層 2
柱状No.12では、 花粉 ・ 胞子化石がほ と ん ど検出されない。 わずかに検出される種類も保存状態が非

常に悪い。 堆積物 l g当た り に含ま れる化石数は、 各地点 と も 腐植土層 3 と 比較す る と 増加する 。

木本花粉の出現傾向は各地点 と も 共通してお り 、 カ ラマ ツ属が優占 し、 ト ウ ヒ 属 ・ マ ツ 属 を伴い 、

他の種類がほ と ん ど検出されない。

草本花粉 ・ 胞子では 、 各地点 と も カ ヤ ツ リ グサ科が多産し、 イ ネ科 ・ ミ ズ ゴケ属近似種などを伴う 。

この内、 ミ ズ ゴケ属近似種は柱状No. 8 · 14で著 し く 高率に出現する 。

く拡張区東北壁＞
堆積物 l g当た り に含まれる化石数は、 上位に向かい減少する。 木本花粉の出現傾向は試料番号 6 と

試料番号 3 · 1 で異 な る 。 試料番号 6 では カ バ ノ キ属が優占し、 ハ ン ノ キ属 ・ ツ ッジ科などを伴う 。

試料番号 3 · 1 にな る と カ バノ キ属が引き続き多産するが、 その出現率が低下す る 。 また、 上位に向

かい ト ウ ヒ 属 ・ カ ラ マ ツ属 ・ マ ツ属が増加傾向を示す。

草本花粉 ・ 胞子では、 イ ネ科、 カ ヤ ツ リ グサ科、 キ ンポウゲ科、 ミ ズ ゴケ属近似種な どが検出 さ れ
る が、 総花粉 ・ 胞子に対す る 占 め る割合が著 し く 低い。

e 植物珪酸体分析
結果を表14~18、 図16~19に示す。 以下、 各地点ごと に結果を示す。

く 1 地点〉
試料番号14 · 11では 、 機動細胞珪酸体の検出個数が若干少ない 。 植物珪酸体群集は、 試料番号14と

試料番号11~ 1 で異なる 。

試料番号14では、 イ チ ゴツナギ亜科が最 も高率に検出され、 クマザサ属を含むタケ亜科などが検出

さ れ る 。 試料番号11~ 1 では、 イ チゴツナギ亜科が減少し、 タ ケ亜科が優占する 。 この他、 ヨ シ属 ・

ス ス キ属を伴う 。

く 2 地点＞

試料番号 9 では、 植物珪酸体がほ と ん ど検出されない。 わずかに検出 さ れ る珪酸体も 保存状態が悪
く 、 表面に多 く の溶触痕が認め られる 。
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自然科学的分析

表14 1 地点の植物珪酸体分析結果

種 類

イネ科葉部短細胞珪酸体
タケ亜科クマザサ属 14 8 14 11 
タ ケ亜科 225 191 229 189 
ヨ シ属 4 20 17 22 
ウ シ ク サ族ススキ属 ー 3 3 2 -
イ チ ゴツナギ亜科 7 9 1 44 103 
不明キピ型 9 50 17 45 10 
不 明 ヒ ゲシバ型 12 16 14 19 l 
不明ダンチク型____________________ __L __�_7_ ____ 17 ____ JJ_ _____ .§_ 

イネ科葉身機動細胞珪酸体
タケ亜科クマザサ属
タケ亜科
ヨ シ属
ウシクサ族
不明

合 計
イネ科葉部短細胞珪酸体
イ ネ 科葉身機動細胞珪酸体

総 計
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図16 1 地点の植物珪酸体群集の層位分布
出現率は、 イ ネ科葉部短細胞珪酸体、 イ ネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数 と して百分率で

算出 し た。 なお 、 ●は 1 %未満の種類、 ＋は イネ科葉部短細胞珪酸体で200個未満、 イ ネ科葉身機
動細胞珪酸体で100個未満の試料で検出 さ れた種類を示す。

- 103-



最終氷期以降の古環境変化について

表15 2 地点の植物珪酸体分析結果

種 類

ィ
ー
ネ科葉部短細胞珪酸体
タケ亜科クマザサ属 — - 11 11 10 -
タケ亜科 34 46 122 200 186 4 
ヨ シ属 115 110 41 25 25 3 
ウシクサ族ススキ属 — - I - - -
イ チゴツナギ亜科 98 56 93 12 14 13 
不明キビ型 15 5 33 13 14 4 
不明ヒ ゲシバ型 14 37 10 22 25 2 
不明ダンチク型樗贖碑顧函暉窟― - - -- --------�9_____ 2,1 __—t�-----�§_____§_t _____ 1_ 
タケ亜科クマザサ属
タケ亜科
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ウシクサ族
不明

ロ 計
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総 計
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7. ← 
図17 2地点の植物珪酸体群集の層位分布

出現率は 、 イ ネ科葉部短細胞珪酸体、 イ ネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数と し て百分率で
算出した 。 なお 、 ●は 1 %未満の種類、 ＋ は イ ネ科葉部短細胞珪酸体で200個未満、 イ ネ科葉身機
動細胞珪酸体で100個未満の試料で検出さ れた種類を示す。
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V 自然科学的分析

植物珪酸体群集は、 層位的な変化が認められる。 下部では、 タ ケ亜科が最 も 高率に出現し、 ヨ シ属 ・

イ チゴ ツ ナギ亜科を伴う 。

上位に向かいタ ケ亜科が減少し、 試料番号 3 よ り 上位でイ チ ゴ ツ ナ ギ亜科が、 試料番号2 · 1 に な

る と ヨ シ屈が多産する 。

く 3 地点〉 表16 3 地点の植物珪酸体分析結果

植物珪酸体は各試料 と も 検 種 類
出される 。 植物珪酸体群集 は、 試料番号 2 3 4 5 6 7 8 

イネ科葉部短細胞珪酸体
試料番号 8 ~ 3 と 試料番号 イネ族イネ属 3 

タケ亜科クマザサ属 4 8 7 6 ， 7 
2 · 1 で異 な る。 試料番号 8 タケ亜科 11 30 124 134 170 158 139 119 

ヨシ属 195 63 37 22 27 21 28 16 
~ 3 では、 ク マ ザサ属を含む ウシクサ族ススキ属 2 l 1 1 I 

イチゴツナギ亜科 56 86 23 14 12 16 19 24 
タケ亜科が多産し、 ヨ シ属 ・ 不明キピ型 16 28 13 8 10 8 5 21 

不明ヒ ゲシバ型 28 ， 15 12 1 1  ， II  7 
イ チゴツナギ亜科を伴う 。 試 イネ不科

明
葉ダ身ン機チ動

ク
細型胞吾蔽体

32 34 21 21 - - 20 23 21 25 

料番号2 · 1 では タ ケ亜科が タケ亜科クマザサ属 5 ， 5 ， 10 6 
クケ亜科 38 42 83 72 82 89 99 97 

減少し、 ヨ シ屈 ・ イ チ ゴ ツ ナ ヨシ属 54 50 ， 11 2 7 4 ， 
ウシクサ族 I 5 

ギ亜科が増加する 。 また、 試 合不明目 14 21 15 10 12 7 4 

料番号 2 ではイ ネ属短細胞珪 ィネ科莱部短細胞珪酸体 338 253 239 220 257 242 233 220 

酸体が検出 さ れ る。
イネ科葉身機動細胞珪酸体 106 114 112 102 101 112 118 116 
総 計 444 367 351 322 358 35� 351 336 
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図18 3 地点の植物珪酸体群集の層位分布
出現率は 、 イ ネ科葉部短細胞珪酸体、 イ ネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数と して百分率で

算出 した 。 な お、 ●〇は 1 %未満の種類を示す。
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1 最終氷期以降の古現壊変化について

表17 5地点の植物珪酸体分析結果

種 類
試料番号 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 13 14 

イネ科葉部短細胞珪酸体
タケ亜科クマザサ属 4 14 7 12 14 1 1  8 13 16 ， 3 7 2 
タケ亜科 60 64 197 162 193 177 145 101 143 120 159 112 161 147 
ヨ シ属 118 35 18 12 20 12 7 26 17 19 15 13 30 22 
ウシクサ族ススキ属 l 2 4 3 4 3 I 2 3 2 I 
イ チゴツナギ亜科 18 67 8 7 16 12 1 1  8 4 20 5 29 30 17 
不明キビ型 17 48 14 11 12 8 12 44 10 17 19 22 35 14 
不 明 ヒ ゲシパ型 38 14 14 11 17 15 15 35 15 16 16 15 15 14 

•ィ一 ネ杢科明葉互身ど機ーを動2細翌胞-珪酸体
- - - -�L —逗__ _ _!?___ _ _  }_�--- � 笹�lL__速―- �.!!.― . !L  __� 且_____1Q.. 一丑．

タケ亜科クマザサ属 4 3 7 10 8 ， 1 1  7 7 14 ， 7 2 4 
タ ケ亜科 52 81 92 91 92 89 100 85 88 83 85 85 82 84 
ヨシ属 40 13 3 I 2 2 7 10 II 4 5 5 4 4 
ウシクサ族 l 1 I I 
不明 15 17 4 6 4 6 3 11 10 6 ， ， 18 I I . 
イ ネ科葉部短細胞珪酸体 274 248 283 229 292 255 221 240 223 237 241 222 320 248 
イ ネ科葉身機動細胞珪酸体 112 115 106 108 106 106 121 114 116 107 108 107 106 103 

毯 計 386 363 389 337 398 361 342 354 339 344 349 329 426 351 
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図19 5 地点の植物珪酸体群集の層位分布

出現率は 、 イ ネ 科葉部短細胞珪酸体、 イ ネ 科葉身機動細胞珪酸体の総数
を基数 と し て百分率で算出した 。 なお、 ●〇は 1 %未満の種類を 示す。
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V 自然科学的分析

く 5 地点〉

植物珪酸体は各試料 と も 検出 さ れ る 。 植物珪酸体群集は 、 試料番
号14~ 3 と試料番号 2 · 1 で異なる 。 試料番号14~ 3 では タ ケ亜科

が多産し 、 ヨ シ属 ・ ス ス キ属 ・ イ チ ゴツナギ亜科を伴う 。 試料番号
2 · 1 に な る と タ ケ 亜科が減少し 、 ヨ シ属 ・ イ チ ゴ ツ ナ ギ亜科が増

表18 深堀区 ・ 拡張区の
植物珪酸体分析結果

加する 。

く97年度深掘区F24、 98年度深掘区〉
各試料か ら は イ チ ゴ ツナギ亜科の短細胞珪酸体がわずかに認めら

れる程度である 。 他の種類は認められない。 イ チ ゴ ツ ナギ亜科は 、

イ ネ科植物の中でも比較的大き な分類群で あ る が、 湿地から高燥地

ま での様々 な環境に広 く 適応し 、 原野に普通に見られる 。 な お、 本 佃i:T9
分類群は葉部の短細胞に特徴的な形態の植物珪酸体を形成す る が、 秤口2
機動細胞珪酸体ができ に く い。

く拡張区東北壁〉
深掘区と同様にイ チ ゴ ツナギ亜科が僅かに検出される程度である 。

f 樹種同定
結果を表19に示す。 検出される木材の種類はカ ラマツ属 (Larix) 捉円1

の 1 種類である。 主な解剖学的特徴を以下に記す。

• カ ラ マツ属 (Larix sp. )  マ ツ 科

仮道管の早材部から晩材部への移行は急で、 晩材部の幅は比較的
広い。 垂直樹脂道およ び水平樹脂道が認 め ら れ、 楊害樹脂道が認め 悩:i:-5
られる試料 も あ る 。 放射柔組織の細胞壁は滑らかで、 じ ゅ ず状末端 匠F
壁が認め ら れ る 。 分野壁孔は ト ウ ヒ 型～ ヒ ノ キ型で、 1 分野に 3 ~
5 個。 放射仮道管の有縁壁孔の フ チ は 主 と し て カ ラマ ツ 型。 放射組

織は単列、 1 ~20細胞高。

g 種実遺体同定
結果を表20に示す。 検出さ れた種類は 、 カ ラマ ツ 属、 スゲ属、 カ ヤ ツ リ グサ科、 コ ケ ス ギ ラ ンであ

る。 なお、 不能と した も のの大部分は菌核で、 大 き さ0.5~ 1 mm程度の黒色の球体である。 その他炭化
物が若干含まれる 。 以下に形態学的特徴を示す 。

No.30 
-No

k-No-No
 

No. 4 

表20 種実遺体同定結果
Uふ.1; 11...!/占 I吟J 栗一

02
03
04
05
06
07
08
 

9―ぃ
宣
言
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1 最終氷期以降の古深境変化について

・ カ ラ マ ツ属 (Larix sp.) マ ツ 科 表19 樹種同定結果

葉、 短枝、 種子が検出される。 葉は針状で長さ

1 cm、 幅 2 mm程度。 薄 く ても ろ く 、 断面の形態は

扁平である 。 短枝は 大 き さ 5 mm程度で、 楕円形。

中には長枝に付いた状態で検出されて い る も の も

ある。 種子は亜三角形で大きさ 5mm程度。 翼はは

ずれている 。 種皮は薄 く て堅 く ざらっ く 。

・ ス ゲ 属 ( Carex sp. ) カ ヤ ツ リ グサ科

果実が検出 さ れ る 。 大きさ は 3 mm程度で 3 稜が '

ある。 先端部は急に細 く な り 尖 る 。 表面は薄 く て

堅 く 、 ざらつ く 。

・ カヤ ツ リグサ科 (Cyperaceae sp.) 

果実が検出さ れる。 倒卵形で三綾がある。 大 き さ は 3 mm程度。 先端部は急に細 く なり尖る。 表面は

薄 く て堅 く 、 ざらつく 。

・ コ ケ ス ギ ラ ン (Selaginella selaginoides (L.) Link) イ ワ ヒパ科イ ワ ヒ バ属

大胞子 ( Megaspore) が検出 される。 大きさは、 0. 7mm程度。 亜三角形の三条溝型の胞子。 表面は税

状の突起が不規則に配列する 。 膜の厚さは0 . 01mm程度。

h 毘虫同定 遺跡出土昆虫に関する所見

藤山家徳
本遺跡から出土した昆虫の遺骸は 、 上翅が一方だけでな く 、 左右2 枚合わさ っ た も の も 見られる 。

ま た、 上翅以外にも残りに く い胸板 、 腹板、 肢な ど も 多数含まれ 、 頭部ま で残 る も のが存在する。 お

そらく埋積した と き は完全個体であ っ たと推定さ れる。 こ の こ と から、 これらの遺体は水流などで運

ばれた も の で な く 、 現地性が高いと判断される。

全試料よ り 検出された昆虫 の全種類数はわずか10種余に過ぎない （表21) 。 そ の う ち 、 ア イ ヌ キ ンオ

サムシ 、 ガムシ類の一種、 シロスジイ ネ ゾウモ ド キ、 ヤマゾウム シ類の一種の 4 種がそ の大半を占め、

それ以外の6 種は合わせて47個体に過ぎない 。

各資料を比較すると、 ほぼ同様な群集組成を示し 、 試料による違いがほ と ん ど認め られない。 こ れ

より試料採取地点に衷境の違いがほとんどないと思われる。 ただ、 ア イ ヌ キ ンオ サムシは 、 本種のみ

からな る試料が目に付く 。 こ のグ リ ッ ド は他の試料より水辺から離れた地点であった可能性がある。

i) 当 遺跡よ り 多産 した昆虫について

・ア イ ヌ キ ンオ サ ム シ Procrustes kolbei ( Roeschke) 

オサム シ と してはむしろ小型な美しい種で、 北海道と択捉島に棲み 、 北海道南部では高い 山に孤立

して分布する。 上翅の第 1 次間室の縦の隆起は強い。 棲息する地域に よ っ て こ の隆起が断続する も の

もあるが、 本遺跡のものの隆起 は ま っ す ぐで断続しない。 肉食性のため地表を歩き廻るが、 特に水辺

を好むという記録はない。

・ガムシ類の一種 Hydrophilidae,gen.et sp. indet. 

外形は 、 ガム シ、 コ ガ ム シ、 ヒ メ ガム シ と 同様であるが、 胸板がかなり残されている のに鋭い後胸

突起が見つ からない。 体長推定13 mm内外。 現在北海道に棲息しているガムシ類に該当種がない。 しかし、

外形は明らかに水棲で、 生態が他の上記のガムシ類と同 じ なら池、 沼などのよう な静水域に棲む 。
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V 自然科学的分析

表21 毘虫同定結果( 1 ) --
グ リ ッ ド 屠位 種類 部位 備考

l 17b 腐植土層3 アイヌキンオサムシ 前胸背板 右半分
1 18 b 腐植土層 3 ア イ ヌ キンオサムシ？ 上翅 小破片

ガムシ類の一種 上翅 破片2
シ ロ ス ジイ ネ ゾ ウ モ ドキ 上翅 破片5
ヒ ラ タ ゴ ミ ムシ類 右上翅 基方半分

小型ゴミムシ類 右上翅 先端部欠
1 18 C 腐植土層2 アイヌキンオサムシ 前胸背板 右半分

腿節？ 一部
腐植土層3 アイヌキンオサムシ？ 上翅

ガムシ類の 一 種 右上翅
l 18d 腐植土層2 アイヌキンオサムシ 右上翅 基方半分
I 20b 腐植土層3 アイヌキ ンオサムシ 左上翅

シ ロ スジイネゾウモドキ 左右上翅
中胸腹板
腹部腹板
肢

ゴ ミ ム シ類 （ ヒ ラ タ ゴ ミ ム シ類 ？ ） 右上翅 基方半分
甲 虫 （不明）

J 16 b 腐植土層3 ガムシ類の一種 ？ 体 部分3
ヒ ラ タ ゴ ミ ムシ類？ 右上翅 基方2/3

J 17 C 腐植土層3 アイ ヌキ ンオサムシ 上翅 部分2
J 18 C 腐植土層3 アイヌキンオサムシ 左右上翅 基方 (2/3) 2, 他小破片

甲 虫 ？ （アイヌ キンオサム シ ？ ） 上翅 小破片
J 18 d 腐植土層 2 アイヌキンオサムシ 上翅 破片
J 19 b 腐植土庖3 アイヌキンオサムシ 上翅 一部2

ヒ ラ タ ゴ ミ ムシ類 左右翅 先端方 (2/3)
J 19 C 腐植土層 3 アイヌキンオサムシ 上翅 破片 多数

ガムシ類の一 種 左右上翅
ゴ ミ ム シ類 ？ 左右上翅 左右各3
甲 虫 （不明） 前胸背板？

J 20 C 腐植土層3 シ ロ ス ジイ ネ ゾ ウ モ ドキ 右上翅
中胸腹板

ヒ ラ タ ゴ ミ ムシ類？ 左上翅 基部 (2/3)
K l5 a 腐植土層3 シロスジイネゾウモ ドキ 左右上翅 左右各3

胸板
腹板 一部

ヒ ラ タゴ ミ ム シ類？ 左右上翅
K l5 b  腐植土層 2 アイヌ キンオサムシ 前胸背板 2分
K l8a 腐植土庖 3 ア イ ヌ キ ンオサムシ 上翅 破片4

ガムシ類の一種 右上翅 左右各3、 右基方 (1/2)
前胸背板

シ ロ ス ジイ ネ ゾ ウ モ ドキ 右上翅
ヒ フ タ ゴ ミ ム シ類？ 左上翅

不明 （ ゾ ウ ム シ ？ ） 左右上翅
胸板
腹板

K I B b  腐植土層 2 ア イ ヌ キ ンオサムシ 左上翅 破片 1 個分
K ! B d  腐植土層 3 アイヌキンオサムシ？ 上翅 小破片

ガムシ類の一種 上翅 5 
腹板

シ ロ ス ジイ ネ ゾ ウ モ ド キ 右上翅
ヒ フ タ ゴ ミ ムシ類 左上翅
アオゴミ ムシ類 右上翅 基方 (2/3)
小型ゴミムシ類 左上翅 先端部無し
ヤマ ゾ ウ ムシ類 ？ の一種 右上翅
不明 （ ゾ ウ ム シ ？） 左右上翅 左2, 右1

K l9 a 腐植土層 3 ガムシ類の一 種 左上翅
シ ロ ス ジイ ネゾウモドキ 左右上翅 合ー2
ヒ ラ タ ゴ ミ ムシ類？ 右上翅 基方 (3/4)
ヤマゾウムシ類？の一 種 左右上翅 合ーI, 左右各1

腹板
腐植土層4 アイヌ キンオサムシ 前胸背板 左半分

ガムシ類の一 種 上翅 破片2. 左基部 (1/2)
シ ロ ス ジ イ ネ ゾ ウ モ ドキ 頭部＋前胸部

左右上翅 左右各3, 左基方 (1/3) 1 
前胸板？ 一部
後胸板 2 
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1 最終氷期以降の古哀境変化について

表21 毘虫同定結果 ( 2 )

グリ ッ ド 層位 種類 部位 備考
Kl9a 腐植土層4 ヤマゾウムシ類？の一種 左右上翅 左右各4

後胸板
不明 （ ゾ ウ ム シ ？ ） 中胸腹板？ 一部

Kl9b 腐植土層 3 ア イ ヌ キンオサムシ 上翅 破片
ヤマゾウムシ類？ の一種 頭部＋前胸部

左右上翅 左I, 右2
前胸背板 一部

腐植土層4 ア イ ヌ キンオサムシ 上翅 破片
ガムシ類の一種 右上翅

後胸腹板
ヨモギハムシ？ 左上翅
ヤマゾウムシ類？の一 種 上翅 他に破片 あ り
小型のゲンゴ ロ ウ ？ 上翅

Kl9c 腐植土層 3 ア イ ヌ キンオサムシ 上朔 破片
ヒ フ タ ゴ ミ ム シ類？ 右上翅
シ ロ ス ジイ ネゾウモ ド キ 左右上翅 合ー1

後胸腹板
腐植土層4 ガムシ類の一 種 左上翅 2, 破片1

シ ロ ス ジイ ネ ゾ ウ モ ドキ 左右上翅 左4, 右2
ヤマゾウムシ類？ の一種 左右上翅 合ー2, 左右各1

胸部腹板
甲 虫 中胸腹板

Kl9d 腐植土岩 3 シ ロ ス ジイネゾウモ ドキ 左右上翅 左3, 右2
ヒ ラ タ ゴ ミ ム シ類？ 左上翅 l 

腐植土層4 ガムシ類の一種 上翅
腹板

シ ロ ス ジイネゾウモ ドキ 右上翅
拡張区イ 腐植土層 3 ア イ ヌ キンオサムシ 前胸背板

左右上翅 破片
ガムシ類の一 種 左上翅
ヤナゾウムシ類の一種 左右上翅 左6, 右5

胸板
腹板

腐植土層4 ア イ ヌキンオサムシ 上翅 破片
ガムシ類の一 種 左右上翅

後胸腹板

拡張区ロ 腐植土層 4 小型ゴミムシ類
前胸背板 半分
上翅

ヤマゾウムシ類の一種 左右上翅 左右各2
胸部腹板 一部

拡張区ハ 腐植土層4 アイヌ キンオサムシ 左上翅 破片
ガムシ類の一種 左右上翅 左l, 右2

前胸背板 一部欠
ヤマゾウムシ類の一種 左右上翅 左1, 右2

胸部腹板
腐植土層 4 小型のゲンゴロ ウ ？ 左右上翅 Aロ -

ガムシ類の一種 左上翅
胸部腹板

シ ロ ス ジイ ネ ゾウモ ド キ 左右上翅 合ー］ ， 左右各l

ヤマゾ ウムシ類の一種
胸部腹板
頭部
左右上翅 合ーI, 左右各4

腐植土層4 ガムシ類の一種 上翅 破片
ヤ マ ゾ ウ ム シ類の一種 左右上翅 合ー2, 左5, 右6

腐植土層 4 ガムシ類の一種
胸部腹板
前胸背板

ヤマゾウ ムシ類の一 種 左右上翅 合ー I, 左右各l
腐植土層4 ア イ ヌ キンオサムシ 左右上翅 破片 ( 1 個体分）

ガム シ類の 一種 上翅 一部
胸部腹板

ヤマゾウムシ類の一種 i左右上翅 左3, 右4
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V 自然科学的分析

表21 昆虫同定結果( 3 )
番号 遺構名 層位 種類 部位 備考

402 炭化物集中 1 腐植土層4 シロスジイネゾウモドキ 頭部
胸部
上翅
腹部

ヤマゾウムシ類の一種 左右上翅
胸部？

小型ゴ ミ ム シ類 右上翅 基部 （半分）
403 炭化物集中 1 腐植土層4 シ ロ ス ジイネゾウモドキ 屈節

腹板
ヤマゾウ ムシ類の一 種 上翅 破片

404 炭化物集中2 腐植土層4 シロスジイネゾウモ ドキ 上翅 破片
腿節
胸板 一部

ヤマゾウムシ類の一種 左右上翅
胸部？

405 炭化物集中 2 腐植土層4 ヤマゾウムシ類の一種 腿節
406 炭化物集 中 3 腐植土層4 シロスジイネゾウモドキ 上翅

胸部
胸板
吻

ガムシ類の一種 上翅
小型ゴミ ム シ類 上翅
ヤマゾウムシ類の一種 上翅

胸部
胸板

407 炭化物集中 3 腐植士層4 シロスジイネゾウモドキ 上翅
胸部
胸板
吻

ガムシ類の一種 上翅
ヤマゾウムシ類の一種 上翅

胸部
胸板
その他

小型ゴミ ム シ類 上翅
小型ゲンゴロ ウ ？ 上翅 I· 408 炭化物集中 3 腐植土層4 シロスジイネゾウモドキ 上翅

胸板
ヤマゾウムシ類の一種 上翅

吻
肢

小型ゴミムシ類 上翅
小型ゲンゴロウ 上翅

・ シ ロ ス ジイ ネ ゾウ モ ド キ Notaris bimaculatus (Fabricius) 

ゾウム シ類の専門家、 森本桂氏の同定 に よ る 。 ヨ ー ロ ッパから カ ム チ ャ ッ カ ま での旧北区に分布し、

ヨ ー ロ ッパでは幼虫がガマ の茎中で成長す る と い う 記録があ り 、 ゾウム シ と し て は 、 特異な習性を持

つ。 北海道から は最近記録 さ れた も ので、 湿原で採れている 。 和名は シ ロ ス ジ と つ け ら れ て い る が、

白すじの ない個体が多い。 今回の試料 も 白 す じ は な く 、 適切な和名 と はいえない 。

・ ヤマ ゾ ウ ム シ類の一種 Byrsopages sp. 

頭部の標本で森本氏が同定された ものだが、 恐ら く 多数産出する上翅、 胸板な ど も この種の も の と

推定される 。 この属のゾ ウ ム シ は 2 種記録さ れて お り 、 本州や北海道の高山地帯で採集さ れ る 。 森本

氏に よ る と 、 この ほかに未記録の 2 種が あ り 、 北海道の低山地域の川岸で採れてい る と い う 。 本遺跡

の も の も こ れ ら に近い も ので あ ろ う 。
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1 最終氷期以降の古現撓変化について

i i ) 昆虫遺体による環境の推定

多産する4 種の甲虫から推定される環境は、 沼 と 湿原、 そ れ に接するあ まり深く ない林が想定され

る。 ガム シ類と2 個体の小型のゲ ンゴロウは純水棲甲虫。 ゾ ウ ム シ2 種は湿原、 水辺を想起 させる。

多産したア イ ヌ キ ンオサム シは餌を求めて沼地の周辺を歩き廻って湿地に足をとられた も のか 、 上記

4 種に次いで多い小型ゴ ミ 虫 も ミ ズ ギ ワ ゴ ミ ム シ類の可能性がある。

ただ、 大変興味ある こ と は、 現在の同様な環境の昆虫相と かなり違 う点である。 湿地帯なら、 現在

北海道にも分布するネ ク イ ハム シな どが検出されても よ さ そう な も のなのに、 全 く 認められない。 そ

のかわりゾ ウ ム シ と しては特異な生息場所を持ち 、 現在の北海道で珍しい 、 あるいは未記録 ？ の2 種

が多産している。 こ の よ う な昆虫相は現在の北海道で見られず、 ひ ょ っとすると 北海道より北方の地

域に同様な昆虫相が認められるかも しれない。 北海道に現存しない と 思われるガム シ も 大陸の北部地

域に分布している可能性がある。

前に述べた よ う に、 こ の 遺跡の昆虫相は現在の北海道では一般に認められない特異なフ ァ ウナを示

している。 こ れがわずか17 , 000年ほど前の こ と であるのは大変興味深い。 こ の資料は、 当時の環境を

知る と い う 点で考古学的に重要であるだけでなく 、 更新世末期より現在に至る北海道の昆虫相の変遷

を、 地史、 気候の変遷と関連して考究する貴重な材料 と思われる。

(6) 考察
今回の分析結果によ り旧石器時代からTa-a降灰直前までの古礫境変遷を捉えるこ とができた 。

では、 堆積現境の変化と植生の変化に分けて、 遺跡周辺の古礫境変遷について検討を加える。

a 堆積環境の変化

＜腐植土層 4 >

.,. .,. '- '-

本層準から出土した木材の放射性炭素年代測定値は、 22,2 50~2 4,2 00年前であった。 また、 炭化物集

中 l から出土した炭化材は、 2 0, 900年前の測定値が得られた。 この内、 最も 古い年代値を示したネ 40は、

炭素の回収率が悪 く 、 誤差範囲が多い 。 これより、 本層準は、 約22 , 000~21, 000年前前後に堆積した と

考えられる。

珪藻化石群集は、 柱状No.14を除 く と 、 特に多産する種がなく 、 貧塩嫌塩性種、 真＋好酸性種、 沼沢

湿地指標種群を含む 流水不定性種が検出される。 こ のような群集組成は、 混合群集 と 呼ばれており、

河川の氾濫などにより急速に堆積した、
一過性堆積物の珪藻化石群集に近似する （堀内ほか ， 1 996)。

また 、 微高地に近い柱状No.14では、 水生珪藻と と も に陸生珪藻が比較的多 く 検出されている。 以上の

こ と を考慮すると 、 基本的に湿地のよう な環境で腐植土が堆積したと考えられるが、 微高地から も 土

壌が流れ込む環境であ っ た と推定される。 こ の よ う な湿地にガムシ類 ・ シ ロ スジイ ネ ゾウモ ド キ ・ ヤ

マ ゾウ ム シ類の一種 ・ 小型ゲンゴロ ウ な どの水生昆虫が棲息し 、 また湿地の周辺に地表性歩行虫のア

イ ヌ キ ンオ サ ム シが歩き回っていた と 想定される。

本層準では、 カ ラマ ツ 属の葉 ・ 種子な どが特徴的に検出され た。 炭化物集中 I · 2 から出土した炭

化材 も カ ラマツ属であった 。 これより、 調査地近傍には、 カ ラ マ ツ 属が生育 していた と 考えられる。

堆積物l gあたりに含 ま れ る カ ラ マ ツ 属の化石数をみる と 、 調査地点数が少ないため に問題が残るが、

調査区南側ほど多 い傾向にある。 これは、 樹木の分布範囲と 関連している可能性がある。

なお、 腐植土唇 4 の上位には、 砂層や灰色を呈するシルト ～粘土層が認められている。 本層準は、

水生珪藻 と 陸生珪藻が半々 づつ産出する。 こ の内、 水生珪藻は中～下流性河川指標種群が種数割合と

も 高 く 、 安定した止水域に生育する止水性種が少ない 。 これより、 シルト ～粘土層は河川の氾濫など
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に よ り 本地点に堆積した と考え ら れ る 。 ま た、 陸生珪藻も多産するが、 河川 の氾濫に よ り 周囲の乾い
た場所から本地点に二次的に運搬 ・ 堆積 した異地性種 と 考 え ら れ る 。 本層準で花粉 ・ 胞子の含有量が
少ないのは、 堆積速度が他の庖準と比較して速いため に堆積物中に化石があ ま り 取 り 込まれなかった
こ と に よ る と み られる 。 この氾濫は、 低地の植生に大き な被害を も た ら した と 考 え られる 。

＜腐植土層 3 >
本層準の出土木材は、 16, 400年前、 18, 830年前、 19, 080年前、 20, 190年前の測定値が得られた。 この

内、 最 も 新 しい年代値を示した ミ 44、 最も 古い年代値を示 し た ミ 62は 、 炭素の回収率が悪 く 、 誤差範

囲が多い。 こ れら よ り 、 本層準は約19,000年前頃に堆積 し た と 考 え られる 。 なお 、 腐植土層 3 の上位
に あ る シル ト 1 で検出 さ れた木材は、 測定誤差が大き い試料があるが、 18, 150~19, 420年前の測定値が
得られている。 最も新しい年代値を示すネ28は誤差範囲が極めて大きい。 これよ り 、 シル ト 1 も約19,000
年前頃、 腐植土層 3 と それほ ど時間間隙を開けずに堆積 し た と 考 え ら れ る 。

珪藻化石群集は 、 好止水性種が多産す る地点 （柱状No.29 · 30 · 24 · 21 · 8 • 14) 、 貧塩嫌塩性種 ・
好酸性種 ・ 沼沢湿地指栢種群を含む流水不定性種や止水性種が多産する地点 (97年度深堀区F24、 柱状
No.12 · 5 、 6 - F地点） 、 水生珪藻 と と も に陸生珪藻が多産する地点 （柱状No. 4) が認め られる 。

以上よ り 、 周辺の景観は腐植土 4 層が堆積 し た 頃 と 異 な っ て いた と推定される 。 すなわち 、 貧栄養
で弱酸性を呈した湿地帯が広がっていたが、 湿原の中でも池塘の よ う に水域が開け た場所や楔高が高
いために乾燥しやすい場所も存在 していた と 思われる 。 こ の よ う な環境の中で、 地表性歩行虫のアイ
ヌ キ ンオサムシ ・ ヒ ラ タ ゴ ミ ムシ類 ・ ア オ ゴ ミ ム シ類、 水生昆虫のガム シ類の 一種 ・ シ ロ ス ジ イ ネ ゾ

ウモ ド キ ・ ヤ マ ゾ ウ ム シ類 ？ の 一 種 な どの昆虫類が棲息 し て い た と み ら れ る 。 と こ ろで本陪準になる
と堆積物 l g当 た り に含まれる総化石およ び木本花粉化石の総羹が腐植土屈 4 と 比較して少な く 、 花粉
化石の供給量が減少 している 。

ま た 、 後背の台地上などに生育していた と 考 え ら れ る マ ツ属が増加する。 こ れ ら の こ と か ら 、 湿原
内では カ ラ マツ属が減少し、 開けた環境が広がって い た と推定される 。 恐 ら く 、 前時期に河川の氾濫
に よ り破壊さ れた植生が、 完全に復元 し なかった と推定される 。 堆積期間が短かったのかも しれない。

＜腐植土 2 層＞
本層準で出土する木材では 、 17,000~20, 110年前の年代値を示す。 この内、 最も 古い年代値を示すネ

33は、 誤差範囲が極めて大きい。 この点を考慮する と 、 本庖準は、 約18,000~19, 000年前前後に堆積し
た と 考 え ら れ る 。

珪藻化石群集は水生珪藻が優占する地点 (97深掘F24 ・ 柱状No. 12 · 6 地点 • 6 - F地点）
．
、 水生珪

藻以外に も陸生珪藻が多産す る産出する地点 （柱状No.29 · 30 · 8 · 14お よび6 -B地点 · 6 -D地点） 、

陸生珪藻が優占する地点 （柱状No. 4) が認め ら れ る 。

以上の こ と か ら、 本層準が堆積時に な る と 、 沼沢地～湿地の よ う な湿潤な場所が広がっ て お り 、 場
所に よ っ て は水質が異なっ ていた り 、 また表層がしばしば乾 く よ う な場所も存在 し て い た と 考 え ら れ
る 。 た だ し 、 草本植生 は コ ケ ス ギ ラ ンが姿を消し、 カ ヤ ツ リ グサ科や ミ ズゴケ類の仲間が中心 と な っ
て い た と 考 え ら れ、 腐植土層 3 と 異な る 景観であ っ た と み ら れる 。

な お、 植物化石では 、 カ ラ マ ツ属の葉 ・ 種子 ・ 花粉などが特徴的に検出された 。 ま た 、 堆積物 l g
当た り に含 ま れ る 花粉化石数は、 総化石数 ・ 木本花粉総数 と も に増加する傾向に あ る。 カ ラ マツ属化
石数は地点 に よ り 異なるが、 その分布に著しい偏った傾向がない。 これよ り 、 低地に は カ ラ マ ツ属が
再び進出 し て き た と 考 え ら れる。
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<En -P陪、 En-L層、 旧河道埋積物＞

En -P層は、 En- a軽石を多糞に含む再堆積層であり、 色調等で細分されている。 下部に青灰 色を呈す

るEn-P層、 上部に黄褐色を呈す る En -P層が認められる 。 こ れらの層準は、 拡張区で検出さ れた旧河道

と の切り合い関係から不整合の関係 に あ る 。

拡張区で検出された青灰色En-P層を削る 旧河道は、 シル ト ・粘土・砂等によって埋積され、 ま た 流

木が検出 されている 。 河道埋稽物の珪藻化石群集は、 耐乾性の高い陸生珪藻A群が優 占 あ る いは多産

し、 中～下流性河川指標種を伴う 。 このよう な群集組成は、 現在の珪藻群集の調査によると、 洪水後

の乾いた 表層やある程度の期間地表と して露出した時期があ る 層準に認められる と さ れている （堀内

ほか ， 1996 ) 。 ま た 、 台地部から乾いた土壌が河川活動によ っ て 削剥 さ れて堆積し た な ど の こ とが考え

られる 。 いずれにしても河川活動によってもたらされた堆積物と 考えられる 。

と こ ろで、 河道埋積物中 から検出される 流木の放射性炭素年代洞定値は、 12,120~13 , 010年前の測定

値が得られている 。 これら検出 さ れ る 木材は、 古い時期のも のが氾濫により洗い出されて二次的に取

り込まれた可能性もある 。 よって 、 本層準は、 約12 , 0 0 0~13 , 000年前前後ないしそれ以降に堆積 した と

考えられる 。 したがって 、 青灰色を呈するEn-P層は約17, 00 0年前以降から約13 , 000年前までのある時

期に 、 黄褐色を呈するEn -L層が約12 , 0 0 0年前以降に堆積したと考えられる 。

En-P 層およびEn- L 層が堆積する こと で周辺の地形は一変 し、 微高地と低地部が形成 された。 1 地点

でみる と陸上の多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性のある 陸生珪藻A群が7 8 %と俣占し、 中で

も濡れた岩上のコケなどに多 く 生育する と い う 報告例 ( Patrick, 1977) がある Pinnularia borealisが

約7 0%と優占する 。 ま た、 本種に次いで沼沢湿地付着生種群の一種であり、 陸生珪涵B群で も あ る Euno­

tia praerupta も多産する 。 これより、 微高地部は離水して乾いた環榜となっていたと考えられる 。

< I IB層＞

微高地では検出個数が少ないが、 わずかに検出される種類が陸生珪藻にほぼ限定さ れ る 。 したがっ

て、 台地上は乾いた環境となっており、 こ のよ う な環境下で黒ポ ク 土が堆積した と みられる 。

これに対して 、 5 地点のよ う に 標高の低い場所では、 流水性種が少な く 真＋好止水性種が多産し、

弱酸性を呈した腐植酸性水域に 多 く 認められる種が検出される 。 こ れより、 弱酸性を呈する 沼沢地～

湿地が広がっており、 そのよう な珠境下で泥炭が堆積したと思われる 。 こ の泥炭層が堆積開始時期は、

放射性炭素年代測定の結果から約4,9 00年前と判断される 。 しかし 、 常に同様な環境が続いていたので

な く 、 II B 5陪中部 ・ 上部が堆積した約4,800年前頃になる と、 淡水浮遊性種や弱酸性を呈した止水域

に生育する種が増加す る こと から、 池沼のよう な状態と変化したと推定される 。

約3, 9 0 0年前以前のII B 4 層堆積期では、 中～下流性河川指標種群を中心として 流水性種が多産し、

流水の影響を受け る 不安定な環境となっていたと考えられる 。 その後も II B 3 層 ·II B 2 層で沼沢湿

地付着生種群を含む流水不定性種や止水性種が多産し、 II B1層で中～下流性河川指標種群を含む流

水性種 ・ 淡水浮遊性種・好酸性で真止水性種が多産するなど 、 群集組成が変化する 。 これより、 低地

部は、 沼沢地～湿地のよ う な水域、 流水の影響がある弱酸性を呈した池沼～沼沢地のよう な水域など

の環境変化があり、 約4, 90 0年前以降からTa- c降灰 ま で常に安定した 環境でな か ったと判断 さ れ る 。

なお 、 2 地点 . 3 地点のII B 層は層厚が薄 く 、 細分す る ことができない。 本層では、 特に多産する

種がな く 、 流水性種、 止水性種、 陸生珪藻など様々 な環境を指標す る種類が混在する 、 いわゆる混合

群集を示す。 これは、 二次堆積あるいは攪乱の影響などを反映して い る と 考えられる 。
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< I B 層 ＞

微高地では陸生珪藻の中で も耐乾性の強いA群とされ、 土壌珪藻と して土壌中にも 一 般的に生育す

る (Patrick, 1977) と さ れ る Hantzschia amphioxys、 Navicula mutica が多産する。 したがって、

Ta-c降灰以降、 陸上の好気的環境下で黒ポク土が堆積した と推定される 。

一方、 5 地点のI B 5層では、 沼沢湿地付着生種群を含む流水不定性種や池塘などに一般的な種、

弱酸性の止水域を好む種が種数 ・ 割合と も 多 く 、 また中～下流性河川指標種群が多産する 。 これより、

低地部では、 流水の影響がある沼沢～湿地のよう な水域が瑕境となり、 湿原が拡大したと考え ら れ る 。

このよう な現境で泥炭が発達したのであ ろ う 。 し か し、 I B 3 層が堆積し た B -Tm降灰時前後にな る と

低地部の環境は場所により異なっていた と 考 え ら れ る。 すなわち 、 2 地点で栄蓑の弱酸性を呈する湿

原や泥炭地の池塘などに一般的な種や、 淡水浮遊性種が多産す る こと か ら 、 弱酸性を呈した安定した

池塘のよ う な水域も湿原内には存在 していた と 考 え ら れ る。 また、 I B 2 層堆積時~Ta-a降灰直前に

な る と 、 5 地点 ・ 3 地点付近は、 淡水浮遊性種が増加す る こと か ら 、 安定した池塘の よ う な止水域あ

る い は沼沢地～湿地の よ う な現境となっていた と 考 え ら れ る。 これに対して 2 地点では 、 淡水浮遊性

種を含む止水性種が減少し、 流水性種や陸生珪藻が増加する ことか ら、 流水の影響があ る湿地の よ う

な水域が広がっていたと考 え ら れ る 。

b 周辺の植生変化

く最終氷期の泥炭層＞

腐植土層 2 ~4 では、 カ ラ マ ツ属 ・ ト ウ ヒ 属 ・ マ ツ 属単維管束亜属が多産する 。 石狩平野東縁部で

行われた花粉分析によ る と 、 最終氷期末期に当たる 層準で同様な針葉樹が多産する ことが明ら かにさ

れている （矢野・星野， 1990 : 星野ほか ， 19 8 5)。 と こ ろで、 塚田 ・ 中村 (198 8 ) は、 15, 000~16 ,000

年前頃か ら温暖化を示す反応が植生の上にも 現れ始め、 2 5,000年前 か ら15, 000~16,000年前までを最終

氷期最盛期と す る のが妥当であり、 中でも約22, 000~18 , 000年前が最寒冷期であったと述ぺている。 今

回の結果でも 、 約22, 000~21,000年前以降か ら 約17,000~19,000年前ま での期間、 周辺は ト ウ ヒ属 ・ カ

ラマツ属・マ ツ属単維管束亜属な ど亜寒帯性の針葉樹を中心 と し、 カバノ キ属を交える植生が成立し

ていたと推定される。 こ のよ う に本群集組成は 、 寒冷で し か も 乾燥気候下で成立していた植生を反映

してい ると考え ら れ る 。 なお 、 星野ほ か (1 98 5) は 石狩低地帯か ら グイ マツ の遺体が検出 さ れ る こ と

が報告している。 五十嵐・熊野 (19 81) に よ る と、 石狩低地では約40, 000年前以降になると針葉樹か ら

なる森林が存在しており、 特に2 5, 000~12,000年前にグイマツが非常に優勢な時期であったとしている。

また、 本遺跡では化石林が検出されているが、 その構成種の大半がグイマツ とされている （山田， 1998)。

こ こ で検出され る カ ラ マ ツ属 も お そ ら く グイ マ ツと想定され、 低地に生育していた と 考 え ら れ る 。 本

層準における 大型植物遺体の産状も 、 調査地点の近傍に カ ラ マ ツ 属 （グイマツ）が生育 していたこと

を示唆する 。 こ の よ う に当時は、 現在の千島列島や樺太でみら れ る グイ マ ツ の湿地林の景観が広がっ

ていた可能性がある 。 ただし、 カ ラ マ ツ 属の生育状況は、 先述した通り層準により多少異なっていた

と思われる 。 また、 木本花粉のカ バノ キ 属や ツ ッ ジ科も層準によ って高率に産出 し、 しか も花粉化石

が塊状に産出する 。 こ の よ う な産状 も調査地点近傍に母植物が生育していたことを反映している と考

え ら れ る 。 よって 、 カ バ ノ キ属や ツ ッ ジ科な ど も 付近に生育していたのであ ろ う 。

一方 、 草本類の産状をみる と 、 スゲ属、 カ ヤ ツ リ グサ科、 コ ケ スギランに由来する植物化石が特徴

的に検出 さ れ る 。 こ れ ら の種類の中で、 コ ケ ス ギ ラ ン は周氷河地域の岩礁地など 、 植生が被覆する限

界の場所に生育す る シ ダ類である 。 随伴するスゲ属の中にも 、 このよう な環境に生育す る も のがある 。

したがって、 湿地内は、 スゲ属を含むカ ヤツ リ グサ科を中心として、 カ ラ マ ツ ソ ウ属 ・ ワ レモ コ ウ属 ・

-ll5-



1 最終氷期以降の古環境変化について

ヨ モギ属・ キク亜科・コ ケ スギラン・ ミ ズゴケ類の仲間な どが生育していた と思われる 。 こ れらの種

類の中でコ ケスギランは、 約19, 0 0 0年前まで分布していたが、 約17,000 ~19, 000 年前頃になる とほとん

ど姿を消したと考えられる 。 なお、 本層準で植物珪酸体がほとん ど検出さ れない。 これは、 イ ネ科花

粉の出現率が低率であ る こ と を考 え る と、 イ ネ科草本類があま り分布していなかっ た こ と を反映して

い る。

＜晩氷期の旧河道＞

拡張区の旧河道埋積物においては、 花粉化石群集が大き く 変化する 。 これより、 約12 ,00 0~13 ,000 年

前頃になる と 、 周辺の森林植生は大き く 変貌したと考えられる 。 周辺は、 前時期に森林 の主要構成要

素であ っ た ト ウ ヒ属・カラマ ツ属・マツ属単維管束亜属な どの針葉樹が消滅し、 カ パ ノ キ属を中心と

す る広葉樹林が成立していた と考えられる。 これは、 気候の温暖化に伴い亜寒帯性針葉樹が減少する

と、 先駆植物の一つであ る カ バ ノ キ 属が分布・拡大したと推定さ れ る 。 なお、 小野・五十嵐 (19 91)

は、 地形の変化もカバノキ林を急増さ せた要因である と述ぺている 。 最終氷期から晩氷期を経て後氷

期に至 る ま での変化は、 今後も検討を重ねる必要がある 。

なお、 1 地点でみるとEn- aの再堆積層では、 イ チ ゴツナギ亜科が最も多 く 検出 さ れ、 次いでクマザ

サ属を含むタケ亜科が多産する 。 これより、 微高地上な ど乾いた場所では、 イ チ ゴ ツ ナギ亜科やササ

類などのイ ネ科草本類が分布していたと推定される 。

く後氷期の泥炭層＞

IIB 層になると、 コ ナラ亜属が最も高率に出現し、 こ の他にも広葉樹に由来す る花粉が多産する 。

3 地点でモ ミ 属・ ト ウ ヒ 属が若干多 く 検出 さ れ る が、 不安定な環境であったと推定 さ れ る こ とから、

おそらく 二次堆積によ るものであ ろ う 。 こ れ ま でに北海道で行われている分析調査結果によ る と、 低

地部では約8 , 0 0 0年前前後を境としてほぼ一斉にコナ ラ亜属が拡大したとされている （中村， 196 8 ; 五

十嵐 1 986 ; Sakaguchi, 1 98 9など）。 また、 本遺跡で既に実施している結果 （パリ ノ・サーヴ ェ イ株

式会社， 1 9 98) でも、 同様に コ ナラ亜属を中心とする花粉化石群集が得られている 。 今回の結果 をみ

る と、 少な く と も約4, 9 0 0年前以降は、 コ ナラ亜属などを中心とする落葉広葉樹林が成立 していたと考

えられる。 また、 II B 層でクル ミ 属 ・ ハン ノ キ属・ニ レ属ーケヤキ属・ ト ネ リ コ 属 が、 また I B 層で

ハンノ キ属がそれぞれ特徴的に検出 さ れる。 これらの種類は、 河畔林・湿地林・渓谷林などの構成種

を含む分類群であ る こ とから、 湿地部や河道周辺の植生を反映している と考えられる 。

一方、 低地の植生は、 花粉化石・植物珪酸体の産状から最終氷期頃と大き く 異な っていたと判断さ

れ る 。 湿地内は、 ミ ズバシ ョ ウ属、 ササ類 ・ ヨ シ属 ・ イ チ ゴ ツ ナギ亜科などのイ ネ科、 カ ヤ ツ リ グサ

科、 カ ラ マ ッ ソ ウ属、 バ ラ科、 ヨ モ ギ属など、 種類数が豊富であ ったとみられる。 ただし、 T a -c降灰

以降にな る と ミ ズパ シ ョ ウ属が、 I B 2 層 · I B 1 層になる と ヨ シ 属やイ チ ゴ ツ ナ ギ亜科などのイ ネ

科が増加したと推定される 。 なお、 微高地上などでは イ チ ゴ ツナギ亜科が姿を消しており、 クマザサ

屈などのササ類が繁茂していた と みられる 。

と こ ろ で、 3 地点 I B 2 層では、 栽培種の イ ネ属珪酸体が検出 されている 。 し か し、 検出される植

物珪酸体はイ ネ屈短細胞珪酸体のみであり 、 また その出現率も極めて低率である 。 さらに、 こ の時期

は比較的水深のあ る池塘のよ う な環境が広がっていた と 推定 さ れる。 これらのことを考慮す る と 、 こ

こ で検出されたイ ネ 属珪酸体は何らかの要因によ り他から運搬・堆積したと考えられる 。 よって、 擦

文文化期後期～ ア イ ヌ 文化期において堆積域内で稲作が存在していたものの、 低地部が生産域となっ

ていたとは考えに く い。
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V 自然科学的分析
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図版 1 軽石 ・ 火山ガラス
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図版2 珪藻化石 ( 1)

冒
＇

17 

— ー゜µ m 

11 

l. Orthoseira roeseana ( Rabh. )0' Meara ( 5 地点； 13) 
2. Aulacoseira crassipunctata Krammer ( 2 地点； 4) 
3. Aulacoseira i tel ica ( Ehr.) Simonsen ( 2 地点； 3) 
4. Aulacoseira italica var. valida ( Grun. )Simonsen ( 2 地点；3) 
5. Aulacoseira ambigua ( Grun. )Simonsen ( 5 地点；7) 
6. Fragilaria vfrescens Ralfs ( 2・地点；2) 
1. Meridian circulae var. constnctum ( Ralfs)V. Heurck ( 2 地点； 2) 
8. Tabellaria flocculosa ( Roth) Kuetzing ( 2 地点；2) 
9. Caloneis tenuis ( Greg. ) Krammer ( 3 地点；8) 

10. Cymbella gracilis ( Ehr. ) Kuetzing ( 2 地点；3) 
11. Cymbella silesiaca Bleisch ( 5 地点；5) 
12. Comphonema acuminatum Ehrenberg ( 2 地点；3) 
13. Comphonema gracile Ehrenberg ( 3 地点； 1) 
14. Comphonema helve ti cum Brun ( 5 地点； 6) 
15. Compnonema parvulum Kuetzing ( 2 地点； 3) 
16. Navicula natochikae ]. 8. Petersen ( 3 地点；7) 
17. Navicula mutica Kuetzing ( 3 地点；7) 
18. Navicula contenta Grunow ( 2 地点；8) 
19. Pinnularia esoxiformis Fusey ( 2 地点； 2) 
20. Pinnularia gibba var. linearis Hustedt ( 5 地点；5) 

20 
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図版3 珪藻化石 ( 2 )

I 
32 37 

I 
lOµm 

lOµm 

39 34 35 36 
(35) (21-34, 36-39) 

21. Pinnularia nodosa Ehrenberg ( 5 地点 ；9) 
22. Pinnularia braunii (Grun. ) Cleve ( 5 地点 ； 11) 
23. Pinnularia me sol epta (Ehr. ) W. Smith ( 5 地点 ； 13) 
24. Pinnularia angusta (Cleve) Krammer ( 5 地点；11) 
25. Pinnularia subcapitata Gregory ( 2 地点 ；2) 
26. Stauroneis phoenicenteron (Nitz. ) Ehrenberg ( 5 地点； 13) 
27. Stauroneis kriegeri Patrick ( 3 地点 ；7) 
28. Hantzschia amphioxys (Ehr. ) Grunow ( 2 地点 ；2) 
29. Ni tzschia terrestris (Pet. ) Hustedt ( 5 地点 ；9) 
30. Achnanthes lanceolata (Breb. )Grunow ( 5 地点 ； 10) 
31. Achnanthes lanceolata (Breb.)Grunow ( 5 地点 ； 10) 
32. Eunotia gracialis Meister ( 2 地点 ；2) 
33. Eunotia praerupta Ehrenberg ( 2 地点 ；2) 
34. Eunotia praerupta var. bidens Grunow ( 2 地点； 2) 
35. Eunotia duplicoraphis H. Kobayasi ( 5 地点； 5) 
36. Eunotia bilunaris (Ehr. )Mills ( 3  t也，点 ： 7) 
37. Eunotia septentrionalis Oestrup ( 5 地点； 6) 
38. Eunotia cristagalli Cleve ( 3  t也，点 ；8) 
39. Eunotia pectinalis var. minor (Kuetz.) Rabenhorst ( 2 ±  也，点；3) 
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図版4 花粉化石
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50 µm 

l. ヤナギ屈 ( 2 地点 ；3) 
3. ク マ シデ屈ーアサダ屈 ( 5 地点 ； 13) 
5. コ ナ ラ 属 コナラ亜属 ( 5 地点； 13) 
7. ウ コ ギ科 ( 5 地点； 13) 
9. ト ネ リ コ 屈 ( 5 地点； l 3) 

11. イ ネ 科 ( 5 地点 ；2) 

2. ク ル ミ 属 ( 5 地点； 13) 
4. ハ ン ノ キ 属 ( 5 地点 ； 13) 
6. ニ レ属ー ケヤキ属 ( 5 地点； 13) 
8. イ ポ タ ノ キ属 ( 5 地点； 13) 

10. ミ ズバ シ ョ ウ属 ( 5 地点 ；2) 
12. ヨモ ギ属 ( 5 地点； 13) 
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図版 5 植物珪酸体
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1. タ ケ 亜科短細胞珪酸体 ( 3 地点；2) 
3. タ ケ亜科短細胞珪酸体( l 地点；8) 
5, ヨ シ属短細胞珪酸体( 1 地点； 11) 
7, ス ス キ属短細胞珪酸体( 1 地点；5) 
9, ク マ ザサ屈機動細胞珪酸体( 1 地点 ； ］ ）

1 1 .  タ ケ亜科機動細胞珪酸体( 1 地点；8) 
13. ヨ シ属機動細胞珪酸体 ( 2 地点；2) 

2. ク マ ザサ属短細胞珪酸体 ( 3地点； 7) 
4. タ ケ亜科短細胞珪酸（本( 5地点； 3) 
6. ヨ シ属短細胞珪酸体 ( 3 地点 ： 1)  
8. イ チゴツ ナギ亜科短細胞珪酸体 ( 1 地 点； 14) 

10. ク マザサ属機動細胞珪酸体 ( 3 地点； 7) 
12. タ ケ亜科機動細胞珪酸体 ( 2 地点： 4) 
14. ヨ シ属機動細胞珪酸（本 ( 5 地点 ； I) 
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図版6 木材 ・ 種実遺体
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] .  カ ラ マ ツ 属（拡張区北東壁木1)
3. ス ゲ属 （炭化物集中3;No. 406) 
5. コ ケ ス ギラ ン （炭化物集中3;No. 406) 

2. コ ケス ギ ラ ン （炭化物集中3;'lo. 406) 
4. コ ケス ギ ラ ン （炭化物集中3;\Jo. 406) 
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V 自然科学的分析

2 西地区の縄文時代以降の古環境変化 と土地利用について

パ リ ノ ・ サーヴェイ 株式会社

(1) は じ め に

ユ カ ンポシC l5遺跡は、 石狩低地東縁に位置する 。 本遺跡の近辺には、 恵庭火山灰を基盤とす る島

状あるいは半島状の地形が残存す るとされている（財団法人 北海道埋蔵文化財セ ンター， 1 998)。 遺跡

の内部でも台地部と 低湿部が認められ、 台地部で縄文時代中期以降の住居跡や土 坑、 低湿部で縄文時

代中期以降の土器 ・ 木製品などの遺物が数多 く 検出されている。 こ れ ま で に も 本遺跡では、 恵庭aテ フ

ラ (En -a) の再堆積層の下位にみられた腐植土 層 （埋没林） や、 縄文時代以降の堆積物について自然

科学分析を実施してお り 、 古環接変遷に関する情報を蓄積しつつある。

今回は縄文時代以降の古現境変遷や低地の利用状況について検討を加え る た め に、 珪涵分析 ・ 花粉

分析 ・ 植物珪酸体分析 ・種実遺体同定を行った 。 なお、 昆虫遺体同定は現在継続中である 。

a 層序の概要と試料

調査区内部の層序は、 こ れ ま での調査所見が踏襲されている 。 概略的に述ぺると、 下位よりEn -P

層 お よ びEn -L層、 II B摺、 Ta- c層、 I B 層 、 Ta -a層 、 O B層に分屑されている。 En-P陪は、 En-a

に由来する軽石を多量に含む。 ま た 、 En -L層は、 En -aに由来するロ ーム層である 。 En -aの降下年代

は、 1. 5~1. 7万年前 （町田 ・ 新井，1992)ま た は1.7万年前 （加藤，19 94) とされている 。 En-P層および

En-L層と も再堆積したとみられている 。 II B屈は腐植質の堆積物である 。 低地部では泥炭質堆積物と

な り 、 場所によって細分さ れ、 砂眉や粘土層を挟む。 Ta-c屈は 、 腐植土を挟んで上下の 2 枚に分けら

れ る 場合があるが、 両テフラ に時間間隙がほ と んどないと考えられている 。 Ta- cの降灰年代は、 曽屋 ・

佐藤 (1980) による と約3 ,000 年前とされている 。 I B層も腐植質の堆積物である。 低地部で泥炭質堆

積物となり、 場所によ り 細分さ れている。

試料は、 台地部の E14杭 · E17 杭 · E21杭 · E25杭 · G22杭 · G2 9杭 ・ I 9杭 · 113 杭 · K13 杭 ．

＼
 

30 32 

16 18 20 

c
 

"g
 
。

Q
 

s
 

● 訳料採取地点 。
0 過去の詞査地点

25m 

図 1 試料採取地点の位置
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2 西地区の縄文時代以降の古環境変化 と土地利用について

M 9 杭 · Mll杭 · Ml窃、 低湿部のE ラ イ ン東西セ ク シ ョ ンLoe. 2 · Loe. 4、 同 じ く 低湿部の F3紡t .
G33杭 · H35杭 · H40杭 · K23杭 · K27杭 · M25杭 · M3渾 · M37杭 · 023杭 · 027杭 · 035m · 039
杭から採取された （図 1 ) 。

こ れ ら の採取さ れた試料の中から分析試料を選択 して 、 珪藻分析 ・ 花粉分析 ・ 植物珪酸体分析を各
145点実施する （図 2 ~ 5 ) 。 また 、 I B 層 よ り上位については 、 種実逍体同定を23点実施する 。 種実
遺体同定の試料 に つ い て は、 結果 と と も に表示する 。

(2) 分析方法
a 珪藻分析

試料を湿重で 7 g前後秤量し、 過酸化水素水、 塩酸処理、 自然沈降法の順に物理化学処理 を施し 、 珪
藻化石を濃集する 。 検鏡に適す る濃度 ま で希釈した後、 カバーガラ ス上に滴下し乾燥させる。 乾燥後、

プ リ ュ ウ ラ ッ ク スで封入して、 永久プレパラ ー ト を作製する 。 検鏡は光学顕微鏡で油浸600倍あ るいは
1000倍で行い 、 メ カ ニカルステ ー ジで任意の測線に沿って走査し、 珪藻殻が半分以上残存す る も のを
対象 に 、 200個体以上同定 ・ 計数する （珪藻殻の少ない試料で は こ の 限 り ではない） 。 種の同定は、

K. Krammer (1992) 、 K. Krammer and Lange-Bertalot (1986, 1988, 1991a, 1991b) 等を用い

る 。

同定結果は 、 海水生種、 海水～汽水生種、 淡水～汽水生種、 淡水生種の順に並ぺ 、 その中の各種類
はアルフ ァ ペ ッ ト順に並べた一覧表で示す。 なお淡水生種について は さ らに細か く 生態区分し、 塩分 ・
水素イ オ ン濃度 (pH) ・ 流水に対する適応能について も 示す。 喋境指標種については、 その内容を示
す。 そ し て産出個体数100個体以上の試料については、 主要珪藻化石群集の層位分布図を作成する 。 ま
た、 産出した化石が現地性か異地性かを判断す る 目 安 と し て 、 完形殻の出現率を求め考察の際に考慮
す る 。 堆積環境の解析にあた り 、 海水生種についてはI」� (1988) 、 淡水生種については安藤 (1990) 、

陸生珪藻については伊藤 ・ 堀内 (1991) 、 汚濁耐性について はAsai, K. & Watanabe, T. (1995) の環
境指標種、 生活型などについて はVOS, P. C. & DE WOLF, H. (1993) を参考 と す る 。

b 花粉分析

試料を湿重で約 Sg秤量し 、 水酸化カ リ ウム処理、 師別、 重液分離 （臭化亜鉛， 比重2. 3) 、 フ ッ 化水
素酸処理、 アセ ト リ シス処理 （無水酢酸 ： 濃硫酸= 9 : 1 ) の順に物理 ・ 化学的な処理を施して花粉・
胞子化石を分離 ・ 浪集する 。 処理後の残涵を グ リ セ リ ンで封入 してプレパラ ー ト を作製した後、 光学
顕微鏡下でプレバラ ー ト全面を走査し、 出現する全ての種類について同定 ・ 計数を行う 。

結果は同定 ・ 計数結果の一覧表と主要花粉化石群集の層位分布図で表示する 。 図中の各種類の出現
率は木本花粉が木本花粉総数を 、 草本花粉 ・ シダ類胞子が総数よ り 不明花粉を除いた数をそれぞれ基
数 と した百分率で算出す る 。 なお 、 図表中で複数の種類をハイ フ ォ ン （一） で結んだ も の は 、 種類間
の区別が困難な も の を示す。

c 植物珪酸体分析
試料湿重約 Sg秤最し 、 過酸化水素水 ・ 塩酸処理、 超音波処理 (70W,250KHz, 1分間） 、 沈定法、 重

液分離法 （ ポ リ タ ングステン酸ナ ト リ ウム， 比重2. 5) の順に物理 ・ 化学処理を行い 、 植物珪酸体を分
離 ・ 濃集する 。 これを検鏡し易い濃度に希釈し、 カバーガラス上に滴下 ・ 乾燥 さ せ る 。 乾燥後、 プリ
ュ ウ ラ ッ ク スで封入し、 プレパラ ー ト を作製する 。 400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、 出現するイ
ネ 科の葉部短細胞に由来した植物珪酸体 （以下、 短細胞珪酸体） お よ び葉身機動細胞に由来 した植物
珪酸体 （以下、 機動細胞珪酸体） を 、 近藤 ・ 佐瀬 (1986) の分類に基づいて同定 ・ 計数する 。
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結果は、 検出種類 ・ 個数の一覧表と植物珪酸体群集の陪位分布図で表示する 。 各種類の出現率は 、

短細胞珪酸体・機動細胞珪酸体とも各珪酸体毎に、 それぞれの総数を基数とする百分率で求める。

種実遺体同定

試料を可能な限り多 く 秤盤し、 数％の水酸化ナ ト リ ウ ム水溶液を加えて一昼夜放置し、 試料を泥化

させる。 0. 5mmの師を通して水洗し、 残滋を集める。 残澄 を双眼実体顕微鏡で観察し 、 種実遣体を抽出・

これらは 、 種類ごとに瓶に入れて 、 ホウ酸とホウ砂を混合した水溶液中に保存する。

d
 

同定する。
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西地区の縄文時代以降の古現境変化と土地利用について

(3) 結果

珪藻分析

結果を表1~11、 國 6 ~16に示す。 以下、 各地点ごとに結果を記す。

a
 

<El4杭〉

試料番号1で珪藻化石が産出する 。 完形殻の出現率 （以下、 完形率と呼ぶ）

珪藻の中で も 分布がほ ぼ陸域に限られ る耐乾性の強いA群（伊藤・堀内 ， 1991)

が約5 0% 、 A群の Hantzschia amphioxys が約3 0%と優占し、 同 じ く A群の Pinnulaガa borealis 、 水生

珪藻で好止水性の Aulacoseira crenulata などを伴う。 珪涵化石の少ない試料番号 3 · 4 · 6 で検出さ

は約50 %である 。 陸生

の Navicula mutica 

れ る種類も 、 陸生珪藻に限られ る傾向がある 。

<El7杭〉

試料番号1 で珪藻化石が産出する。 完形率は 、 50 %前後である 。 Hantzschia ·amphio.xys が約45% 、

Navicula m utica が約3 0%と優占し、 Pinnulari,a borealis を伴う。 珪藻化石の少ない試料番号 3 · 5 ·

7 で検出される種類も 、 陸生珪藻に限られ る傾向がある 。

<E21杭）

試料番号1 · 3 で珪藻化石が産出す る。 完形率は、 50 %以下である 。 Navi cul a mutic a が4 0~65% 、

Hantzschia amphioxys が2 0~30 % と優占し、 Pinnulaガa borealis を伴う。 珪藻化石の少ない試料番号

5 · 6 で検出される種類も 陸生珪藻に限られる傾向がある 。

< E2 5杭〉

試料番号1 · 3 · 4 から珪藻化石が産出する。 完形率は 、 約50%ない し それ以下である 。 Navicula

mutica が4 0~65%、 Hantzschia amphioxys が2 0~4 0% と俊占し、 Pinnularia borealis を伴う。 珪藻化

石の少ない試料番号 6 で検出 さ れ る 種類 も 、 陸生珪藻に限られ る傾向がある 。淡
水:·�i〗!悶

E 14杭 B
 

ー

層
序

紐生珪藻

且Im.
.
 
l
nssN
 

ミ度心oi
86N

『

d8,q'
OJ•IU
 ges
e
百》N

ミ5]U
RこriR

そS.v
l 
3 

冗B==ど1 =,一a s下 6
E 17 槙 I B I _

0
_

8
_ - -, ー ,_

- -- -- ― ’― 
ns下 1

E 21杭 I B l 
3 

--- - ―一, _as • 
E 25 杭 I 8 I 

_ _ _ _  : ー ,_,_as ・
6 

坤
辿

ー

好＋真
詞
叫II-"

mm-

巖
[]

〗
―

ミミ亙
をふミ
き
角足fd1

om
e念
S

Kqmsd
_

淡生11の生饂性

f9
0
9olA0ImE
M
 

茎．
geef"s
2uo

． 
. . . . . . 
0 50 l磁

図 6 E 14杭 · E 17杭• E 2 1杭 · E25杭の主要珪藻化石群集の層位分布
汽水一淡水生種産出率 ． 各種産出率 ・完形殻産出率は全体基数、 淡水生種 の生態性の比率は淡

水生種の合計を基数と して百分率で算出した 。 い ずれ も 1 00 個体以上検出された試料について示す。

なお、 ●は1%未満、 ＋は10 0個体未満の試料について検出 した種類を示す。
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V 自然科学的分析

<G22杭〉
試料番号 1 · 3 で珪藻化石が産出する。 完形率は、 50%以下である。 Navicula mutica が50~80%、

Hantzschia amphioxys が10~30% と優占 し、 Pinnularia borealis を伴う 。 珪藻化石の少ない試料番号
5 · 7 で検出さ れる種類も 、 陸生珪藻に限られる傾向がある 。

<G29杭〉
試料番号1 で珪藻化石が産出する 。 完形率は、 50%前後であ る。 Navicula mutica が約50% と優占し、

Han比schia amphioxys、 陸生珪藻A群の Navicula contenta を伴う 。 珪藻化石の少ない試料番号 2 · 4 ·
6 で検 出 さ れる種類も 、 陸生珪藻に限られる傾向がある 。

く I 9杭〉
試料番号1 · 3 · 5 で珪藻化石が産出する。 完形率は、 50%以下であ る。 Navicula mutica が30~70%、

Han比schia amphioxys が12,..;_,40% と優占し 、 Pinnulaガa borealis を伴う 。 珪藻化石の少ない試料番号
7 で検出される種類も 、 陸生珪藻に限られる傾向がある 。

< I  13杭〉
試料番号 1 · 3 は珪藻化 石の産出が少ないが、 僅かに検出される種類も陸生珪藻に限られる傾向が

あ る 。

表 2 G22杭 · G29杭 ・ I 9 杭 ・ I 13杭の珪藻分析結果

種 類 生 態 性 讚境 C22抗
71 I 

C2: 杭
4 61 l 

19抗
71 

ll3抗
塩分 洲 沢水 措標Ill I 3 s 3 5 l 3 

AQl)hora ftlOntana Krasske .. 国. ,. i叫 ind RA - - - - I 
Aulaeoseira a心i uヽa (Grun. )Simonsen ind al-il l-bi N l - - - -
Aulacoseir暴 crassipuncし�I.a Krf..lntr ;nd 畢t;-ll l•ph I - - -
Aulacoseira crenulata (Ehr.)Kr紐匹r ind ind 1- ph I I l - - - -
Aulaooseira 、ranulata var. an1Ustissi叩 （珈11.)StMOnscn ind al-il I- bi M,U I - - - -
Aulaco$cir亀 it.allca (Ehr )Sinonsen ind 畠1-il l- ph u I - - - -
Au I acose i ra i ta I i ca var va I i da (Grun. )  Simonsen 0.h· ind al-ii 1 - ph l I - - - . 
C遍loneh lcplO$叩頃 Kranmcr & いngc-Bcrしalot Ogh-ind lnd 1-ph RB I - - - �一
Epith直ia adnats (Kueti)B'rebisson 晒ー ind al- bi ind I - - - l 
wnot.ia fal lu A. Clev鬱 Op -hob 11<:.- b i  Ind RA - - - l 
Eunotia praerupta var. bidens Grune響 Oah-hob ac-i I 1 -ph RB,O I • I - I 
Eunot ia spp. Ogh-unk unk unk - - - - l 
Fragi l拿ria eonsじ匹ns (Ehr.)Cru心響 Ogh- ind al-ll 1-ph U I - - -
Fraa:ilari a construens fo. venter (Ehr )Hust.edt 如- ind al-ii 1 -ph S 2 - - -
Fnisllari& pinn&ta "尋r. I尋ncettulit ($c;hv軍）Hustedt 如-ind .-1-ll ind S 2 - - -
Fragila.ri a ulna (Ni tuch) Lang

.
e

) P
ー 釦

eい
rtalot Ogh-ind aJ-il i叫 I - - .. -

Fraa: ilari 暴 vaむheri墓e (Kueい rsen Ogh- ind al-ii rつh K, T 2 - - -
Co叩honema par-vulum Kuetiin

)
,g 
C 

Ogh-i叫 ind i叫 U .. - - - I 
Hanuschia 酬ll)hioxy(s

Eh 

(Ehr. runow Ogh-ind al- i  l ;nd RA, U IS 32 3 2 12 6 S 3 14 39 42 5 10 17 
�c los lra undu lat.a r.) Kuctdns Ogh-ind ind 1つh I - - - -
Meridion ci rcu I ae var. cons tr icいm (Rat fs)V. Heurck Ogh- iod al-ii r-bi k, T I l - - -
Navicola arveosis Hustedt O

O
gch

h
--u
- i

n

nd 
k unk unk u I - - -

Nav icula content 畢 Grunow al-ii ind RA, T 4 7 - - - 3 ， 2 l l 
Navic:ula c:ontenta fo. biceps (Artゆい）Hustedt Ogh- lnd  •HI i心 臥， T l 3 l - - I 
Nav icul a elginensi.s (Greg. ) Ra 1 h Ogh- ind •l-il iod o. u - - - - I �一
Navicula i1noい K.rasske Oeh-ind ind ind RB • — - - .. 3 I 
Nav icu la ignota var. pa I ustr is (Hust.) Lund Ogh- i 叫 ind i叫 RB - - - - I 
Navicula 11utica Kuetzin1 Oeh-ind al-i l iod RA, S 165 55 1 < <9 12 6 2 78 50 29 2 ， ， 
Navicula saxophila Bock Ogh-ind ind ind RB l - - -
NitHchia brevissi輯a Gruno冑 O

O
g
g

h

h 
-ind al-i l ind RB, U - - - - I 

0rLho$eln rocsca口 （ぬbh.)O'Weau ーind ind ind RA 1 3 • I - • 2 I I I 
Pinnularia borealis Ehrenberg 

','8) 
O,h-i叫 ind ind RA 11 ， I 3 2 L 3 10 10 26 5 4 5 

P innulari a lagersいdtii (Cle Cl eve- Euler o、h-ind ind ind RI 2 - - -
Pinnulari a I a ta (Breb.) Rabenhorst Osh如b ac•il ind RB I - - - -
Pinnularia 必scura Krasske 

�=�
-ind ind Ind 11A 2 - - - l 

Pi nnu la.r la .subcap it.
o

, sa 

ta (CRnotha) or
Ky 

u 

-ind ac-il ＂`  RB, S I - - - -
Tabel larta floccu I ett1n1: 如b 霜c·il I- bi T 3 - - -
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凡例

H.R. : 塩分濃度に対する適応性
01h-ind: 貧塩不定性櫂
Ogh一 切b:貧塩蠍塩性種
Ogh-w,k: 貧塩不明種

叫：水素イオン濃度に対する適応性
al--bi: 真1�11性種
aHl:Jf7•>1性種
ind :pl{不定性種
•••il: 好鐵性震
亀•·bi:真醜性種
,nk :pH不明檜

C, R . ,  漬水に対する適応性
1-1,;, 真JI:ホ性種
J-,,h, 好JI:水性種
i叫 ：涵水不定性穫
r社：好流水性種
,-1,;, 真流水性櫂
uak , 流水不明種

讚境指械1li
K: 中～下減性河/II指探種 M:湖沼浮遊性種 N: 湖沼沼沢雇地指標種 o: 沼沢濯地付着生穫 （以上は安藤， 1990)
S: 好柘濁庄種 u: 広適応性櫂 r: 好清水性饉 （以上はAsai, K.  l fatanab•, T. 1995) 
RI: 隧生珪藻 (RA:,群，RB:81苓、 伊轟・域内， 1吟I)
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西地区の縄文時代以降の古現境変化 と土地利用について
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図 7 G 22杭 · G29杭 ・ I 9 杭 ・ I 13杭の主要珪藻化石群集の層位分布
淡水生種産出率 ・ 各種産出率 ・ 完形殻産出率は全体基数、 淡水生種の生態性の比率は淡水生種

の合計を基数 と して百分率で算出した 。 いずれも 100個体以上検出 さ れた試料について示す。 なお、
●は 1 %未満、 ＋ は100個体未満の試料につ い て検出した種類を示す。

<Kl3杭〉

試料番号 1 · 3 で珪藻化石が産出する。 完形率は 、 50%前後である 。 Navicula mu丘ca が45~55%、
Hantzschia amphioxys、 が約30% と優占 し、 Pinnulaガa borealis な ど を伴う 。 珪藻化石の少ない試料番
号5 · 6 で検出 さ れる種類も 、 陸生珪藻に限られる傾向がある 。

<M9杭〉

試料番号 2 · 1 か ら珪藻化石が産出する 。 完形率は 、 試料番号2 が50%前後、 試料番号 1 が約80%
である。 群集組成は 、 試料番号 2 と 試料番号 1 で異な る。 試料番号 2 は、 Navicula mutica が約50%、

Hantzschia amphioxys が約30% と 俊占 し、 Pinnulaガa borealis な どを伴う 。

試料番号 1 では、 淡水～汽水域 ま で生育し塩分濃度に対する適応性が高い広域塩性稲の
obtusa var. scalpelliformis が多産し、 流水不定性の Frustulia vulgaガs、 Gomphonemaparvulum 、 陸

生珪藻A群の Hantzschia amphioxys、 Navicula mutica、 未区分陸生珪藻 （伊藤 ・ 堀内， 1991) である

Pinnularia schoenfeldeガ を伴う 。 なお 、 珪藻化石の少ない試料番号 4 · 5 で検出 される種類も 、 陸生

Nitzschia 

珪藻に限られる傾向がある 。

<Mll杭〉

試料番号 3 · 1 で珪藻化石が産出する。 完形率は、 50%前後である 。 Navicula mutica が約50%、

Hantzschia amphio.xys が約32% と 優 占 し 、 Pinnu比ガa borealis な どを伴う 。 珪藻化石の少ない試料番
号6 · 5 で検出さ れる種類も 、 陸生珪藻に限られる傾向がある 。

<Ml3杭〉

試料番号 3 · 1 で珪藻化石が産出する 。 完形率は、 50%以下である 。 Navicu幻 mutica が40~50%、

Hantzschia amphioxys が25~30% と優占 し、 Pinnulaガa borealis な どを伴う 。 珪藻化石の少ない試料
番号 5 · 6 で検出さ れる種類も 、 陸生珪藻に 限 ら れる傾向がある 。

- 134 -



淡水 ー 汽水生種 止水性種

地
点

層
序

14apl
心uaOl{�S
t:J/,
lO/nUU/
d
 

o
.m:,sqo

 t:J/
 t-nuul
d
 

SIoa
らq
01
さlnu
ぷ
d

m
masa
aJa41aso

さuo

Enu1dIO
En1Pr"
N
 

33
苺
E
oln31
6
N

sda:>Jq·
01
ミu;,1uo:,
DJn:>J
iW
N
 

ミu3iuo30-
tP
6
N

K 13杭 I B ' l - - - - - -
I B 3 

5 

II B 6 

- - - - - 1 -· · 

|
 135
 1
 

M 9 杭

4 

II B 5 
- - - - -1 -1 -

M l l 杭 I B ' 1 

I B 3 

5 - - - - - -
II B 6 

― ’― - - - -
1
-

1-

M 13杭 I B ' 1 - - - - - -
I B 3 

5 - - - - -
II B 6 

．
 

陸生珪藻 淡水生種の生態性

陸 ？
海 淡 陸 陸 畠 1 真 好 好
水 水 生 生 藻 貧貧貧 好 P ア ＋ 流 ＋

珪 珪 塩塩塩貧 + H ;  レ P 真 水 真 流
海 汽 汽 汽 ＾水 好 不 嫌 塩 真 不 ヵ H 流 不 止 水
水 水 水 水藻 藻 そ
生 生 生 生 A B の

生 塩 定 塩 不 酸 定 リ 不 水 定 水 不
他 珪 性 性 性 明 性 性 性 明 性 性 性 明

種 種 種 種 群 群 シ 藻 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種
曇＼芦薔·1-'·細 I 曇芦 I 鵬芦 I 曇、芦 I

ミoif
8

3qns01
b1nuu!
d
 

- -�  十 ォ— - - - - - - - - - - -
． ．  

50 

＜ 

100% 

図 8 K 13杭 • M 9 杭 • Mll杭 • Ml3杭の主要珪藻化石群集の層位分布
海水一汽水一 淡水生種産出率 ・ 各種産出率 ・ 完形殻産出率は全体基数、 淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計を基数と して百分率で算出した 。

いずれも100 個体以上検出さ れた試料につ いて示す。 なお、 ●は 1 %未満、 ＋は100 個体未満の試料について検出 した種類を示す。
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2 西地区の縄文時代以降の古環境変化と土地利用について

< E ラ イ ン東西セ ク シ ョ ンLoc. 2〉

全試料から珪藻化石が豊富に産出する 。 産出種は全て淡水生種で構成 さ れ る。 珪藻化石群集は 、 試
料番号10、 試料番号 8 ~ 4 、 試料番号2 、 試料番号 1 で違いがみられる 。

試料番号10は 、 完形率が約80% と化石の保存が良い 。 産出種の大部分は一般の水域に生育する水生
珪藻に よ り 占 め ら れ、 そ の生態性の特徴は、 貧塩不定性種 （少星の塩分に は耐え られる種） と 貧塩嫌
塩性種 （小楓の塩分に も 耐 え ら れない種） 、 真＋好酸性種 （酸性水域に生育する種） 、 真十好止水性種

（止水域に生育す る 種） が優占ないし多産する 。 好酸性で真止水性の Tabellariaflocculosa が約30% と
多産し 、 好アルカ リ 性で流水不定性の Gomphonema parvulum、 浮遊性で好止水性の Aulacoseira
italica、 好止水性の Eunotia bilunalis、 真流水性であ り 中～下流性河川指標種群 （安藤， 1990) の

Meガdion circulae var. canstガctum を伴う 。 なお 、 中～下流性河川指標種群は、 河川中～下流部や河

川沿いの河岸段丘 ・ 扇状地 ・ 自然堤防 ・ 後背湿地などに集中して出現し、 その環境を指標す る可能性

の 大 き い種群と さ れ る （安藤， 1990) 。

試料番号 8 ~ 4 の淡水性種の生態性は 、 試料番号10 と類似するが、 流水不定性種 （流水にも止水に
も生育する種） が優占する点で違いがみ ら れ る 。 流水不定性で沼沢湿地付着生種群 （安藤， 1990) の
Eunotiapecがnalis var. minor、 流水不定性の Gomphonema parvulum が10~20%と多産し 、 好酸性で
湿地などに多い Pinnulaガa divergentissima、 P. stomatophora な ど を伴う 。 沼沢湿地付着生種群と は、

沼よ り も 浅 く 水深が l m前後で一面に水生植物が繁茂し て い る 沼沢や更に水深の浅い湿地で優勢な出現
の見ら れる種群と さ れ る （安藤， 1990) 。

試料番号 2 は、 電気伝導度が低 く 貧栄養の腐植弱酸水域の池塘などで植物に付着 して生育す る と さ
れる (Krammer, K. and Lange-Bertalot,H., 1991) Aulacoseira c加ssi,加nctata が約15%、 中～下流性
河川 指標種群の Meガdion circulae var. canstガctum が約10%、 好酸性であ り 真止水性で も あ る
Tabellaガaflocculosa が約10% と多産する 。 この内、 Aulacoseira c位ssipunctata は、 本邦では福井県敦

賀市に位置する低層湿原 （低湿地） の中池見湿地からの報告があ り （辻 ・ 野崎， 1997) 、 湿原性種に分
類 さ れ て い る。

試料番号 1 は、 Aulacoseira crass� 如ncta,ta が約30% と多産し 、 陸上の好気的環境や水域などから産
出する陸生珪藻B群 （伊藤 ・ 堀内， 1991) の Eunotia praerupta var. curia が約15% と多産する。 こ れ

に次いで、 陸生珪藻A群の Navicula mutica、 好止水性の Aulacoseira italica な ど を伴う 。

<E ラ イ ン東西セ ク シ ョ ンLoc.4〉

全試料から珪藻化石が豊富に産出する 。 産出種は全て淡水生種で構成さ れ る 。 珪藻化石群集は、 試
料番号14、 試料番号12、 試料番号11、 試料番号10、 試料番号 8 ~ 6 、 試料番号4 、 試料番号 2 、 試料番
号 1 で違いがみ られる 。

試料番号14は 、 完形率約80% と 化石の保存が良い 。 産出種の大部分は水生珪藻が占め、 貧塩不定性
種、 真＋好酸性種、 真＋好止水性種が優占す る。 好酸性で好止水性の Fragilaria virescens が43% と優
占 し、 好酸性で真止水性の Tabellaria jlocculosa が約20% と多産する。

試料番号12は 、 完形率約70%で化石の保存が良い 。 水生珪藻 と陸生珪藻がほぽ半々 づつ産出する。

真＋好アルカ リ 性種 (pH7.0以上のアルカ リ 性の水域に生育する種） 、 流水不定性種と真＋好流水性種
（流水域に生育する種） が優占 あ る い は多産する 。 水生珪藻では、 好流水性で中～下流性河川指標種

群の Achnanthes lanceolata、 好アルカ リ性で流水不定性の Gomphonema parvulum が 5 ~10%産出す
る。 陸生珪藻では、 A群の Na成cula mutica が多産して、 A群の Hantzschia amphioxys、 Navicula con­
tenta、 N. conten幻Jo. biceps、 Pinnularia borealis を伴う 。
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図10 E ラ イ ン東西セク シ ョ ンLoc.4の主要珪藻化石群集の層位分布
汽水一 淡水生種産出率 ・ 各種産出率 ・ 完形殻産出率は全体基数、 淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計 を基数

と して百分率で算出 した 。 いずれも 100個体以上検出 された試料に つ い て 示す。 なお、 ●は 3 %未満 を示す。



V 自然科学的分析

試料番号11 は完形率が約70%と 保存が良い。 水生珪藻が多産し 、 再び真＋好酸性種、 真＋好流水性
種が多産す る。 真流水性で中～下流性河川指椋種群の Meガdion circulae var. constrictum、 流水不定
性の Gomphonema parvulum 、 好酸性で真止水性の Tabellaガaf[occulosa が約10%産出する 。 また 、

流水不定性で沼沢湿地付培生種群の Eunotiapectinalis var. minor を伴う 。

試料番号10では、 兵十好流水性種が減少する。 好止水性で淡水浮遊性の Aulacoseira italica が約20%
と 多産 し、 ま た 湿原の池塘 な どか ら 産 出 す る Aufacoseira crassipunctata 、 好酸性で真止水性の
Tabellaガaf[occulosa などを伴う 。

試料番号 8 ~ 6 に な る と 、 貧塩不定生種、 真＋好酸性種と真＋好アルカ リ 性種、 真＋好止水性種が
優占ある いは多産する 。 Aulacoseira italica が20~30%と多産し 、 Aulacoseira crassipunctata、 有機汚
濁の進んだ富栄養止水域に多産する Fragifaガa construens fo. venter が10%前後産出する 。

試料番号 4 では、 淡水浮遊生種が急減 して 、 流水不定性種 と真＋好酸性種が多産する。 好酸性 ・ 流
水不定性で沼沢湿地付着生種群の Eunotia pectinalis var. minor、 好酸性で真止水性の Tabellaガa
f[occulosa が多産し、 好流水性の Gomphonema helveticum、 流水不定性の Gomphonema parvulum 、

好止水性で沼沢湿地付荘生種群の Gomphonema acuminatum 、 G. gracileを伴う 。

試料番号 2 は Aufacoseira crassipunctata が約20% と増加し、 Eunotiapectinalis var. minor、 真流水
性で中～下流性河川指標種群の Meガdion circufae var. constrictum が約14%と多産する 。

試料番号 1 では、 Aulacoseira crassipunctata が減少する 。 中～下流性河川指標種群の Meガdion cir・

culae var. cons伍ctum や好止水性の Aulacoseira crenulata、 Tabellaガaf[occulosa や湿地や湿原等に
多 く 産出する好酸性の Eunotia praerupta、 その変種の E praerupta var. 加:dens、 陸生珪藻B群の Euna­

tia praerupta var. curta が約10%産出する 。

< F 38杭〉

水生珪藻が優占する 。 完形率は 、 70%以上と 化石の保存が良い 。 珪藻化石群集は、 試料番号22、 試
料番号20、 試料番号17 · 14、 試料番号11、 試料番号7 、 試料番号 4 、 試料番号 1 で違いがある 。

試料番号22では 、 貧塩不定性種、 真十好アルカ リ性種、 流水不定性種が多産する 。 淡水生種で生態
性 が不明な Navicufa heuf[eガana var. septentガonais が約30% と 多 産 し、 好流水性の Achnanthes
rostrata 、 流水不定性の Amphora pediculus、 好止水性の Aulacoseira italica を伴う 。

試料番号20では貧塩嫌塩性種、 哀十好酸性種が増加する 。 好流水性で中～下流性河川指標種群の
Achnanthes fanceolata、 Meガdion circulae var. constrictum、 流水不定性の Eunotia pectinalis var. 
minor、 Gomphonema parvulum 、 好止水性の Eunotia bilunalis が10%前後産出する 。

試料番号1 7 · 14では、 貧塩不定性種、 真＋好ア ル カ リ 性種、 真＋好流水性種が優占ある いは多産す
る。 好流水性で中～下流性河川指標種群の Achnanthes fanceofata、 好流水性の Achnanthes rostrata 
が10~20% と 多産する 。

試料番号11になる と 、 貧塩嫌塩性種、 真＋好酸性種、 真＋好止水性種が増加す る 。 好酸性で真止水
性の Tabellaガaf[occulosa が約20%前後と多産 し、 流水不定性の Gomphonema parvulum、 好止水性

の Aulacos的:ra crassipuctata、 A. italica を伴う 。

試料番号 7 では、 前試料と比較して流水不定性種が増加する 。 流水不定性で沼沢湿地付着生種群の
Eunaがa pee丘nalis var. minor、 流水不定性の Gomphonema parvulum が多産し、 Meridian circu如

var. canstガctum 、 Tabellariaf[occulosa を伴う 。

試 料番号 4 は、 Aulacos忍ra crassipuctata 、 Eunotia pectinalis var. minor が15~20% と 多 産 し、

Meガdion circu如 var. canstガctum を伴う 。
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V 自然科学的分析

試料番号 1 では、 真＋好酸性種、 真＋好止水性種が優占 す る 。 腐植酸性水域に生育す る 好止水性の
Aulacoseira crassipuctata 、 陸生珪藻 B 群の Eunotia praerupta var. curia が約20 % 前 後 多 産 し、

Me噸on circulae var. constrictum 、 Tabellariaflocculosa を伴う 。

<G33杭〉

珪藻化石群集は、 試料番号16、 試料番号13、 試料番号11、 試料番号10 · 7 、 試料番号 4 、 試料番号 1
で違いがある 。

試料番号16は、 貧塩不定性種、 真＋好アルカ リ性種、 流水不定生種 と真＋好止水性種が多産する 。

Eunotia pectinalis var. minor、 Cocconeispseudothumensis、 陸生珪藻A群の Navicula mutica などが

10%前後産出する。

試料番号13では、 水生珪藻と 陸生珪藻がほぼ半々 づつ産出する 。 流水不定性で沼沢湿地付着生種群
の Navicula eなinensis、 陸生珪藻A群の Hantzschia amphio巧S が約20%前後 と多産し、 Gomphonema
parvulum 、 Navicula mutica を伴う 。

試料番号11では多産する種がな く 、 Meridion circulae var. constガctum 、 Gomphonemaparvulum 、

Tabellaria flocculosa などが産出する 。

試料番号10 · 7 は、 貧塩不定生種、 真＋好酸性種 と 真＋好アルカ リ 性種、 真十好止水性種が優占あ
る い は 多産 す る 。 Aulacoseira italica、 A. italica var. valida、 Tabellaガa flocculosa が多産 し 、

A ulacoseira crass加nctata、 Gomphonemaparvulum を伴う 。

試料番号 4 に な る と 、 流水不定性種が多産 す る。 Meガdion circulae var. canstガctum 、 Eunotia
pectinalis var. minor、 Gomphonema parvulum が10~15%産出する 。

試料番号 1 では、 Aulacoseira crassipunctata が多産し 、 Meガdion circulae var. constrictum が約10%

産出する 。

<H35杭〉
水生珪藻が優占する 。 完形率は、 上位に向かって減少する傾向があるが、 その割合は70%以上 と高

い。 淡水生種の生態性は上位に向かって貧塩嫌塩性種 （小盤の塩分 に も 耐 え ら れない種） 、 真＋好酸性
種が増加するが、 貧塩不定性種、 真＋好アルカ リ 性種は逆に減少する 。 流水に対しては 、 上位に向か
って真＋好止水性種が増加す る傾向がみ られるが、 流水不定性種は全般的に産出する。 真＋好流水性
種は全般的に少な く 、 上位に向かって減少する傾向がある 。 珪藻化石群集は、 試料番号Jl.2、 試料番号
10~ 5 、 試料番号 1 で違いが見 ら れる 。

試料番号12では、 好流水性であ り 中～下流性河川 指標種群の Achnanthes lanceolata、 Fragilaria
vaucheriae、 流水不定性の Cocconeis placentula、 好止水性の Aulacoseira crenulata な どが約 5 ~10%

産出する 。

試料番号10~ 5 は、 好酸性 ・ 真止水性の Tabellariaflocculosa が10~20% と多産し、 真流水性で中～
下流性河川指標種群の Meガdion circulae var. canstガctum、 好酸性 ・ 流水不定性で沼沢湿地付着生種
群の Eunotza pectinalis var. minor、 流水不定性の Gomphonemaparvulum が 5 ~10%産出する。 特
に試料番号5 では Eunotia pectinalis var. minor が約25% と多産する 。

試料番号 1 は、 陸生珪藻のB群の Eunotia praerupta var. curta、 好酸性で真止水性の Tabellaガafloe・
culosa が20~30% と多産し 、 Meガdion circulae var. canstガctum 、 Eunotia pectinalis var. minor、 E.
praerupta var. bidens な ど を伴う 。

<H40杭〉

全般的に水生珪藻が優占する 。 産出割合は多 く は ないが、 下位に向かって陸生珪藻が増加する 。 全

- 141 -



-zヤ1 -

H
 40
,lii:
 

H
 35,t/C
 

油滓

：：ロ+-I 

B
 

刊函

回
1
2

H
 35
tit

• H
 40
t;t
O)
�
�
Ji
涵f
t
1
5
咄F濾K
S
画
f日
5}
ギ

窓k
舟
堂
蹄
圧
恨
・

命
堂
涸
圧
据
・

湘
表
溶
漁
圧
恨
荘
ゆ
苓
脂
窪
漆
決
併
堂
S
併
遥
蒋
S
汗
世
此澤
咲
怜
陸
S
呻
H
内
脂
溶
斤
L
t

叫
半
据
T
尊
庄
L
沖°
ぐ＞
1
f
eloo
面
t
E」ぃ
落
圧
ゆ
f
t
熙
溶
Kぃ
ハ）ぐッ
ベ
凶
叫。
心
姑5

'

●
荘
3

凌
半
瀦洛ふ
f
も ｀o

茸
汁
溶
蕩二5

10
.g

匹

Ceo
ra

ala
che
lae
 

儡
hu

vau.g

度
臼

rla
onc

g
nan
nan

mbe
}[
 

中
Ach
ACh
0F
M
Achnanthes minutissima 
Cocconeis placentula 
Eunotia cristagalli 
Eunotla pectinalis var. minor 

Eunotia septentrionalls 
Eunotiasu如rcuatoides

Fragilaria pinnara var. /ancettula 
Gomphonema parvulum 

Martyana martyi 
Pinnularia angusta 
Achnanthes peragalli 
Au/acoseira crassipunctala 

Aulacoseira crenulata 

Aulacoseira italica 

邦
沃
→
閑
溶
羹

Aulacoseira italica var. va/ida 
Cocconeis pseudothumensis 
Eunotia bilunaris 

Fragilaria consrruens fo. venter 
Fragilaria virescens 
Gomphonema graci/e 
Tabellaria flocculosa 

L
決
溶
磁

lo
q
 

芯

苺

演

苓

苓

舟．

斎

落

鳶
熔
鳶

}'f
p
 7
 
＋
薬
＋

裔
際
熙

怜
怜
灘

決

決

証
柾
証
対

＋

ぎ
て
P

漬
1
演
茸

）
決
}f
サ
藻
鉦
渕
サ
辻
H

蔀
→
Lこ
六

喘

熙
沌

斎
滋
ホ

謡
斉
済
済

怜

浜
碕
栢
引

殊
袖
y
引

決
碕
決
引

演
泄

決
決
決
決

熙

寄
寄
寄
温

南
序
寄
温

帝
帝
店
温

潔
表

s
 

彦

怜
怜
怜
舟
A
B
 

幽
識
識
識
需
謀
（
穎
幽
識
識
識
益
謡
識
識
曲
漉
識
蕊

迄
迭

・
テク

T業＇．
l：
翠土→-
9/／
Jt-
9ク
I-

9/4ー一
日

翠
決
舟
蔵
S
併
惹
店

)_ ,�C,. ::?i紺帷面干=1'.lh�誼紺塩早(/)刻'f-1沿蜘エ薔(p図砒亜 3
 



V 自然科学的分析

般的に貧塩不定性種 が優占するが、 試料番号 4 で餐塩嫌塩性種 が優占する 。 水素イオ ン濃度に 対 して

は、 試料番号1 1 ~ 7 で真十好アルカリ性種 、 試料番号 4 · 1 で真 十好酸性種 が優占する 。 流水に 対 し

て は、 上 位 に向かって真＋好止水性種 が増加する傾向がある 。 真十好流水性種 は全般的に低率である

が、 下 位 に向かって増加する傾向がある 。 珪藻化石群 集は 、 試料番号1 1 ~8 、 試料番号 7 、 試料番号
4 、 試料番号1 で違いがみ ら れる。

試料番号1 1 ~8 では 特に多産する 種 がな く 、 好流水性であり 中～下流性河川 指標種 群 のAchnanthes

lanceolata、 Meガdion circulae var. canstガctum 、 好流水性 のAchnanthes rostrata 、 流水不定性 の

Gomphonema parvulum、 好止水性 のCocconeis pseudothumensis、 他に陸生珪藻A群 のHantzschia

amphio巧S、 Navicula mutica な どが5 ~10%産出する。

試料番号7 は、 好止水性で淡水浮遊性 のAulacoseira italica が多産し、 その変 種 のAulacoseira italica 

var. valida、 好止水性 のFr,喀ilaria construens fo. venter、 好流水性で中～下流性河川 指標種 群 の

Achnanthes lanceolata 、 Meガdion circulae var. constrictum を伴う 。

試料番号4 は好酸性で流水不定性 のEunotia subarcuatoides、 好酸性で好止水性 のE. bilunaris が2 0

~25 %と多産し 、 腐植弱酸水域の池塘な どに生育する Aulacoseira crassipunctata、 好酸性で真止水性
のTabellariajlocculosa が約1 0%と多産する 。

試 料番号1 は、 Aulacos釘a crassipunctata が約40%と急増し 、 こ の他 に Tabet/aガa flocculosa、

Aulacoseira italica が10~20%と多産する 。

<K23 杭〉
· 陸生珪藻が上部に向かっ て増加する 。 完形率は、 いずれも約70%と化石 の保存が良い 。 珪藻化石群

集は、 試料番号15 ·1 4、 試料番号1 1 ·8 、 試料番号5 · 2 、 試料番号1 で違いがある 。

試料番号15 ·1 4では、 貧塩不定性種 、 真＋好酸性種 、 流水不定性種 、 真 ＋好止水性種 が優占あるい
は多産する 。 真流水性で中～下流性河川 指標種群 のMeridian circulae var. canstガctum、 流水不定性

で沼沢湿地付着生種 群 のEunaがa pectinalis var. minor、 流水不定性 のAchnanthes minutissima、

Gomphonema parvulum が5 ~10%産出する。

試料番号11 · 8 では、 好酸性で真止水性 のTabellariaflocculosa が1 0 ~20 %と多産し、 Meガdion

circulae var. constrictum 、 Gomphonema parvulum な どを伴う 。 ただし、 試料番号8 では腐植弱酸水

域の池塘な どに生育する Aulacoseira crassipunctata が2 0%と多産する 。

試料番号5 ·2 は、 水生珪藻以外に陸生珪藻が約40%と多産する。 水生珪藻 の Meガdion circulae 
var. constガctu瓜 Aulacoseira c位甜'puncta絋 A. crenulata.. Tabellariajlocculosa.. 陸生珪藻 のEunotia

praerupta var. curia、 Navicula mutica が1 0~2 0 %産出する 。

試料番号1 になると水生珪藻と陸生珪藻が半々 づつ産出する 。 水生珪藻 のMeridian circulae var. 

constガctum、 Gomphonema parvulum、 陸生珪藻 のEunotiapraerupta var. curia、 Navicula mutica、

Pinnulaガa borealis が10~15 %産出する 。

<K27杭〉

全般的に水生珪藻が優占する 。 完形率70~90%と 化 石 の保存が良い。 珪藻化石群 集は 、 試料番号1 4 •

12 、 試料番号9 ~2 、 試料番号1 で違いがある 。

試料番号1 4 ·12 は 、 貧塩不定性種 、 真＋好酸性種 とpH不定性種 、 流水不定性種 が優占あるいは多産
する 。 Gomphonemaparvulum が約20%と多産し、 Eunotiapectinalis var. minor を伴う 。

試 料番号 9 ~2 は、 貧塩不定性種 、 真 ＋ 好酸性種 、 真 ＋ 好止水性種 が優占する 。 Aulacoseira 
crassipunctata が凸型 の消長を示し 、 次いで Tabellaガajlocculosa が多産する。

-1 43 -
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V 自然科学的分析

試料番号1 では 、 真＋好酸性種 、 真＋好止水性種 が減少する。 Tabellaガaflocculosぬゞ多産し、 Gompho・

nema parvulum、 Aulacoseira crassipunctata、 Pinnularia schoenfeldeガ、 P. subcapitata を伴う 。

<M25 杭〉

水生珪藻が優占するが、 陸生珪藻も30 %前後産出する 。 完形率70 %以上 と化石 の保存が良い。 珪築

化 石群集は、 試料番号8 、 試料番号6 、 試料番号4 、 試料番号2 · 1 で違いが ある。

試料番号8 は、 貧塩不定性種 、 真＋好酸性種 と真 ＋好アルカ リ 性種 、 流水不定性種 と 真 ＋ 好止水性

種 が優占 あ る いは多産する。 Aulacoseira c加ssipunctata が約30%、 Navicula mutica が約25% と優占 し、

Meガdion circulae var. constrictum、 Aulacoseira granulata を伴う 。

試料番号6 は、 流水不定性種 が増加する 。 Cymbella silesiaca、 Eunotia pectinalis var. minor、

Gomphonema parvulum、 Aulacoseira crassipunctata、 Navicula mutica な どが約10 %産出する 。

試料番号4 は、 真＋好酸性種 、 真 ＋好止水性種 が増加する。 A ulacoseira crassipunctata が約30 % と

優 占 し 、 Aulacoseira italica 、 A. crenulata を伴う 。

試料番号2 · 1 は再度流水不定生種 が増加する。 Meガdion circulae var. constガctum、 Eunotia pecti­

nalis var. minor、 Gomphonemaparvulum 、 Aulacoseira crassipunctata、 Tabellariajlocculosa、 陸生

珪藻B群 のEuno丘a praerupta が1 0 %前後産 出する 。

<M33杭〉

水生珪藻が優占する。 完形率は7 0 %以上 のも のが大半を占め、 化石 の保存が良い。 珪藻化石群集は、

試料番号2 1 ~1 6 、 試料番号1 3 、 試料番号10 、 試料番号 7 、 試料番号4 · 1 で違いが ある。

試料番号2 1 ~1 6 では、 貧塩不定性種 、 真十好アルカリ性種 、 流水不定性種 と兵十好止水性種 が多産

する。 Eunoがapectinalis var. minor.、 Gomphonemaparvulum、 Aulacoseira ⑰ibigua... A. italica., Ta・

bellaria flocculosa が1 0 %前後産出する 。 なお 、 試料番号1 9では流水性で中～下流性河川指標種 群 の
Achnanthes lanceolata、 Meridion circulae、 M. circulae var. constrictum が多産する 。

試料番号1 3 になる と 、 流水不定性種 が増加する。 Gomphonema parvulum が15 % と多産 し、 Euno・

tia pectinalis var. minor、 Navicula elginensis var. cuneata な どを伴う 。

試料番号10 は、 真 十好酸性種 、 真 ＋好止水性種 が増加する。 Tabellariajlocculosa が約30 %と多産し

て、 Cymbella silesiaca、 Eunotia arcus を伴う 。 試料番号7 では、 貧塩嫌塩性種 が増加する。 Tabellaria

jlocculosa が約35 % と 多産し 、 Eunoがapectinalis var. minor、 Gomphonema parvulum 、 Aulacoseira

italica を伴う 。

試料番号4 になる と、 貧塩不定性種 、 真好酸生種 、 真＋好止水性種 が優占する 。 Aulacoseira eras­
sipunctata が70 % と 優 占 し、 Tabellariajlocculosa を伴う 。 試料番号1 は貧塩嫌塩性種 、 流水不定性種

が増加する。 Aulacoseira crassipunctata、 Tabellaria flocculosa、 陸生珪藻B群 のEunotia praerupta 

var. curta が1 0 ~20 %産出する 。

<M37 杭〉

3 試料 と も水生珪藻が優占する 。 完形率は、 7 0 %以上 と 高い。 淡水生種 の生態生、 珪藻化石群集は、

試料番号6 · 4 、 試料番号1 で違いが見られる。

試料番号6 ·4 は、 淡水生種 の生態性が近似し貧塩不定性、 真 ＋ 好アルカ リ 性種 、 真＋好止水性種 腐
植弱酸が俊占する。 好アルカ リ 性で淡水浮遊性 のAulacoseira italica var. valida が30 ~40 % と 多産し、

水域の池塘 等に生育する Aulacoseira crassipunctata、 好止水性 のFragilaria construens fo. venterが約

1 5%前後 と 多産する 。
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V 自然科学的分析

試料番号 1 では、 真＋好酸性種が急増する 。 Aulacoseira italica var. validaが急減し、 Aulacoseira
crassipunctata が約35%、 好酸性で真止水性の Tabellariaflocculosa が30~40% と多産する。 こ れに付
随して 、 好止水性の Aulacoseira crenulata、 A. italica な ど を伴う 。

く023杭〉

珪藻化石は 、 試料番号 6 を除 く 4 試料 （試料番号 7 · 4 · 2 · 1 ) から産出する。 完形率は、 65%
以上と比較的に高い。 4 試料と も 陸生珪藻が多産して、 水生珪藻を上回 る こ と が特徴である 。 陸生珪
藻の中でも 耐乾性の高いA群の Navicula mutica、 陸域に も水域に も 生育す る 陸生珪藻B群の Euna­

tia praerupta var. curta である。 こ れ らの種類は、 層位的な変化が認められ、 上位に向かい前種が減少
して、 後種が増加す る。 水生珪藻では、 好酸性で真止水性の Tabellariaflocculosa、 Aulacoseira eras­
sipunctata が 5 ~10%産出する 。 また 、 試料番号 2 · 1 では、 好流水性で中～下流性河川指標種群の
Meガdion circulae var. canstガctum が低率ながら産出する 。

く027杭〉
全ての試料から珪藻化石が産出す る 。 完形率は、 約70%以上 と高い。 水生珪漢 と陸生珪藻と が混在

す る が水生珪藻のほ う が多い。 淡水生種の生態性は 、 全般的に貧塩不定性種が優占 し、 真＋好酸性種
と真＋好止水性種が上位に向かって増加する 。 なお 、 試料番号17 • 15では、 真十好流水性種が比較的
多い。 珪薔化石群集は、 試料番号17、 試料番号15、 試料番号13~ 4 、 試料番号 2 · 1 で異なる 。

試料番号17は、 中～下流性河川指標種群の Achnanthes lanceolata、 好酸性 ・ 流水不定性で沼沢湿地

付着生種群の Eunotia pectinalis var. minor、 流水不定性の Gomphonemaparvulum が多産する 。

試料番号15になる と引き続き Achnanthes lanceolata が約10%と 多産し、 流水不定性の Gomphonema
parvulum 、 陸生珪藻A群の Navicula contenta 、 N. mutica を伴う 。

試料番号13~ 4 は流水不定性の Eunotia pectinalis var. minor、 Gomphonemaparvulum が多産し、

好酸性で流水不定性の Eunotia subarcuatoides、 陸生珪藻B群の Pinnulaガa subc⑪ itata を伴う 。

試料番号 2 · 1 では、 腐植弱酸水域の池塘などに生育する Aulacoseira crassipunctata が多産して、

好止水性の Aulacoseira crenulata、 A. italica var. valida 、 好酸性で真止水性の Tabellariaflocculosa 
な ど を伴う 。

く035 杭〉
水生珪藻が優占する 。 完形率は 、 70%以上と化石の保存が良い。 珪藻化石群集 は、 試料番号24、 試

料番号20~11、 試料番号10 · 7 、 試料番号 4 、 試料番号 1 で違いが見 られる 。

試料番号24は 、 貧塩不定性、 真＋好アルカ リ性種、 真＋好流水性種が優占ある いは多産する 。 好流
水性で中～下流性河川指標種群の Achnanthes lanceolata、 好流水性の A. rostrata が10~15% と多産

し、 同 じ生態性の Cymbella sinuata、 流水不定性の Amp加ra pediculus を伴う 。

試料番号20~11は、 貧塩不定性、 真＋好酸性種とpH不定性種、 流水不定性種が優占ないし多産する。

Com炒onema parvulum が20~30% と 多産 し、 流水不定性で沼沢湿地付着生種群の Eunotia pectina­

tis var. minor を伴う 。

試料番号10 · 7 は、 真＋好止水性種が増加する。 Eunotiapectinalis var. minor、 Comp加nemapar­
vulum、 Aulacoseira crassipunctata、 A. italica var. valida が約10%産出する 。

試料番号 4 に な る と、 流水不定生種が増加す る 。 Gomphonema parvulum、 Meガdion circulae var. 
cons伍ctum、 Cymbella silesiaca、 Navicula mutica が 5 ~10% と産出する 。

試料番号 1 では、 兵十好酸性種、 真＋好止水性種が増加する 。 Aulacoseira era涵punctata が約30%
と多産し 、 Tabellariaflocculosa が10%検出 さ れる 。
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2
 

西地区の縄文時代以降の古環境変化 と土地利用 について

く 039杭〉
全般的に水生珪藻が優占するが、 試料番号 4 では陸生珪藻 も産出する 。 完形率は、 80%前後と化石

の保存が良い。 珪藻化石群集は、 試料ご と に異なる 。 試料番号10では、 流水不定性種、 真＋好アルカ
リ性種、 真＋好止水性種が擾占する 。 好止水性である Aulacoseira italica var. valida が多産し、 同 じ

生態性で好汚濁性種の Fragilaria construens fo. venter、 F. brevistriata 、 腐植酸性を呈した池塘等に
多 い Aulacoseira crassipunctata を伴う 。

試料番号 7 は真十好酸性種が増加する 。 Aulacosゅ:ra crassipunctata が増加して約20%出現する。 次
いで Aulacoseira crenulata、 A. iねlica var. valida、 Tabellaガaflocculosa が産出する 。

試料番号 4 になる と流水不定性種が優占する 。 Gomphonema parvulum、 Pinnularia mesolepta、 P.
pisciculus、 陸生珪藻の Navicula mutica、 Pinnularia schoenfeldぷ などが産出する 。

試料番号 1 は真十好酸性種、 真＋好止水性種が優占する 。 Aulacoseira crassipunctata が多産する 。

他に 、 Aulacoseira crenulata、 A. italica var. valida、 Tabellariaflocculosa が産出する 。

花粉分析
結果を表12~22、 固17~24に示す。 以下、 各地点 ご と に結果を記す。

b
 

表12 E 14杭 • E 17杭 • E 21杭 · E 25杭の花粉分析結果

種 類

木本
モ ミ 属
ト ウ ヒ 属

マツ属
クルミ属
クマシデ属 ーアサダ属
カバノキ属
ハンノキ属
プナ属
コナラ属コナラ亜屁ニレ属ーケヤキ属
キハダ厩
カエデ属
プ ドウ厩
ノ プ ドウ属
ウコギ科
イ ポ タ ノ キ属

草本花秒― ― - ------
イネ科 2 - - 2 1 1 4 1 1 ユ リ 科 1 - - - - - - - -
サナエタデ節ーウナギツカ ミ節 1 - - - - - - - 1 -
タデ属 ー ― - - - - - - 1 - -一 、ナア｀ノコ科 ー ― - - - - 1 - - - - - -カラマツソウ属 1 3 - - - - - - - - - - - -バラ科 ー 1 - - - - - - - - - - - -セ リ 科 — - 1 1 - - - - - - 2 - 2 - -
ツ リ ガネニンジン屈 ーホタルプク ロ属 — - - - - - 1 - - - - - - - -
ヨモギ属
キク亜科

3 9 4 - - 3 5 - 4 1 4 1 2 3 1  5 17 19 5 2 1 100 4 5 5 3 4 1 6 -
タンポポ亜科 ー ― - II -· - - - - ------ -------- -- - - - - -- --------- -- -- - - -- - - ------- - ----------- 3 -
不明花衿 1 

力配窃嘩字―____ __ _ _ 0 _ _  g _____ !l.___!_l__ __ Q_ _ _ _ _ _  Q _____�-- - - · 9  _ _ _ _ _  ].__ 0 I 0 - ニ_ _ _j_ ___ : _ _ _� ニ - -- �ごO 9 _ _ _ _ _ _  Q__ __ Q. 
他の胞子

百 計
木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類 ・ コケ類胞子•
総計 （不明を除く）
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自然科学的分析

<El4杭〉

検出される化石の保存状態は、 若干悪い。 木本花粉13種類、 草本花粉 9種類、 シダ類 ・ コ ケ類胞子

の合計23種類が検出される。 こ れ ら の中では 、 シダ類 ・ コ ケ類胞子が多 く 検出 さ れる傾向 に あ る 。

た 、 試料番号 6 でタ ンポポ亜科が、 試料番号 4 · 2 でキ ク亜科が比較的検出される 。

< E l7杭〉

検出 さ れ る化石の保存状態は若干悪い。 木本花粉 8 種類、 草本花粉 6 種類、 シ ダ類 ・ コ ケ類胞子の

合計15種類が検出 さ れる。 こ れ らの中では、 シダ類 ・ コ ケ類胞子が多 く 検出される傾向にある。 また 、

試料番号 5 でキ ク 亜科が多産する。

<E21杭〉

検出 さ れ る 化石の保存状態は、 若干悪い。 木本花粉 7種類、 草本花粉 7 種類、

の合計15種類が検出される程度である 。

<E25杭〉

検出される化石の保存状態 は、 若干悪い 。 木本花粉12種類、 草本花粉 4 種類、

の合計17種類が検出 さ れる 。 特にシダ類 ・ コ ケ類胞子は、 試料番号 1 で多産する。

ま

シダ類 ・ コ ケ類胞子

シ ダ類 ・ コ ケ類胞子

表13 G22杭 · G29杭 ． I 9 杭 ・ I 13杭の花粉分析結果

種 類
試料番号

G22杭
3 5 7

 

G29杭
2 4 6

 

19杭
3 5 7

 

!13抗
1 3 

木本
・ モ ミ 属

ト ウ ヒ属
マツ属単維管束亜属
マツ属 （不明）
クルミ属
ハンノキ属
コナラ属コナラ亜属
ニレ属ーケヤキ属
キハダ屈 - - - - -
カエデ属 — - - - l 
シナノキ属 — - - - - - - - -
ウコギ科 ― - - - l - - - l 
イ ボ タ ノ キ属 2 - - - 2 - - - 3 
ガマズミ 属近似種

草本花粉
· - - - - - - ----- - -― - - - - ______ L ____ : _____ : _ ____ : _____ー＿―-一:: _____ : _ _ ___ : _ _― :  � - ---=-- - - - - .::--�----ニ

イネ属 — - - - l 
他のイネ科 3 4 - - 3 
ヵ ャ ッ リ グサ科 1 - - - l 
サナエタデ節ーウナギツカミ節 1 - - - 2 
タデ属 — - - - - - - - 1 - -
カ ラ マ ツ ソ ウ属 2 - l - - - - - 1 3 3 
パラ科 — - - - - - - - - - -
マ メ 科 ― - - - - 1 - - - - 1 
セ リ 科 1 - - - - - - - - - - - - -
ヨモギ属 l 2 - - - l - - 3 - 7 l - 2 
キク亜科 2 3 l 9 4 l - 5 2 3 2 1 4 2 
タンポポ亜科 l - - - - - - - - - - - _ _ ______________ ______ : ____ニ----=--―ニ-二:____� ご - - - - - - . - =--- -�----!. 
不明花粉

シダ類 ・ コケ類胞子
- - - - - - - - - - -— -- - -- - - ― ___ : ____ _  :_―-ニ-―=---- -- �ご __ __ _: ー 一 ：― -一 !_ ― _ :_____ .:: _____ : ____� ニーー ニ

ミズゴケ属
他の胞子

ロ 計
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総計 （不明を除く）
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西地区の縄文時代以降の古現壊変化と土地利用について

<G22杭＞
検出される 化石の保存状態は、 若干悪い。 木本花粉 8 種類、 草本花粉 7 種類、 シダ類 ・ コ ケ類胞子

2種類の合計17種類が検出 される 。 これらの中では、 シダ類 ・ コ ケ類胞子が試料番号 1 で多産する 。

<G29杭〉
化石の保存状態は若干悪 く 、 木本花粉8種類、 草本花粉 7 種類、

が検出される 。 試料番号 1 でシ ダ類 ・ コ ケ類胞子が多 く 検出 さ れ、

シダ類 ・ コ ケ類胞子の合計16種類
ま た イ ネ属が 1 個体検出 さ れる 。

< I  9杭〉
検出される化石の保存状態は、 若干悪い。 木本花粉11種類、 草本花粉8種類、 シダ類 ・ コ ケ類胞子

の合計20種類が検出される 。 こ れ ら の中でシダ類 ・ コ ケ類胞子が多 く 検出 さ れる傾向にあ り 、 特に試
料番号 1 で多産する 。

< I 13杭〉
検出される 化石の保存状態は、 若干悪い。 木本花粉3種類、 草本花粉 5 種類、 シダ類 ・ コ ケ類胞子

の合計9種類が検出 される 程度である 。

<Kl3杭〉
検出される化石の保存状態は、 若干悪い。 木本花粉10種類、 草本花粉 5 種類、

の合計16種類が検出される 。 試料番号 1 で、 シダ類 ・ コ ケ類胞子が多 く 検出 さ れる 。

シダ類 ・ コ ケ類胞子

表14 K 13杭•M 9 杭 • M11杭 · M13杭の花粉分析結果

種 類

木本花粉
モ ミ 属
ト ウ ヒ 屈
マツ属単維管束亜属
マツ属 （不明）
クルミ属
ク マ シデ属ーアサダ属
ハシパミ属
ハンノキ属
コナラ属コナラ亜属
ニレ属ーケヤキ属
キハダ属
カエデ属 — - - - - -
シナノキ展 ー ― - I - I - - - -
ウコギ科 — - - 1 1 - - - - 1 
イ ポ タ ノ キ属 I - - - - - - - - - - - - -冦牽花薪―----- - - ----------------------------- - -- - ------------ - - - -- - ------------------------ - - ---------------------- - - -------- -
イネ属 — - - - 2 
他のイネ科 I I - - 22 
ヵャツリ グサ科 ― - - - -
アカザ科 — - - - 3 - - -
カラマツ ソ ウ属 ． — — - 1 - 1 2 1 - - - - - - -
パラ科 — - - - 2 - - - - - - - - - - -
セ リ 科 — - - - - - - - - - - - I - I -
ヨモギ属 2 3 I I 9 15 1 - 5 3 I I 3 - I I キク亜科 1 6 I 7 2 3 - - - 2 l 6 4 3 3 2 タ ンポポ亜科 I - I l _____ _ _ __ __________________ _ _______ _ __ _ _________________ : __ ___ : _____ : _____ .::, ___________ :_ら--- -= -- ---ご� ----=--- ---"し--—―:_ _ _ _  _!。一二．不明花粉 I I ―-- ----- ------- - --------- - - -------―________ _ _  : ー__: _____ : _____ :;-_____ .::, _____ : _____ : _____ : _ _ _ _ _  : _____ : ______ : ____� ご_____: _____こシダ類 ・ コ ケ類胞子
他の胞子

合 計
木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類 ・ コ ケ類胞子
総計 （不明を除 く ）

試料番遵：
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自然科学的分析

<M9杭〉

検出され る化 石の保存状態は 、 若干悪い。 木本花粉11種類、 草本花粉 7 種類、 シダ類・コ ケ類胞子

の合計1 9種類が検出される。 表15 E ラ イ ン東西セ ク シ ョ ンLoc.2 の花粉分析結果

これらの中では、 シダ類・コケ類

胞子が多 く 検出さ れる傾向にある。

ま た 、 試料番号 1 で は、 僅かである

がイ ネ属が検出され る 。

<Mll杭＞

検出される化石の保存状態は、 若

干悪い。 木本花粉 8 種類、 草本花粉

3 種類、 シダ類・コケ類胞子の合計

12 種類が検出される。 こ れらの中で

シダ類・コ ケ類胞子が多 く 検出

さ れる傾向にある。

<M1 3杭〉

検出される化石の保存状態は 、 若

干悪い。 木本花粉5 種類、 草本花粉

7 種類、 シダ類・コケ類胞子の合計

1 3種類が検出される 。 ま た 、 試料番

号1では、 イ ネ属が検出される。

<E ラ イ ン東西セク シ ョ ンLoc.2〉

6 試料とも 良好に花粉化石が検出

され る 。 木本花粉では、 ハ ン ノ キ

属・コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜属が多産し、

カバノキ属・ト ネ リ コ属などを伴う。

草本花粉の出現傾向は、 試料番号

10 、 試料番号 8 ~2 、 試料番号1で

異なる。 試料番号10 で は、 ガマ属・

イ ネ科・ヨモ ギ属などが検出される

が、 草本花粉の検出個体数が少ない。

試料番号 8 ~2 では、 上位に向かい

ミ ズバ シ ョ ウ属が増加し、 イ ネ科・

ヵ ャ ツ リグサ科・ ヨ モ ギ属などを僅

かに伴う。 試料番号1に な る と、

ズバシ ョ ウ属が減少し、 イ ネ科が増

は、

‘‘、

加する。

<E ライ ン東西セ ク シ ョ ンLoc.4〉

試料番号12 では、 花粉化石がほと

んど検出されない。 僅か に検出され

る化石も、 保存状態が悪い。

種 類
2
 

4―
 

6＿
 

8-
木本花粉

モ ミ 属 4 3 1 
ト ウ ヒ 属 7 3 3 
マツ属単維管束亜属 2 2 1 
マツ属 （不明） 4 5 3 
ス ギ属 1 5 3 
ヤナギ属 8 3 -
ク ル ミ 属 5 5 4 
クマシデ属 ーアサダ属 10 4 2 
ハシバミ属 1 2 -
カパノキ属 27 10 17 
ハンノキ属 88 229 323 
プナ属 3 2 7 
コナラ属コナラ亜属 89 128 145 
ニレ属ーケヤキ属 11  10 4 
カツラ属 I - -
キハダ属 — - 2 
ニシキギ属 ー · - -
カエデ属 2 5 1 
プドウ属 ー ー 一
ッタ属 ー 1 1 -
ノ プ ドウ属 ー 1 1 -
シナノキ属 — - - 1 - -
ウ コ ギ科 ー 3 4 - - 3 
ッツジ科 ― - 1 - - -
イ ポ タ ノ キ属 - - 1 1 - 1 
トネリ コ属 I 15 14 76 44 28 

ー立ヱぞ率邑近批穏― _ _ _ _ __ _ _ __ ____ _ _ _ __: _ _ __ _ _  : —-―――: _ _ ___ : _ __ _ _ _  : . .... ..3-. 
草本花粉

ミ ズバシ ョ ウ属 55 238 194 269 
ガマ属 — - 1 1 
サジオモダカ属 1 - - -
イネ科 145 11 22 17 
ヵ ャ ッ リ グサ科 47 21 53 10 
アヤメ科近似種 6 26 10 15 
ク ワ科 2 1 - -
サナエタデ節ー ウナギッカ ミ節 - 1 - 1 -
タデ属 l 1 - - 1 
アカザ科 — - - - 2 
カラマツソウ属 3 8 7 5 7 
キンポウゲ科 - - 2 1 2 
ユキノシタ科 2 4 - 5 2 
ワ レモ コ ウ属 — - 1 1 -
パラ科 9 4 4 7 4 
マメ科 ー 3 1 1 -
ミ ソハギ属 I - - - -
セ リ 科 6 4 I - 3 
ヤエムグラ属 ーアカネ属 2 - - - 2 
ヨモギ属 - 18 19 15 21 
キク亜科 13 - 3 2 5 
タンポポ亜科 1 5 病罪務―------ - - - ----万�---—すーサー示― T----f·

・ジーダ釘言刃顧字
―----------------- ------ --· 

他の胞子·c· 計
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E ラ イ ン東西セ ク シ ョ ンLoc.2の主要花粉化石群集の層位分布
出現率は、 木本花粉化石総数、 草本花粉 ・ 胞子は総数よ り 不明花粉を除 く 数

を基数 と して 百分率で算出 した 。 な お、 ●〇 は 1 %未満を 示す。
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自然科学的分析

表16 E ラ イ ン東西セ ク シ ョ ンLoc.4の花粉分析結果

種 類

木本花粉
モ ミ 属
ト ウ ヒ 属
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ノ プ ド ウ 属
シナノキ属
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他の胞子
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総計 （不明を除く）
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図18 E ラ イ ン東西セク シ ョ ンLoc.4の主要花粉化石群集の層位分布
出現率は、 木本花粉は 木本花粉化石総数、 草本花粉・胞子は総数 よ り 不明花粉を除 く 数 を基数と して百分率

で算出 した 。 な お、 ●〇 は 1 % 未満、 ＋ は木本花粉100個体未満の試料に つい て検出 し た種類を 示す。



V 自然科学的分析

木本花粉の出現傾向は 、 試料番号14と試料番号11~ 1 で異なる 。 試料番号14では 、 ハ ン ノ キ属が優
占 す る 。 この他、 ト ウ ヒ 属 ・ ク ルミ 属 ・ カ バ ノ キ 属 を僅かに伴う 。 試料番号11~ 1 にな る と 、 引 き 続

き ハ ン ノ キ属が多産す るが、 これに加え て コ ナ ラ亜属 も 多産する 。 この他、 ク ル ミ 属 ・ カバノ キ属 ・

ニレ属ーケヤキ属 ・ タ ウ コ ギ科 ・ ト ネ リ コ属な どが検出 される 。 また 、 試料番号11 · 10では 、 イ ポ タ

ノ キ属 も 伴う 。

草本花粉では 、 ミ ズバシ ョ ウ属 ・ イ ネ科 ・ カ ヤ ツ リ グサ科 ・ ヨモギ属などが検出 される 。 こ の う ち 、

ミ ズバ シ ョ ウ属は 、 試料番号n ・ 10、 試料番号 4 ~ 1 で多 く 検出 さ れる傾向にある 。 た だ し 、 全体的

に草本花粉の出現率が低率 である 。

< F38杭〉

木本花粉では 、 ハ ン ノ キ属 ・ コ ナ ラ 亜属が多産する。 こ の う ち 、 ハ ンノ キ属は試料番号17 · 14で出

現率が低下する 。 また 、 下部で多産す る ク ル ミ属が、 上位に向かい減少する 。 こ の他、 モ ミ 属 ・ ト ウ

ヒ 属 ・ マツ属が、 試料番号17 · 14で若干多 く 検出 さ れる。

草本花粉の 出現傾向は、 試料番号22~14と試料番号11~ 1 で異なる。 試料番号22~14では、 イ ネ科 ・

ヵ ャッ リ グサ科 ・ パ ラ 科 ・ ヨ モギ属が検出 さ れ る が、 全体的に 、 草本花粉の出現率が低率である 。 ま

た、 試料番号17 · 14ではシダ類胞子が多産 し、 また僅かであるがコ ケ ス ギ ラ ンも 検 出 さ れ る 。 試料番

号11~ 1 では ミ ズバシ ョ ウ属が多産し、 この他にイ ネ 科 ・ カヤ ツ リ グサ科 ・ ヨ モ ギ属が検出 さ れ る 。

こ の う ち 、 イ ネ科は試料番号 1 で多産する 。

<G33杭＞

木本花粉では 、 ハ ン ノ キ属 ・ コ ナ ラ 亜属が多産する 。 この他、 ク ル ミ 属 ・ カ バ ノ キ属 ・ ニレ属ーケ

ヤ キ属 ・ ト ネ リ コ属な どを伴う 。 こ れ ら の種類は層位的に変化す る も のが認め ら れ、 上位に向かいク

ル ミ 属が減少し 、 ト ネ リ コ属が増加傾向を示す 。 また 、 試料番号16ではモ ミ 属 ・ ト ウ ヒ 属 ・ マ ツ属な

ど も 比較的検出 さ れ る 。

草本花粉では 、 ミ ズバ シ ョ ウ属 ・ イ ネ科 ・ カ ヤツ リ グサ科 ・ ヨモギ属な どが検出 される 。 こ の う ち 、

ミ ズパシ ョ ウ属は上位に向かい増加する 。 また 、 シダ類 ・ コ ケ類胞子が上位に向かい減少する 。

<H 35杭〉

木本花粉の出現傾向は 、 試料番号12 と 試料番号10~ 1 で異 な る 。 試料番号12では、 ト ウ ヒ属が最も

高率に出現し、 次いでカバノキ属 ・ ハ ン ノ キ 属 ・ コ ナ ラ 亜属を伴う 。 試料番号10~ 1 に な る と 、 ト ウ

ヒ属がほ と ん ど検出されな く な り 、 ハ ン ノ キ属 ・ コ ナラ 亜属が多産する 。

草本花粉 ・ 胞子の出現傾向も 、 試料番号12と試料番号10~ 1 で異なる 。 試料番号12では、 シダ類 ・

コ ケ類胞子が多産し 、 コ ケ ス ギ ラ ン も僅かであるが検出 さ れる。 試料番号10~ 1 に な る と上位に向か

い シ ダ類 ・ コ ケ類胞子が減少し、 草本花粉の出現率が増加する 。 ミ ズバシ ョ ウ 属 ・ イ ネ 科 ・ カ ヤ ツ リ

グサ科 ・ ヨ モ ギ属な どが検出 さ れ る 。 これ らの中では ミ ズバ シ ョ ウ属が試料番号 5 で、 イ ネ科が試料

番号 1 で多産する 。 ま た、 試料番号 1 では僅かであ る が、 イ ネ属が検出 さ れ る 。

<H40杭〉

木本花粉の出現傾向は、 試料番号11 と 試料番号 9 ~ 1 で異なる 。 試料番号11では、 ハ ンノ キ属が最

も高率に出現し 、 次いでモ ミ 属 ・ ト ウ ヒ 属 ・ マ ツ属 ・ ク ル ミ 属 などが検出 さ れ る 。 試料番号 9 ~ 1 に

な る と 、 コ ナラ 亜属が増加し、 ハ ン ノ キ屈 と と も に多産する 。 ま た 、 試料番号 4 では ト ネ リ コ属が多

産する 。
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西地区の縄文時代以降の古環境変化と土地利用について

表17 F 38杭 • G 33杭の花粉分析結果

糧
試一 4l

 
7―
 

F:38杭
11 14 F 型 2_2 

G33杭
7 JO 11 11 昼

花
モ ミ 鳳
ト ウ ヒ 属
カラマツ属
マツ属単維管束亜属
マツ属複雑管束亜属
マツ属 （不明）
スギ属
ヤナギ属
クルミ属
クマシデ属ーアサダ属

ハシパミ属
カバノキ属
ハンノキ鳳
プナ属
コナラ属コナラ亜属
ニレ属ーケヤキ属
カツラ属
キハダ鳳
ニシキギ鳳
カエデ鳳
トチノキ属

プ ド ウ 属
ック属
ノ プ ドウ属
シナノキ属
ウコギ科
イポクノキ属
ト ネ リ コ 属

ガマズミ 属近似種丘品 ズラ鳳

ミズパシ9 ウ属
ガマ属
ヒルムシロ 鳳近似種
サジオモダカ属
イネ科
ヵャツリ グサ科
ユ リ 科
アヤメ科近似種
ク ワ 科
ギシギシ属
サナエクデ節ーウナギッ カ ミ 節
タデ鳳
アカザ科
ナデシコ科
カラマッソウ属
キンポウゲ科
アプラナ科
ユキノシク科
ワレモコウ鳳
パラ科
マメ科
セ リ 科
ミッガシワ属
ヤエムグラ鳳ーアカネ鳳
オミナエシ鳳
ツ リ ガネニンジン属ーホクルプクロ属
ツルニンジン属
ヨモギ属
キク亜科

；孟ぢ葺科
シダ類 ・ コ ケ類胞子

コケスギラン
他の飽子

合 計
木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類・ コケ類胞子

総計 （不明を除 く ）

-
5
-
_
-
4
1
-

4
-
1
6
1
1
1
3
-
2
1
1
-
-
2
-
1
2
1
2
-
—

 

1

2
1

 

4

1
 

2
-
―
―
-
3
2
2

23
4
2

22
57

1
15
29
-
3
-
_
-
2
-
_
-
3
2
15
-
―

 

2
5
-
1
-
1

6
-

16
1
1

20
11

5
14
5
-
l
-
1
-
2
-
―
-
5
-
7
-
―
 

ー

-
1
-
1
-
1

3
2
7
2
ー

12
53

3
27
lo
l
-
-
5
-
―
_
-
1
2
1

23
-

2
 

―
-
2
5
4
3
2
2
4
0
3
8
6
1
-
-
4
―
-
1
-
1
1
-
7
-
—

 

4
 

3
5
-

1

4

2
 

2

1
 

11
16

-
1
-

38
-
-

53
-
-
5

60
-

94
15
-
1
-
2
-
-
2
-
-
3
9
1
-
1

 

10
12
-
4
1

28
-
＿

17
8
-
8

68
-

99
30
-
2
-
3
-
_
＿
-
2
3
2
1
1
-

1
2
-
2
-
2
2
2
1
4
-
4

2
3
4
5
-
5
-
2
1
-
＿
-
1
4
1

川．
＿
＿

1

1
3

4
1
 

5

1

 

―
-
2
3
-
5
4
 1
0
 5-

5
3
9
6
1

1
-
―
―
-

3
1
-

2
-

1]
-

5
 

8
 

1

1
22

1
 

4
8
-
―
-
5
1

11
16
3
-

26
08

3
20
15
2
1
-
l
_
-
1
-
-
2
1

7
-

-
1
 

-
1
4
1

13
4
1

11
08

2
88
8
-
3
-
3
-
l
-
＿
-

2
2

59
 

1
-
―
―
―
-
1
1
4
4
-
4
2
1
9
6
 I
O
 
I
 I
―
-
―
―
-
l
-
3
 

9

2

4

2

l
 

ー

-
2
 -
7
1
2
1

9
2
6
9
1
3
-
―
―
-
7
-
1

6
5
8
 

10

28

5

1
 

2
1
-
―
-
4
4
-
8
3
 1
0
 2
1
6
4
-
5
-
4
-
1
 

2

2
0

1

1
 

I

I

 

27 
19 

-
1
6
3
4
 

l

l
 

-
4

4
-
7
5
-
1
-
―
―
-
l
_
-
2
3
 

6
 

-
6
-
＿
2
-

2

6

5
 

2
 

2
-
―
-

3
8
-
l
-
―
―
―
―
I
Q
 1
-
3
-
9
1

2
 

5

2

1

1
 

0
-
―
1
0
 7
-
5
-
―
-
2
-
-
7
-
＿
＿
-
2
-
6
-
―
―
―
-
4
2
2-3
 

2

2
1
 

_
＿
_
-
4
8
-
l
1
-
＿
＿
＿
1

3
l
-
8
-
0
1
l
-
―
―
_
-
5
-
―

_
1

 

5
 

_
-
7
1
-
l
l
―
―
-
1
-
6
1
-
5
1
3
-
2
-
―
―
―
-
4
1
-

-
3-

2
 

9
-

6

1
 

20 

―
1
0
 6
-
-
5
1
-
＿
_
＿
1
 

ー

―
-
2

38
-
1
-
1
2
-
＿
-
6

 

ー

29
-
1
-
9

11
2
2
 

-
1

2
-
-
8
1

 

-
―
-
9
2
-

-
2
 

ー

-
5
-
1
-
―
-
）
-
2
5
4
 

f
o
 

3

1

 

―
-

1
2
-
3
-
―
_
＿
-
5
-
―

-
3
 

2
 

-
3
-
6
 

_
_

 
＿
-
6
1
2
3
3
8
-

4
2
 

―
―
-
6
2
1-
5
 

ー

―
-
6
4
-

-
3
 

2

1

 

2
-
―
-
6
1
-
1

2
-

2
-
―
-
l

l
-
1
―
―
―
―
―
―
―
―
1
0
 9
:-
7
 

I

I

 

7
-
―
1
0
 8
1
―
―
-
3
4
-
-
7
1

1

1
-
5
_
1
-
-
2
1
1
2
2
3-
4
 

2

7

5
 

s
-
s
-
7

1
1
1
-
3
-
1
-
l

l
-
―
-
4
-
_
-
1
-
―
-
8
1
―

1
0
 

4

2
“

I

I

 

-
4
1
―
―
―
―
-

8
1
-
1
1
3
1
2
-
1
-
―
-
7
2
-

-
0
 

ー

2
―
―
-
3
3
 

1

2
1

1

1
 

2
 

o
l
_
-
9
8
1
1
1
-
＿
＿
―
-
4
-
＿
＿

1
2
2
3
-
_
1
1
-
4
1
-

-
7
 

3

1
1

1
 

―
-

3
2
7
-
-
1
1
-
-
4
2
-
3
2
6
1
3
-
2
-
―
-
6
4ーー。

2

1

 

2
-

3
 

3

3
4

1
 

2
 

60
-
＿
1

06
50
2
6
1
-
＿
1
2
-
1
-
―
―
-
6
2
7
-
1
-
―
-

28
1
-

-
3
 

2
 

164 

335 
375 

3 
164 
釘4

180 

459 
382 

10 
180 

1021 

45 

112 
200 

1 
45 

l_Q_l7 

88 

412 
141 

2 
88 

�I 

3 7 
1 146 1096 

3
9
5
 

4
3
 

11
15
 

函
87

6
-
―
-

8
58
-
―
―

 

2
 

312 
152 

10 
1103 
1567 

14 

317 
44 

1 
14 

375 

127 

512 
59 

3 
127 
698 

160 

472 
300 

10 
160 
9J2 

47 

456 
133 

3 
47 

包6

69 

374 
108 

5 
69 

551 

349 

587 
144 

10 
349 

1偲0

300 

339 
123 

13 
300 
161_ 

- -
674 1371 

629 
200 

4 
674 

l租3

471 
46 

7 
1371 
はl!8

- 158-



木本花粉 草本花粉 ・ 胞子
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2
 

西地区の縄文時代以降の古衷境変化 と土地利用について

表18 H35杭 • H40杭の花粉分析結果

種 類
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木木花粉 草本花粉 ・ 胞子
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図20 H35杭• H 40杭主要花粉化石群集の層位分布
出現率は、 木本花粉化石総数、 草本花粉 ・ 胞子は総数よ り 不明花粉を除 く 数

を基数 と して百分率で算出した。 なお、 ●〇は 1 %未満を示す。
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2 西地区の縄文時代以降の古現境変化と土地利用について

草本花粉の出現傾向は、 試料番号11~ 7 と 試料番号4 · 1 で異なる 。 試料番号11~ 7 では、 シダ類 ・
コ ケ類胞子が多産し、 草本花粉の出現率が低率である 。 試料番号4 · 1 にな る と 、 ミ ズバシ ョ ウ 属 ・
イ ネ 科 ・ カャ ッ リ グサ科 ・ ヨモギ属などが増加する 。

<K23杭〉
木本花粉では、 ハンノ キ属 ・ コ ナ ラ 亜属が多産し 、 ク ル ミ 属 ・ カバノ キ属 ・ ニレ属ーケヤキ属 ・ ト

ネ リ コ属などを伴う 。 ま た 、 試料番号15 · 14では、 モ ミ 属 ・ ト ウ ヒ属 ・ ク ル ミ 属などが、 やや多 く 検
出 さ れる傾向 に あ る 。

草本花粉では、 ミ ズバシ ョ ウ 属 ・ イ ネ 科 ・ カヤ ツ リ グサ科 ・ セ リ 科 ・ ヨ モ ギ属 な どが検出 さ れ る。

こ れらの中でミ ズバシ ョ ウ属は、 試料番号11~ 5 で多産する傾向 に あ る。 また 、 試料番号15 · 14では、

シダ類 ・ コ ケ類胞子が多産する。

(K27杭〉
木本花粉では、 ハ ン ノ キ 属 ・ コナ ラ亜属が多産し、 ク ル ミ 属 ・ カパノ キ 属 ・ ニ レ属ーケヤキ属 ・ ト

ネ リ コ属な どを伴う 。 これらの種類の中でク ル ミ 属は、 試料番号14 · 12でやや多 く 検出 さ れる傾向に
あ る。

草本花粉では 、 ミ ズパシ ョ ウ属 ・ イ ネ科 ・ カヤツ リ グサ科 ・ ヨ モギ属などが検出される 。 こ の う ち 、

ミ ズバシ ョ ウ属は上位に向かい減少する 。 ま た 、 試料番号 1 でイ ネ属が検出さ れる 。

〈M25杭〉
試料番号15 · 13では、 花粉化石がほ と ん ど検出されない 。 僅かに検出さ れる花粉化石も 、 保存状態

が悪い。 試料番号 8 ~ 1 の木本花粉の出現傾向は 、 あ ま り 変化しない。 木本花粉では、 ハ ン ノ キ属 ・
コ ナ ラ亜属が多産し 、 カバノ キ属 ・ ニレ属ーケヤキ属 ・ ト ネ リ コ属などを伴う 。

草本花粉では、 ミ ズパ シ ョ ウ属が多産す る が、 上位に向かい減少する 。 こ の他に 、 イ ネ科 ・ カヤツ
リ グサ科な どが検出 される 。

<M33杭〉
木本花粉では ク ル ミ 属 ・ ハ ン ノ キ属 ・ コナ ラ 亜属が多産し 、 カバノキ属 ・ ト ネ リ コ属な どを伴う 。

こ れ らの種類は層位的な変化 がみ ら れ、 上位に向かい ク ル ミ 属が減少し 、 コ ナ ラ 亜属が増加する 。 ま
た 、 試料番号21では、 キハダ属が多産する 。

草本花粉では、 試料番号13~ 4 で ミ ズパシ ョ ウ属がやや多 く 検出 さ れ、 ま た上部に向かいイ ネ科 ・
ヵ ャ ッ リ グサ科が増加傾向を示す。

<M37杭〉
木本花粉では、 ハン ノ キ属 ・ コ ナ ラ 亜属が多産し 、 ク ル ミ 属 ・ カバノ キ属 ・ ニレ属ーケヤキ属 ・ ト

ネ リ コ属な どを伴う 。

草本花粉では ミ ズバシ ョ ウ属が、 上位に向かい減少する 。 ま た 、 試料番号 1 では、 イ ネ科 ・ カヤ ツ
リ グサ科が増加し 、 イ ネ屈も僅かであるが検出される 。

く023杭〉
試料番号 7 · 6 では、 花粉化石が ほ と ん ど検出されない。 僅かに検出 される花粉化石も 、 保存状態

が悪い。 試料番号4 ~ 1 の木本花粉の出現傾向は大き な変化がな く 、 ハ ン ノ キ属 ・ コ ナ ラ 亜屈が多産
す る 。

草本花粉では、 イ ネ科 ・ カヤ ツ リ グサ科な どが僅かに検出される程度であ り 、 総花粉 ・ 胞子数に対
して草本花粉の 占める割合も低い。

- 162-



＞
 

自然科学的分析

表19 K 23杭 • K 27杭の花粉分析結果
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シ
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図21 K 23杭 • K 27杭の主要花粉化石群集の層位分布
出現率は 、 木本花粉化石総数、 草本花粉 ・ 胞子は総数 よ り 不明花粉を除く

数を基数と して 百分率で算出 し た。 な お、 ●〇は 1 %未満を示す。
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表20 M25杭 · M33杭の花粉分析結果

種 類
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モ ミ 属
ト ウ ヒ 属
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図21 M25杭 · M33杭の主要花粉化石群集の層位分布
出現率は、 木本花粉は木本花粉化石総数、 草本花粉 ・ 胞子は総数よ り 不明花粉を除 く 数を基数 と して百分率で鍔出 し た。

な お、 ●〇は 1 %未満、 ＋は木本花粉100個体未満の試料について検出 した種類を示す。



＞
 

自然科学的分析

表21 M37杭 • 023杭 • 027杭の花粉分析結果
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図23 M37杭 · 0 23杭 • 027杭の主要花粉化石群集の層位分布
出現率は 、 木本花粉は木本花粉化石総数、 草本花粉 ・ 胞子は総数よ り 不明花粉を除 く 数を基数 と して百分率で算出した。

なお 、 ●〇は 1 %未満、 ＋ は木本花粉100個体未満の試料につ いて検出した種類を示す。
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表22 035杭 · 039杭の花粉分析結果

種
試料番号 4＿
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図24 035杭 · 039杭の主要花粉化石群集の層位分布
出現率は、 木本花粉化石総数、 草本花粉 ・ 胞子は総数よ り 不明花粉を除 く 数を

基数 と して百分率で算出 した。 なお 、 ●0は 1 %未満を示す。



V 自然科学的分析

く02 7杭〉

試料番号1 5では、 花粉化石がほ と ん ど検出されない。 僅かに検出 さ れ る 花粉化石も 、 保存状態が悪

い。 木本花粉の出現傾向は 、 試料番号17 、 試料番号1 3 ~ 2 、 試料番号1 で異なる 。

試料番号17では、 ク ル ミ 属 ・ ハ ン ノ キ 属 ・ コ ナ ラ 亜属が多産する 。 試料番号13 ~ 2 では 、 ク ル ミ 属

の出現率が低下 して 、 コ ナ ラ 亜属が多産し、 次いでハンノ キ属が検出 さ れ る 。 また 、 試料番号13 では

ト ネ リ コ 属 も 多産する 。

試料番号 1 に な る と 、 コ ナラ亜属がほ と ん ど検出 さ れな く な り 、 ハ ン ノ キ属が最も高率に出現し 、

次いでカパノ キ属 ・ ニレ属ー ケ ヤ キ属 ・ ト ネ リ コ 属などが検出される 。

草本花粉の出現傾向は、 試料番号17~ 9 、 試料番号7 · 4 、 試料番号2 · I で異なる。 試料番号1 7

~ 9 では、 ミ ズバシ ョ ウ属 ・ イ ネ科 ・ カ ヤ ツ リ グサ科などが検出 さ れ る が、 全体的に草本花粉の出現

率が低率である。

試料番号7 ·4 に な る と ミ ズバ シ ョ ウ属が増加する 。 試料番号2 · 1 に な る と ミ ズバ シ ョ ウ属が減

少し 、 イ ネ 科 ・ カ ヤ ツ リ グサ科が増加する 。

く035 杭〉

木本花粉ではハン ノ キ属 ・ コ ナ ラ亜属が多産し、 ク ル ミ 属 ・ カバノ キ属 ・ ニレ属 ー ケヤキ属 ・ ト ネ

リ コ属な どを伴う 。 こ れ ら の種類の中で、 上位に向か い ク ル ミ 属が減少する 。 また 、 試料番号24 では、

モ ミ 属 ・ ト ウ ヒ 属 ・ マツ属が、 試料番号 1 でヤナギ属がやや多 く 検出 さ れ る 。

草本花粉では、 ミ ズバシ ョ ウ属 ・ イ ネ 科 ・ カ ヤ ツ リ グサ科 ・ ヨ モ ギ属な ど が検 出 さ れ る 。 これらの

種類は層位的な変化がみられ、 試料番号1 7~ 4 で ミ ズバ シ ョ ウ属が多産し、 試料番号1 でイ ネ 科 ・ カ

ャ ッ リ グサ科が増加する 。

く03 9杭〉

木本花粉では、 ハ ン ノ キ 属 ・ コ ナ ラ亜属が多産する 。 また 、 試料番号 4 で ト ウ ヒ 属 ・ マツ属などが、

試料番号 1 でヤナギ属が比較的多 く 検出 さ れ る 。

草本花粉では 、 試料番号7 で ミ ズバ シ ョ ウ属が多産し、 試料番号4 · 1 でイ ネ科 ・ カヤ ツ リ グサ科が

多産する 。 また 、 試料番号 4 では 、 イ ネ属が検出 さ れ、 その出現率も高い。

c 植物珪酸体分析

結果を表23 ~32 、 図25 ~35 に示す。 各試料からは植物珪酸体が検出され、 保存状態は良好である。 以

下に 、 各地点 ご と に結果を記す。

<El4杭〉

各試料では、 ク マ ザサ属を含むタ ケ亜科の産出が顕著である 。 この他、 ヨ シ属、 ウ シ ク サ族、 イ チ

ゴツ ナギ亜科な どが認め られる 。 こ れ ら の種類の中で ヨ シ属は 、 試料番号 1 で出現率が極めて低率で

あ る 。 また 、 試料番号 3 で ス ス キ属短細胞珪酸体の産出が目立つ 。

<El7杭〉

各試料では、 ク マ ザサ属を含むタ ケ亜科の産出が顕著である。 また 、 上位に向け て ヨ シ属が減少し 、

試料番号3 で ス ス キ属短細胞珪酸体の産出が目立つ。 なお、 試料番号1 で、 栽培植物であ る イ ネ属の

短細胞珪酸体がわずかに認め られる 。

<E21 杭〉

各試料では、 ク マザサ属を含むタ ケ亜科の産出が顕著である。 この他、 ヨ シ属、 ウ シ クサ族、 イ チ

ゴ ツナギ亜科な どが認め られる 。 こ の う ち 、 ヨ シ属は試料番号 6 か ら試料番号 5 にかけて増加するが、

試料番号3 ~ 1 に な る と減少する 。 また 、 試料番号5 ·3 で ス ス キ属短細胞珪酸体の産出が目立つ。
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西地区の縄文時代以降の古閑境変化 と土地利用について

表23 E 14杭 · E 17杭 · E 21杭 · E 25杭の植物珪酸体分析結果

種 類
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イネ科葉部短細胞珪酸体
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図25 E l峨 • E 17杭 • E 21杭 • E 25杭の植物珪酸体群集の層位分布
出現率は、 イ ネ科葉部短細胞珪酸体、 イ ネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数 と して百分率で

算出した 。 なお 、 0は 1 %未満の種類を示す。
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V 自然科学的分析

<E 25杭〉

各試料では、 クマザサ属を含むタ ケ亜科の産出が顕著である 。 ま た、 試料番号 4 · 3 では 、 ヨ シ属 ・

ス ス キ属短細胞珪酸体の産出が目立つ 。

<G22杭〉

各試料では、 ク マ ザサ属を含むタケ亜科の産出が目立つ。 この他、 ヨ シ属、 ウ シ ク サ族、 イ チゴ ツ

ナギ亜科などが認め ら れ る が、 試料番号5 · 3 で ヨ シ属、 試料番号1 で ス ス キ属 と イ チ ゴツナギ亜科

の短細胞珪酸体が増加する 。

<G29杭〉

各試料では 、 ク マ ザサ属を含むタケ亜科の産出が顕著である 。 この他、 ヨ シ属、 ウ シ ク サ族、 イ チ

ゴ ツ ナギ亜科な どが認め られ、 上位でヨ シ属が増加する 。

く I 9 杭＞

各試料では 、 ク マ ザサ属を含むタ ケ亜科の産出が顕著である 。 また 、 上位に向かいヨ シ属が減少す

る。 この他、 ウ シ ク サ族、 イ チゴ ツ ナギ亜科な ど も 認め られる 。

< I  13杭＞

両試料 と も 、 クマザサ属を含むタケ亜科の産出が顕著であ る 。 他に ヨ シ属、 ウ シ ク サ族、 イ チ ゴツ

ナギ亜科など も 認め られる 。 この内 、 ヨ シ属が上位で減少する 。

(Kl3杭〉

各試料では 、 ク マ ザサ属を含むタ ケ亜科の産出が顕著であ る 。 また 、 ヨ シ属、 ウ シ クサ族、 イ チ ゴ

ツナギ亜科な ど も認め ら れ る。 こ れ らの種類は、 上位に向け て タ ケ亜科が増加 し、 ヨ シ属が減少する 。

<M9杭〉

各試料では 、 ク マ ザサ属を含むタ ケ亜科の産出が顕著であ り 、 ヨ シ属、 ウ シ クサ族、 イ チ ゴツナギ

亜科な ど も認 め ら れる 。 こ れ らの種類は層位的に変化し 、 上位に向けてタ ケ亜科が増加し 、 ヨ シ属が

減少する 。 また 、 試料番号 2 では イ ネ属の短細胞珪酸体や稲籾殻に形成 さ れ る イ ネ属穎珪酸体、 試料

番号 1 でイ ネ属の短細胞珪酸体がわ ずかに認め ら れ る 。

<Mll杭〉

各試料では 、 ク マ ザサ屈を含むタ ケ亜科の産出が顕著で あ る 。 こ の他、 ヨ シ属、 ウ シ クサ族、 イ チ

ゴツナギ亜科などが認め ら れ る 。 ま た試料番号 6 でイ ネ属の短細胞珪酸体がわ ずか に認められる 。 屈

位的に見 る と 、 試料番号 5 で増加したヨ シ属が上位に向けて減少し 、 イ チ ゴツナギ亜科の短細胞珪酸

体が増加する。

<Ml3杭〉

各試料では 、 ク マ ザサ属を含むタ ケ亜科の産出が顕著である。 この他にも 、 ヨ シ属、 ウ シク サ族、

イ チ ゴツナギ亜科な ど も認め ら れ る 。

こ れ ら の種類は、 上位に向けてタ ケ亜科が増加し 、 ヨ シ属が減少する 。 ま た、 試料番号 1 では、 イ

ネ属の短細胞珪酸体や穎珪酸体がわ ずかであるが、 検出 さ れ る 。

< E ラ イ ン東西セ ク シ ョ ンLoc.2〉

試料番号 6 では、 機動細胞珪酸体の検出個体数が少ない 。 植物珪酸体の産状は層位的に変化し 、 試

料番号10~6 と 試料番号 4 ~1 で異なる 。

試料番号10 ~6 ではクマザサ属を含むタケ亜科やヨ シ属の産出が顕著である 。 これに対して試料番

号4 ~1 ではタ ケ亜科が減少し 、 ヨ シ属の産出が目立つ 。 また 、 ウ シ ク サ族、 イ チ ゴツナギ亜科など

も認め ら れ、 試料番号 8 でイ チ ゴツ ナギ亜科の産出 も 目立つ。
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表24 G 22杭 • G29杭 ・ I 9 杭 ・ I 13杭の植物珪酸体分析結果
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図26 G22杭 · G 29杭 ・ I 9 杭 ・ I 13杭の植物珪酸体群集の層位分布
出現率は、 イ ネ科葉部短細胞珪酸体、 イ ネ 科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数 と して百分率で

算出 した。 なお 、 ●〇は 1 %未満の種類を示す。
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表25 K 13杭 · M 9 杭 • Mll杭 · M13杭の植物珪酸体分析結果

種 類
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図27 K 13杭 • M 9 杭 • Mll杭 • M13杭の植物珪酸体群集の層位分布
出現率は 、 イ ネ科葉部短細胞珪酸体、 イ ネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数 と し て 百分率で算

出 し た。 なお 、0は 1 %未満の種類を示す。 ま た、 組織片の産状を検出個数に よ り ＋の記号で示す。
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表26 E ライ ン東西セク シ ョ ンの植物珪酸体分析結果

種 類
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図28 E ライ ン東西セ ク シ ョ ンLoe. 2の植物珪酸体群集の層位分布
出現率は 、 イ ネ科葉部短細胞珪酸体、 イ ネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数と して百分率で江出した。

なお、 0は 1 %未満の種類、 ＋はイネ科葉身機動細胞珪酸体で1 00個未満の試料で検出さ れた種類を示す。
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口
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口
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50 I鴎

図2 9
図 29 E ラ イ ン東西セ ク シ 9 ン Loe. 4 の植物珪酸体群集の層位分布

E ラ イ ン東西セ ク シ ョ ンLoe. 2の植物珪酸体群集の層位分布
出現率は、 イネ科葉部短細胞珪酸体、 イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数 と し て百分率で算出 した。

なお、 ●〇は1%未満の種類、 ＋ はイ ネ科葉身機動細胞珪酸体で1 0 0個未満の試料で検出された種類を示す。

<E ライン東西セクショ ンLoc. 4〉

試料番号 8 では、 機動細胞珪酸体の検出個体数が少ない。 植物珪酸体の産状は層位的に変化し、 試

料番号14、 試料番号12~10 、 試料番号 8 ~6 、 試料番号 4 、 試料番号2 · 1 で異なる。

試料番号14では ヨ シ属の産出が目立ち 、 イ チ ゴ ツ ナギ亜科が多産する。 試料番号12 ~1 0ではクマザ

サ属を含むタケ亜科の産出が顕著 と なる。

試料番号 8 ~6 では ヨ シ属が増加し て 、 タ ケ亜科とと も に 多産する。

僅かな増加傾向を示す。

試料番号4では、 ヨ シ属が極端に減少して 、 タケ亜科が減少する。 試料番号2 · 1に なると タケ亜

科が減少し、 再び ヨ シ属・ イ チ ゴ ツ ナ ギ亜科が増加する。

< F3 8 杭〉

試料番号22 では短細胞・機動細胞珪酸体 と も に、 試料番号2 0で は機動細胞珪酸体の検出個体数が少

ない。

植物珪酸体の産状は 、 層位的に変化する。 すなわち 、 試料番号22 ~ 7 ではクマザサ属を含むタケ亜

科の産出が顕著である。 試料番号4 · 1 になる と タケ亜科が減少し て、 ヨ シ属が増加する。 特に試料

番号1では 、 ヨ シ属の産出が目立つ。 この他、 ウ シクサ族、 イチゴツナギ亜科など も認められ、 試料

番号 4 ではイ チゴツナギ亜科の産出も目立つ。

<G33杭〉

全体的にみて、 クマザサ属を含むタ ケ亜科の産出が顕著である。 こ の他、 ヨ シ 属、 ウ シクサ族、 イ

チ ゴ ツ ナギ亜科が産出する。 こ れらの種類は層位的な変化がみられ、 試料番号 7 · 1 でヨ シ属が多産

し、 また試料番号16 · 1 0 · 1でイ チ ゴ ツ ナ ギ亜科の産出 も 目立つ。

ま た 、 イチゴツナギ亜科も 、
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表27 F 38杭 • G33杭の植物珪酸体分析結果
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図30 F 38杭 • G33杭の植物珪酸体群集の層位分布
出現率は、 イ ネ科葉部短細胞珪酸体、 イ ネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数 と して百分率で箕出した。

なお、 ●〇は 1 %未満の種類、 ＋はイ ネ科葉身機動細胞珪酸体で200個未満、 イ ネ科葉身機動細胞珪酸体で100
個未満の試料で検出 された種類を示す。 また 、 組織片の産状を検出個数によ り ＋の記号で示す。
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<H35杭〉
植物珪酸体の産状は、 試料番号12、 試料番号10~ 5 、 試料番号 1 で変化する 。 すなわち 、 試料番号

12ではクマザサ属を含むタケ亜科と ヨ シ属、 イ チ ゴツナギ亜科の産出が目立つ 。

試料番号10~ 5 で は ヨ シ属 ・ イ チ ゴ ツ ナ ギ亜科が減少し 、 タ ケ亜科が顕著である 。 試料番号 1 では
タ ケ 亜科がほ と ん ど検出 さ れな く な り 、 ヨ シ属の産出が目立つ 。

<H40杭〉
試料番号 4 では、 機動細胞珪酸体の検出個体数が少ない。 植物珪酸体の産状は、 試料番号11~ 4 と

試料番号 1 で異なる 。

試料番号11~ 4 では クマザサ属を含むタケ亜科が顕著で、 上位に向かい減少する 。 これにかわ り ヨ
シ属やイ チゴツ ナギ亜科が増加する 。 試料番号 l にな る と 、 ヨ シ属が優占する。

<K23杭〉
植物珪酸体の産状は、 試料番号15~ 5 と 試料番号 2 · 1 で異なる 。 試料番号15~ 5 では、 クマザサ

属を含むタ ケ亜科が顕著である 。 試料番号 2 · 1 では、 ヨ シ属の産出が目立つ。 この他、 ウ シ ク サ族、

イ チ ゴ ツ ナギ亜科 な ど も 認め られ る。

<K27杭〉
試料番号 5 では、 短細胞珪酸体の検出個体数が少ない。 植物珪酸体の産状は、 試料番号14~ 9 、 試

料番号 5 ~ 1 で変化する。

試料番号14~ 9 では、 ク マ ザサ属を含むタ ケ亜科の産出が顕著である。 試料番号 5 · 2 · 1 では ヨ
シ属の産出 も 目 立つ。 この他、 ウ シ ク サ族、 イ チ ゴ ツナギ亜科な ど も 認 め ら れる 。

<M25杭〉
試料番号15では、 短細胞珪酸体 ・ 機動細胞珪酸体と も に検出個体数が少ない。 植物珪酸体の産状は、

試料番号13~ 4 と試料番号 2 · 1 で異 な る。

試料番号13~ 4 では、 クマザサ属を含むタ ケ亜科が多産し 、 ヨ シ属 ・ イ チゴツナギ亜科を伴う程度

である 。 試料番号2 · 1 に な る と 、 タ ケ亜科が減少 し て ヨ シ属が優 占 す る 。

<M33杭〉
試料番号21 ・ 16 · 7 では、 機動細胞珪酸体の検出個体数が少ない。 また 、 試料番号1 3 � 10では、 短細

胞珪酸体 ・ 機動細胞珪酸体の検出個体数が少ない。

植物珪酸体の組成は 、 試料番号21~ 4 と 試料番号 1 で異なる 。 試料番号21~ 4 では、 検出個数の少
ない試料 も 見 られるが、 概 し て ク マ ザサ属を含むタケ亜科やヨ シ属の産出が顕著である 。 これに対し
て試料番号 1 では、 ヨ シ属が優占する 。

<M37杭〉
試料番号 6 では、 短細胞珪酸体 ・ 機動細胞珪酸体 と も 検出個体数が少ない。 ま た、 試料番号 4 · 1

では 、 機動細胞珪酸体の検出個体数が少ない 。

各試料か ら は、 ク マ ザサ属を含むタケ亜科や ヨ シ属、 ウ シ ク サ族、 イ チ ゴツナギ亜科などが認めら
れる 。 こ の う ち、 試料番号 4 でヨ シ属の短細胞珪酸体、 試料番号 1 でイ チ ゴツナギ亜科の短細胞珪酸
体が目立つ 。

く023杭〉
植物珪酸体の産状 は、 試料番号 7 ~ 4 と試料番号 2 · 1 で異 な る 。 すなわち 、 試料番号 7 ~ 4 では

ク マ ザサ属を含むタ ケ亜科が顕著であ り 、 僅かに ヨ シ属な どを伴う程度である 。 試料番号2 · 1 にな
る と タ ケ亜科が減少し、 ヨ シ属が最も高率に出現する。
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表28 H35杭 • H40杭の植物珪酸体分析結果

種 類
試料番号

イネ科葉部短細胞珪酸体
タケ亜科ク マザサ屈 ー 30 31 30 8 - 3 7 11 16 18  
タケ亜科 12 158 189 133 61 20 89 119 JOO 141 180 
ヨ シ属 183 35 33 14 37 296 40 110 67 25 26 
ウ シ ク サ族ス ス キ属 l 3 - 4 10 - 19 7 10 4 8 
イチ ゴツナギ亜科 l 4 12 14 Gl 14 45 60 35 15 7 
不明キビ型 7 9 15 21 5 28 22 14 14 8 
不 明 ヒ ゲシバ型 11 7 6 5 I 30 4 8 4 10 3 
不明ダンチク型
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H35杭 · H40杭の植物珪酸体群集の層位分布
出現率は、 イ ネ科葉部短細胞珪酸体、 イ ネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数と して百分率で算出した。

なお 、 ●〇は 1 %未満の種類、 ＋はイ ネ科葉身機動細胞珪酸体で100個未満の試料で検出 された種類を示す。
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表29 K23杭 · K 27杭の植物珪酸体分析結果

種 類
試料番号

イネ科葉部短細胞珪酸体
タケ亜科クマザサ屈 4 - - 12 16 17 8 3 - l 3 8 16 
タケ亜科 47 14 103 102 112 180 215 121 44 11 141 125 240 
ヨ シ属 359 209 47 50 47 37 39 89 201 50 30 15 20 
ウシクサ族ススキ屈 2 - 3 - 4 7 I l - 2 7 7 
イチゴツナギ亜科 49 32 26 13 22 23 21 4 5 5 12 18 28 
不明キピ型 12 6 25 6 3 9 12 7 4 9 7 16 12 
不明ヒ ゲシパ型 8 10  l 8 6 3 6 5 14 6 9 7 8 
究乳ダーとーを冬型---- -- ------ - -ィネ科棄身機動細胞珪酸森
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図32 K23杭 · K 27杭の植物珪酸体群集の層位分布
出現率は、 イ ネ科葉部短細胞珪酸体、 イ ネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数 と し て百分率で算出した 。

なお、 ●〇は1 %未満の種類、 ＋はイ ネ科葉身機動細胞珪酸体で2 00個未満の試料で検出された種類を示す。
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表30 M25杭 · M33杭の植物珪酸体分析結果

種 類

イネ科葉部短細胞珪:::
番号

タケ亜科ク マザサ属 3 2 11 9 68 34 3 2 2 - I 4 
タケ亜科

I 2 -
49 57 215 224 128 165 18 28 46 51 16 38 74 97 95 

ヨシ属 348 316 6 29 10 13 2 468 51 99 14 28 85 155 58 
ウシクサ族ススキ属 - I 2 - - 5 -
イチゴツナギ亜科

3 7 7 
10 20 4 12 3 I I II 18 39 I 

不明キピ型
4 16 44 28 

9 10 7 4 5 7 I 23 181 24 l 
不明ヒ ゲシパ型

3 13 20 16 

柔明ダンチク型
35- 20 14 23 22 14 - 83 39 33 - 4 I 5 26 9 
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図33 M25杭 · M33杭の植物珪酸体群集の層位分布
出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。 なお、●〇は1%未満の

種類、＋はイネ科葉身機動細胞珪酸体で200個未満、イネ科葉身機動細胞珪酸体で100個未満の試料で検出された種類を示す。
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表31 M37杭 • 0 23杭 • 027杭の植物珪酸体分析結果

種 類 M37杭
I 4 6

 オ葉蔀短細
タケ亜科クマザサ属 9 3 - 4 9 59 36 II  - - - - 7 5 I -

タケ亜科 30 32 15 55 40 137 163 181 5 6 21 8 42 36 4 37 
ヨシ属 21 117 18 164 178 26 14 10 226 201 12  11 14 3 3 29 
ウシクサ族ススキ属 ー 3 3 - - I I 3 3 3 - -

イ チ ゴツナギ亜科 186 79 14 13 10 - - 6 S I  1 4 - 4 
不明キピ型 41 10 3 3 4 12 8 7 5 1 I 2 2 I - 1 
不明ヒゲシバ型 13 6 7 32 16 26 10 11 14 29 4 2 21 9 - 14 

__'.f.! 明ダ之ー を之型＿ ――------ _ _ ______ _  _!� ー ー ー 一 揺_____J _ _ _ __ _ _  1― ___ L _ _  1L 』L_ _ _ _ _�_____ .?_ ___ ••• �.. . . .  .? ....... L ..... L ..... �..... J ....... I!. 
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図34 M37杭 • 02 3杭 · 02 7杭の植物珪酸体群集の層位分布
出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。 なお、●〇は 1%未満

の種類、＋はイネ科葉身機動細胞珪酸体で200個未満、イネ科葉身機動細胞珪酸体で100個未満の試料で検出された種類を示す。
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西地区の縄文時代以降の古環悦変化 と土地利用について

く027杭〉
試料番号17~13 · 7 ~ 4 では、 短細胞珪酸体 ・ 機動細胞珪酸体と も に検出個体数が少ない。

試料番号 9 では短細胞珪酸体、 試料番号 2 では機動細胞珪酸体の検出個体数が少ない。 概 し て、

ザサ属を含むタ ケ亜科の産出が顕著であるが、 試料番号 2 · 1 でヨ シ属の産出 も 目立つ 。

ま た 、

ク マ

表32 035杭 · 039杭の植物珪酸体分析結果

種 類

イネ科葉部短細胞
イネ族イネ属 — - - - - - - - - - 1 - -
タケ亜科クマザサ属 ー - 1 3 2 - 5 3 
タケ亜科

8 
2 3 14 9 19 30 3 1  32 68 12 62 50 104 

ヨシ属 216 38 118 71 100 10 30 5 97 283 161 64 42 
ウシクサ族ススキ属 2 6 4 
イチ ゴツナギ亜科 2 2 46 35 4 4 8 1 10 48 15 52 26 
不明キピ型 4 3 7 13 10 3 8 8 8 7 1 1  18 12 
不明ヒ ゲシパ型 3 
不門ダンチク型

5 16 9 9 1 6 4 38 18 12 23 9 
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図35 035杭 · 039杭の植物珪酸体群集の層位分布
出現率は、 イ ネ科葉部短細胞珪酸体、 イ ネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数と して百分率で算出した。 なお、 ＋はイ

ネ科葉身機動細胞珪酸体で200個未満、 イ ネ科葉身機動細胞珪酸体で100個未満の試料で検出された種類を示す。
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く03 5杭〉

試料番号2 0~1 0 · 4 では、 短細胞珪酸体 ・ 機動細胞珪酸体と も に検出個体数が少ない。 ま た、 試料

番号 7 も 機動細胞珪酸体の検出個体数が少ない。 こ の よ う に、 概して植物珪酸体の産出が悪いが、 試

料番号24~14では、 ク マ ザサ属を含むタケ亜科、 ヨ シ属が多産する 。 試料番号11~ 1 で は 、 ヨ シ 属の

産出が目立つ 。 ま た 、 試料番号10 · 7 では、 イチゴツナギ亜科の産出が目立つ。

く 039杭〉

試料番号 7 では、 機動細胞珪酸体の研修個体数が少ない。 植物珪酸体の産状は、 試料番号10 · 7 と

試料番号 4 · 1 で異なる。 試料番号10 · 7 で は 、 ク マ ザサ属を含むタケ亜科や ヨ シ属、 イ チ ゴ ツ ナ ギ

亜科の産出が顕著である 。 試料番号4 · 1 では 、 ヨ シ 属の産出が目立つ。 なお 、 試料番号4 では、 イ

ネ属の短細胞珪酸体がわずかに認め ら れ る 。

d 種実遺体同定

結果を表33 に示す 。 木本類が少な く 、 全体的に単調な組成である。 また、 ほとんど検出されない試

料もい く つか存在する 。 以下に、 検出された種類の形態的特徴について記す。

・ マ タ タ ビ属 (Actinidia sp.) マ タ タ ビ科

種子が検出 される。黒色。 側面観は長楕円形。 大 き さ は 2 mm程度。 表面は硬質で光沢があ り 、 丸い

へこ みが樹脂道不規則に配列している よ う に見 え る 。 網目は基部の付近で細 か く 縦長になる。

・ タ ラ ノ キ (Aralia elata ( Miq) Seem ann) ウ コ ギ科

核が検出さ れる。 茶褐色で側面観は半円形、 上面観は卵形。 長 さ 2 mm程度。 核はやや厚 く 硬い。 核

の表面には、 不規則な瘤状突起がある。

表33 種実遺体同定結果

目 豆本3
工 力
ノ ヤ

マ コ ツ ホ ギ ナ
試 夕 夕 二 口 リ 夕 シ ア デ
料 夕 ラ ワ イ グ グ ス Jレ ギ 力 シ ナ
番 ビ ノ 卜 ネ サ サ ゲ イ シ ザ コ ス 不

地点 号 属 キ コ 科 属 科 属 属 属 科 科 科
El4 1 
E21 1 
E25 1 1 
G29 1 
19杭 l 1 

3 
M9杭 l 19 5 1 I 5 l l 4 

2 
Ml3杭 l 

3 
Eライ ン東西セ ク シ ョ ンLoe. 2 1 1 27 1 

2 23 3 
4 l 2 7 l 
6 13 l 1 
8 16 

10 3 8 2 
F38杭 l 22 
K23杭 1 1 5 

2 1 
M33杭 1 8 
023杭 1 2 

2 4 2 
035杭 1 18 
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・ ニ ワ ト コ (Sambucus rasemosa L. subsp. sieboldiana (Miquel) Hara) ス イ カ ズ ラ 科

種子が検出 される 。 黒色 。 長楕円形で、 大きさ は 2 mm程度。 下側に謄があ り 、 表面に は、 横軸に平

行なしわ状の模様が存在する 。

・ エ ノ コ ログサ属 (Setaria sp. ) イ ネ科

穎が検出される 。 淡褐色 、 半球状で大きさ 3 mm程度。 表面には、 縦長の細胞が密に配列する 。 柔ら

か く て弾力があ り 、 薄い。

・ イ ネ科 (Gramineae sp. ) 

穎が検出される 。 淡褐色 、 長楕円形で大きさ 2 mm程度。 表面はやや平滑。 柔らか く て薄 く 、 弾力が

ある 。

・ スゲ属 (Carex sp.) カ ヤ ツ リグサ科

果実が検出され る。 大きさ は 1 mm程度で 3 稜があ り 、 褐色 。 表面は薄 く て 柔らか く 、 弾力がある 。

・ ホ タルイ属 (Scirpus sp. )  カ ヤ ツ リ グサ科

果実が検出 される 。 黒色 。 堅 く 光沢がある 。 大きさ は 2 mm程度。 偏平で背面が高く 、 稜になってい

る。 腹面は平らである 。 片凸レ ンズ状の広倒卵形。 先端部はとがり 、 基部は せ ば ま っ て 「へそ」 があ

る。 表面には細かい凹凸があり 、 横軸方向に 平行な横しわがあ るように見える。

・ カ ヤ ツ リ グサ科 (Cyperaceae sp. ) 

果実が検出 される 。 黒褐色で楕円形、 広倒卵形で、 褐色 。 大きさ は 2 mm程度。 表面は薄 く て堅 く 、

ややざらつ く 。 先端がやや尖る 。

・ ギシギシ属 (Rumex sp.) タデ科

果実が検出される 。 花被に包まれた個体は 、 大きさ3 mm程度。 外花被は小さいが、 内花被は大きく

薄い翼状 に な る 。 内花被の中筋は、 こぶ状にふ く れ る 。

・ ア カザ科 (Chenopodiaceae sp.) 

種子が検出される。 黒色。 側面観は円形で、 上面観は凸レンズ形を呈している 。 大きさ は 1 mm程度。

側面に 「へそ」 がある 。 表面には 、 細胞が亀甲状に配列している 構造がみられる 。

・ ナ デ シ コ 科 (Caryvphyllaceae sp. ) 

種子が検出され る 。 黒色で、 大きさ は 1 mm程度。 表面に は、 荒い突起が密に配列して いる 。

・ ナス科 (Solanaceae sp. ) 

種子が検出された 。 腎臓形で、 側面の く びれた部分に 「へそ」 があり 、 表面には、
「へそ」 を中心と

して 同心円状に網目模様が発達す る。 大きさは1. 5mm程度。 褐色 。 表面は柔らかい。

(4) 考察

こ こ では 、 珪藻化石、 花粉化石、 植物珪酸体、 種実遺体の産状をもとに、 台地部と低湿部の古環境

について若干の考察を行う。

a 堆積環境の変化

・台地部

I B' 層 · I B層では 、 各地点とも陸生珪藻が優占する群集が得られた。 ま た 、 II B 層 • II B下層

では、 化石の少ない地点がほとんどであったが、 陸生珪藻に限定される傾向がある 。 こ れ よ り 、 台地

部に堆積し た I B' 層~ I I B 下層の堆積環境は、 陸上の好気的現境で堆積した ことが推定され る。 こ

のような堆積環境であ っ た た め に 、 花粉化石や種実遺体は堆積物中で分解 ・ 消失した可能性がある 。

ま た 、 植物珪酸体の産状をみると、 ク マ ザサ属を含むタケ亜科の産出が顕著であ る こ と から、 台地上
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な どは ク マザサ属な どのササ類が繁茂していた可能性がある 。 この他、 ス ス キ属、 イ チ ゴツナギ亜科

な ど も生育していた と考え られる。 なお 、 I 9 杭、 1 13杭、 Kl3杭、 M 9 杭、 Mll杭、 Ml3mでは、 11

B 層 お よ び I B層下部でヨ シ属珪酸体が多 く 検出される傾向にある 。 II B 唇 お よ び I B層下部が堆積

した頃、 ヨ シ属が先に示した地点の付近に生育していた と 考 え ら れる 。

なお 、 耕作土 と さ れる M 9 杭の最上部では 、 好塩性種や富栄養種の水生珪藻が多産する 。 これよ り 、

富栄養な水域環境下で水成堆積 し た こ と が推定される 。 ま た 、 草本類を主体 と す る種実遺体が得 ら れ

た 。 こ れ ら の種実遺体は、 イ ネ科、 エ ノ コ ロ グサ属、 ギシギシ属、 アカザ科など、 人里や田畑 な ど に

普通に み ら れる 、 いわゆる 「人里植物」 である 。 現在の耕作土である こ と か ら 、 周囲に現在生育 し て

いる植物に由来するのであ ろ う 。

・ 低湿部

II B 陪 に お け る 珪藻化石群集は 、 主に弱酸性を呈した貧栄養の水域に 一般的な腐植酸性水域に生育

する種群が優占する 。 た だ し、 多 く の地点で層位に よ り 流水性種を伴う 。 こ れ よ り 、 11B層堆積時、

低湿部は貧栄養な沼沢地～湿地であったが、 多少流れ込みの影響を受けていた と 考 え られる 。 特に、

F38杭II B層上部およ び035杭最下部では、 流水性種の割合が高 く 、 しかも 中～下流性河川指標種の

多 く 検出 さ れる こ と か ら、 流水域であっ た可能性がある 。 また 、 023杭で陸生珪涵が多産する こ と か

ら 、 湿原内でも高い場所は しばしば乾い く こ と も あ っ た と 考 え ら れ る 。

I B層で も弱酸性を呈 した貧栄養の水域に 一般的な腐植酸性水域に生育す る種群が多産す る が、 上

位に向かい池や沼など安定 した水域に認 め ら れる 止水性種が増加する傾向を示す 。 こ れ よ り 、 本層準

が堆積 した頃にな る と 、 低湿部は貧栄蓑の腐食酸性水で満た さ れ、 池塘の よ う に安定した水域が存在

していた と 考 え ら れる 。 こ の よ う な環境の中でミ ズバ シ ョ ウ属な どが分布拡大した と み られる 。 ま た、

023杭付近では引 き 続 き 乾いた環境が続いていた と 考 え られる 。

O B陪では流水不定性種 ・ 止水性種と と も に 陸生珪藻が随伴 さ れ る 。 II B 層 · I B 層 と 乾いた環境

であった 023杭も種類構成が変化す る も のの 、 陸生珪藻が多産する 。 これよ り 、 周辺は再び湿地ある

い は湿原の よ う な水域現境へと変化し、 場所に よ り 乾 く 場所も存在していた と 考 え られる 。

b 古植生の変化

木本花粉の出現傾向を み る と 、 H35杭IT B 層で ト ウ ヒ 属が多産するが、 こ れは二次堆積に よ る も の

と考え られる 。 基本的にII B層お よ び I B層では 、 コ ナ ラ 亜属が多産する 。 また 、 本遺跡で既に得ら

れている花粉化石群集 も 同様 に コ ナ ラ亜属が多産す る （パリ ノ ・ サ ー ヴ ェ イ 株式会社， 1998) 。 また 、

塚田 ・ 中村 (1988) は、 晩氷期末期から落葉広葉樹林が発達し は じ め た と述べている。 後背地 に は コ

ナラ亜属などを中心 と した冷温帯性の落葉広葉樹林のよ う な景観が広がっていた と 思われる 。 また 、

林縁部な どには 、 マ タ タ ビ属、 タ ラ ノ キ 、 プ ド ウ属、 ッ タ 属、 ノ プ ド ウ属、 イ ポ タ ノ キ属 と い った種

類が生育 していた と想定される 。 と こ ろでII B層では 、 ハ ン ノ キ属が多産する 。 ハ ン ノ キ属は、 湿地

林を形成す る種類を含む分類群である 。 極めて多 く 出現す る こ と か ら み て も 、 付近にハ ン ノ キ 湿地林

が存在していた と 考 え ら れる 。 この他、 ク ル ミ 属 も 多 く 検出 さ れる傾向 に あ り 、 特に F38杭お よ び0

27杭で極めて多 く 検出 さ れる 。 M33杭でキハダ属が多産する 。 こ の よ う な花粉化石の産状は、 調査地

点の近傍に母植物が生育していた こ と を反映して い る と 思われる 。 したがって 、 こ れ ら の種類も河道

周辺な ど低地部に生育していた と 思われる 。 一方、 草本類と し て は、 ミ ズパシ ョ ウ属、 ササ類 ・ ヨ シ
属 ・ イ チゴツナギ亜科な どのイネ科、 スゲ属などのカ ヤ ツ リ グサ科、 キ ンポウゲ科、 ヨモギ属、 ミ ズ

ゴケ属の仲間などが生育していた と思われる 。 こ の よ う な植物を母材 と して泥炭が形成 さ れ た と 考 え

られる 。
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I B 層になると 、 後背地の植生に大きな変化がなかったと みられる。 すなわち 、 コ ナ ラ亜属などの

落葉広葉樹を中心と し た植生が続いていた。 一方、 低地部で も 引 き 続 き ハン ノ キ 湿地林が存在してい

たが、 クル ミ 属やキハダ属などが姿を消した と みられる。 ただし、 H40杭や027杭などにみられるよ

うに ト ネ リ コ 属が多産することから、 低地には ト ネ リ コ 属が分布していたと推定される。 ま た 、 当該

期になると草本植生が変化 し、 ミ ズバシ ョ ウ 属が増加 し、 I B屈上部~ O B陪頃になると ヨ シ 属が増

加した と 考えられる。

と こ ろ で、 台地部のEl7杭 I B 層 · M 9 杭 I B層および耕作土 · Mll杭II B 層 · Ml3 杭 I B' 層、

低湿部のH35杭O B 層 · K2 7杭O B 層 · M3 7杭I B層・ 03 9杭のI B層では 、 栽培植物のイネ属に由来

する植物化石が検出されている。

し か し 、 その出現率が低率であり 、 ま た イ ネ 属機動細胞が検出されていない。 こ れ よ り 、 こ こ で検

出されたイ ネ属珪酸体は他からの流れ込みによると考えられる 。 したがって、 当時、 集水域内で稲作

が行われていた可能性があるが、 本遺跡内が生産域として利用されていたとは断定で き な い。
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VI 成果 と 問題点

3 か 年にわたる発掘調査の内容については、 1998年 3 月 以来、 順次報告してきた。 そ して発掘で得

られた事柄から派生す る諸種の論点については、 「自然科学的分析」 と 「成果と 問題点」 の表題のもと

署名原稿のかたち で公表してきた 。 今回も こ れ ま でと同 じ よ うに、 「成果と問題点」 の項目を設けユカ

ン ボ シ C15遺跡の調査から得られた諸問題について記して お く 。

1 遺跡の形成と水位の変動

(1) はじめに

ユ カ ンポ シ C l5遺跡は、 旧石器時代 （略 2 万年前） 以降、 繰 り 返し人間の生活の場 と な ったと こ ろ

である 。 発掘調査した遺構、 遺物から判断して縄文時代早期以降において川 、 沼の水位が変化した事

が明らか になっている 。 こ こ では遺跡の形成がど のようになされたかを、 オサツ川・オサツ沼周辺の

遺跡を含めて通時代的に見ておきたい。 これによ っ て、 湿地をなしていた オ サ ツ 川 ・ オ サ ツ 沼付近の

水位の変化、 環境の変化などが、 考古学的な時間軸に基づいて 、 明らかにしてい け る であ ろう。 そ れ

は、 相対的な水面の上下変動はどのようなものであった かを説明しよ うという試みでもある 。

(2) ユカンポシC 15遺跡

ユカ ンボシ C15遺跡は東西の長さ300m程の範囲である 。 水陸の交接する と こ ろ で、 標高は5 ~10m。

·1 996年、 1 997年、 1 998 年の3 か年にわたる発掘調査の結果、 東地区と西地区との間には流路の地形が横

切っ て低湿部をなしており 、 さ らに東西の地区は別の地形単位と して理解で き る こ とになった（図 I

- 2 •  3 、 図VI-1)。 この流路地形は自然河川 としてのユカンボシ川である 。 古 く 縄文時代以来の流

れであったが、 農耕地拡大に伴って流路が変更された結果、 現在では 「古ユカンボシ」 あるいは 「旧

ユ カ ン ポ シ」 と称している 。

西地区の範囲は、 概略東西の長 さ170 m、 南北の幅8 0mほどである（図 I - 3 )。 調査区の西半に幅

20mほどの西から東に向かう低湿部がある 。 これは縄文時代以来の 「古ユカンボシ」 の流路であり 、 調

査区のなかほどで蛇行している。 屈曲 の痕跡は流路の変化を示し、 低湿部の拡大、 縮小を暗示する も

のである 。 流路の変化が、 遣跡の立地に影響 を及ぼしたと推測できる 。

(3) ユカンポシC 15遺跡における地形と水位

発掘調査で得 られた土器や石器等の遺物、 住居跡や墓壊、 焼土などの遺構の残存状況をもとに 、 ユ

カンポシC l5遺跡の地形と水位の様子をみていく 。

a 旧石器時代

二つの時期の資料がある。 ひ と つは恵庭降下火山灰 ( En -P) よりも上の細石器文化層に属するもの

であ り 、 もうひ とつは恵庭降下火山灰よ り も下のものである 。 恵庭降下火山灰は約1. 8万年前の堆積物

であ り 、 その厚さは 2 ~ 3 mほ どである。 恵庭降下火山灰よ り も 下から出土した資料は、 標高 5 ~6 m

あた り にあ っ た 略2 万年前の黒曜石の石器である 。 炭化物集中も検出されていて生活の場であった事

は確かであるが、 発掘範囲がご く 狭いので、 地形の詳細は明らかでない。 寒冷期のグイ マ ツ 純林を推

定できる埋没樹林が検出 されてお り 、 樹木が更新し、 生育しうる安定的な環境であったこ とがわかる。

恵庭降下火山灰よ り も 上の資料は 、 略 l 万年前の石器群であり 、 標高 8 m よ り も 高い と こ ろにある。

焼土が検出されているが、 後世の地表面攪乱が著しい場所である 。 地形は恵庭降下火山灰の堆稜 に よ

って、 西が高 く て東に低い (1 00 0mにつ き 6 m程度）緩やかな 平坦面であったとみなされる。 旧ユカ ン
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1 造跡の形成と水位の変動

ボシ川のも と になる川谷地形があ っ た と 考えられるが、 発掘では明瞭な流路などを確認するには至ら

なかった 。

b 縄文時代前半 ( 7 0 0 0~4 0 0 0年前。 早期、 前期、 中期）

縄文時代前半は早期、 前期、 中期である。 早期、 前期の遺構は見当たらない。 早期、 前期の土器、

石器 は少量で散在的であるが 、 台地部のみならず低湿部で も 出土している。 中期の住居跡、 土塙は台

地平坦部8.0~8. 5mにある。 中期の土器、 石器は住居跡の近辺に多いが、 標高6.0 ~7.0 mの低湿部から

も出土している。 8 .0 mよ り も高い台地部は勿論の こ と、 低湿部と 呼んでいる と こ ろであっても、 滞水

状態ではな か っ た よ う である。

c 縄文時代後半 ( 400 0~2000 年前。 後期、 晩期）

縄文時代後半は後期、 晩期である。 後期、 晩期の住居跡、 土壊は多 く はないが、 台地平坦部 8 . 0~

8. 5mにある。 後期、 晩期の土器、 石器は台地部のみならず、 標高6 . 0~7.0 m の低湿部 か ら も出土して

いる。 したがって 、 低湿部 と呼んでいる と こ ろでも、 滞水状態ではなかったよう である。

d 続縄文時代 ( 2 0 0 0~13 0 0年前）

住居跡はな く 、 土器、 石器など も ご く 微量であり 、 水位の変動について遺構、 遺物の分布状態から

判断する資料はない。 ただひとつ土塙墓とみ なされるものが、 低湿部の標高7. 5m付近にある 。 この土

塙の底部は標高7. lm ま で達している事から判断すると、 水位は7 . 0m よ り も低いとこ ろにあった と み な

せよ う 。

e 擦文文化期 ( 13 0 0~8 0 0年前）

住居跡 、 土坑墓などの遺構が、 標高8.0 m よ り も高いと こ ろ に検出されている。 白頭山一苫小牧火山

灰 ( B-Tm、 10 世紀中頃の降下） が良く 残っているの は低湿部の7. 4m程の高さであ り 、 この火山灰は

上下を草本の泥炭に挟まれ てほぼ水平に堆積している。 白頭山一苫小牧火山灰よりも 下には木本が密

集している層がある。 こ の時期低湿部には樹木が繁茂し、 直径 0. 7 m に達する大木が育っていたよ う で

ある。 倒木後にキ ノ コ が生育していた様子 も認められており 、 水位がはるかに低いとこ ろにあったこ

とを物語っている。

こ の時期の終末に近い頃と判定される住居跡が、 低湿部に接する位置の標高8.0mに検出されている。

こ の こ とから判断すると水位は10 世紀の頃には7.4m以下にあり 、 12世紀であっても8. 0mには達してい

ない。

f アイヌ文化期 ( 8 0 0年前以降）

住居跡、 土坑墓、 柱穴列などが多 く 見つかるのは、 台地部の楔高 8 . 5mよ り も 高いとこ ろである。 し

かし、 この時期の遺構、 遺物のなかには低湿部から検出 さ れ る ものもあるが、 それらは低湿部ゆえに

残された遺構、 遣物である 。 低湿部は水位の上昇に伴って滞水状態であったのである。

173 9年夏に降った樽前a 火山灰 ( Ta-a) は、 ユカンポシ C15遺跡では3 0~ 40cmの厚さ で堆積してお

り、 凹地では60 cm程の と こ ろもある。 この樽前a火山灰の降下直前の地形を見ると、 標高は 台 地部で

は8.4~ 9.0m、 低湿部では7. 4~7.6m となっている。 草本の泥炭がほぼ水平に堆積している低湿部 ( I

B l 層） は水の流れは穏やかであり 、 停滞水域であ った。 現地性の樹木がほとんど認められ ない こ と

は、 低湿部が渇水期にも陸化するこ とは な く 、 木本の生育には適さない環境だったよう である。 台地

部に人間の生活の場がある こと と低湿部と の標高差から推定すると17世紀、 18 世紀前半の水位は 、 8. 0 

m 土0 . 5mほどであろ う 。 停滞した水の 深さは、 大き く 見て も l mである。

こ れ に 近似する水位の川 、 沼の状態は白頭山一苫小牧火山灰が降下した10世紀以降には始まってい

た。 縄文時代以降、 ユ カンボシ川の水路は西地区を横切っていたのであり 、 多量の木製遣物の残存、
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とりわけ舟に関連する遺物が、 擦文文化期 と ア イ ヌ 文化期 ( I B 4 層、 I B 3 層、 I B 2 層、 I B 1 

層） のみにみられ る こ とと整合的である 。

それでは樽前a 火山灰が降った後は どのようであったのか。 降下火山灰により、 台地部も 、 低湿部

もほぽ40 cmの厚さで地表面が高く なった。 が、 低湿部はも とより低平な地であり、 停滞水域である こ

とに変わりなかった。 20世紀前半の地形図に表現されているよう に水路はい く ぶん東側に移ったが、

水の流れは穏やかな ま ま である。 ．

19世紀の諸記録、 20世紀前半の地形図な ど と 低湿部との楔高差か ら推定す る と18世紀後半、 19t牡已の

水位は 、 8.5m 土0.5mほ どであ ろ う 。 低湿部での水の深さは、 大 き く みて も l mである 。

以上に記した遺構、 遺物の観察記録は、 ユ カンボシC l5遺跡における水位の上昇が、 こ の10 00 年ほ

どの出来事であ る こと を教える。 縄文時代は楔高6.0mであっても乾地（低湿地ではないという 意味）

である 。 続縄文時代もほぽ同じであり、 使用でき る資料に恵 まれないが、 水位は椋高7.0 mに達してい

なかった。 擦文文化期の終末であ っても水位は 8 .0m 以下なのである 。 ア イ ヌ 文化期になると舟の航行

ができ る ほ どに水位が上昇している。 こ の よ う に水位が上昇していたと き 、 樽前a 火山灰の降下があ

り、 さらに水位が上昇するのである。

(4) 周辺の遺跡との比較 （その 1 )

それではこのような水位の変化は 、 ユ カンポシC15遺跡だけのものなのであ ろ う か。 近年の発掘に

よ る詳細な報告がなされている長都川下流域のオ サツ 2 遺跡、 オ サ ツ14遣跡、 ユカ ンポ シ C Z 遺跡で

の様子をみてお き た い。 図VI- 1はユカ ン ボ シ C l5遺跡を含む遺跡の位固、 調査範囲である 。

a 旧石器時代

恵庭火山灰の降下以前の略2 万年前の資料は得られていない。 略1 万年前の資料は、 オサツ 2 遣跡

で出土 し て い る。 恵庭火山灰の降下後であり、 揉高8.0 mのあたりか ら 焼土 3 か所とともに少量の細石

器石器群が検出されている。

b 縄文時代前半 ( 7000~4000年前。 早期、 前期、 中期）

縄文時代前半の資料はオ サ ツ 2 遺跡、 オサツ14遺跡、 ユ カ ン ポ シ C Z 逍跡で得られている。

オ サ ツ 2 遺跡では、 後世の地表面攪乱が著しい場所か ら 多 く の住居跡が検出されている。 こ れ ら は

縄文時代中期後半から後期前葉の期間のなかでい く たびか集落が形成されていた こと を 示している。

住居跡の う ちで最も低い位置で検出 されたのは、 標高8. 0mである。

オサツ14遺跡では前期の住居跡が標高7 . 8 m 程の位置にある。 中期の住居跡は7.6mよりも高い位置に

ある。 ユカ ンボ シ C Z 遺跡では栢高7. 5~8.0 mのあたりに早期の住居跡が検出されており、 安定的な集

落であったと考えられる 。 住居跡の周囲に は多 く の土器、 石器もある 。 前期の土器、 中期の土器は調

査範囲のほぼ全体にわたって出土している。 これらから判断すると前半期の水位は、 7. 0mよりも低い

といえよう 。

c 縄文時代後半 ( 4000 ~2000年前。 後期、 晩期）

縄文時代後半の資料はオサツ 2 遺跡、 オ サツ14遺跡、 ユ カ ン ボ シ C Z 遺跡で得られてい る 。 オ サ ツ

2 遺跡では後期前葉 か とみなさ れる落とし穴 ( T ピ ッ ト ） は、 標高7 .3 m に も あ る 。 オサツ14遺跡の後

期の土壌墓は7.2mよりも高いとこ ろにある 。 ユ カ ン ポ シ C Z 遺跡の落とし穴 (T ビ ッ ト ） は標高7 . 0m

付近に見られる。 これらから判断すると縄文時代後半の水位も、 標高7 . 0mよりも 低いとい える 。

d 続縄文時代 (2 000~1300年前）

続縄文時代の資料はオサツ 2 遣跡で得られている。 台地部の標高7. 8mより も 高い位囲には土坑墓が
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ある。 低湿部では白頭山 一苫小牧火山灰よ り も下位の標高5.3m付近に 「倒木が多い」 と 表現されてい

る木本が密集している唇がある。 こ の時期低湿部には樹木が繁茂していたのであるから、 こ の高さ ま

では安定的な乾地であり 、 水位は こ れよ り も低 か っ た ことになる。

e 擦文文化期 (1300~8 0 0年前）

擦文文化期の資料はオサツ 2 遺跡、 オ サ ツ14遺跡、 ユ カ ン ポ シ C 2 遺跡で得られている。

オ サ ツ 2 遺跡の台地部には、 標高7. 8 mよりも高い位置に多 く の住居跡があ り 、 安定的な集落であ っ

たと 考えられる。 低湿部では標高5. 8m程にほ ぽ水平に堆積している白頭山 一苫小牧火山灰が見つかっ

ている。 この火山灰の上は草木の泥炭質である。 白頭山 一苫小牧火山灰よりも下位の陪から櫂が出土

しており 、 舟が通れる ほ ど の水深が保たれていたと思われる。

オ サツ14遺跡の住居跡は標高7. 7m程のとこ ろ にある。 ユ カ ン ボ シ C 2 遺跡では擦文式土器の分布は

標高7.5mよりも高いところ である。 こ れ ら の資料は、 水位が標高5. 3 mより も 高 く 、 標高7. 5mよりも

低 い こ とを示している。

f ア イ ヌ 文化期 (8 0 0年前以降）

ア イ ヌ 文化期の資料はオ サ ツ 2 遺跡、 オサ ツ14 遺跡、 ユ カ ン ポシ C 2 遺跡で得られている。

オサツ2 遺跡の台地部には標高8 .3 mよ り も 高い位置に土壌墓がある。 低湿部 からは多数の木製遺物

が出土して お り 、 板綴舟の舟敷部を含む多数の製品が出土したのは、 標高6 . 0m程である。 オ サ ツ14遺

跡では建物跡、 焼土など は8 .2 mよ り も高い位置から検出されている。 低湿部の木製 遺物は標高7.0 m

程から出土している。 ユ カ ンポ シ C 2 遺跡では樽前 a火山灰の降下直前の遺構と考えられる 「漏斗状

の形態」 のものと、 建物であったと推定できる掘建柱群が、 標高8 .0 m 付近で検出されている。

したがって、 水位は標高7. 0m よ り も高く 、 椋高8. 0mよりも低い ことになる。

オサツ川の下流域1. 5km四方に満たない範囲にある図VI- 1 に示した 4 か所の遺跡では、 水位の上昇

現象はほぽ同じ時期に生じている。 こ れらの遺跡では、 縄文時代、 続縄文時代を通じて水位が7.0m

に達すること は な か っ た 。 白頭山一苫小牧火山灰の降下以前に樹木の繁茂する環境があ っ た ことは、

ユ カ ン ボ シ Cl5遺跡のみならずオ サ ツ 2 遺跡でも認め られている。 オサツ 2 遺跡ではこ のような現境

は、 標高5.3 ~5. 8 mなのであった。

そ してその後におそら く 擦文時代の中期頃には 水位が上昇し 、 舟が通れるほどの水位になるのであ

る。 考古学的な時間尺度で考えると、 こ の辺 り では急速な水位の上昇が推測される。 こ の水位の上昇

現象が、 樹木の倒壊とどのように関連するのかは明らかでない。 舟が通れる状態は、 中世ア イ ヌ 文化

期、 近世ア イ ヌ 文化期と も に保たれている。 このときの水位は標高7.0 m程でしかない。

このような水位のと き、 樽前a 火山灰が降下する。 オ サ ツ川の下流域では厚さ 40~60 cmの降下堆積

物であったにもか かわらず、 舟が通れ る水環境は確保さ れていた 。 川、 沼の末端辺りが こ の火山灰の

二次堆積によってふ さ がれるような事もあったと見えて 、 水位は0 . 5~ 1 m 程の上昇を示している。

(5) 周辺の遺跡との比較 （その 2 )

図VI- 2 は192 0年 （大正 9 年） 「大日本帝国陸地測温部」 発行の 5万分の 1 地形図 「漁」 の一部であ

る。 こ の図 に は、 長都沼とその周囲の 自然状態での水陸の様子が良 く 表現されている。 水位は馬追沼

が 8 m、 オサツ沼が7 mとなっている。 沼の周囲の汀線をみると、 増水時でも標高10mに達し ないこと

が描き込んである。 ユ カ ン ボ シ C l5 遺跡で代表されるオサツJI Iの下流域で見られる水位の上昇現象が、

どの範囲ま で見られるのかについて、 オサツ沼の周囲の様子をみてい く 。 近年の発掘による詳細な報

告がなされているのは、 丸子山遣跡、 柏台 1 遺跡、 キ ウ ス4 遺跡、 オ サ ツ ト ー 1 遺跡である。
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1 造跡の形成と水位の変動

a I日石器時代

丸子山遺跡からは、 恵庭火山灰の上下から資料が得られている 。 恵庭火山灰よりも 下位の略2 万年

前の石器群が出土したのは楔高18 .3 ~18. 5mであり、 焼土も検出されている。 恵庭火山灰の降下後であ

る 略 l 万年前の細石器石器群は、 標高20mより も高いとこ ろ から出土している。

こ の地図では下方にはみだす位置になるが、 略2 万年前の石器群は柏台1遺跡でも 出土している 。

恵庭火山灰より も下位の標高 12. 5~13 . 5mから多盤の石器とと も に焼土も 多数検出されている 。 こ こ で

は樹木の繁茂を示す資料も 得られており、 安定的な環境であっ た こ とがわ か る。

b 縄文時代前半 ( 7000 ~4000年前。 早期、 前期、 中期）

縄文時代前半の資料はキウス4遺跡 から得られている。 こ こ では早期、 前期の住居跡、 焼土が標高

5. 0~6. 0mにあり、 安定的な集落をなしていた。 土器や石器、 木製遺物の出土状況を加味すると、 水位

は4. 5m以下となる 。

c 縄文時代後半 (4000 ~2000 年前。 後期、 晩期）

縄文時代後半の資料は キ ウ ス 4 遺 跡、 オサツ ト ー1遺跡 か ら 得られている 。 キ ウ ス 4 遺跡では後期

の水場遺構と呼ばれ る も のが、 標高5. 0m程のと こ ろ にある。 この遺構は湧水の利用を示すもので、 周

囲には後期の土器、 石器が多 く 出土してい る こ と から判断して 、 水位は 4. 5m以下とみなせる 。 オサッ

ト ー1遺跡では椋高7 . 9m程にある土層 から晩期の遺 物が出土している 。

d 続縄文時代 ( 2000~1300 年前）

続縄文時代の資料はキ ウ ス 4 遺跡から得られている。 標高5. 0m程のとこ ろ に河道跡が検出され、 こ

こ から続縄文時代の土器が出土 している 。 こ の時期の水位は5. 0mよりも低かった ことになる 。

e 擦文文化期(1300 ~800年前）

擦文文化期の資料は キ ウ ス 4 遺跡 から得られている 。 こ こ では泥炭層が発達しており、 白頭山一苫

小牧火山灰は、 標高6 .6 ~6 . Sm程に堆積している 。 火山灰の上下は泥炭であり、 水位は こ のあたりにあ

ったのであろう。

f アイ ヌ文化期 ( 800 年前以降）

ア イ ヌ 文化期の資料はキ ウス4遺跡、 オ サ ッ ト ー1遺跡 か ら 得られている 。 キ ウ ス 4遺跡では河道

跡がい く つ も検出されている 。 漆器を含む木製遺物が検出された河道は楔高6. 9m程の高さにある。 最

も新 しい河道跡は、 樽前a火山灰の降下直前の もので、 これの流路の高さは標高7.2 m程にある 。

オ サ ッ ト ー1遺跡には土坑廷が二つあり、 そ こ の標高は7. 9mと8 . 5mである 。 こ の二つの墓は出土遺

物をもとにして時期の推定がなされており、 標高7. 9mにある廷は中世アイ ヌ 文化期、 標高8 .5mにある

墓は近世ア イ ヌ 文化期である 。 土坑墓には50cmほ どの深さがあ る ことからして、 こ の時期の水位は7. 5

m以下といえよ う 。 こ の土坑墓を蔽う よ う に水成堆積物である粘土層が見られ る 。 こ の粘土層が堆積す

る と き の水位が8. lmよりも 高かった事は明らかであるが、 どの高さであった かは読み取れない。 そし

て こ の粘土層が堆積しつつあったとき に樽前 a火山灰が降下する 。 173 9年夏のことである 。

以上に述べたように 、 水位の上昇現象は擦文文化期以降であり、 中世ア イ ヌ 文化期を経て、 近世ア

イ ヌ 文化期には最高で8 .0mを上 ま わ る こ とになる 。 キ ウ ス 4遺跡での集落の様子から判断すると、 縄

文時代 に お け る 水位は標高4. 5mより も 高い こ とは な か っ た。 図VI- 2 の地因に見るよ う にオサツ沼と

その周囲の低湿地部分は、 千歳川に流入する同一水系の東西なので水位の変化は連動してい る も のと

みなせる。 石狩低地帯南部の広い範囲において 、 椋高 8 ~ 9 mの高さま でが水浸しになるのは、 ア イ ヌ

文化期になってからであり、 考古学的な時間尺度ではきわ めて最近の出来事なのである 。
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VI 成果と問題点

1 : オサッ トー 1 遺跡、 2 : オサツ 2 遺跡、 3 : 丸子山遺跡、 4 : キウス 4 遺跡
5 :  ユカンボシ C 2 遺跡、 14 : オサツ 14遺跡、 1 5 : ユカンボシ Cl5遺跡

図 VI- 1 - 2  湿地帯の遺跡の位置
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1 遺跡の形成と水位の変動

(6) お わ り に

石狩低地帯における遺跡 と水位を論じたのは、 1966年に刊行された 「加茂川遺跡」 の報告書である。

これの 「研究の部 II 」 は副題が 「札幌 ・ 苫小牧低地帯に於ける沖栢世中頃の海進海退に関する問題点

と文化論」 となっており、 遺跡の立地と水位（海水準） との関連を検討してある。 し か し、 本文の最

初の行で 「自然地理的環境の復元に関しては、 我々 の努力に も か か わらず決定的な結果を得ることが

できなかった。」 と あるよ う に、 明快な結果は得られていない。

こ れは縄文時代前期の諸遺跡の立地を含めての研究の中で、 縄文海進 とのからみを解きほ ぐそう と

するものであり、 ひとつの可能性として、 最大値で標高10m程 ま での海進を推定するも のであった。 し

かしながら資料不足を自覚しており、 今後の研究に待っという こ と であった。 ちなみにこ の論文では、

193 5年に河野広道が述べた札帳 ・ 苫小牧低地帯は日本海と太平洋をつな ぐ海峡であったという説は否

定 さ れている。

縄文海進については、 「古石狩湾」、 古石狩川 な どとの関連において自然科学的な資料の菩積がなさ

れている。 赤松守雄は古石狩湾の環境変遷を説明するなかで、 約600 0~5 0 0 0年前を海進の最盛期とし現

海水面より3 m 前後高く なったと記している。

私の結論は石狩低地帯の南部では、 縄文海進の時期であ っても 水位は標高4.5m以下であり、 水位の

上昇は擦文文化期以降のこ とであるとい う も のである。 こ の推論の限界は、 地表の変動とりわけ局所

的な沈降現象は無かったという 前提で成り立っている と こ ろにある。

水位の上昇現象が擦文文化期以降のき わめて新しい出来事であるとすると 、 それ以前の遺跡立地、

分布をあらためて見直 す ことが求められる。 これは千歳川 （江別川）の水位変化を も 視野に入れる必

要があり、 江別市江別太遺跡のよう な川縁の遺跡、 あるいは泥炭 層に埋もれている遺跡への理解にも

関連していく 。 （西田）
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VI 成果と問題点

2 所謂 「北海道式古墳」 と 「周溝のある墓」 について

(1) ユカンポシC 1 遺跡表採遺物 （図VI -2 - 1 ~ 5 、 図版VI- 1 )  
a 再確認の経緯 （図VI- 2 - 1 ~ 3 、 図版VI - 2 - 1 上）

1 9 98 年 5 月11日 、 周辺遺跡の情報を得るため ユ カンポ シ C l 遺跡を踏査した。 長都川の左岸、 南二

十四号線の第四長都橋 か ら 下流側約100~150mの辺りの堤防裾 と 現河 道 と の幅約10mを歩いた。

この地点は周囲よりも 2 m位高い微小丘になっていた。 そ こ にはササ類が生えており、 それよりも低

い部分には葦が生えている 。 写真でや や 白 く 写っている と こ ろが微小丘 （図版VI- 1 上） 。

微小丘は長都川の改修によって行われた河道掘削・築堤のため、 消滅している も のと思われた。 し

かし、 樽前a 降下軽石が逍存し、 その下の黒色土か ら 遺物が採集できた。 こ れ ら より、 4 地形の改変は

限定的である こ と が理解できた。

b 表面採集遺物について （図VI-2 - 1 上、 図版VI- 1 下）

遣物の内訳は、 擦文土器 2 点、 続縄文土器 1 点、 縄文土器 3 点、 石斧製作時の刻片 1 点である 。 1

は非ロクロ内黒坪の体部片、 内面はタテ （放射状 ？ ） ミ ガキ 、 外面は浅い段状の沈線→ ヨ コ ミ ガ キ ；

沈線の上側、 ナ ナ メ ミ ガキ ； 沈線の下側がある 。 2 は 小型球胴甕の胴部上半片、 内面は ヨ コ ハケ、 外

面はナナ メ ハケ→ナナ メ ミ ガキがある 。 3 は深鉢胴部片、 外面はR L帯縄文。 4 は石斧の側縁調整時

に排出された剥片、 亜角礫の緑色片岩、 片主面は転礫面で右側縁には階段状剥離がある 。

1 は外面が沈線で、 内面に外面の段に相応する部位に屈曲が見られない こ と か ら 、 平底坪の出現前

段階の器形である。 「V 章成果と問題点 3 . (7) 土坑墓等出土の土器」 rュカンポシCl5遺跡( 1)』 ( 1 9 98

年） で細分した a~b 段階にあたる 。 2 は外面の調整 よ り、 千歳市丸子山 I H- 4 竪穴出土の球胴甕よ

りも後出で、 ユ カンボ シ C l5遺跡X- 1 の出土の球胴甕に近い特徴を持つ 。 1 · 2 は 8 世紀後葉~ 9

世紀初頭の暦年代が与え られ る 。
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図 VI -2 - 1 ユカンポシC 1 遺跡の遺物
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2 所謂 r北海道式古瑣」 と 「周滞のある茎J Iこついて
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2 所�rl 「北海道式古墳」 と 「周溝のある苺」 について

c 河野広道試掘地点との関係

河野広道は r苫小牧地方古代史』 (1954年） において古墳様墳墓の類例を次のように挙げている。 「私

の確認しましたのは、 江別町町村農場 ・江別町字兵村 ・恵庭村モ イ ザ リ ・千歳町長都の四箇所で、 そ

の う ち 前三者は既 に 多 く の学者によ って文献に発表紹介されておりますが、 千歳のは近年私が発見し

たものであ り ま す。」

前三者の現在の遺跡名は、 江別町町村農場は江別市町村農場1遺跡、 江別町字兵村は江別市江別古

墳群、 恵庭村モ イ ザ リ は恵庭市柏木東遣跡である。

千歳町長都はユ カ ン ボ シ C1 (旧称 長都川1) 遺跡にあたる。 北海道教育委員会作成の埋蔵文化

財包蔵地調査カードの調査・文献の欄には 「昭和22年頃河野広道一部試掘」 とあり 、 包蔵地の概要の

欄には r.l:t原由太郎氏（長都在住） によれば周辺からやや小高 く なっ た場所から刀3 振がでた。」 とい

う 聞き取りが記載されている 。 土地所有者は 「建設省」 となっている。

い っ ぼう、 「 I - 1 千歳市出土の遺物」
『河野広道ノー ト 考古篇 5』 （宇田川1 98 4年） には 「千歳市長

都3 99番地 比原由太郎氏畑地よ り 、 1 95 0年4 月発掘 （古墳様墳墓、 土師器と共に出土） 。」 とあ る 。

比原由太郎氏の畑地（千歳市長都3 99番地）が、 昭和30 年代の河川改修で河川敷に取 り 込 ま れ、 建設

省 （現国土交通省） の所有に移ったと考えられる。 従って 、 北海道教育委員会作成の埋蔵文化財包蔵

地調査カ ー ドのユカンボ シ C l 遺跡と千歳市長都3 9 9番地比原由太郎氏畑地は同じ遺跡を指している 。

「1 章遺跡 の位阻と環境」
『ユカンポ シ C15遺跡 ( 1 )』 (1 998年）においてユカンボ シ C l 遺跡の位

醤を 「 （前略） 細長い島状の高 まりと な っている場所である。 」 と 比定した。 踏査の結果と比原由太郎

氏の畑地という聞き取りから、 1 997年に図化 (1947 年撮影） した地図に よ っ て 、 標高10mに囲まれかつ

畑地の記号が付されている範囲の南東側半分、 幅約3 0~2 0m X長さ約100 mに限定することができる。

d 表採遺物 と出土刀 （図VI - 2 - 1 下）。

r河野広道ノ ー ト 考古篇 5 』（宇田川 前出1 98 4年） に は 2 振の大刀と 1振の横刀が固示されている。

大刀 1 振と横刀 l 振は覆輪式方頭の頭金具を着装している。

5 は刃反り・柄反り がない。 茎が短い。 6 の刀身は刃反 り が な く 、 屈曲点がある柄反 り がある。 脆

の中程は立鼓形を呈する様に絞られ 、 共鉄柄刀の立鼓柄刀である 。 頭金具は長隅丸方形覆輪式方頭で

8 世紀中葉～後葉の覆輪式方頭（八木1 997年） よ り 後出の形態である。 後述する大刀の編年における

B2類であることから 9世紀前葉である。 7 は横刀で、 頭金具は約金と共造 り の短隅丸方形覆輪式方頭、

足金物は 9世紀以降に出現する円形帯執現付単脚足金物 （瀧瀬1991年）である。 鵜目 は約金の上から

留められる。 頭金具と足金物より 9世紀前葉と 考 えられる。

非ロクロ 内黒坪と小型球胴甕の暦年代が 8 世紀後葉~ 9世紀初頭であるこ とと矛盾はない。 よって、

ユカンボシ C l 遺跡に所在した古墳様墳墓の暦年代は 9 世紀前葉の可能性が高い。

e 深川市の古墳様墳墓 （図VI- 2 - 4 • 5 )

柏木東遺跡 • 町村農場 1 遺跡・江別古墳群は、 発掘調査に よ っ て遣構・遣物が確認 さ れ 、 報文もあ

る。 ユカンボシC l 遺跡は発掘調査は行われたものの、 報文が公表されていない。 5_地点目に苫小牧

市植苗を挙げているが河野自身は確認していない。 この他には土器の出土状況から盛土が推定されて

いる恵庭市柏木川1遺跡 （北海道文化財保護協会1 971年）がある 。 こ の調査には報文がある。

1998年に確認された 古墳様墳墓と して深川市納内六丁目付近遺跡の溝跡がある。 『堺/II左岸遺跡・北

区 1 遺跡付編納内六丁 目付近遺跡』 （深川市教育委員会1 999年） によると 、 溝跡が2 本 あ り 、 歩測によ

って幅約 l m、 2 本の問は約 S m と測られた。 溝跡確認地点は昭和17年に蕨手刀 2 振が出土した高塚に

一致する可能性があると報告されている。 ま た 、 池田輝海の報文 ( 197 7 年） に拠れば、 昭和17 年には
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所謂 「北海道式古墳」 と 「周溝のある苺」 について

周溝と墳丘があ り 、 墳丘の高さは約1.5m 、 底辺約 6 m であったという。 現在は造田による削平を受け

て坑丘は 確認できない。 高塚からは蕨手刀 2 振、 勾玉、 臼玉が出土 した 。 こ のうち蕨手刀 1 振が現存

:
人
が
旬ぃこ膚一
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北海道考古学29輯
(1993年）
葛西ほか
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深川市の古墳様墳墓 ( 2 )
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VI 成果と 問題点

f 古墳様墳墓の分布 （図VI- 2 - 5 · 6)

納内六丁目付近遺跡は 、 上流域への要所である神居古源の下流側約4 kmの石狩川右岸 、 標高約67m

の段丘縁に位置する。

町村農場遺跡は 、 千歳川の合流点か ら 下流側約1. 5kmの石狩川左岸、 椋高約15~2 0mの段丘の先端に

位置する 。

江別古墳群は 、 町村農場 1 遺跡から西へ約1. 7km離れた同 じ段丘の縁、 標高約2 0mに位四する。 この

遺跡は旧豊平川右岸に立地していると説明される場合が多い。 し か し、 旧豊平川は享和元 (1801) 年

か二年に対雁川へ流れ込んだのであって 、 擦文文化期には 石狩川と対雁J11の合流点から約 2 km遡っ た

対雁川右岸に位置していたのである。

柏木川 1 遣跡は 、 千歳川と 島松川の合流点を約4 km遡 り 、 品松川と柏木川 の合流点を約 9 km遡った

柏木川左岸、 標高約45mの段丘端に位四する。

柏木東 遺跡は 、 千歳川と漁/11と の合流点を約 9 km遡り 、 漁川と支流の茂樵川との合流点を約 3 km遡

っ た 茂漁川左岸、 標高約55mの段丘先端に位箇する 。

ユ カ ン ボ シ C1逍跡は長都川が長都沼に注ぎ込む河口から約1km遡った右岸、 椋店約1 0mの微小丘の

先端に位置する。 長都沼はか つて石狩低地帯最大の沼であり 千歳川が流入、 流出していた。

古墳様墳墓の分布は 、 内陸部の石狩低地帯を流れる石狩川 水系内に拡がり 、 北は中流域の深川市、

南は千歳市域に及ぶ。 納内六丁目付近遺跡•町村農場遺跡・江別古墳群は石狩川本流系 、 柏木川 1 遺

跡 ・ 柏木東遺跡・ ユカ ンポシC l 遺跡は石狩川 支流の千歳川 水系であり 、 いずれも河川交通の要衝に位

箇する。 また、 古墳様墳墓の立地は比高のある段丘の縁や舌状部の先端、 低地にある微小丘の縁や先

端であり 、 これらはいずれも河川を望む場所であることに共通点を持つ。

｀ 
オホーツク海

B本海

げ
太平洋

約200万分の1

図 VI - 2 - 6  古墳様墳墓の位置
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2 所謂 「北海道式古墳」 と 「周溝のある墓J について

(2) 「古墳様墳墓」 ・ 「北海道式古墳」 とは

a 墳丘をもつ墓の定義

墳丘を持つ墓の定義は 、 大きく 2 つに分類できる 。 第 ーは形態属性を定義の根底に箇 く 。 第二は形

態や副葬品など属性の組み合わせと、 そこ から導き出され る被葬者の推定を定義の根底に置 く 。 その

た め 第 二の定義は 「古墳文化の影響は 、 」 ・ 「律令政権との関係は、」 ・ 「東北地方と の関係は、」 といった

複雑な問題点を内包する 。

第 一の定義はさらに 、 墳丘を持つ墓が 「古墳」 である か否かという 見解に分かれる 。

喜田貞吉の定義(193 2年） は、 能代・津軽地方の古墳の構造に着目し 「 （前略） 夙に考古学者の所謂古

墳が造営せられて、 普通に阿波式石棺と呼ばれる箱型を有するもの （後略） 」 ： (237~23 8 頁） 、 北海道に

ついては 「（前略） 塙は地面を掘り 下げて設けられたもので、 内地に見る普通の古墳とは頗る趣を異に

するものがある 。 （後略） 」 ： ( 243頁） と述ぺ、 本州の古墳と異なる 「古墳」 とする。 河野広道の定義(1 93 4

年）も 「（前略） 唯浅い墓壊を地平線下に有する （後略） J こ と が本州の古墳と異なるので 「古培様墳墓」

とする 。 後藤守ーも墳丘を持つこ とで暫定的に 「北海道式古墳」 (1 934年） としている 。 他に は大塚和

義の 「墳丘墓」 (1964年） がある 。 以上は 「古墳」 の範疇でないという考え方である 。

上記に対し 、 桜井清彦の 「北海道式古墳」 (1962年） 、 直井孝一の 「北海道式古墳」 (198 3 年） 。 これら

は 「古墳」 の範皓であ るという考え方である 。

第二の定義もさらに、 墳丘を持つ墓が 「古墳」 であるか否かという見解に分かれる 。

喜田貞吉の 「所謂古墳」 (193 3 年） 、 近藤義郎の 「I」湿はこ摂」 ( 1 966年） 、 天野哲也の 「小型 （形） 墳丘

墓」 (198 5年） 。 これらは 「 古墳」 の範疇ではないという考え方である 。

上記に対し 、 石附喜三男の 「末期古墳、 古墳」 (1962年） 、 伊藤玄三の 「北海道式古墳」 ( 1 976年） 、 高

橋正勝の 「 北海道式古墳」 (1981年） がある 。 古培文化の指標としての 「古墳」 に は当ては まらないが、

古墳の範疇に含める考え方である 。

被葬者については、 在地者 と す る喜田貞吉 (1 93 3 年） ・ 後藤守ー ( 1 934年） ・伊藤玄三 (1976年） ・ 天

野哲也 (1977年） ・ 直井孝一 (198 3 年） 、 東北の蝦夷、 和人などの外来者とす る河野広道 (1954年） •石

附喜三男 (1966年） ・桜井消彦 (1966年） •吉崎昌ー (1972年） ・ 大沼忠春 ( 1 98 9年） がある 。

以上よ り 下記の 4 類に細分でき、 定義A と定義B' は対照的な定義であ る 。

定義A : 墳丘をもつ墓は古墳の範話に入らず、 被葬者は在地者 （喜田貞吉、 後藤守一、 天野哲也）

定義A' : 墳丘をもつ墓は古墳の範疇に入らず、 被葬者は 外来者 （河野広道） 。

定義B : 墳丘をもつ墓は古墳の範晒に入 り 、 被葬者は在地者 （伊藤玄三、 直井孝一） 。

定義B' : 墳丘をもつ墓は古墳の範疇に入 り 、 被葬者は外来者 （石附喜三男）

北海道 ・ 東 北地方の古墳文化について八木光則 (1996年） が詳述 しているので下記に要約した。

東北北部では墳丘をもつ墓を 「末期古墳」 と呼び、 それは東北中南部の古墳文化の影響で成立した

ものだから、 終末期古墳の範疇に入り 、 群集墳である 。 北海道の墳丘を持つ墳墓も同様の成立過程で

あ る。 そして、 「 （前略） 終末期古墳の中に位箇付けてこそ、 その意義を評価できるものと 考えられる 。」、

「 （前略） こ の墓制の変革は 、 それを受け入れた地域が墓制 のみならず北の文化圏から南の文化圏への

転換を意味 しており 、 （後略） 」 、
「（前略） こ の大きな転換を即したものは、 蝦夷社会の自発的選択とい

う よ り は東国など からの働きかけによる （後略） 」 と述ぺている 。

以上を まと め る と、 畿内古墳文化ではない東北中南部・東国の古墳文化に属する 終末期古墳の影響

が、 擦文文化の墓制の一 部に及んでい る ことになる 。 それは 、 北海道の墳丘をもつ墓が外部施設 ・ 主

体部の一部 ・ 副葬品において、 東北北部の終末期古墳と類似点があ る こ と に対する認識である 。
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し か し、 重要 なのは影轡の程度である。 北海道の中において墳丘をも つ墓の分布域は狭く 、 遺跡数

も 少 な く 、 造営期間は長 く はな く 、 ウ サ ク マ イ 葬法の一部を採用 する墓もある。 また、 擦文文化の墓

制には周溝のある墓 ・ 廃屋墓・土坑廷等があるので、 それは墓制全体の中で普遍的存在ではない。

終末期古墳への系統化は誤った方向ではないが、 この視点のみでは、 各地域の文化総体を墓制か ら

論 じ る ことや、 各地域の文化要素の個々と墓制と の関係を論じる こ とが困難となる。 この損失は墳丘

を持つ姦自体に留まらず、 北海道の墓制の特性を損なう こ と に も つながる。 墳丘をも つ廷は在地の墓

制の中で評価の大半が定 まるのである。

東北北部の末期古坑を終末期古墳の範疇に含めるのであれ ば、 現時点では、 北海道の墳丘をもつ墓

は終末期古墳の範痣に含ま ない遣構と定義する必要がある。 よって、 私は前述した定義A または定義

A' の立場をとる。 そ こ で名称だが、 「古墳様墳墓」 ・ 「所謂北海道式古墳」
・ 「墳丘墓」 ・ 「小型（形）墳丘

墓」 とあるが、 「古墳」 と表記があるも のは採用できない。 仮に 「墳丘のある姦」 と呼ぶ。

b 墳丘について

く江別古墳群〉 「 （前略）地平線上30cm乃至80 cmの盛土である。 従って此の土饒頭が大なれ ば大なる

程、 盛り土を成すために生じた周囲の溝が深い。（後略）」（後藤 前出193 2年）と述べている。

＜柏木東遺跡〉 「 （前略）現今地平線より3 0-60cmの高さに （中略） その下に20 -4 0cmの封土を有する。

（後略）」 （後藤・曾根原 前出1934年）と地表 からの高さ と墳丘高を分別して述べている。

その他には、
「（前略）高さ 30 cm- 7 0, 8 0cm (後略）」 （後藤守ー 前出1 93 4年）、

「（前略） 高さ は30 乃至

8 0cmの土殴頭型（後略）」（河野 前出1 954年） と述べている。

各氏の数値は地表からの高さ であり造営当時の墳丘高ではないので、 墳丘高を推定する。

く江別古墳群の検討＞ 「（前略）火山灰の上に20 、 3 0cmの表土を置 く 盛 土である。（後略） 」 （後藤 前出

1 932年） という状況であった。 墳丘は表土 (30 ~2 0cm)と火山灰( ?cm) に覆われていたのである。 この火

山灰は樽前a降下火山灰で、 町田 洋 • 新井房夫のテフラ の等層厚線図(1 992年）に拠れば江別市域は10

cm~> 0 cmである。 市内遺跡では凹地 ・ 斜面に断続的 に 5 ~ 3 cm観察でき、 平坦面での堆積は>0 cm 

である。 従って、 当時は墳丘上に> 30 ~>20cmの覆土が堆積していたと推測できる。

また、 表土と火山灰は1980 年再調査（江別市教育委員会1981年）の1層に相当する。 1 層は遺跡群全体

では20 ~10 cmの層厚になり、 下部に樽前a 降下火山灰が薄層で堆積する。 後藤遺跡（ ＝江別古墳群）で

は20 cm前後である。 前述の覆土推定厚の少ない値に近い。

墳丘現高は地平線上 8 0~3 0cmである か ら > 3 0~>2 0cmの毅土を差し引 く と、 築成当時の墳丘推定高は

く60 ~< 0cmと なるので、 覆土厚は20 cm位と考えられ、 墳丘推定高は6 0~1 0cmとなる。

1980 年再調査の時点では、 調査区X- 1ラインより南東は耕地化による削平を受け 、 Y71ラ イ ンより

北西は土取りによる削平を受けている。 そうすると1号坑 ・13 ~15号墳・17~19号墳のあたりはほぽ原

形を保っていた可能性が高い。 1 号墳は（江別市教育委員会 前出1 98 1年）の巻頭図版 5 から盛土高を計

測すると20 cm前後あり、 掲載断面図に拠れば、 主体部は 「元野幌粘土層 ； 以下粘土層と言う」 を10cm

掘り込む。 1 号墳の数値は前述の墳丘推定高と 朝話がない。

＜柏木東遺跡の検討＞ 「 （前略）表面の腐蝕土が10 cm、 その下に火山灰が1 0cm( 後略）」（後藤 ・ 曾根原 前

出1934年）という状況であった。 墳丘は表土(10 cm)と火山灰(10cm)に覆われていたのである。 この火山

灰 は樽前a降下火山灰で、 テ フ ラ の等層厚線図（町田 ・ 新井 前出1 992 年）に拠れば恵庭市域は20 cm~

10 cmの中にある。 周辺の逍跡では1 0cm前後の堆積である ことと 一致する。 当時は墳丘上に20cm位の覆

土が堆積していたと推測できる。 墳丘は地平線上6 0~30 cmであるから2 0cmの覆土を差し引 くと築成当

時の墳丘推定高は 40 ~10cmと なる。
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2 所謂 「北海道式古墳J と 「周溝のある墓J について

ま た 、 柏木東遺跡 7 号墳の再調査 （恵庭市教育委員会1966年） に よ る と 、 覆土厚は34~16cm(腐植土18
~10cm、 樽前 a 降下火山灰16~ 6cm)あ り 墳頂部の堆積が薄 く 墳裾では厚い。 7 号墳の墳頂部の覆土厚
16cmか ら 導 く 墳丘高の推定値は44~14cm と な り 、 後藤 ・ 曾根原の 「40-20cmの封土」 の記載値に近い。

よ っ て 、 築成当時の墳丘推定高を44~14cmと す る。

＜柏木川 1 遺跡の検討〉 Pit77は墳丘推定線が確認面よ り 10cm上に引かれてい る の で、 線の両端よ り
上が墳丘であ り 、 墳丘高の推定値は10cmである。

江別古墳群、 柏木東遺跡、 柏木川 1 遺跡の 「墳丘のある墓」 は60~10cmの極めて低平な墳丘を持っ
て い た と 推定でき 、 「周溝のある墓」 の盛土 と 同 じ 高 さ の 「墳丘のある墓」 が存在す る こ と にな る 。

c 周溝について

江別古墳群は 「 （前略）周囲は此の盛土を成すために幅約30cmの溝が造 られている 。 （後略）」 （後藤 前
出1932年） と い う 記載がある 。 柏木東遺跡では周溝は盛土を行った結果で き た遺構と考えられていた
（後藤 ・ 曾根原 前出1934年） 。 当時は墳丘を築成する際の土取 り 跡である と い う 認識であった 。

直井 ・ 野中一宏（江別市教育委員会 前出1981年） は、 周溝が全周する 5 号墳の墳丘高 について、 周溝
の土量を推計し 、 それを盛っ た場合の墳丘高を l m以上と推定している 。

上記と 同 じ係数を使っ て遺存状態がよ いユカ ン ボ シ C l5遺跡x- 2 (平面形 は楕円形に近い馬蹄形）
の墳丘高で推計方法を検証する 。 周溝の断面積は逆台形と して考え 、 各断面の平均面積は0.09面。 周

溝の全長は12. 5m。 周溝の土糞はl. }2m3である 。 1. 3(体積増加率） Xl. 12m3=l. 46m\ 0. 9(体積圧縮率）

Xl. 46面=1. 3lm3
。 12. 5mを円周 と仮定する と0. 09mの盛土厚に な る。 実際の盛り 土の最高厚が0. 08m

で あ り 、 推計値 と ほ ぼ等 し い 数値である （周溝に流れた分薄 く なった と 考 え ら れ る ） 。

直井 ・ 野中の推計方法に誤 り がない こ と が立証された 。 し か し前述した私の推定では築成当時の墳
丘高は高 く て も60cmである 。 周溝が土取 り 跡である な ら ば、 全 て の土量を使用する はずである 。 周溝
が土取 り 以外に も 目的があ る こ と を示す。 また 、 周溝の掘削角度が構築面に対し て鋭角で、 断面形が
逆台形に揃 う の も のが多い。 土を取 る に は不自然な掘削角度であり 、 断面形を そ ろ える必要もない 。

以上よ り 、 周溝に区画の機能 も あ る と推定で き る 。 ま た 、 周溝の深さ • 平面形は墳丘高と関係して
お り 、 低い墳丘は浅い周溝で巡らない可能性がある 。 周溝が全周 しない例は これに当 て は ま り 、 一部
分に区画を施さ ない形態の 「墳丘のある墓」 も あ る と い う こ と にな る 。

d 主体部の深さについて
く江別古坑群〉 「 （前略） 先ず地平線下30cm乃至70cmの深さ に長方形の穴を穿つ 。 （中略） 土鰻頭は此

の穴を中心 と して四方から土を盛 り上げる 。 （後略） 」 （後藤 前出1932年） 。 「 （前略） 壊は地面を掘 り 下

げて設け られたもので、 （後略）」 （喜田 前出1933年） 。 「 （前略） 唯浅い姦壊を地平線下に有する。 （中略）
地平線下に幅50~80cm、 長 2 ~2.5m位、 深さ30~50cm、 深 い も のでも70cmを超えない浅い長方形の墳

壌がある。 （後略）」 （河野 前出1934年） 。

＜柏木東遺跡〉 「 （前略） 現今地平線下に長方形の墓壊を穿つ 。 た だ し こ の壊の全く 明瞭でな い も の
も あ る 。 （後略）」 （後藤 ・ 曾根原 前出1934年） 。

く町村農場遺跡〉 江別 X - 1 号について 「 （前略） 墓塙は赤土の中に深さ 5 cm程掘り下げられて居り 、

（後略）」 （河野 前出1934年） と述ぺている。

また 、 河野は遺跡名をあげず 「 （前略） 地表下には人の身体を伸葬でき る程度の長方形の浅い墓壊が
あ っ て 、 （後略）」 （前出1954年） と も述べている。

各氏の数値は当時の地表を原点 と した主体部底ま での掘削深度値である か ら 、 構築面から の 深 さ を
推定してみ よ う 。

- 208-



VJ 成果と問題点

く江別古墳群の検討〉 地平線下70~30cmに主体部底があり 、 墳丘上の推定表土厚は20cmであ った 。

構築面から の掘り込みは (70~30cm) - (20cm) =50~10cmになる 。 1980年再調査では 表土下位の黒色土厚

が20~10cm前後であ る から、 (20~10cm) - (50~10cm) = -40~10cmに な り 、 主体部底は黒色土層上面

( 0  cm) ~黒色土中 (10cm) ま でに あ る か、 あ る いは粘土庖を40~30cm掘 り 込んでいた。

＜柏木東遺跡の検討〉 9 号墳（河野調査 I のA号） は表土約10cm、 火山灰約10cm、 旧表土約15cm(掲載

図より計測） に覆われている。 墳丘高約25anでその下位の 「恵庭a 軽石を含むロ ーム層 ； 以下ロ ーム阿

と言う」 を30cm掘削する深い主体部底がある 。 7 号は再調査に よ る と、 墳丘高43cmでその下位の黒色

土層（厚さ 43cm) を 5 cm掘削する主体部底を も っていた。 2 例よ り 、 主体部の掘削は黒色土中でと ど ま

る か 、 あるいはロ ーム層を30cm掘 り 込んでいた。

く町村農場遺跡の検討〉 江別 X - 1 号の主体部底は、 赤土（江別古墳群の粘土陪と同じ層をさすと思

われる 。） を約 5 an掘り込んでいる 。

＜柏木川 1 遺跡 の検討〉 Pit77は墳丘推定線が確認面よ り 10cm上に引かれているので、 黒色土の厚さ

は10cmと考えられ る。 確認面はおそ ら く ロ ーム層上面であ る か ら、 それを30cm掘 り 込んでいる 。

「墳丘のあ る 墓」 の主体部の深さ は 、 黒色土上面が底面、 黒色土中の浅い底、 粘土層 ・ ロ ーム層を

約 5 cm掘り込むやや深い底、 粘土陪 ・ ロ ーム陪を30cm~40cm掘 り 込む深い底、 が推定できた。

e 木榔の大き さ と木榔底の深度

盛土が く ぼむ も の は 、 盛土中に空隙が生 じた結果で、 原因は土坑墓の木蓋、 木榔腐朽による陥没が

考 え ら れ る 。 また坑底に木榔の痕跡が残る例がある 。 こ れ ら よ り木櫛の高さ （木蓋の高さ とも笛き換え

｀ ら れ る 。）を復元でき ないだろうか。 墳丘のある 廷に は 、 坑底に木榔の痕跡があり、 培丘が完存して い

る例がない。 仮に盛土が完存している 「周溝のある墓」 ユ カ ン ポ シ Cl5 遺跡X-2 で試みる。

木榔痕跡の外法を観察断面設定位置で計測す る と 、 長 さ 180an、 幅56cmである 。 高さ は 、 盛土最厚部

の上面から坑底 ま での高さ (38cm) 一盛土の最厚値( 8 cm) =30cmとなる。 全ての木蓋 ・ 木榔が30cmの高さ

を持つわけではないが、 伸展葬した場合の人体属性 か ら して30cmは最小値 と考えてよい。

また、
「周溝のある墓」 の盛土厚は10cm未満であ る か ら 、

「瑣丘のある墓」 がそれよ り薄いと は考え

に く く 、 それ 以上の盛土厚を持つ と仮定す る と 「墳丘のある墓」 の盛土厚最小値は10cmと見積も っ て

よい。 そして 「墳丘のある；；；」 の墳丘高が60~10cmである か ら、 木榔底 と 構築面の高低差は (60~10cm)
- (30+ 10cm) = +20~-30cmである 。黒色土厚は10~20cm前後であ る か ら 、 木榔底が浅い ものは墳丘中

に あ り 、 やや深い も の は粘土層 ・ ロ ーム層中10~20cmに あ る 。

以上より 、 「墳丘のあ る 廷」 の廷坑 ・ 木榔の深度は下記表右欄のように ま と ま り 、 木榔の場合は上面

の位醤が深度によって決 ま る 。 こ の こ とは次に述べる 構築順序 に も 関係するので分類を掲げた 。

表VI- 2 - 1 木蓋土坑墓と木椰の上面の位置と墓坑・木椰底の深度

楠築面を基準面 と して 、 黒色土厚20cm、 木蓋 ・ 木榔高30cm と した場合の分類であ る。

分類名 木蓋 ・ 木榔上面の推定位置 墓坑底・木椰底の推定深度

A 1 類 +50~>30cm→墳丘中 +20~> 0 cm→浅いものは墳丘中

A 2 類 30cm→墳丘中 0 cm→やや浅 い も の は黒色土上面

A 3 類 く 30~> 10cm→墳丘中 く 0 ~ > -20cm→やや浅い も のは黒色土中

A 4 類 10cm→墳丘中 -20cm→やや深い も のは粘土層 ・ ロ ーム陪上面

B 類 く lO~ O cm→墳丘中 か ら黒色土中 <- 20~-30cm→やや深いものは粘土恩 ・ ロ ーム層中

c類 く 0 ~-20cm→黒色土中から粘土屈 ・ ロ ーム層中 <-30~-50cm→深いも のは粘土層 ・ ロ ーム層中
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2 所謂 r北海道式古墳」 と 「周溝のある基J Iこついて

f 構築順序について （図ー 2 - 7 、 表VI- 2 - 2)

後藤は 「 （前略） 先ず地平線下3 0on乃至70 cmの深さに 長方形の穴を穿つ。 （中略） 此れに死体は葬ら

れる。 （中略） 土鰻頭は此の穴を中心として 四方から土を盛り上げる。 （中略） 従って此の土鰻頭が大

なれば大なる程、 盛り土を成すために生じた周囲の溝が深い。 （後略） 」（前出1 932 年） と述べている。

高橋は江別古墳群について 、 主体部が土坑のほかに 、 も う ひ とつの形態を推定している。 それは構

築面を検出したにもかかわらず主体部が確認できない例についてで 「 （前略） 地表あるいは盛土中に木

棺が置かれ主体部が作られた例である （後略） 。 」 （前出1981年） と述べている。

石附は 「 （前略） 封土を盛る以前に旧 地表面から掘り込まれた （後略） 」 （前出 1 96 2年） と述べている。

後に 「 （前略） お そら く はマウ ン ド を築いた後に墳頂から穿たれたものであ ろ う 。 （後略） 」 (1 966 年） と

述べている。

変更理由は 「 （前略） 旧地表面下に検出された土塙の深さが非常に浅い こ と 、 及び土壊の検出 されな

い諸例において遺物が墳丘中に出土したこ とから、 （後略） 」 （前出1 966 年）と述べ、 後に 「 （前略） 発掘

時において墳頂部が土壊に対応して窪みをみせていた こ と、 （後略） 」 (1981年） を付け加えている。

直井 ・ 野中は 「 （前略） 主体部は周溝に比べ非常に浅い も の であり、 地表から掘り込んだと言う よ り

墳丘部から掘ったと考えたほう が理解しやすいのではない だ ろ う か。 」 （前出1981年） と述べている。

直井は後に 「 （前略） 浅い土壊上に木製の構造物をしつらえた墓や 、 木棺などを置いた上に、 周囲か

ら掘り上げた土を盛った構造 （後略） 」 （前出1983 年） と述べている。

構築順序の推定は下記のようにま とめられる。

・ 墳丘完成以前に主体部 をつ く る ： 主体部→周溝→墳丘

墓坑が検出される ： 旧地表に墓坑掘削→遺体安箇→周溝掘削→墳丘築成

旧地表に浅い土坑掘削→土坑に木榔の設骰・木棺の安置→墳丘築成

墓坑が検出 されない： 旧地表に木棺の安置→墳丘築成、 築成途中に木棺の安置→墳丘築成

・ 墳丘完成後に主体部をつ く る ； 周溝→墳丘→主体部

墓坑の有無に言及なし ： 墳丘築成→墳頂から土坑掘削→遺体安置→埋め戻し

墳丘完成後に主体部をつ く る根拠に 、 主体部底が非常に浅い こ と 、 主体部が検出されない例では墳

丘中に遺物が出土した こ と、 墳頂部が窪むこ とが挙げられて いる。 これらは主体部の構造 ・ 設置位置

が原因で起きた現象であ っ て 構築順序を推定する根拠とい えない。

墳丘長軸長と墓坑長軸長は相関する（天野 前出1985年） 。 この関係の原因 と結果は 、 墓坑長軸長が原

因で墳丘長軸長が結果である との推測は容易であるが、 墳丘長軸長にあわせて墓坑長軸長が決められ

るとは考え に く い。 以上より、 墓坑の規模に合わせて墳丘を築成するというこ とであるから墳丘完成

以前に主体部を造っている。 加えて 、 労力を考えると墳丘完成以前と考えて間違いないであ ろ う 。

最終的には主体部を覆い尽 く さ な ければならない。 そのため 墳丘が存在し、 墳丘に土を供給するた

めと墳丘 と 周囲 を区画するために周溝が存在する。 だから、 墳丘の高さや主体部の深さ や周溝の形は

主体部の墓坑 ・ 木榔に従属した関係にあると考えられる。 よ っ て 、 構築面からの墓坑上面 ・ 木榔上面

の位個が要点となり、 下記の分類が成立する。

• I 型 ( A 1 類の上面） ： 墳丘築成→築成途中 に墓坑 ・ 木榔の設置、 遺体の安置→墳丘築成
• I I型 ( A2 類の上面） ： 旧 地表に墓坑・木榔の設置 ・ 遺体の安四→墳丘築成
•III a 型 ( A 3 類の上面） ：旧地表下に浅い土坑掘削→木榔の設置 ・ 遺体の安囮→墳丘築成
· III b型 (A 4 · B類の上面） ： 旧地表下に土坑掘削→木蓋、 木榔の設囲 （無蓋の場合はその ま ま） ．

遣体の安置→墳丘築成
• ill C 型 ( C類の上面）：旧地表下に土坑掘削→木蓋、 木榔の設置（無蓋の場合は その ま ま） ・遣体

の安置→墳丘築成
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VI 成果と 問題点

1 型 (Al類） 11 型 (A2類） ma型 (A3類）

IIIb型 (A4類） IIIb型 (B類） file型 (C類）

※最少盛土厚10cm、 黒色土厚20cm、 木榔高30cmと したとき。

図 VI- 2 - 7  墳丘のある墓の分類

表VI - 2 - 2 各遺跡の事例分類

断面図と記述内容 記述内容からの推定 詳細不明

I 型 再調査 5 号墳 柏木東 1 号墳

II 型 柏木東8号墳

m a 型
後藤調査 7 号墳
柏木東7号墳

再調査 1 ·13·15号墳 疇調査5·6·8 ·13号墳
後藤調査 1 · 3 · 4 ·12号墳

Ill b 型 町村X - I 号
柏木東 2 · 9 号墳
柏木川 1 Pit77 

後藤調査 2 · 9 ~11・14~16号墳

分 額 再調査 2 ~ 4·6 ~12·14·16~21号墳

不 能 柏木束 3 ~ 6·10~15号墳
町村X-G号

・記述内容か らの推定で 1 型に当て は ま る根拠は、 墳丘中から遺物が出土してい る こ と 、 砥坑を確認で き な い こ と。

・記述内容か らの推定で11型に当てはま る根拠は、 構築面と同 じ く らいの高さの墳丘中に遺物を検出している こ と 、 蒟
坑を確認で きていない こ と。

・記述内容からの推定でIIlb 型に当てはまる根拠は、 瑣丘高は低く 、 主体部の形状が確認できていることから、 主体部
底は粘土陛上面 ・ 粘土陪中まで達していた こ と。

・ユカンポシCl5遺跡x- 1 · 2 は後述される分類のHo 1 型で、 上記分類ではIII b型に相当する 。
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2 所謂 「北海道式古墳」 と 「周溝のある墓J Iこついて

g 主体部の位置 と墳丘高と周溝の平面形との関係 （表VI- 2 - 2 • 4 )  

墳丘のある墓の墳丘と周溝の平面形は、 1980年の江別古墳群再調査以前は墳丘のみに ついての知見

があり、 それら に拠れば墳丘の平面形は円形・楕円形である。 周溝の平面形は198 0年の江別古墳群再

調査以外は不明である。 再調査 に よ る と 全周する円形・ニ端が途切れ楕円形に似る弧形・全周する楕

円形・一端が途切れ楕円に似る馬蹄形がある 。 墳丘の平面形 と周溝の平面形と主体部の位置との対応

関係を江別古墳群再調査に当てはめると下記のようになる 。 短径：長径= 1 : �1.1を楕円と呼ぶ。

i - 1 類：円形墳丘＝全周する円形( 1 号墳はIll b 型、 5 号墳は I 型、 3 · 7 · 8 ·10号墳は分類不能）

ii - 1類：楕円形墳丘＝全周する楕円形( 6 · 9 · 11・17~21号墳は分類不能）

ii - 2 類： 楕円形墳丘＝二端が途切れ楕円形に似 る弧形(13 号墳はIll b型）

ii - 3 類：楕円形墳丘＝ 一 端が途切れ楕円形に似る馬蹄形 (15号墳はIllb型、 4 ·12 号墳は分類不能）

こ れらの中で墳丘高が推定できるのは、 1 号墳、 5号墳、 13 号墳、 15号墳である。 5 号墳( I 型）は

高い墳丘を持ち 、 1 号墳(III b型） 、 13 号墳(III b型） 、 15号墳(III b型） は低い墳丘を持つ 。

4 例ではあるが傾向を推定すると、 低い墳丘は主体部も低い位腟にあり、 途切れる周溝を持つ 。 ま

た、 周溝が全周する例には墳丘が高いものが含 まれる。 江別古墳群再調査例の殆んどが旧地表下に土

坑を掘削するIll型であるから、 墳丘がそれほ ど高 く な か っ た こ と を 示している。

h 墳丘のある墓の造営時期 ( 1) 一副葬品の再検討によ っ て

私は墳丘のある蘊の造営年代を 「 X章成果と問題点」 『ユ カ ンボ シ C l5遺跡( 1)』（北海道埋蔵文化

財センタ ー 1 9 98年） 、 『北海道式古培の系譜公開シンポ ジ ュ ウ ム 要旨集』 （北海道考古学会19 9舷f'.)、
「 北

大式期以降の墓制について」 『海峡と北の考古学テ ーマ3 』 （日本考古学協会1 999年）において述べて

きた 。 土器についてはa段階~c段階( 8 世紀中葉~ 9世紀初め） を設定し、 墳丘長軸群を時期の違い

と推定し考察したものである。

一方、 八木光則 「東北北部の終末期古培群」
『岩手考古 8 号』(1 996年）、 森 秀之「擦文・オホーツ ク

文化期の出 土刀剣に関す る覚書( 2 ) 」
『紋別市郷土博物館報告第10号』( 1 9 97年）らも金属製品・土器を根

拠として 「墳丘のある茄」 の年代推定を行っている 。

両氏の見解は私見と異なる。 八木と森は柏木東遺跡の一部の廷を 7 世紀代に引き上げ、 森は江別古

墳群を10 世紀後半、 町村農場遺跡の一部の墓を11世紀前半下げる推定を行い、 刀剣 か ら み る と 「坑丘

のある墓」 の存続期間が長期にわたる可能性を指摘している。 こ の こ と について個別に両氏の検討を

行い 、 自説の根拠を明示し て ゆ く 。

h - 1  土器・墳丘長軸から検討した造営時期

く江別古墳群再調査〉 土器がa 段階~c 段階( 8 世紀中葉~ 9 世紀初め） 、 須恵器 ・ 赤褐色土器が 8

世紀中葉~9 世紀後葉で、 墳丘長軸群が3 方向以上あり造営期間が長期に及ぶ可能性がある 。 8 世紀

中葉~ 9 世紀後葉の造営期問である。

＜柏木東遺跡〉 土器がa 段階~c 段階、 須恵器が8 世紀第 4 四半期~ 9世紀第 1四半期で、 墳丘長

軸群が2 方向以上あり造営期間が長期に及ぶ可能性がある。 8 世紀中葉~ 9世紀前葉の造営期間。

（町村農場遣跡〉 須恵器が8世紀第4 四半期~ 9 世紀第 1 四半期初め。 8 世紀末~9 世紀初の造営

期間と推定される 。 墳丘長軸群の情報が欠落してい る 。

h -2 土器の再検討

＜柏木東遣跡 9 号墳出土坪〉 八木は非ロ クロ内黒坪の年代から7 世紀後葉~ 8 世紀前葉としている。

土師器坪は千歳市丸子山遺跡よりも後出の特徴を持つ甕が供伴する末広逍跡 I H - 11床面出土の坪と

同 じ特徴を持つので 8 世紀中葉で、 7 世紀後葉には遡らない。
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h - 3  大刀 ・ 横刀の編年 （図VI - 2 - 8 )
7 世紀以降、 東北地方北部 と北海道の大刀 ・ 横刀の編年は、 石井昌国（前出1966年） 、 佐藤矩康(1993

年） 、 八木光則(1996年）、 森 秀之（前出1997年） があ り 、 足金物は瀧瀬芳之（前出1991年）の研究がある 。

大刀 ・ 横刀の編年は刀身 と 刀装具の形態変化から組み立て ら れ る。 下記に要素の詳細を挙げる。
・ 刀身の主な要素は、 造込み ・ 身幅 ・ 反 り があ る 。

造込み ： 平造 り →鏑造り 身幅 ： 幅広→細身
柄反り ： な し→屈曲点のあ る 反 り →均等な弧形の反り 刃反り ： な し→若干の反 り→深い反り

・ 頭金具は、 八木 （前出1997年） よ り
鉄製目釘留方形方頭 ( 7 世紀後半） ： 単銀単脚 （瀧瀬の単脚足金物） が付く 。

銅製珀目長筒形方頭 ( 8 世紀前葉～中葉） ： 台状形双脚足金物が付 く 。

銅 ・ 鉄製覆輪元留式方頭 ( 8 世紀中葉～後葉） ： 鴎目 あ り 、 鉄製台状形双脚足金物が付 く 。

・ 足金物は 、 瀧瀬 （前出1991年） よ り
吊手孔付侃用金具 ： 円環 ( 6 世紀後半~ 8 世紀前半）
二足偶用金具 ： 単脚足金物 ( 6 世紀後半~ 7 世紀初頭）

双脚足金物 ： 段付張出形 ( 7世紀第2四半期~8世紀前半） 、台状形 ( 8世紀後半）
山形足金物 ： ( 7 世紀末~ 8世紀前半）
現付双脚足金物 ： 円形帯執環→方形帯執環 ( 9 世紀初頭~10世紀後半）

方形帯執環＋甲羅金 (11世紀以降）
現付単脚足金物 ： 円形帯執環→方形帯執環 ( 9 世紀前半~10世紀後半）

方形帯執環＋甲羅金 (11世紀以降）

本論では上記の要素の他に、 銅 ・ 鉄製覆輪元留式方頭の細分を付け加える。

長台形覆輪式方頭 ： 頭金具の先～元間が長く 、 侃表裏面形が台形を呈し、 長筒形方頭に似る
短方形覆輪式方頭 ： 頭金具の先～元間が短く 、 侃表裏面形が方形を呈し、 方形方頭に似る。

長隅丸方形覆輪式方頭 ： 侃表裏面形が長方形を呈し方頭の角が丸い も の。

短隅丸方形覆輪式方頭 ： 侃表裏面形が方形を呈 し方頭の角が丸い も の 。

また 、 頚目 と頭金具の約金端の距離 と い う 要素も加える （頭金具や鴎目が遺存 してい ない場合は 、 眼
か ら拒の頭先側端の距離に箇き換えて分類する） 。

魏 目 と 約金の距離が離れて い る ： 長台形 ・ 短方形覆輪式方頭に多 く み ら れ る 。

鴎 目 と 約金の距離が近い ： 短隅丸方形覆輪式方頭 ・ 長隅丸方形覆輪式方頭に多 く み られる。

私は刀身の形態変化を編年の主要素 と し 、 刀装具の形態変化を従要素と して組み合わせる 。 埋没 ．
副葬の暦年代は供伴 した土器などで推定されるが、 供伴状況 に よ っ て は大刀の型式 と 時間差が生じ る 。

これは大刀に は使用 ・ 伝世 ・ 修理 ・ 栴えの更新があ る か らである 。 その 一 般的傾向は、 旧→新 ： 刀
身→刀装具 （頭金具 ・ 足金物）→供伴土器 と い う 関係 に あ る 。 一振の大刀において も 同 じ理由から刀身

と刀装具と に時間差がある場合がある 。 以上よ り 、 遺構の暦年代推定と 大刀の暦年代推定が そ ぐ わ な
いこ と が あ り 、 大刀自体の暦年代推定に幅を も た らす こ と が あ る 。

h - 3 - i ) 方頭大刀、 立鼓柄大刀、 柄透し大刀について （本論末の出土刀引用文献一覧参照）
A 1 : 柄反 り ・ 刃反 り な しの方頭大刀の出土例は 3 振あ る 。

3 振 と も競目 と約金の距離が離れている。 熊野堂古墳群B区例は 、 長筒形方頭 ・ 台状形双脚足金物で
ある か ら 8 世紀前葉～中葉 と 考 え ら れる 。 丹後平遺跡15号墳例は 、 供伴する土器か ら 8 世紀中葉であ
り 、 大刀は長台形覆輪式方頭 ・ 台状形双脚足金物であ る か ら 8 世紀中葉と 考 え ら れる。 岩野山古墳群
A l 号墳例は、 供伴した土器 は 9 世紀前葉～中葉であるが、 8 世紀後半の跨帯金具 も 出土 し て お り 、

この墓は 8 世紀後半の遺物 も副葬する 9 世紀中葉以前の墓 と 考 え ら れ る 。 大刀は短方形覆輪式方頭 ・
台状形双脚足金物であ る ので 8 世紀中葉～後葉と推定される。
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2 所謂 「北海道式古瑣J と 「周溝のある廷J について

A 2 :  柄反 り ・ 刃反 り な しの立鼓柄大刀の出土例は 3 振あ る 。

正倉院蔵と 群馬県美九里村出土例は、 長台形覆輪式方頭 ・ 台状形双脚足金物であ る か ら 8 世紀中葉
と 考 え ら れる 。 北上市成田例は 、 短方形覆輪式方頭である か ら 8 世紀中葉～後葉 と考え られる 。 美九
里村出土例と 北上市成田例は玲目 と 約金の距離が離れてい る 。

B 1 : 柄反り （屈曲点があ る ） あ り ・ 刃反 り な し の方頭大刀の出土例は 5 振 あ る 。

丹後平遺跡14号墳例は 、 供伴する須恵器壷か ら 9 世紀前葉～中葉である 。 長根 I 遺跡27号墳例は 、

27号墳に切られた周溝出土の須恵器壷か ら 9 世紀代と推定されている 。

2 振の埋没年代 は 9 世紀代であるが、 丹後平遺跡14号墳例は、 短方形覆輪式方頭、 魏目 と約金の距
離が離れ て い る の で 8 世紀中葉～後葉である 。 長根 I 遺跡27号墳例は 目 抜 き の位囲から長台形覆輪式
方頭が付 く 可能性があ り 、 泥の長さか ら推定す る と 鴎 目 と 約金の距離が近い可能性があ り 、 台状形双
脚足金物が付 く ので刀身の形態も合わせ る と 8 世紀後葉と 考 え ら れる 。

房の沢w遺跡RTll号墳例は、 長隅丸方形覆輪式方頭、 台状形双脚足金物、 鴎 目 と 約金の距離が近い
の で 8 世紀後葉である 。 柏木東10号墓例は、 長隅丸方形覆輪式方頭、 台状形双脚足金物、 鶉目 と約金
の距離が近いの で 8 世紀後葉である 。 北海道大学構内出土例は長台形覆輪式方頭、 実測図よ り 鴎 目 と
約金の距離が近い と推定される 。

B 2 : 柄反り （屈曲点がある） あ り ・ 刃反 り な しの立鼓柄大刀の出土例 は 4 振 あ る 。

房の沢N遺跡RT09 · 10号墳例は、 長台形覆輪式方頭、 台状形双脚足金物、 競目 と 約金の距離が離れ
て い る の で 8 世紀中葉である 。 RT13号墳例は 、 茎尻の形から長台形覆輪式方頭、 円形帯執現付単脚足

金物、 眼と 泥の頭先側端の距離が近 い の で 9 世紀前葉である 。 ユ カ ン ボ シ C l 遺跡例は、 長隅丸方形
覆輪式、 珀 目 と 約金の距離が近いの で 9 世紀前葉と推定される 。

c 2 : 柄反 り （屈曲点があ る） あ り ・ 若干刃反り あ り の立鼓柄大刀の出土例は 6 振 あ る 。

北上市和賀町千刈田出土例は、 長台形覆輪式方頭 ・ 台状形双脚足金物、 鴎 目 と 約金眼の距離が近い
ので 8 世紀後葉 と推定される 。 西磐井郡花泉町永井杉山（石井 前出1966年） は、 茎尻の形から長台形覆
輪式方頭だ ろ う か。 足金物が台状形双脚足金物よ り 8 世紀後葉 と推定される 。

長根I 遺跡28号墳の大刀は短隅丸方形覆輪式方頭 ・ 台状形双脚足金物、 鴎 目 と 約金の距離が近いの
で 9 世紀前葉 と推定される 。

中尊寺弁慶堂伝製品例は 、 幅広の平造 り 、 茎尻の形から長台形覆輪式方頭であ ろ う か。 鶉 目 と 約金
の距離が近い。 二戸市金田一町例は 、 幅広の平造 り で長台形覆輪式方頭、 鴎 目 と 約金の距離が近い。

乱川遺跡例は短方形覆輪式方頭で鵜目 と 約金の距離が離れている 。

C 3 : 柄反 り （屈曲点があ る ） あ り ・ 若干刃反 り あ り の柄透し大刀の出土例は 2振ある 。

岩野山古墳群A l 号墳例は 、 幅広の平造 り 、 短隅丸方形覆輪式方頭、 捉に小判形の大き めの透かしが
あ り 、 競 目 と 約金の距離が近いので 9 世紀中葉と推定される 。

豊里遺跡仮称A号竪穴例は、 幅広の平造り 、 泥に小判形の大きめの透かしがある 。 柄頭は遺存して
いないが、 茎の形から類推す る と 短隅丸方形覆輪式方頭であ ろ う か。 刀身の形態 と刀装具よ り 9 世紀
前半 と 考 え ら れ る。 また 、 透柄大刀に直刀 4 振 り が供伴している 。 その う ち の 1 振 り は鉄製角切札形
の喰出鍔が着装 さ れ、 鍔は蕨手刀の八木分類G類につ く の で 9 世紀代である 。

こ の調査には報告がな く 略図があるだけで錯綜 した重複関係の詳細は不明である 。 略図には約 1 X 
2mの範囲に筵 と ア ッ シ と縄があ り 、 5振の大刀がア ッシ と縄（遺体梱包用） を囲むよ う に あ っ た。 出土
状況から姦坑を持たない廃屋墓 と推定される 。 住居を切る土坑に は高坪ll個が描かれてい る こ と か ら
それよ り は古い廃屋廷 と 考 え て よ い 。
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D 2 : 柄反り （屈曲点がある）あり・刃反りありの立鼓柄大刀の出土例は 2 振 あ る 。

北上市和賀町長沼出土は、 細身で拒の絞りはほ と ん ど な く 、 石井は 「片立鼓柄大刀」 と 呼ぶべきか

といっている。 江別古墳群の出土刀（後藤守一報告）は、 短隅丸方形覆輪式方頭・円形帯執環付単脚足

金物、 鶉目と約金の距離が近い こ と と刀身の形態 か ら 9 世紀中葉と推定さ れ る 。

E l : 柄反り （均等な弧形）あり・若千刃反りあ り の方頭大刀の出土例は2 振ある 。

湯ノ沢 F 遺跡32号墓例は、 拒に長覆輪を嵌め、 そ の上に短隅丸方形覆輪式方頭を被せる 。 29号墓は

刀装具が遺存していないが、 32号墓例の頭金具と鍔の距離 か ら 約金の位置を推定すると鴎目と約金の

距離は近い。

また、 3 6号A墓からは 円形帯執現付双脚足金物が付 く 柄反り・刃反りなしの大刀と刃反りのある横

刀が出土している 。 墳廷群 か ら 出土す る 土師器より 9 世紀後葉と推定 される。

E 3 : 柄反り （均等な弧形）あ り ・若干刃反りありの柄透し大刀の出土例は 1 振ある 。

江別古墳群後藤調査1号墳例は、 石井昌国の復元図に拠れば拒に長方形の大きめの透か しがある。

後述する ように透かし の形態と刀身の形態 か ら 9 世紀後葉と推定さ れ る 。

F 3 : 柄反り （均等な弧形）あ り ・刃反りありの柄透し大刀の出土例は 2 振ある 。

木村遺跡例は 、 やや細身の平造 り で、 拒に細 く 長い透かしがあり、 長覆輪を嵌める 。 鍔は倒卵形の

鉄製喰出鍔である 。

ユオ イ チ ャ シ包含恩出土例は、 やや細身の平造りで、 拒に細 く 長い透か しがあり、 長覆輪を嵌める 。

頭金具が短隅丸方形覆輪式方頭、 足金物は二足侃用で単脚足金物。 甥 目 と 約金の距離が近い。 鍔は鉄

製喰出鍔だそうである。

ユ オ イ チ ャ シの例は黒色 土上面 から一 5 anから出土していること 、 刀装具が外されていないことか

ら ア イ ヌ 文化期の所為ではな く 、 擦文文化期の浅い土坑墓の可能性も あ る 。 隣接する二風谷遺跡から

はVII群d類（ 佐藤和雄分類のIX : 11世紀後葉~12世紀前葉） の甕が出土 していることから、 ユオイチャ

シの大刀も同じ頃が上限と考え ら れ る 。

h - 3 - ii) 柄透かし蕨手刀から柄透か し大刀ヘ

後藤調査 1 号墳出土刀は幅広、 E 3 類の刀身で、 脈に長方形の大きめ の透かしがある。 刀身の形態

はC 3 類( 9世紀中葉） と F 3 類(11世紀後葉又は12 世紀中葉以降）と の中間である。 大刀に付 く 透かしに

は大きく分けて、 小判形の大 き めの透かし（岩野山古墳群A 1号墳例）、 長方形の大きめ の透かし （後

藤調査 1 号墳例）、 毛抜形の透かし、 細 く 長い透かし（ユオ イ チ ャ シ例）がある。

管見では同じ形態の柄透かし大刀はない。 そ こ で柄透かし蕨手刀を検討してみよう。 柄透かし蕨手

刀は八木分類 「柄頭3 」 1 点 を 除 く と全て八木分類G類で、 ともに 9 世紀代に当たる。

私は、 透か しの分類要素として、 透か し幅と柄先側 ま での貫入度合いを加え、 これに柄反り の度合

いを加えて柄透かし蕨手刀を細分する 。

・透か しの幅

幅狭：幅が、 背側・腹側に分かれた拒のどち ら か 一方の幅と較ぺ狭い も の

幅広：幅が、 背側・腹側に分かれた拒のどちらか 一方の幅と較ぺ広い も の

・透かしの貫入度合い

貫入が浅い： 柄先側 ま で透か しが及ばず、 透か し端が鴎目 と離れる 。

貫入が深い：柄先側 ま で透か しが及び、 透か し端が鴎目と近い。

細分類の組み合わせは下記のとおりで、 方頭大刀、 立鼓柄大刀 、 柄透かし大刀の分類に整合 さ せ る

と B類、 C類になるので、 B 4類、 C 4類 と 呼ぶ。
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VI 成果と問題点

B 4 類：幅狭で貫入が浅い透かしは、 柄反りが緩く 、 刃反 り がない刀身に 付 く 。

C 4 類：幅広と 貫入が深い透かしは、 柄反りが急で、 若干刃反りがある刀身に付く 。

B 4 類には群馬県北群馬郡吉岡村出土例、 石井昌国蔵岩手県内出土例がある。 C 4 類には陸前高田

市岩井沢出土例、 多賀城跡S1361例、 中尊寺大長寿院蔵がある 。

これ らのほかにモヨ ロ貝塚例がある。 こ の蕨手刀はB 4 類とC 4 類との中間の細分類要素を有して

いるが、 透かしの細分類要素の特徴からB4 類に入れる。

後藤調査 1 号墳出土刀は、 B 4 類よ り も C 4 類に近い形態であ る か ら 、 C 4 類の年代推定を行う 。

年代推定が可能なC 4 類は多賀城跡S1361例である。

多賀城跡S13 61例は円形帯執環付単脚足金物の年代からは 9世紀前半~11世紀前半であるが、 土器は

白鳥( 1980年） のD群( 9 世紀後半） に当たる 。

土師器坪には村田晃一の1群土器（「宮城郡における10世紀前後の土器」
r福島考古36 号』1995年） 以前

の傾向が見 ら れ る 。 供伴した灰釉陶器壷下半部は、 低めの高台で、 鐙付き は平坦面をなし、 僅かに傾

斜するので黒笹 90 号窯式( 9世紀後半） であ ろ う 。

これらよ り 蕨手刀の年代は、 9 世紀第 3 四半期と考えられる 。 C 4 類は 9 世紀中葉と 考えられ 、 B

4 類は そ れ 以前であるから 9世紀前葉と推定される 。

後藤調査 1 号墳出土刀の暦年代 の上限は 9 世紀第 3 四半期である。 下限については、 今のところ毛

抜形透かしの出現期から推定する しかない。 石井（前出1966 年） による と 、 長野県塩尻市宗賀のぺ沢例

が年代推定可能な最古例である。 大刀は細身平造り、 柄反り（均等な弧形）あり・刃反りありの刀身で、

眼 と 柄頭の間も方形に透かしている 。

大場磐雄の報告（『平出』 1955年） に拠れば、 付近から灰釉陶器碗が2 個出土している（『平出』 179頁の

掲載番号112 、 141の灰釉陶器碗） 。 112 は口縁部内面に沈線があり、 高台が高 く 直立気味である。 141は

やや器高が低く 、 高台は厚みがあり、 直立気味であ る。 これらの特徴から灰釉陶器碗は、 前川 要（「猿

投窯にお ける灰釉陶器生産最末期の諸様相」
『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要 III』198 4年）の折戸53 号窯

式 3 · 4 段階(1針せ紀後葉~11世紀前葉） である。 10世紀後葉には こ の よ う な形態の大刀が成立している

と考えられる。

ま た 、 江別古墳群からは10 世紀に下る土器は出 土していないので後藤調査 1 号墳出土刀の年代は 9

世紀第 3 四半期～第4 四半期と 考 えられ、 透かしの形態から は C 4 類( 9世紀中葉）より後出であるか

ら、 9 世紀後葉と考え られる。

後藤調査1号項出土刀と塩尻市宗賀のべ沢例では刀身幅、 毛抜形透かし、 眼 と 柄頭の間の透 か しと

い う 点で違いがあ る こ とから、 毛抜形透かしがあ っ て 眼 と 柄頭の間の透かしがない形態が存在すると

考えられる。 そ の時期は10 世紀前葉～中葉と考えてよいのではないか。

なお、 毛抜形の終需は石井（前出1966 年）による と 1計せ紀前半との ことであるから、 芦別市木村遺跡例、

沙流郡平取町ユオ イ チ ャ シ例の細長い透かしはそれ以降の12世紀後半となるが、 現時点では擦文土器

の年代より幅を持た せ て お く 。

以上より、 透かしの形態は、

B 4類 ( 9世紀前葉） → C 4 類( 9世紀中葉）→E3 類 ( 9世紀後葉） → F 3 "類： 毛抜形＋眼と柄頭の間

の透かしな し (10世紀前葉～中葉） →F 3 ' 類： 毛抜形＋眼 と柄頭の間の透かしあり(10 世紀後葉~11世紀

中葉または後葉） → F 3 類：細長い透か し( 11世紀後葉また は12世紀前葉以降）という 変遷をたどる。

なお、 儀杖刀には毛抜形が12 世紀後半以降も存在する。
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2 所謂 「北海道式古墳J と r周溝のある茎」 について

h - 4  再検討を要する大刀、 横刀、 跨帯金具 （図VI- 2 - 9 )

八木は 、 柏木東遺跡 2 号墳の年代を留金具、 蛇尾か ら 7 世紀中葉、 9 号墳の年代を土師器坪か ら 7
世紀後葉~ 8 世紀前葉、 町村農場遺跡X - 1 号墳の年代を刀装具から 8 世紀前葉～中 葉 と す る 。

森は、 柏木東遺跡 2 号墳の年代を刀装具 · 馬具か ら 7 世紀前葉～中葉、 柏木東遺跡10号墳の年代を
刀装具か ら 7 世紀第 4 四半期~ 8 世紀後半、 町村農場遺跡X - 1 号墳の年代を刀装具か ら 9 世紀前半
~11世紀前半、 後藤守 一 報告の江別古墳出土刀の年代を刀装具か ら 9 世紀初頭~10世紀後半 と す る 。

＜柏木東遺跡 2 号墳の跨帯金具、 横刀〉 帯金具について は伊藤玄三が 「巡方様」 「蛇尾様」 と呼び厳
密に跨帯金具 と はいえない と い っ て い る (1970年） 。 3 者の遺物同定を整理す る と 、 伊藤の 「巡方様」

は八木の馬具 「留金具」 、 森の馬具 「有窓正方形飾金具」（田中新史1980年） に 当 た り 、 伊藤の 「蛇尾様」
は八木の馬具の蛇尾に 当 た る 。

私は 「蛇尾様」 （図VI- 2 - 9 - 1 • 2 ) を その構造から跨帯金具の絞具の部品である絞板の表金具
と襄金具と考え 、 「巡方様J (図VI- 2 - 9 - 3 ) は線彫のある巡方の表金具 と考える 。 絞板の形態は田
中広明分類(1990年）の改頁に当た り 、 巡方の形態は田中分類の方形 K類に近い形態である 。 なお、 『河
野広道ノ ー ト考古篇 5 』 （宇田川1984年） では裏金具の鋲孔を補修 に よ る 穿孔 と観察し て い る 。

田中に拠れば絞板d類が付く 跨帯金具は奈良時代後半である 。 K類の年代には言及 し ていない。 K
類の例は埼玉県大里郡岡部町六反田遺跡 ( 8 世紀末） 、 長野県飯田市恒川遺跡( 8 世紀代） 、 千葉県佐倉
市岩富漆谷津遺跡（鬼高式期）である と い う 。 六反田遺跡例 は K 類で、 恒川遺跡例は実測図の確認はで
き なかっ たが遺跡の年代 は 8 世紀代である こ と か ら 、 K類はその頃の も の と 考え ら れる 。

。 なお、 岩富漆谷津遺跡例は 、 並行する細かな刻み文をつけて い る こ と か ら田中新史（前出1980年）の I
期 ( 7 世紀前半） の馬具 「有窓正方形飾金具」 に当た り 、 跨帯金具ではない可能性がある 。

よ っ て 、 2 号墳の絞板は 8 世紀後半で、 巡方は 8 世紀代と推定される 。 絞具と 巡方は部品が欠けて

い る こ と 、 d 類と組み合わ さ る 巡方の垂孔は 「線孔」 であるから巡方は絞板 d 類 と セ ッ ト を成 さ な い
こ と 、 蛇尾 ・ 丸柄がない不完全な揃いであ る こ と か ら跨帯金具 と しては機能していなかっ た よ う だ。

2 振の横刀は銅付足金物がつ く 。 4 は鞘口金具に蜻蛉形金具が付く 、 松崎元樹分類(1985年）の①一
B類に当たる 。 5 は双脚の山形金具に銀が付く 、 松崎元樹分類(1985年） の②― B類に当たる 。 松崎は 、

4 が供伴した跨帯金具よ り 奈良時代後期、 5 は同型式の刀が出土 した古墓の蔵骨器よ り 8 世紀中葉と
考定 し て い る 。

仮に 「巡方様」 が馬具であれば 7 世紀中葉～後葉 と い う こ と にな る が、 こ れを も っ て 2 号墳の年代

を 引 き 上げ る の は絞具 ・ 横刀が新 し い こ と か ら無理である 。 以上よ り 、 2 号墳の時期 は 7 世紀前葉～
中葉ではな く 8 世紀中葉～後葉であ る。

＜柏木東遺跡10号墳出土刀〉 6 は刀装具の年代から 7 世紀第4 四半期~ 8 世紀後半 と さ れている 。

長隅丸方形覆輪式方頭 ・ 台状形双脚足金物、 競 目 と 約金の距離が近いので8 世紀後葉であ る 。 B l 類。

く江別古墳群の出土刀 （後藤守ー1934年）〉 7 は刀装具の年代か ら 9 世紀初頭~10世紀後半 と さ れて
い る 。 柄頭は短隅丸方形覆輪式方頭、 足金物は環付双脚足金物に似せた環付単脚足金物、 鴎目 と約金
の距離が近いので9世紀前葉 と推定される 。 D 2類。

く町村農場遺跡X - I 号墳出土刀〉 八木は 9 (後藤守ー1934年） を刀装具の年代 か ら 8 世紀前葉～中
葉 と す る。 森はVI- 2 - 8 • 9 を 9 世紀前半~11世紀前半 と す る 。

8 は 円形帯執現付単脚足金物がつ く 。 足金物以外に時期 を推定する根拠はない。 供伴する 9 が 8 世
紀後半の年代の大刀 と推定される こ と 、 X-G号墳の須恵器が8世紀第 4 四半期~ 9 世紀第 1 四半期
初めであ る こ と か ら 9世紀前葉と推定される。
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2 所謂 「北海道式古墳」 と r周溝のある墓」 について

9 は足金物が円形帯執現付単脚足金物である 。 責金物の背面側が稜花様にな り 、 鞘に平行した銀が
付 き それに直交 して帯執銅が付 く 。 瀧瀬は菱形部分を甲羅金と分類 し て い る 。 瀧瀬が掲載した甲羅金
付足金物の最古( 9 世紀中葉）は東京都多摩ニュ ー ウ タ ウ ンNo.452遺跡出土である 。 この足金物は方形帯
執環で、 座金具が明確に表現 さ れ て い る の で、 9 と は 全 く 異なる形である 。 こ の こ と か ら 、 菱形部分
を甲羅金に分類 し な い ほ う が よ い 。 私は 9 は 吊手孔付侃用の円環と 円形帯執環付単脚足金物の中間の
形態 と 考 え る。 よ っ て 8 世紀後半の大刀 と推定される 。 後藤守ーが柄頭金具を長筒形方頭と推定した
こ と と ほぽ符合す る。

h - 5  その他の刀について

く後藤調査 7 号墳出土刀〉 八木分類 「柄頭 l 」、 銅製台状形双脚足金物よ り 8 世紀後葉である 。

く後藤調査 9 号墳出土刀＞ 柄の形態は八木分類 「G類」 で あ る か ら 9 世紀代 と 推定 さ れる 。

＜柏木東遺跡11号墳出土刀〉 八木分類 「柄頭 l 」、 銅製台状形双脚足金物よ り 8世紀後葉である 。

h - 6  墳丘のある墓の造営時期(2)
大刀 ・ 横刀 ・ 跨帯金具 ・ 土器を再検討 し て き た が、 八木、 森の主張す る よ う な結果に は な ら な い 。

な お、 大刀類の暦年代を加えたので町村農場遺跡に若干幅がでた 。

江別古墳群は土器が 8世紀中葉~ 9 世紀初め 、 須恵器 ・ 赤褐色土器が 8世紀中葉~ 9 世紀後葉、 大
刀類が 8世紀後葉~ 9 世紀後葉で、 造営期間は 8世紀中葉~ 9 世紀後葉である 。

町村農場遺跡は須恵器 が 8 世紀第 4 四半期~ 9 世紀第 1 四半期初め 、 大刀類が 9 世紀前葉で、 造営
期間は 8世紀末~ 9 世紀前葉 と推定される 。

柏木東遣跡は土器が 8世紀中葉~ 9 世紀初め、 須恵器が 8世紀第 4 四半期~ 9 世紀第 1 四半期、 大
刀類が 8世紀中葉~ 9 世紀前葉で、 造営期間は 8世紀中葉~ 9 世紀前葉である 。

柏木川 1 遺跡Pit77は土器から 8 世紀中葉に造墓された。

表VI- 2 - 3 墳丘のある墓の遺物
8世紀 8世紀 9 世紀 9 世紀 9 世紀
中葉 後葉 前葉 中葉 後葉

江別古墳群 土 器 杯：再調査15号墳 甕：再調査3 · 5号墳 甕：再調査 3 号墳
杯：再調査3 • l�頁

須 恵 杯：再調査17号墳 高台杯：再調査 5 .
器 類 15号墳、 杯：再調

査12号墳 、 双耳
杯：再調査15号墳

大刀類 後調査 7号墳 後調査 1 号墳

町村晨場遺跡 須恵器 高台杯 ： X - G  

大刀類 X - 1 X - 1  

柏木川1遺跡 土 器 甕 ． 杯：Pit77 

柏木東遺跡 土 器 杯： 9 号墳 甕：14号墳 甕：1号培、 杯： 7号墳

須恵器 杯：11号墳 高台杯： l · 8 ·ll号墳

大刀類 2 · 11号墳 10号墳

＊江別古墳群再調査の遺物は周溝出土である 。 ＊須恵器類には、 赤褐色土器も含め、 大刀類には、 横刀 ・ 蕨手刀 も含めた。

＊後藤調査 9 号 （大） は蕨手刀 ： 9 世紀代、 柏木東 1 号墳は墳丘中に高坪 ： 8 世紀前葉、 11号墳は坪 ： 時期不明 1 点
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表VI- 2 - 4 関係遺構一覧
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2 所謂 「北海道式古墳」 と 「周溝のある茎」 について

i 周溝のある墓
周溝のある墓は千歳市ユカ ン ボ シ C l5遺跡で検出された。 こ の墓に墳丘はない （区画域 に は厚さ10

cm未満の盛土がある） 。 周溝は楕円の一端が途切れる馬蹄形。 主体部は土坑 と木榔がある 。 造営時期は

8 世紀後葉~ 9 世紀初めである。 墳丘がないので、 本来墳丘を伴う 東北北部の円形周溝墓（三浦圭介
1995年） や円形周溝 （神康夫 1996年） と は異なる遺構と定義した （『ユカンボシCl5遺跡( 1 )』 北海道埋
蔵文化財セ ン タ ー 1998年）。

同様な遺構に沙流郡二風谷町カ ン カ ン 2 遺跡X- 1 があ る。 こ の墓に墳丘はない（区画域 に は厚さ20

cmの盛土がある） 。 周溝は隅丸長方形。 主体部は盛土部分に く ぽみがないので木榔腐朽によ る陥没はな

い こ と 、 盛土の土層断面 を み る と 層界が乱れていない こ と か ら空隙を生じる木榔 • 土坑の設置はない
と 考 え ら れ る。 遺体は盛土が薄い こ と か ら 築成過程の途中に木榔な どを安置した と は考え ら ず、 盛土

構築面に遺体を安誼し盛土築成を行っ た と 考 え ら れ る 。 造営時期は10世紀前葉であ る 。

従来北海道において、 墳丘のない墓は 「竪穴式項墓」 、 「土壊墓」 と 呼ばれ、 周溝を も つ墓 は 「北海
道式古墳」 であ る と い う 認識であ っ た 。 両方の要素を持つのが 「周溝のある墓」 で、 その主体部は土
坑 ・ 木榔 ・ 掘 り 込む施設でない構造がある 。 なお、 私は 「定義A」 又は 「定義A' 」 の立場を と るから 、

北海道に は古墳の範疇に入る墓はない 。 よ っ て 、 「周溝のある墓」 は古代墳墓 と定義する 。

以上よ り 北海道の周溝のある墓は主体部構造で大 き く 2 種類に分類さ れ る。

· Ho 1 型 ： 20cm未満の低い盛土。 主体部は土坑 ・ 木榔の設置がある 。 平面形は楕円形に近い馬蹄

形 （開口部が狭い） 。

· Ho 2 型 ： 20cm未満の低い盛土。 主体部は土坑 ・ 木榔などの掘り 込む施設ではな い構造。 遣体は
墳丘構築面に安置。 周溝は全周する 隅丸長方形。

(3) 「墳丘のある墓」 と 「周溝のある墓」 の包括的分類
擦文文化期の墓制を総体 と し て研究す る 目的で、 「墳丘のある墓」 と 「周溝のある墓」 を含めた包括

的な分類を新設する必要がある 。 Ho l 型 と llI型は外部施設において同じ構造であり 、 主体部構造に お
いて も 同 じ構造が見られる 。 造営期間について も 同様である 。 従来 「北海道式古墳」 と いわれていた
「墳丘の ある墓」 の一部は 、 「周溝のある墓」 に含ま れる遺構である 。

従って 、 「北海道式古墳」 は使用でき な い用語 と な り 、 「墳丘のある墓」 と は I · II型を さ す。 III型
はHo l 型に含めて 「周溝のある廷」 と呼ぶ。

表VI - 2 - 5 分類対応関係
墳丘 ・ 盛土高 周溝平面形 主体部構造

高 中 低 全 全 円二 円 一 隅 木 土
周 周 唇贋 譴 り
す す 丸 込細分類 る る 似途 る 途 ま楕 る 切 翻 方
円 円 弧れ な

し） 間 し) 形 形 形 楕 形 楕 形 榔 坑 し)

I 型 ． ． ？ ？ 
II型 ． ？ ？ 
III型 ． ． ． ． ． ． 

Ho l 型 ． ． ． ． 
Ho 2 型 ． ． ． 
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VI 成果と問題点

(4) 主体部規格と埋葬姿勢

周溝のある墓と墳丘のある墓の一部 に は 、 共通する外部・内部 構造があった 。 内部構造の規格や埋

葬姿勢について は ど う であろ う か。

天野(1985年） は墳丘のある墓の主体部規格を墓坑長軸長 か ら推定し 3種類に分け、 埋葬姿勢・年齢

に言及し、 最 も 小 さ い墓坑を年少者、 次を側臥屈葬、 大きい ものを伸展葬と推定している。

図VI - 2 -10は、 周溝のある墓 と 墳丘のある墓の う ち 、 墓坑底の長軸長 ・短軸長が判明している墓

を示し、 埋葬姿勢を検討するため 、 比較例 と して小樽市涸島 D 遺跡、 江別市萩ヶ 岡 遺跡、 千歳市ウ サ

ク マ イ A 遺跡( 7 世紀後半~ 8世紀前半と若干時期が異なる） の中で姿勢が側臥屈葬と判明している土

坑墓を加えたグラ フである。

成人側臥屈葬A類は成人埋葬の確認例を含む。 成人側臥屈葬B類は短軸長がA類と変わ らないこ と

か ら側臥屈葬と判断でき 、 成人埋葬の確認例は含んでいないが長軸長 か ら成人と推定した 。 成人伸展

葬は埋葬姿勢 ・ 年齢の確認例は含んでいないが長軸長と短軸長か ら推定した 。 小柄な成人側臥屈葬は

成人埋葬の確認例を含んでいる。 「小児」 とついた群は大人の身体属性か らは埋葬不可能な規格である

ことか ら名づけた 。 短軸長100 cm以上は合葬の可能性が高い。

成人側臥屈葬A類に は木榔墓の例がない。 成人側臥屈葬B類は、 A類に較べて短軸長がほぼ同 じ数

値である反面、 長軸長が長い。 これは同一遺跡内 に も 見 られる傾向である。 こ の こ とか ら 、 成人の身

体属性とは関係ない墓坑の規格がある こ と を示す。 墓坑の規格に新た な意味が加わったと考え られる。

ひとつの要因と して木榔が考え られる。

= 長130
柏木： 柏木/Ill遺跡 • ： 墳 丘 ・ 周溝のある墓
柏 ・ 柏木東遺跡 ● ： 土坑墓
後 ： （後藤調査） ※アンダー ライ ンは成人と判別された例
萬 ： 江別古墳群(1985年再調査） ※白抜き記丹は木綱又は木董C 

巴120 X-1.2 : ユカンポシCl5遺跡 ※略称のあとの散字1お遭織ぬ ■ 
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図 VI- 2 -10 主体部規格と埋葬姿勢

-223-



2 所謂 r北海道式古墳」 と 「周満のある涯」 について

柏木川1遺跡は外部施設に周溝はないがHo l 型 に近似する。 内部施設は隅丸長方形の墓坑平面形の

土坑墓で、 ウサクマイ葬法の一部（袋状土坑・遺体頭部の礫）が備わっている。 埋葬姿勢は成人側臥屈

葬A類。 こ れによって、 墳丘のある墓の内部構造は伝統的な墓制に起源を発す る と 考えてよい。

柏木東遣跡は外部施設がI · II · Ho 1 型で、 内部施設は土坑と木榔で、 ウサクマイ葬法の施設は見

られないが遺体頭部に礫( 3 、 4 、 7 、 11号墳）が副葬されている。 埋葬姿勢は成人側臥屈葬B類と成人

伸展葬がみられる。 こ れ は 9号墳が 8 世紀中葉、 2 号墳が8 世紀後葉、 7 号墳が 9世紀前葉であるこ

と から時期差ではない。 柏木東遺跡において は伝統的な埋葬姿勢が継続しつつ、 新来の埋葬姿勢が加

わ ったと考えられる。

ユ カ ン ポ シ C l5遺跡は外部施設がHo l 型、 内部施設は土坑と木榔で、 ウサクマ イ 葬法の施設は見ら

れないが遺体頭部に礫(X-1 · G  1)が副葬されている。 埋葬姿勢は小柄な成人側臥屈葬 ・ 小児側臥

屈葬と成人伸展葬・ 小児伸展葬がみられる 。 柏木東遺跡と 近似した埋葬姿勢の変化がみられ る 。

江別古墳群は外部施設が I · Ho 1 型で、 内部施設は土坑と木榔である。 埋葬姿勢は成人伸展葬が多

く 、 成人側臥屈葬B類は極めて少ない。 成人伸展葬例の時期は 9世紀後半である。 江別古培群において

は新来の埋葬姿勢がよ り 積極的に導入され た と 考えられる 。

柏木川 1 遺跡、 柏木東逍跡例に伝統的な側臥屈葬があり、 江別古墳群例に新来の伸展葬が多い。 周

溝のある墓と墳丘のある墓の一部には 、 墓坑長軸長に幾分かの違いは見られるものの、 共通する内部

構造の規格と埋葬姿勢がある。

埋葬姿勢の違いは大 ま か に時期差の状況を呈す る と お もわれるが、 各逍跡ごとに状況が異な り 、 内

部構造の規格と埋葬姿勢の一斉的な転換を示す傾向はうかがえない。

(5) 東北北部の周溝のあ る墓と の比較

東 北北部の周溝のある墓については円形周溝墓、 円形周溝、 円形周溝遺構、 現状溝、 現状遺構の名

称がある。 全て墓制に関する名称と考えてよいので 「墓」 が付く 用語を用いるこ とにする 。 本論では

東 北 北部について 「円形周溝墓」 を用い 、
「 方形周溝廷」 を用いる。

a 青森県の円形周溝墓

三浦圭介(19 95年） の定義は次のように要約できる 。 “円形周溝墓とは 8 世紀中葉~10 世紀前半に造営

され 、 円形周溝・ 小摂丘を持っため外観は 終末期古墳 と 同 じ である。 しかし 、 主体部は 地山を掘り 込

む土坑ではな く 遺体または木棺を設置し 、 周溝の掘り 揚げ土をかけ小墳丘を構築した。 副葬品は迫体

とともに埋められ る こ とはない。” そして、
「終末期古墳」 ・ 「末期古墳」 は主体部が土坑で、 副葬品

が登富であるから、 区別して 「円形周溝幕」 と仮称す る と 述べている。

神 康夫(1996 年） の定義は次のよ う に 要約でき る。 “円形周溝 と は奈良 • 平安時代( lOtせ紀中葉まで継

続する 。） に造営され、 終末期古墳の形態を保持した古代の墳廷形態のひとつで、 墳丘が遺存していな

い状態の も の。 ”

以上を両氏の相違点 を ま と める。 三浦・神は円形周溝墓が 「終末期古培」 . r末期古墳」 と 異 な る

古代墳墓としている 。 墳丘は両氏 と も に存在を認めている。 主体部は三浦が地山を掘り 込む施設では

な い と 述べている。 造営年代は両氏とも 8 世紀代~10世紀中葉に当ては ま り ほぼ一致している。

a - 2  青森県の事例検討と 細分類について
「墳丘は遺存 しない。 」 は 「墳丘があ った。」 と言い換 え ら れ、 「主体部は地山を掘り込む土坑ではな

い。」 は 「土坑以外の主体部がある 。」 と 言い換えられる。 よって、 墳丘・主体部が遺存している例の

検討が必要である。 墳丘の厚さを検討しよう 。 『東日本にお ける奈良 • 平安時代の基制』（前出1995年）

に拠れば検討でき る例 は三沢市平畑( 3) • 平畑( 5 ) 遺跡 、 八戸市殿見遺跡である。
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平畑(5 )遺跡の円形周溝は 9 世紀後葉で墳丘の最厚46cmであ る。 平畑(3 )遺跡の 1 号円形周溝は10世
紀前葉で墳丘の最厚55cmである 。 こ れ ら の墳頂は開口部の反対側に偏 り 開口部側は平坦であ る 。

殿見遺跡(1993年） は 9 世紀代で調査時には墳丘が削平を受けていたが “原野の頃は高さ 5 ~ 3 尺末
満のお椀を伏せた よ う な高 ま り があ っ た 。 ” と い う 伝間がある 。

円形周溝墓 には高さ50cm前後の低い墓と 150cm前後のやや高い墳丘があり 、 墳頂部が偏る墓と偏らな

い墓がある。 終末期古墳である八戸市鹿島沢古墳群(1958年） の墳丘店は100c両K満~150cm前後の墳丘が
あ っ た よ う で、 円形周溝墓と終末期古墳の墳丘高は変わ らない可能性がある。

最後に主体部を検討 し よ う 。 『東日本におけ る奈良 • 平安時代の墓制』 （前出1995年）に拠れば、 検討で
き る例は平畑 ( 3 )遺跡1 号円形周溝、 平畑( 5 )遺跡円形周溝であ る。

長尾正義 (1996年） は円形周溝廷を 「墳丘墓」 と呼び、 構築過程と 崩壊過程を推定し、 遺体は墳丘構築
面（当時の地表面）に安置、 培丘築成過程の途中に安箇の 2 通 り を推定している （木棺の使用は不明） 。

平畑( 5 )遺跡円形周溝の墳丘構築面（当時の地表面）直上には歪な長楕円形（長さ 約 5 m X 幅 3 m)の褐
色土の拡が り が あ り 、 その上に粘土質のロ ームブロ ッ クの拡が り があ る。 ロ ーム プ ロ ッ ク の 拡が り は
無機燐酸成分濃度 と オ レ イ ン酸の濃度が高 く 遺体の安置位慨 と推定される （小山 ・ 千葉1991年） 。 こ の
こ と か ら遺体は墳丘構築面（当時の地表面） に安置 し た と 考 え ら れる 。

ま た木榔の有無は不明 と している 。 墳頂部に く ぽみを発見していな いので木榔腐朽 に よ る墳丘の陥
没がなか っ た と 考 え ら れ、 墳丘内部に空隙を生じる木榔は設置 さ れて いない と 考 え られる。

以上よ り 青森県の円形周溝墓は大 き く 2 種類に分類される 。

· Ao 1 型 ： 150cm前後のやや高い培丘で墳頂部が偏 ら な い。 主体部は不明。 遣体は坑丘構築面に安置
し た か墳丘築成過程の途中に安置したか。 周溝は、 全周する円形、 一端が途切れる円形
（開口部が狭い ・ 馬蹄形の よ う に開口部が広い）があ り う る。

· Ao 2 型 ： 50cm前後の低い培丘で墳頂部が偏る 。 主体部は木榔などの設置せず遺体は坑丘構築面に
安置する。 平面形は円形の周溝の 一 端が途切れる（開口部 あ り ） 。

b 岩手県の円形周溝墓 ・ 方形周溝について
玉川英喜(1990年） の定義は次の よ う に要約で き る。 “円形周溝と は奈良 • 平安時代に造営され、 末期

古墳の周涅かその系譜を引 く 遺構である 。 末期古墳の主体部が削剥を受けて遣存し な い例も 当 て は ま

る 。 方形周溝 と は平安時代に造営された墳墓の可能性が高い遣構。”

高橋千晶(1995年） の定義は次の よ う に要約で き る 。
“主体部が遺存する 円形の周溝は r終末期古墳」 、

同一 遺跡内の円形の周溝 は終末期古培の 「周溝」、 遺跡が全て 円形の周溝で構成されている場合は 「円
形周溝」 と分類する 。 方形周溝は 「円形周溝墓」 「終末期古墳」 と別種の遺構 と し て分類する 。”

八木光則（前出1996年）の定義は次の よ う に要約で き る 。 “円形周溝遺構 は 9 世紀に造営された古墳の
ー 類型で、 秋田県 に も 類例がある。 ”

ま た後(1997年） に は、 “古墳の周溝と の判別は難しいが、 仮に主体部の遺存していない周溝だけのも
のを総称 し て 「周溝墓」 と す る 。” と 述べ、 主体部は木棺直葬を想定 し て い る 。 分布は馬淵）, ,  流域、 北
上盆地、 津軽平野、 横手盆地で、 北海道にはない と している 。 造営の時期は、 馬淵川流域（八戸市周辺 ：
8 世紀後半~ 9 世紀前半、 二戸市周辺 ： 8 世紀前半以前 ・ 9 世紀以降） は終末期古墳から継続する。 北

上盆地 ( 9 世紀後半以降） は終末期古墳 と断続する 。 津軽平野( 8 世紀末~ 9 世紀後半） と横手盆地 ( 8 世
紀末~10世紀代） は終末期古墳が未確認で周溝墓が出現する と述べている 。

終末期古墳群が複数の集落か ら独立的（複数の集落がひ と つの古墳群の造営に参画する と い う意か。）
に営まれるが、 周溝墓は集落単位に 営まれる と 述べている。
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以上を三氏の相違点 を ま と め る 。 玉川 ・ 高橋 ・ 八木は末期古墳ま た は古代墳墓 と す る 。 墳丘 ・ 主体

． 部については、 玉川 ・ 高橋は言及な く 、 八木は木棺直葬を想定。 造営年代に つ い て は、 玉川 ・ 高橋が
8 世紀代~10世紀前葉、 八木が8世紀前半以前 ・ 8 世紀後半~10世紀代。

墳丘 • 主体部が遺存し て い る例の検討が必要であ る 。 しか し管見に拠る と事例がない。 ま た 、 主体

部が遺存す る も のは古墳に分類されるの で、 周溝の平面形について分類す る ほかないのであるが、 玉
川 （前出1990年） に よ れば末期古墳の周溝と 円形周溝墓の形態は一致 して し ま う 。

以上よ り 、 末期古墳の周溝と 円形周溝墓 と の分別は時期に拠るしかない。 玉川 ・ 高橋は 、 7 世紀代
は末期古墳の周溝、 8 世紀~ 9 世紀前半は末期古墳の周溝と 円形周溝墓、 9 世紀後半~10世紀前葉は
円形周溝墓 と な り 、 方形周溝は 9 世紀代~10世紀前葉 と な る 。 八木は 7 世紀代~8世紀前葉は末期古
墳の周溝、 8世紀前半以前 ・ 8世紀後半~10世紀代は円形周溝墓と な る 。

玉川の分類を参考に周溝を分類す る と 、

• Iw 1 型 ： 周溝が全周する円形

· lw2型 ： 一 端が途切れる円形（開口部が狭い ・ 馬蹄形の よ う に開口部が広い）
• lw3型 ： 相対する二端が途切れる弧形（開口部が二箇所） • Iw 4 型 ： 周溝が断続的に途切れる

· Iw 5 型 ： 全周する方形 ・ Iw6型 ： 断続する方形

上記の分類 と① ： 8 世紀前葉は末期古墳の周溝と 円形周溝墓、 ② ： 8 世紀後半~10世紀代は円形周
溝墓 と な り 、 ③ ： 方形周溝は 9 世紀代~10世紀前葉。 Iw 1 ~4型が① ・ ② と組み合わ さ り 、 lw 5 · 6 
型が③と 組み合わ さ る 。

表VI- 2 - 6 各地域の分類対応関係

墳丘 ・ 盛土高 周溝平面形 主体部構造

高 中 低 全 円 一

禽 円 二 円 一 隅 木 土
周 贋 形

に�
端か． に 端 り

す す 似 が 丸 込細分類 る 途 畠 似途 る 途 ま切 る 切 翻 方
円 れ 円 弧れ な

し) 間 し） 形 形 る 形 形楕 形楕 形 榔 坑 し)

I 型 ． ． ？ ？ 
II型 ． ？ ？ 
LLL型 ． ． ． ． ． ． 

Ho l 型 ． ． ． ． 
Ho 2 型 ． ． ． 
Ao 1 型 ． ． ． （●） ？ ？ 
Ao2型 ． ． ． 
Iw 1 型 ． 
Iw 2 型 （●） （●） 
Iw 3 型
Iw4 型
Iw5 型 ． 
Iw 6型 ． 

* (●） は 「楕円形に似る 」 ではな く 、 「 円形に似る弧形J、 「円形に似る馬蹄形J

-226-



VI 成果と問題点

(6) 北海道の分類と青森県・岩手県の分類の対応関係について

表VI- 2 - 6 に分類の対応関係 を示す。 Ho 2 型は周溝の平面形においてIw 5 · 6 型と類似し、 主体

部構造はAo 2 型と類似する。 Iw 5 · 6 型が 9 世紀代~10 世紀前葉の遺構であ り 、 Ho2 型はカンカン

2 遺跡 X - 1 が10世紀前葉であ る こと からHo 2 型と Iw 5 · 6 型は同 じ遠構と考えてよい。

ま た 、 Ho 2 型の主体部構造がAo 2 型 と 同 じであ る ことからAo 2 型→Ho 2 型へと周溝平面形が変化

する。 これらよ り 、 Ao 2 型→Ho 2 型、 Iw5 · 6 型という変遷が考えられる。

Ho l 型はlII 型を含む。 Ho l 型は主体部構造についてAo2 型と異なる。 新旧関係はHo l 型+ m型→

Ao2 型である。 1型・11型はAo l 型に対応し、 Ho l 型十 lII 型にほ ぽ並行す る。

以上より、 Ho l 型 十 lII 型（→）1 型 . II型=Ao l 型 • Ao 2 型 · Ho 2 型=Iw 5 · 6 型 と い う 変遷が推

定され、 Iw l ~4 型はHo l 型+m型（→）I 型 .II 型=Ao l 型 · Ao 2 型のどれかに並行すると考えら

れ る。

暦年代を当てはめると、 Ho l 型+m型 ( 8 世紀中葉~ 9 世紀後葉）（→） I 型 . II 型( 8 世紀後葉~ 9 世

紀後葉） =Ao l 型（津軽平野： 8 世紀末~ 9 世紀中様、 八戸市周辺 ： 8 世紀後半~ 9世紀中葉、 二戸市

周辺： 8 世紀前半以前・ 9 世紀前葉～中葉） · Ao 2 型( 9 世紀後葉~10 世紀前葉） · Ho 2 型=Iw5 ·

6 型(10 世紀前葉） 。

北海道については以下の問題がある。 8 世紀中葉段階から始ま るHol 型十 Ill型が1 型 ・ II型よ り も

先行す る か ど う かである。 両者は周溝 ． 墳丘・盛土という 外部施設に共通点はあ る も のの、 Ho l 型＋

III型は主体部構造に伝統的墓制 の要素（深めの墓坑底、 側臥屈葬、 ウサクマ イ 葬法の一部） を多 く もっ

ているので、 Ho l 型+ m型が先行する可能性はある 。 しかし現時点では一墳丘ごとの比較に耐えうる

事例が不足しているため、 Ho l 型+ III型と1 型・II 型はほぽ並行関係にあって、 前者は伝統的な葬法

を保持し、 後者は新来の葬法をより多 く 選択したと理解している。

新来の葬法の導入が外部施設に現れる。 こ れに対して、 葬送儀礼 ・ 埋葬姿勢等を反映する主体部構

造の変化は、 遅れてしか も 漸移的に現れ る ことに注目しなければならない。 く わ えて 、 各遺跡ごと に

その導入の状況が異なる。

北海道の墓制は墓制の一斉的な転換を示す傾向 は う かがえない。 新来の葬法に自立的選択を行って

いる。 それは各遺跡ごと、 各逍跡 内 ご と で行われている 。 もしも外来者が造墓の主体者であれば上記

のよ う な ことは起こらないであ ろ う 。 以上より、 被葬者は在地者が主体を占めていたと考えられるの

で、 「定義A 」 を採用する ことにする。

付 記

恵庭市西島松 5 遺跡では、 6 基の 「周溝墓」 （石井淳平 「恵庭市西島松5 遺跡」 『遺跡調査報告会資

料』 北海道考古学会2000年、 「恵庭市西島松5 遺跡調査概要」 『郷土と科学113 』 2 0 0 0年、 「恵庭市西島松

5 遺跡」
『考古学ジャ ーナル46 8 』 2001年）が検出されている。 墳丘・盛土が削平されている出土状況に

おいて 「墳丘のある墓」、 「周溝のある墓」 、 「円形周溝墓」、 「周溝廷」 の判別はいかに成さねばならな

いのであろ う か。 また、
「周溝墓」 の被葬者を 「北海道式古墳」 の研究例を引用して結論づけている。

同 じ 遺構であるという 根拠の明示が必要であ ろ う 。 今後の調査・ 報告を待ちたい。 （鈴木）
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瀧瀬芳之 「大刀の侃用についてJ

『埼玉考古学論集』 埼玉県埋蔵文化財調査享業団 (1993) 
北海道文化財保護協会 『柏木川 』 (1971)
深川市教育委員会委貝会 r堺川左岸遺跡 ・ 北区遺跡』 (1999)
池田輝海 「ベニウ ングルの都とえみしたち」

『歴史読本 6月号』 (1977)
北海道埋蔵文化財 セ ン タ ー 『納内六丁目付近遺跡II』 (1990)
北海道埋蔵文化財セ ン タ ー 『内園2造跡, (1988) 
葛西智袈他 「深川市納内出土の蕨手刀J r北海道考古学29』 (1993)
石井昌国 r蕨手刀』 （雄山閣 1966) 
八木光則 「蕨手刀の変遷と性格」

r考古学の諸相一酒詰秀一 先生還暦記念論文集』 (1993)

( 2 )  「古様墳墓」 ・ 「北海道式古墳」 とは ［文中引用順に列挙］
a墳丘を持つ墓の定義
喜田貞吉 r海路による古代日本海文化の進展に就いて」

r歴史地理 59- 3 』 (1932)
河野広道 「北海道の古墳様墳墓に就いて」 r考古学雑誌24- 2 』 0934)
後藤守ー 「北海道における古坑出土遣物の研究 （一） ・ （二完） 」

r考古学雑誌24- 2 · 3 』 (1934)
大塚和袈 「北海道の墓址J

『物質文化3 』 (1964)
桜井渚彦 「後期古墳の研究ー 陸 奥ー」

『古代学研究30J (1962) 
喜田只吉 「北海道における所謂 r古墳J に就いて」

『蝦夷往来 9 』 (1933)
近藤装郎 「古墳と は何かJ

『日本の考古学NJ (河出告房1966)
天野哲也 「北海道式古項再考」

『古代文化37- lOJ (1985) 
石附喜三男 「後期古墳の研究一北海道一」 『古代学研究30』 (1962)
石附喜三男 「北海道8 世紀南部における 8 世紀前後の項墓とその系統J

『古代学12- 4 』 (1966)
伊藤玄三 「北の古墳J rどるめん11』 (1976)
高橋正勝 「4. 元江別迫跡群と野幌丘陵の先史時代」

『元江別 遺跡群』 江別市教育委貝会 (1981)
直井孝ー 「r北海道式古墳J の再検討」

『考古学ジャ ーナル213』 (1983)
吉崎昌一 rシンポジウム ア イ ヌ 』 （北大図宙刊行会1972)
大沼忠春 r北海道の文化J r古代史復元 9J (講談社1989)
八木光則 「東北北部の終末期古墳群」

r岩手考古 8 』 (1996)

b墳丘について
後藤帯ー ・ 曽根原武保 「胆娠国千歳郡恵庭村の迫蹟について」 『考古学雑誌24- 2 』 (1934)
町田 洋 ・ 新井房夫 r火山灰ア ト ラ ス』 （東京大学出版会1992)
江別市教育委貝会 「後藤遺跡」

r元江別迫跡群』 (1981)
恵庭市教育委員会 r柏木東遺跡J ri恵庭遺跡J (1966) 
曽根原武保 ・ 天野哲也 r曽根原武保ノ ー ト （前） 」

r北海道考古学28』 (1992)
c 周溝について
直井孝ー ・ 野中一宏 r後藤遺跡」

r元江別遺跡群』 （江別市教育委貝会1981)

d 主体部の深さ について
な し

e 木榔の大き さ と木榔底の深度
な し

f 構築順序について
石附喜三男 r北海道の古墳群」

r探訪日本の古墳 東日本編』 （有斐閣1981)

g 主体部の位置と墳丘高 と周溝の平面形との関係
な し

-228-



h 墳丘のある墓の造営時期
鈴木 信 「 X成果 と 問題点」 rュカンポシCl5迫跡 ( 1 ) 』 （北海道埋蔵文化財セ ンタ ー 1998) 
鈴木 信 f中間的墓制」 『北海道式古瑣の系諾 公開シンポジウム要旨集』 （北海道考古学会1998)
鈴木 信 「北大式期以降の慈制について」 『海峡と 北の考古学 テーマ 3 』 （日 本考古学協会1999)
森 秀之 r擦文 ・ オホー ツク 文化期の出土刀剣に閉する覚菩 ( 2 ) J r紋別市郷土隠物館報告10』 (1997)
佐藤矩康 r毛抜形太刀と北海道出土の f透柄太刀J についてJ

『北海道考古学29』 (1993)
八木光則 「馬具と蝦夷J r岩手史学79』 (1996)
米山雲外 ・ 小林 等 「立鼓柄大刀」 r刀剣美術260』 (1988)
村田晃ー 「宮城郡における 10世紀前後の土器」 『福島考古36』 (1995)
大場磐雄 『平出』 （朝日新聞社1955)
前川 要 「猿投窯における灰釉陶器生産最末期の諸様相」 『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要DI』 (1984)
伊藤玄三 r所謂 r北海道式古墳」 の実年代」 『古代学14- 3 · 4 』 (1968)
伊藤玄三 「末期古墳の年代について」 『古代文化22- 2 』 0970)
田中新史 r東国終末期古墳出土の馬具」 『古代探叢』 (1980)
田中広明 「律令時代の身分表象 ( l ) 」 『土曜考古15』 (1990)
岡部町六反田遺跡調査会 r六反田遺跡』 (1988)
佐倉市教育委員会 r岩宮漆谷津』 (1983)
長野県 「恒川遺跡」 『長野県史考古資料篇全 1 巻』 (1983)
松崎元樹 r古墳出土銀付足金物 を施す大刀に付いて」 r東京考古 3』 (1985)

i 周溝のある墓
平取町教育委員会 『カ ン カ ン 2遺跡J (1996) 

( 3 )  「墳丘のある墓」 と 「周溝のある墓」 の包括的分類
なし

( 4 )  主体部規格と埋葬姿勢 ［文中引用順に列挙］
小樽市教育委貝会 『小樽市蘭島遺跡D地点』 (1992)
ウサクマイ遺跡研究会 r烏柵舞』 (1975)
江別市教育委貝会 『萩ヶ岡遺跡』 (1982)

( 5 )  東北北部の周溝のある墓との比較 ［文中引用順に列挙］
三浦圭介 「脊森県の奈良 • 平安時代の姦制について」 r東日本における奈良 • 平安時代の蒻制 について 』

東日本埋蔵文化財研究会 (1995)
神 康夫 「音森県内の円形周溝地名表」 『研究紀要 1 』 音森県埋蔵文化財調査センタ ー (1996)
八戸市教育委貝会 r殿見遺跡 1 』 (1993)
音喜多富番 ・ 江坂輝弥 「肯森県八戸市大字沢里鹿島沢古墳群踏査予報」 r史想9 』 (1958年）
長尾正袈 「若干の考察」 『平畑(3)遺跡』 三沢市教育委貝会 (1996)

VI 成果と問題点

小山陽造 ・ 千葉憲一 「平畑(5)遺跡盛土内及び1 号土坑及び3 号土坑の燐酸成分濃度 と残存脂質の脂肪酸組成の化学分析」

r平畑 ( 5 )遺跡II』 三沢市教育委貝会 (1991)
玉川英喜 「岩手県内の円形周溝と方形周溝」 『紀要x 』 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター (1990)
高橋千晶 r岩手県の奈良 • 平安時代の墓制 について」 『東日本における奈良 • 平安時代の苺制について』

束日本埋蔵文化財研究会 (1995)
八木光則 勺 ~ 9 世紀の墓制J

『蝦夷・ 律令国家 ・ 日 本海 シンポジウム n, 日本考古学協会 (1997)

( 6 ) 北海道の分類 と青森県 ・ 岩手県の分類の対応関係について
な し

その他 ［氏名五十音順に列挙］
天野哲也 「擦文文化成立 における古墳の意義」 r考古学研究24- I 』 0977)
天野哲也 「古墳の築かれなかった地域一北海道」 『古墳時代の研究13』 (1993)
石附喜三男 「北海道の原始文化」 『新版考古学講座 5 』 (1970)
石附喜三男 「北海道に おける末期古墳の問題点」 『古代学研究64』 (1972)
石附喜三男 「北海道におけ る古墳の年代」 『考古学ジャ ーナル164』 (1979)
菊池徹夫 「古墳の築かれなかっ た地域一東北北部J 『古墳時代の研究13』 (1993)
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2 所謂 「北海道式古瑣J と 「周溝のある廷J について

喜田貞吉 「奈良時代前後 における北海道の経営J 『歴史地理 62- 4 ~ 6 』 (1933)
河野広道 「蝉形の栗形を有する北海道古墳出土の刀について」 r昆虫界7 』 (1939)
河野常吉 r蝦夷の刀剣J r河野常吉著作集 l 』 (1974)
重松和男 「北海道の古墳廷について 」 r北方文化研究 5 』 (1971)
中田裕香 「北海道式古墳発掘の頃」 r貝塚55』 (2000)
野村 祟 「北海道式古墳」 『大塚初重先生頌寿記念考古学論築, (2000) 

出土刀引用文献一覧 ［分類順に列挙］
A 1 岩手県花巻市熊野堂古墳群B区 ： 『遺物からみた律令国家と蝦夷』 東日 本埋蔵文化財研究会 (1997)

育森県八戸市丹後平造跡15号墳 ： 『丹後平( 1)遺跡 ・ 丹後平古墳』 八戸市教育委員会 (1996)
秋田県南秋田郡五城目町岩野山古墳群A 1 号墳 ： 八木光則 「 7 ~ 9 世紀の吾制」

r蝦夷 ・ 律令国家 ・ 日本海 シンポジウムJI』 日本考古学協会 (1997)
A 2  正含院蔵 ： 米山察外 ・ 小林 等 「立鼓柄大刀」 『刀剣美術260』 (1988)

群馬県多野郡美九里村出土 ： 米山雲外 ・ 小林 等 「立鼓柄大刀J
r刀剣美術260J 0988) 

岩手県北上市成田出土石井昌国 『蕨手刀J (雄山閣 1966) 
B 1 育森県八戸市丹後平遺跡14号墳 ： r丹後平( 1)遠跡・ 丹後平古墳』 八戸市教育委員会 (1996)

岩手県宮古市長根 I 遺跡27号墳 ： 『長根I遺跡』 宮古市教育委貝会 (1990)
岩手県下閉伊郡山田町房の沢N遺跡RTll号墳 ： r房の沢N遠跡』 岩手県文化振興串業団埋蔵文化財センタ ー (1999)
北海道札幌市北海道大学楠内出土 ： 宇田川洋 r河野広道ノ ー ト 考古篇5 』 （北海道出版企画センター 1984) 

B 2 岩手県下閉伊郡山田町房の沢N逍跡RT09号坑 ： r房の沢N遺跡』 岩手県文化振興車業団埋蔵文化財センタ ー 0999)
岩手県下閉伊郡山田町房の沢N遺跡RTlO号坦 ： 『房の沢w迅跡』 岩手県文化振興車業団埋蔵文化財セ ンター (1999)
岩手県下閉伊郡山田町房の沢N遺跡RT13号墳 ： r房の沢N追跡』 岩手県文化振興車業団埋蔵文化財センタ ー (1999)
北海道千歳市ユカンポシC 1 遺跡 ： 宇田川洋 r河野広道ノ ー ト 考古篇5 』 （北海道出版企画センター 1984) 

C 2 岩手県北上市和賀町千刈田出土： 石井昌国 『蕨手刀』 （雄山閣 1966) 
岩手県西磐井郡花泉町永井杉山出土 ： 石井昌国 r蕨手刀』 （雄山閣 1966) 
岩手県宮古市長根 I 遺跡28号墳 ： 『長根 I遺跡』 宮古市教育委貝会 (1990)
岩手県二戸市金田一町出土： 石井晶国 r蕨手刀』 （雄山00 1966) 
山形県天意市乱川遺跡 ： 『遺物からみた律令国家と蝦夷』 東日本埋蔵文化財研究会 (1997)

C 3  秋田県南秋田郡五城目町岩野山古墳群A l号墳： 八木光則 「 7 ~ 9 世紀の墓制J

r蝦夷 ・ 律令国家 ・ 日本海 シンポジウムII』 日本考古学協会 (1997)
北海道天塩郡登富町豊里遺跡仮称A号竪穴 ： 宇田川洋 『河野広道 ノ ー ト 考古篇5 』 （北海道出版企画センタ ー1984)

大場利夫他 「天塩登宮逍跡の発掘について」

『北方文化研究報告14』 (1956)
D 2  岩手県北上市和賀町長沼出 ： 石井昌国 『蕨手刀』 （雄山閣 1966) 

北海道江別市江別古墳群出土 ： 後藤守ー 「北海道における古墳出土遠物の研究 ( - ) J
『考古学雑誌24- 2 』 (1934)

E 1 秋田県秋田市湯ノ沢F遺跡32号墓 ： 『遺物からみた律令国家と蝦夷』 東日本埋蔵文化財研究会 (1997)
秋田県秋田市湯ノ沢F遺跡29号廷 ： 『遺物からみた律令国家と蝦夷』 東日本埋蔵文化財研究会 (1997)

E 3 北海道江別市江別古墳群後藤調査 1 号墳 ： 石井昌国 r蕨手刀』 （雄山閣 1966) 
F 3 北海道芦別市木村遺跡 ： 野村 祟 • 石附喜三男 r北海道芦別市出土の毛抜形刀」 『古代文化20-10』 (1968)

北海道沙流郡平取町ユオ イ チ ャ シ ： rュオイ チ ャ シ跡、 ポロモイ チャシ跡、 二風谷遺跡』

北海道埋蔵文化財セ ンター 0986)
8 4  群馬県北群馬郡吉岡村出土： 八木光則 r蕨手刀集成 第 1 版』 盛岡市教育委貝会 (1993)

石井昌国蔵岩手県内出土： 石井昌国 r蕨手刀』 （雄山閣 1966) 
北海道網走市モ ヨ ロ 貝 塚 ： 石井昌国 『蕨手刀』 （雄山閣 1966) 

C 3  陸前高田市岩井沢出土 ： 石井昌国 r蕨手刀』 （雄山閣 1966) 
多賀城跡S1361 : r多買城跡一昭和46年度発掘調査概報』 多賀城跡調査研究所 0972)
中尊寺大長寿院蔵 ： 石井昌国 『蕨手刀』 （雄山閣 1966) 
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3 北海道の中世出土銭

(1) はじめに

VI 成果と 問題点

北海道に お け る 中世出土銭の研究は、 永田富智の 「上ノ 国への和人定着年代について」
『新しい道史

27』 (196 8) に始 ま っ た 。 その後、 森田知忠らの函館市志海苔町の蓄銭逍構(1973 年） 、 中村 齋らの沙

流郡門別町賀張の蓄銭遺構(1973年）、 久保泰の松前郡松前町上川墳墓遺跡(197 9年）、 畑 宏明の瀬棚郡

北桧山町太櫓の 出土銭(1980年）の事例研究があ る 。

そして、 千代 蓋 「 北海道・ 東北地方」 『出土渡来銭 考古学 ラ イ プラ リ ー45』 ニ ュ ーサイエンス社

(198 6年）、 鈴木 信 「 北海道におけ る 中世考古学的要素の抽出 I · I I 」 『北海道考古学会 研究発表

要旨l 』 (1996年） 、 後藤秀彦 『十勝太海岸段丘遺跡』(1998 年） の総括が続いた 。

集成としては、 三浦正人 「 北海道金属製品出土遺跡地名表」 『北海道考古学 28輯』 (1 992年） 、
「北海

道金属製品出土遺跡地名表 補遺1」
『北海道考古学 3 3 輯..!! (1 997年） 、 松田輝哉 「 北海道の出土貨幣」

『東北地方の中世出土貨幣』 (1999年）がある 。

事例研究や総括の殆んどは和人文化の出土銭についてで、 主題は六道銭・菩銭遺構である 。 一方、

アイヌ 文化にお ける出土銭は通貨として の性格がなかっ た こ とから専論の対象とならなかった 。

本州では1994年に出土銭貨研究会が発足し、 永井久美男 『中世の出土銭』 (1994年） ・『中世の出土銭

ー補遺1 -』( 1 996年） 、 鈴木公雄 『出土銭貨の研究』 (1999年）の画期的な成果がある 。 東北中世考古学

会で は1999年に 「東北地方の中世出土貨幣」 、 2000 年に 「 中世の出土模鋳銭」 を論題とする研究会の開

催があった 。 なお、 学史は鈴木の1 迂（前出1999年）に詳細がある 。

I 

り。
日 本 海 、、

※ 範囲内の詳細は
別図

L - - - - - - _J 

図 VI- 3 - 1 関連遺跡( 1 )
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図 VI - 3 - 2  関連遺跡( 2)
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表VI - 3 - 1 遺跡一覧 ( 1 )

| 23
3 

1 

地 域
遍

遺 鱒 名 l 所 在 地 遺鰤の性格 l 遺 蠣 ・ 出土状況 i 出土餞の性格 錢 糧 l 出 土 量●彎

濃鼻半●爾嶋郎
1 州崎鯨鴨付近 ！上/Iii町 北U 蓄銭遭綱 漬然の兒見 !fl蓄銭 ●以麟 ● 北攣 Ill攣 疇 !2,5(砥以上

2 花沢鯖鰤 !.1:1国町 勝山 館 l綱然の兄見ほ内の蓄銭遣蠣 ?) : 傭蓄銭 ● 北宋 爾宋 ＂ !2.000枚以上

3, . , ●山纏鵬 � • i.tllllT ふ·山 ● ! ·, 奮··:•内償●鴫 畢など） \'\c 
'！ 
?� 

決 炉st ') • :It拿 賣鸞 舅 ●鱒 ●文
｀ 、 - �-.こ茫

● 、
Ill,鼻

＇ も' '· 
,, 
� 

， .. � 駆 ' '
!146ll!C以上

3' 
鵬山鯖鱚 i.1:1国町 勝山 鮒 ！鯖内（裏） iill葬品（六道銭） ● 北宋 鴫 鶴欝 !66枚

3• 
欝山鮪読 j.1:1国町 需山 館 l館内（蓄銭土坑） ；鑽蓄銭 ● 北攣 "' j74枚

◄ 夷王山墳墓群 i上1国町 勝!11 墓地 i墓 l厨1 葬品（六這銭） ● 北宋 胄攣 鴫 ●鱒 !I砥

s 原〇餡踏 i松 liil•r 尿口 館 ！館内（包含層） !? 北宋（煕寧元賣I · 四宋元賣I) 明（洪武通賣I) 13校

6 原口 i松岡町 原口 ？（塵渾台圏 ！偶然の兄見 j? 北宋（祥符遍賣I · 皇宋遍賣2 · 治平遍賣l· 黒寧元賣2 ・ 元畳通賣8 ・ 元祐通賣3 ・紹置元賣2 . 欧和逼賣4) 不明16 !58枚

7 臭末!II右岸 ！松1ii1町 原口 蓄銭遺綱 i偶然の発見 漬蓄銭 ● 北拿 鴫 灌!l-2袋分

8 茂哀B ；！' 松

松

舗
前

町

1J

茂尊 ?(●淘廿剛 淮穴内 !? 明（洪武通賣l) ;I枚， 編Ill 域（福山1!l) 松城 館 渾内（墓） i璽1 葬品（六道銭） 北宋（墜宋通賣l · 袢符通賣I) 明（永楽通賣I)不明5(内1枚は無文） i暉
10 大館饒 ！松前町 西館 館 [ ? !? 明（洪武通賣I) !1枚

1 1 /II上墳裏群 i松前町 Ill上 裏旭 i菖 i副葬品（六這銭） • �t宋 會 Ill宋 鴫 !96枚

1 2  札刈 i木古内町 札刈 墓地 i墓 !1111 葬品（六道銭） 北宋（祥符通賣I • 皇宋通賣2 ・ 煕寧元賣1 ・ 元祐通賣1 ・ 政和通賣I) is枚
1 3 矢不来鯖跡 i上磯町 矢不来 1!1 i： ? i： ? 北宋(!ii宋通賣1 ・ 元豊通賣1) 元（至大通賣1) 明（洪武通賣I· 永楽過賣1) i激

1 4  桔梗 2 ；嗣鯖市 桔梗 ？ i包含層 \? 北宋（碍符通賣1 ・ 皇宋通賣1 ・ 熙寧元賣I) 遥：
志渾苔蓄銭遭綱 濁 鱚 市 志苔 l越前・ 珠洲甕の中 i傭蓄銭 !374.436枚以上1 5 蓄銭遺構 ●以麟 ● 五代 �t宋 遭 . l!i夏 冑宋 元 鴫 安冑 裏● B* 

16 志苔鐘疇 ← ぶ ·;嗣 鱚 市 ＇ 志苔 鱚 ふ. 1鱚内（包含●） こ , i， 砂 'Ii, 如攣.ii夏n •攣 囀 ＇ ．父 不鴫 '" � · . � , 
" ,  窯 ,, -

茫 ： i地 ．
i戸井 •r 館町 ！餡内（包含層） !： ? j t 枚1 7 戸井1!l躊 館 朝鉗（朝鮮通賣I)

1 8  戸井鯨霧付近 i戸井 •r 館•r ？（編浜地） i偶然の兒見 [? 明（洪武通賓I · 水楽通賣I) j2枚

1 8 戸井町内 i 戸 井 町 ？ 蓄銭遺構？ i偶然の発見 ！傭蓄銭 北宋 鴫 !62貫目以上

道繭地方（日本濤側）
19 元和8 く ：乙憾.町. • 尻湘 ？渾轟釘囮 澳含● ． ． 我 層（霞元量賣1) 北宋ほ遭!II賣1) 111宋（皇宋元賣1) 』 *lo .,; f• l屯 で ＃

こ �
�- ;r 屯枚

，` 
20 太櫓中学校 i北桧山町 太暢 蓄銭遣蠣 i偶然の兒見 i傭蓄銭 ● 北宋 冑宋 胴 浪激以上

21 隋1112 瀑欄 •r 冑川 墓鳩 i墓 i副葬品（装鰤品） 北宋（黒寧元賣I) 明9く楽通賣I)無文(6) i邸
22 堀 I ！泊 村 堀株 ？（濤浜地） ！包含眉 i? 北宋（咸平元賣1 ・ 旦宋通賣I) ；破
23 戴音梢窟 i神恵内村 神恵内 ？（洞 窟） 迪含層 (? 北宋（至和通賣I) !1枚

道冑地方（太平洋側）
24 尾白内只縁 l森 町 尾白内 ？（漏浜地） i包含雇

， 
:， ？ 北宋<AS!!通賣I) ii枚

25 森川貝奪 濱 町 森Ill 貝扉 遠ば含層（黒色土） i： ? 北宋c,,,平元賣1 ・ 治平元賣I) i2枚
26 高砂貝縁 ：虻田町 高砂 貝縁 ；包含眉（累色土） 我 北宋は内平通賣I) \1校
27 善光寺2 ！伊達 市 有珠 ？（濤浜地） 迪含Jil !? 北末（元祐通賣I) jl枚

28 オヤコッ 濁伊達市 布珠 ？（薔浜逮） i包含層 j? 北宋tlffl寧元賣1)胄宋（淳煕元賣1) 明（永楽通賣1)不明1 j<lllc 

29 ポンマ ；伊遣市 布珠 ？（漏浜鳩） ， ;� 含層
， 
:: ? 北宋（袢符通賣I) 明（洪武通賣2) 不明1 池t

30 隋有珠7 ！伊遣市 有珠 ?(illf浜途 i貝塚 i； 
? 唐0〖元通賣））北宋（嘉祐過賣I) 12枚

31 絵輌 i室圃市 絵輌 墓地 濱 i副葬品（装鰤品） 金ぽ鰻元賣I) 不明 1 !2牧

・ 網掛けの遺跡は寛永通賣 も出土しているが｀ 遺物全体の組成か ら中世に遡る可能性の高いことを示す．

・ 出土銭の銭種 · 枚数が多い遺跡については王朝名のみを表記し、 別表で内訳を示す．

1 8 ： 表記の他に原木川上流 • 宮/II河口、 町内地点不詳から寛永通賣を含む渡来銭の出土報告がある．
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表VI- 3 - 2 遺跡一覧( 2 ) w 

地 蟻

道央地方(8本濤側）
32[匁•l�。
1::1 遺 鰭 名 所 在 地 遺鰤の性格i 遺 蠣 ・ 出土状況 l出土銭の性格 餞 種 出 土 量

］か痛町文 涵
；

, I••�' 今

平33 大浜中 缶
遠jS,●， 員職． 識. .  ' :1 . '  

i 副葬品（装鰤品）

. '.It攣 .. .. : '," 
' ' ' 

'
. ; l •t� · � 函枚 ·'

• ヽ

!72枚

！埋納遺講

● 北宋 疇

北宋（淳化元賣 ・ 祥符元賣 ·祟寧通賣） 明（永楽過賣） ！枚数不明' 
34 IN19 

冷 市町

冷 市 町 ,7 
;-

漬l 葬品（装鰤品） ● 北宋 " 

35 IKSOI 
i札 幌 市

！札幌市 王 i墓

i包含眉 ？
 

�
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.
 

―
 

共
蔀
溢
S
廿
店
圧
廿
捻

喜 翌
5-

篇路 1作業場 遺含層

缶菖
！墓、 包含層
送り・ぼ層）， 包含層

巳
\1111葬品( ? ) • ? 

I
北宋（天聖元賣I), 明（洪武通賣1)

i祭祀遭物; ? '" it宋は平遍賣I)明僅は通賣1) 、 北宋（皇宋通賣1 ・元畳遍賣1}'1111

不明2
明（永楽通賣I)

\13枚， 
12枚

39 IユカンポシCIS

諾
虹綿包含層

臼.了 ;； i::c ---1;1; 召王i付きあり}-\? " 

. 

�� 
明（永楽遇賣"

l千歳市 長I'll I集鴛 !! ; ? ?, ? ＇ 
瀑肥遣働． ，?

!1枚． 
!2枚

ユ
明（永楽通賣l)

北宋ぽ豊通賣I), 北宋ほ湛i通賣I). 唐（開元通賣I ) 北宋（天頑通賣2 ・ 元祐通賣I)

Ill • 

ぼl
該

．．．．．．
 

:It釈治平元●1). 北宋ぽ和通●l)明（洪武遁賣I)
● 北攣＇ 囀

、 . , . , - -

..、-、 •、 . (3枚
◄2 I東広 こ ' - [38牧

！ 千 燿 市
！千歳市

末広 集落 ：墓 ,6枚

訳極
44 IウサクマイN 弄 歳 市

！千 歳 市

蘭越

集落

集嬉

；建物跡
一

韮
l
叙

|
 23
4

ー

,4s IウサクマイB

道央地方（太平洋側）

1111越 墓地
環． 送り場？

i包含層 11 i• 枚

字47 纏村B
i千黛市 美々

！苫小牧市 櫨背
と．

集瘍

町

町

町
号l"

？ 

集葛

潅含層， 
i墓

← 
巳溝J葬品（ ？ ） 

·? 

● 北宋 鴫 篇文麟
北宋（嘉祐ill賣I)明（洪武過賣I)

!20枚
. 
)_2枚

48 I亜別 川向 逼含Iii 明は楽通賣I)

ヰ”
so 二風谷 叶シ

二風谷 集繕

！がシ内（包合●）．チャシ内（送り鴫）

；包含層

明0楽通賣 I). 北宋（旦宋通 賣l)明（洪武通賣I · 永楽通賣2)
北宋（元豊過賣I)

．
狂．l
隧
f1枚

芋sz 賣張古銭出土逮
！ 平 取 IJ

： 
jr, ll'I町 主買張 蓄銭遺構

：チャシ内い郭）． 
漬あり 銭蓄

打．＿·
?．l．
?．
l
鴻

北宋6切6通賣1)
● 北宋 ● 冑宋 嗣 囀鱒

!I枚． i匹
道東北地方

53 Iノ トロ岬 音窮町 ノ ト0 1墓地
54

1
ユクエピラチャ シ ［咋J町

55 曽算 i釧 路 市＇ 
i弟子屈町 矢沢 I集落' 

亨シ
56 I矢沢
s7 Iサンペコタンチ ャシ

�こ1に
iSII 滴IJ - ・ ・

←

i送り場
：チャシ内（包含層）

這
迪含Ji1

！梨祀遺物 北宋6切6通賣I)
·? 

濯1 葬品（製館品）
明（洪武通賣I)

● 北宋 嗣 會

明偽楽通賣2)

翌．＿
翌

芋シ
59 浜!Jll萬

；チャ シ内（包含剛, ,,.ャシ内（送り 鴫｝

i墓

ゎrl·?. 北宋（祥符元賣I• 皇宋通賣2) 明（水楽通賣I) 焦文1

漬1葬品(Ill鰤Iii,)

601尾岱沼7 渾 梅 町

瀑 臼 町

担枚
● 北宋 蜻

麟 ！？ 明（宣徳通賣 I )

明（水楽通賣3)

血l
ぼ＿
諏

611オタフク岩

芯；；
コ タ ン貝*i:::

—- . i常 呂 町

松怯
港町

？（洞 寵）
貝嶽

i送り湯C!IJ!穴住居のくぽみ）

迪含眉

！包含層

-．
9.l.
9
 •• 

北宋（咸平元賣I)
北宋ぼ符通賣1) 1郭永楽通賣1) 不明2

政＿．奴

ヰ
ヤシ

65 ST04 i 嘗 呂 町

i枝章町

？一
紅一
畑

？
 

；送り場

！？ 
i祭祀遣物

？ 北宋Gt祐通賣I) !1枚
チャシ
？ 

！チャシ内（斬韻）

！包含層， 
iチャシ内（包含層）

； 
[? 

？
 

_，
 

．．．．
 

明(;k楽遁賣I)

北宋(it畳通賣2)

枚一
枚

1
2
 

．．．．．
．

 

66 I川尻北チャシ Ill尻 チャシ ？
 

．．
 
�
 

北宋償寧通賣I) 明9濠通賣 1 枚以上） i3枚以上
・網損Itの遺跡は寛永通賣も出土 しているが、 遺物全体の線成から中世に遡る可能性の高いことを示す．
・ 出土銭の銭種 ・ 枚数が多い遺跡については王朝名のみを表記し、 別表で内駅を示す．



表 VI - 3 - 3 出土銭集計(1)

王 朝 初鯛年 餞 種

（西層） 1 2 3• 

蔀漢 前175 四蛛半両 6 

新 14 貨 泉

憧lll·lil 24 五 録

唐 621 開元通賣 ◄1 (+a) 1 4  

日本 708 和銅開賣

唐 758 乾元重賣 3 

日本 760 萬年通賣
“ 765 

遺
3 ' 3 4 7 

2 33 3 (+ ") 

1 

跡
1 1  15 

7 

6 

39 

5 30816 

1 

2 1◄22 
1 

4 

番
16 18' '20 32' 

· 疇 ·-

7 2 

神功開賓 •一 1--

＇ 

” 796 隆平永賣
” 818 富壽神賣
＂ 835 承和a賣
“ 870 貞観永賣
” 907 延喜通賣

前蜀 916 通正元賣
” 917 天漢元賣
＂ 918 光天元賣
＂ 919 乾徳元賣
N 925 咸康元賣

後漢 四8 漢通元賣

後周 955 周通元賣

隋唐 959 唐國通賣
“ 960 大唐通賣 . . ― 

北宋 960 宋通元賣 1 2 

安南 970 大平興賣

北宋 976 太平通賣 6 (+a) 2 8 

安隋 984 天福鎮賣

北宋 990 淳化元賣 4 (+a ) 1 

” 99S 至道元賣 (+o) 2 

998 咸平元賣 22 (+ a) 7 

” 1004 景徳元賣 1 (+ a) 1 1 0 

” 1009 祥符元賣 20 (+ a) 6 

” 1009 祥符通賣 8 (+a) 2 1 2  

” 1017 天褐通賣 1 3 (+a) 2 ， 
” 1023 天聖元賣 20 (+ a) 2 1 5 

” 1032 明道元賣 1 

” 1034 景祐元賣 7 (+ al 1 

1038 呈宋通賣 48 (+a) 5 1 21 

” 1045 慶暦重賣
＂ 1054 至和元賣 7 

1054 至和通賣 8 

遼 1055 清寧通賣

北宋 1056 嘉祐元賣 3 

“ 1056 嘉祐通賣 5 (+a ) 

“ 1064 治平元賣 4 1 5 

” 1064 治平通賣 4 (+ o) 2 

遼 1065 咸宛通賣

北宋 1068 熙寧元賓 28 (+ «) 1 1 9 

“ 1071 煕寧重賣

遼 1075 大康通賣

北宋 1078 元豊通賣 37 (+ a) 4 2 37 

“ 1086 元祐通賣 27 (+ a) 1 2 24 

” 1094 紹聖元賣 2 1 (+ a) 1 2 
し― •” 1094 紹聖通賣 1 

※遣跡番号3 · 16 · 46の不明の （ ） は熊文銭の枚数を表す．

※ (+ a ) は枚数不明を表す．

2 

4 

1 

1 

1 

8 

1 7  

1 7 

79 

1 9  ， 
1S 

87 

393 

2 
I 1288 

3 
' - '-· 
1 351 2 < --1 9 

• 一 I C. . --3258 1 1 
- ● ' -

1 1 一5851 1 ＇ --
1 6400 -�-- 1 5 

1 8139 1 

2 9322 1 3 

(+a) S384 (+a ) 4 

1 2 7943 4 

3 1 7924 1 3 

1 1 8 13 '
-

1 5384 4 
• 一 '-· __ , 

2 (+o ) 7 47031 1 3 4 

1 

1 4452 s 
1 4 1 6  

1 

4478 z 
1 8729 

1 • 一1 7002 1 � - -←-
(+ a ) L11S4 

1-—•一 一I 1-- -↓ - -
2 •· 一トー 一.. '-• S·•·· 一

4 (+ a) 7 34897 1 3 5 
l— - - 『 1 2 I しー・・・一a... 一＇

2 

(+ a) 2 43009 5 7 

3 (+ a) 4 33904 3 7 --
1 2 14917 2 2 

2 

-235 -

VI 成果と問題点

号
32 34 4 2' 42" �6 ―52 55 58 

.. 
7 1 8 1 34 1 2 

1 1 

C 
1 1 

·- ··'-— 1--I 
1 3 I 1 

.. , —— 
1 1 3 ＇ ＇ ＇ �-

1 10 1 ＇ '--
6 1 

1 12 3 --
1 1 1 17 2 1 

1 s 
1 1 1 1 2 4 2 

6 2 20 4 

4 C -― -
1 1 8 1 1 

-- ・ I --· I � � � I • 
4 1 2 2 81 3 3 

し。
1 

1 I C--·-
1 6 

1 8 
• 一

1 l 1 1  

1 2 ＇ I . .. ー••

' .. � -
3 1 ＇ 2 ' -

3 39 1 1 ＇ ． ．  

l— —- -1 - - --ヒー 一 I ＇ L •. 一・

ー . , _  ．． 
2 1 1 43 3 2 

1 1 6 1 48 4 1 

3 1 12 



3 北海道の中世出土銭

表VI - 3 - 4 出土銭集計( 2 )
王 朝 初鯛年 銭 糧 遺 跡

（西■) 1 2 3· 3· 3 4 7 1 1 15 

高麗 1097 東国通賣 7 -- ＇ ' · - ' -” 10'¥1 東国元賣 2 -C--” 1097 海東通賣
＇ 

18 

” 1 1097 濱東重賓 - '-
1097 三韓通賣

1097 三韓重賣

北宋 1098 元符通賣 1 7 

鼻 llOl 羅宋通賣 19 2 3 

“ 1101 聖宋元賣 (+ a )  1 
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“ 1107 大観通賣 4 (+ a) 1 1 

” 1111 政和通賣 1 7  2 1 0 
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N 1 119 宜和通賣 7 

隋宋 1 127 建炎通賣
＂ ll31 紹興元賣
“ 1131 紹興通賣

金 1157 正隆元賣

西夏 1158 天盛元賣

隋宋 1163 隆興元賣
” 1165 乾道元賣
” 1174 淳煕元賣 1 (+�) 1 
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元 1310 至大通賓
” 1350 至正通賣
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朝鮮 1423 朝鮮通賣 1 4 

明 1433 宜徳通賣
“ 1503 弘治通賣 2 

不 明 7 29 49 1097(S3+ et )  

※遺跡蓄号3 · 16 · 46の不明の （ ） は慧文銭の枚数を表す。

※ (+ o ) は枚数不明を表す．
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VI 成果と問題点

北海道の中世出土銭には二つの異なる文化的背景がある。 本論は上記の成果を基礎として、 和人文

化の出土銭については明銭大量出現を画期と位置付けて 、 その傾向を本州 と比較する 。 ア イ ヌ 文化の

出土銭については時期決定と流通経路を解明する。

ま た 、 擦文文化期終焉 の暦年代を決める根拠の一つが、 過去に出土した数枚の唐・宋銭に拠ってい

る。 こ の状況について も 中世出土銭の出土の分析を通して検討する必要がある と 考 え る 。

(2) 対象時期と地域区分

a 対象時期な ど

本論では 、 擦文文化期以降(12世紀後半以降） から古寛永通宝の出現以前を対象時期と す る 。 なお、

擦文文化期終末の暦年代の根拠については 「中世・近世」
『北海道考古学 3 0』 .(1994年）において述べ

ている。 論中において使用している用語は鈴木（前出1999年） に従い、 必要に応じて定義をお こなって

いる。 なお 「14世紀第 3 四半期」 は 「14世紀3/4」 のよう に表記する 。

b 地域区分 （図VI - 3 -1•2)

「渡島半島南端部」 ：館が集中する渡島半島の南端部分。

「道南地方 （日本海側）」 ： 厚沢部川以北から積丹半島以西ま での日本海側。

「道南地方 （太平洋側）」 ：恵山岬以東から絵柄半島ま での太平洋側。

・ 「道央地方 （日本海側）」 ：積丹半島 以東から雄冬岬ま での沿岸部と旭川盆地よ り 下流側の石狩/I I水

系と千歳川水系の石狩低地帯の内陸部を合わせる。

・ 「道央地方 （太平洋側） 」 ：絵柄半島以東から襟裳岬 ま での沿岸部 と太平洋に注ぐ美々川水系の石狩

低地帯の内陸部を合わせ る 。

・ 「道東北地方」 ： 襟裳岬か ら 日 高山脈を経て富良野盆地・ 上川盆地と雄冬岬を結んだ範囲より北東

側の沿岸部・内陸部。

(3) 蓄銭遺構（図VI - 3 - 3 、 表VI - 3 - 5 ~ 8 )

a 銭種の分類について

鈴木は 「 4 章 出土備蓄銭銭種構成の考古学的分析」（前出1999年）において、 各時期に渡って存在

す る 主要銭種（上位20種の銭種 と も い う ） と、 特定の時期から出現して く る 銭種（明銭のグルー プ：永楽

通賓・洪武通賽） と に大別 した（図VJ- 3 - 3 )。

ま た各時期に渡って存在する主要 銭種については 、 出現率 8 ~6 %以上を占める上位グルー プ（皇宋

通賓・元豊通費・ 煕寧元賓・元祐通費・ 開元通賓） と 、 出現率6 %以下の下位グル ープ（天聖元習・紹

聖元費・政和通費・ 聖宋元費・祥符元費・景徳通費・天蘊通費・嘉祐通賓・咸平元費・治平元費・祥

符通費・至道元費・ 元符通費）とに二分した 。

さらに上位グルー プのなかを皇宋通賓・ 元豊通窟（一番目のグル ープ）と煕寧元賓 ・元祐通賓・開元

通賓（二番目のグループ）とに細分し、 下位グル ープのなかを天聖元宵・紹聖元費・政和通貨・翌宋元

費（三番目のグループ）と祥符元費・景徳通費・天稽通費・嘉祐通費・咸平元費・治平元費・祥符通費・

至道元費・元符通費（四番目のグル ー プ）に細分した 。

そ の う えで鈴木は、 各時期に渡って存在する主要銭種をつぎのように分析した。 「出現率が安定して

いる ことやグル ープ間での順位の入れ替えがないこと か ら 、 銭種組成の数撮的構成に極端な差がない。

よ って広域決済用の基準通貨（梢銭に相当する） と して好適な性格を有 していた。」

北海道においても 本州と同じ状況であれば基準銭・通用 銭 と いう銭流通の概念は成立する 。 し か し

それは未証の問題であるため遺跡の性格ごと に実態の解明が必要となる。
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3 北海道の中世出土銭
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VI 成果と 問題点

く わ えて下記の状況がある 。 備蓄銭の例が少ない こ と、 その出土呈も少な い こ と 。 備蓄銭以外の遺
跡が多い こ と 、 備蓄銭以外の遺跡からの出土量が極め て少ない こ と 。 こ の よ う な状況下において上位
20種の銭種の全てが揃う遺跡はない （志海苔蓄銭遺構は例外） 。

以上よ り本論では、 鈴木分類の なかで出土頻度が多い一部について再定義する 。 上位グル ープ と 下
位グル ープのなかで、 出現率の差が10位 と11位間に大 き く 、 12位以下では大き な乖離がな い こ と か ら
唐銭（開元通費） ・ 北宋銭（皇宋通窟、 元豊通費、 熙寧元費、 元祐通費、 天聖元賓、 紹聖元貿、 政和通費、

聖宋元賓） を 「最主要銭」 と す る。

b 志海苔蓄銭遺構の特色
遺構は、 標高 3 m、 汀線から40mの海浜地 に あ る 。 志苔館の南西約100mに位爵する 。 遺構は越前大

甕( 1 号 ・ 2 号） と珠洲系大甕 (3 号）を容器 と する埋設遺構であった。 越前大甕は口縁帯がN字状に肥厚
す る こ と や、 肩部に押印や櫛状原体 に よ る記号文があ るので、 1 · 2 号甕は14世紀中葉～後葉に焼造

さ れた も のである 。 3 号は発見時の破壊 に よ っ て形態は不詳 と な り 時期は不明。

調査枚数が374, 436枚で、 総量はそれ以上であ っ た ら しい。 判読できた銭種は94種である。 最新銭は
洪武通賓で、 最古銭は四鉄半両である 。 ま た 、 古文銭（開元通賽よ り 前に鋳造された銭の こ と）が52枚
含まれていた。 古文銭を含み、 最新銭が洪武通賽である大量出土銭(1,000枚を越 える出土数） は、 永井
（前出1996年） の第 3 期(14世紀3/4~15世紀1/4) に あ た る 。 こ の こ と は、 越前大甕の時期 と合致する。

第 3 期に比定される遺跡は、 永井の 「表 2 全国主要50例大琵出土銭一覧」 （前出1996年） に よ る と他に
2 例あ る 。 志海苔蓄銭遺構の傾向が特殊であ るかを他の 2 例と比較検討 し て み る 。

く長野県塩尻市吉田若宮遺跡 1 次〉 常滑大甕と 木製容器か ら なる埋設遺構であった 。 常滑大甕はN
字状口縁帯が肥厚 して外傾す る こ と や肩部に屈曲がある こ と よ り 、 大甕は14世紀後葉か ら 15世紀前半
に焼造されたも のである。

調査枚数は74, 740枚である 。 判読できた銭種は7時『である 。 最新銭は大中通貿で、 最古銭は八鉄半両

である 。 ま た 古文銭が11枚含まれている 。 順位は 7 位 と 8 位で紹聖元貿 と政和通賽が入れ替わる以外、

志海苔蓄銭遺構 と同 じ銭種構成である 。

く愛知県岡崎市社口田遺跡〉 常滑大甕を容器 と す る 埋設遺構であった。 常滑大甕はN字状口縁帯が肥
厚 して外傾す る こ と や扁部に屈曲があり 、 大甕は14世紀後葉から15世紀前半に焼造された も のである。

調査枚数が26, 532枚で あ り 、 総置はそれ以上である 。 判読できた銭種は63f!『？あ る 。 最新銭は洪武通
費で、 最古銭は四蛛半両である。 ま た古文銭が 1 枚含 ま れ て い る。 順位は 7 位 と 8 位で紹聖元貧と政
和通賽が入れ替わる以外、 志海苔菩銭遺構と 同 じ銭種構成である。

表VI - 3 - 5 は 3遺跡を比較す る た め に次の項目を設定 した も のである 。 最主要銭の枚数 ・ 出現率 ・
出現率の差（隣 り 合 う 順位における差をい う ） について 多い順に並べた 。 古文銭出現率 と は古文銭出土
数が出土総数に占め る割合の こ と であ る。

以上よ り 3 遺跡の特徴は 、

1 ~ 6 位の銭種が同 じであ る こ と 。

二、 7 ~ 9 位は政和通賀、 紹聖元宵 、 聖宋元賓であ る こ と 。

_、 2 位元豊通賓 と 3 位煕寧元賓の占有率の差に大 き な開きがある こ と （平均2.3ポイ ン ト ）。

四、 5 位開元通官と 6 位天聖元費の占有率の差に大 き な開 き があ る こ と （平均3 .3 ポイ ン ト ）。

五、 最主要銭が全体に 占 め る割合は平均68. 9%であ る こ と 。
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3 北海道の中世出土銭

3 遺跡は 7 位と 8 位の銭種が逆転する こと 、 志海苔出土銭の古文銭の検出率が高い ことを除くと 、

非常に似た性質をもつ。 志海苔蓄 銭遺構は同期の本州の遺構と変わると こ ろ は な く 、 北海道にあ っ て

も 全国的な銭流通の中で形成されたと い え る 。

ま た鈴木（前出1 999年）によれば、 特徴三・ 四は13世紀4/ 4~16世紀 4/4を通 じて現れる 。 そして特徴三

は一番目 のグル ー プと二番目 のグループを分 け る 根拠に、 特徴四は二番目 のグル ー プと三番目 のグル
ープを分ける根拠となっている 。 特徴ー ・ニは13世紀4/4~15世紀1/4( 永井区分の第1期~ 4期）に見ら

れ る。

c その他の蓄銭遺構

前述したように北海道の蓄銭遣構は類例が少 な く 、 判読枚数が1, 000以下の 遺跡がほと んどである 。

そのため最新銭•最古銭・古文銭等の特徴に基づく 時期区分を直接に当てはめ ら れない。 加えて第 6

期以降は、 撰銭行為や新しい渡来銭の減少によ って下限の決定が難し く なる た め 、 最新銭のみによる

時期区分は困難となる 。

表VI - 3 - 6 · 7 は永井 「全国主要36例大磁出土銭の概要と一覧」 『中世の出土銭』 (1 9 94年） 、 「大揖

出土銭の概要と古銭一覧（補遺）」 『 中世の出土銭ー補遺 1 - 』(1996年） を集計した 。

表VI- 3 - 6 は第 3 期で現れた特徴ー～五と明銭の出現率について、 表VI- 3 - 7 は第 5 期以降の

洪武通費と永楽通宵の順位変化と 明銭の出現率について表わ した。

表VI- 3 - 6 · 7 より、 第 5期以降に明銭出現率が急に高く なり（なお 、 第 5期以降は明銭が出現す

る こ とによ っ て特徴ー～五は成立しない） 、 図 VI - 3 - 3 においても同じ傾向が現れてい る 。

ま た 、 第 4 期以降におけ る全国の蓄銭遺構の最主要銭と 明銭の出現比は、 第 3 期が約6 8 9: 1 、 第 4

期が約 8 : 1 、 第 5期が約4 : 1 、 第 6 期が約3 : 1 、 第 7 期が約 2 : 1、 第 8 期が約2 : 1 である 。

以上より1, 0 0 0枚以下の場合、 最新銭 · 最古銭・古文 銭等の特徴に明銭出現率を加えて時期決定が可

能と なる 。 それでも第 7 期と第 8 期は分別が難 しいので、 陶磁器を時期決定要素と して加える 。

＜洲崎舘跡付近〉 汀線から約2 0 0m、 標高約 5mの海浜地にあり、 伝洲崎舘の南西側に位置する 。 逍

構は不明である 。 銅銭出土地の東側から珠洲 V 期( 1 4世紀第 4 四半期~15世紀前半） の揃鉢片・扶り入

り高台白磁皿片 (14世紀後葉~15世紀中葉）・ 箆彫り蓮弁文青磁碗片(14世紀後葉~15世紀前葉）が表採さ

れた 。 ま た 、 伝洲崎舘東側から発見された鉢被り人骨の鉢は珠洲V 期の擢鉢である 。 そのほかに14~

16世紀にかけての陶磁器が伝洲崎舘として表採された。

出土銭は2,50 0枚以上となっているが、 発見後に散逸 して約1, 5 00枚が現存す る。 その中で銭種が判読

でき たものは 4 8 3枚である 。 永楽通費が最新 銭である（第 4 期の特徴） 、 開元通宵が最古銭である（第 4

期以降の特徴） 、 古文銭が出土してない（第 5 期以降の特徴） 。 そして、 洪武通賓・永楽通宵が銭種の上

位に入 る （第 5 · 6 期以降の特徴） 、 明銭出現率が19.1%で第 6 期の数値に近いことがある 。 陶磁器の

年代も含めて考え ると15世紀第2 /4頃と考えられる 。

く勝山館跡内土坑 4 8 〉 勝山館に付随す る 遺構であ り 、 大手空壕外にある第 一 平坦面に位置する 。 出

土銭は74枚で紺の状態で木箱に納められていた。 銭種が判読でき たものは 45枚である 。

永楽通賓が最新銭（第 4 期の特徴） 、 開元通賽が最古銭（第 4 期以降の特徴） 、 古文銭が出土していな

い（第 5以降の特徴） 。 そして、 永楽通費が銭種の上位に入っていない（第 4 期の特徴） 、 明銭出現率が

14.5%で第 5期の数値に近いので15世紀1/4~15世紀2 / 4頃と 考えられる 。

く奥末川右岸出土銭〉 出土位置、 遺構は不明であ る 。 奥末川河口から2 km北には原口館跡があ る。

一部 銭種の記載があ る も のの出土数は不明である 。 記載された 銭種によ ると 、 最新銭が永楽通費 、 最

古銭が開元通費 である こと から洲崎舘跡付近の備蓄銭と同時期の可能性がある 。
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VI 成果と問題点

く花沢舘跡〉 天ノ川 を見下ろす標高約25~50m前後の台地に位置し、 川を下る と 日本海 ま で約900m
であ る 。 天ノ 川の対岸北方約1. 3kmには洲崎館跡があ り 、 西方約1. 0kmに は勝山館跡がある 。 出土銭は
銭種不詳で2, 000枚以上出土 した と記録にある 。 出土位置およ び遺構は不明である。 出土銭の量から備
蓄銭と推定される。 陶磁器の時期から推定す る と 14世紀4/4~15世紀2/4であ ろ う 。

＜戸井町内出土銭〉 文政 4 (1821)年に62貫(62万枚相当）発見されてお り 、 現存していれば北海道最多
の備蓄銭 と い え た。 開元通賓、 大観通費、 洪武通賓、 永楽通賓を含んでいた よ う であ る 。

く太櫓中学校〉 日本海の汀線から約150m、 標高約40mの斜面に位置する 。 木箱に納め られていた と
い う 。 付近に館跡はない。 出土銭は発見後に散逸し70枚が現存する。 判読で き た の は39枚である 。

永楽通賓が最新銭である （ 第 4 期の特徴） 、 開元通賀が最古銭であ る （第 4 期以降の特徴） 、 古文銭が
出土し て い な い （ 第 5 期以降の特徴） 。 そ して、 永楽通賽が銭種の上位に入っていない（第4 期の特徴） 、

明銭出現率が15. 4%で第 5 期の数値に近いので15世紀1/4~15世紀2/4頃と考え られる 。 勝山館跡内土坑

48の備蓄銭と 同 じ傾向である。

＜賀張蓄銭遺構〉 は太平洋の汀線から約2,500m、 標高約 5 mの賀張川右岸の氾濫原に位置する。 出

土銭は664枚で婚の状態で出土した 。 付近に館跡はない 。

宣徳通宵が最新銭であ る （第 6 期の特徴） 、 開元通宵が最古銭であ る （第 4 期以降の特徴） 、 古文銭が
出土していない（第 5 期以降の特徴） 。 そ し て、 洪武通宵 ・ 永楽通賀が銭種の上位に入 る （ 第 5 · 6 期以
降の特徴） 、 明銭出現率が36. 1%で第8 期の数値に近い 。

永井（前出1996年） に よ る と宣徳通賓の出現率は、 第 6 期が0.0042、 第 7 期が0.0043、 第 8 期が0.009
である。 こ の遺跡は0. 0075で第 8 期に近い。 ま た、 図VI- 3 - 3 に よ れば最主要銭 と明銭の比は16世紀
3/4以降に逆転する 。 最主要銭と明銭の比は 7 : 6 であ り 16世紀2/4以前の値である。 よ って遺構の時期
は16世紀1/4~2/4 と 考 え られる 。

d 北海道の蓄銭遺構の特色
14世紀3/4~15世紀1/4に渡島半島南端部の志海苔蓄銭遺構に始ま り 、 15世紀2/4には道南地方（日本海

側、 太平洋側） まで拡がり 、 類例が増加する 。 さ らに 16世紀1/4~2/4には道央地方（太平洋側） ま で拡散
し た と 考 え られる。 渡島半島南端部以外では単独遺構と し て 検 出 さ れ る。

洲崎館付近の最主要銭 と 明銭の比が約8 : 3 、 賀張蓄銭遺構が約7 : 6 である 。 北海道は類例が少
な く 確かではないが、 第5 期以降は全国に較べ明銭の比が極め て大き く な る と い っ て よ いだ ろ う 。

第 5 期以降に明銭出現率の高い蓄銭遺構が出現し、 第 6 期に は明銭の中でも 永楽通費の出現率が全
国に較ぺる と 高 く な る 。 また 、 鈴木公雄 「出土銭貨研究の諸問題 （その 2 )」 『出土銭貨第 3 号』 (1995
年） に よ る と 、 東日本の六道銭は永楽通賓が占め る割合が高い と いう 。

こ れ ら の こ と よ り 、 北海道の中でも 蓄銭遺構が存在する地域では明銭が十分に流通し て い た と 考 え
ら れ、 第 5 期以降の北海道の 一 部は東日本の銭流通圏の中に あ っ た と い え る 。

青森県では 第 5 期以降の蓄銭遺構が 3 例あ る。 第 6 期の女ヶ崎出土古銭が約10 : 7 、 第 7 期の新城
出土銭が約 9 : 14、 第 8 期の砂子瀬出土古銭が約ll : 8 。 3 例ではあるが明銭の比が大 き い こ と を示

し て い る 。 青森県浪岡城、 根城において第5 期以降は明銭の比率が高い（模鋳銭を含んでいる） よ う で
あ る 。 北海道の蓄銭遺構が存在する地域は 、 東北北部の銭流通圏の中に も あ っ た と も 言 え る 。

(4) 蓄銭遺構以外の出土銭の分類について
和人墓 ・ 館 ・ ア イ ヌ墓 ・ チ ャ シ ・ 集落 ・ 送 り 場 ・ 貝塚(74地点）の出土銭は 1 遺構 あ た り の出土量が

極めて少ない。 最主要銭と 明銭の合計が40枚以上の遺構は 1 地点、 39~30枚の遺構 は 4 地点、 29~20t女
の遺構は 1 地点、 19~10枚の遺構は 5 地点、 9 枚の遺構は 1 地点。 （
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3 北海道の中世出土銭

8 枚以上の遺構は16 .2 %を占め る に過ぎない。 ま た最主要 銭 と 明銭の出現比が第 4 期で 8 : 1であ

る から、 合計数 9 枚以上 か 9 枚未満かが分類要件となる 。

中世の六道銭については鈴木の分類（前出1995年）があるのでそれを参考にし、 出土枚数を分類基準

に加え下記のように分類した 。

・全てが判読できた場合の分類

a 類：最主要銭を含む。 a1類： 9 枚以上 む類： 8 枚以下 a,· 類：6 枚

b類：洪武通賓を最新銭と して含む。 bi類： 9 枚以上 b2類： 8 枚以下 b,· 類：6 枚

c 類： 永楽通賓を最新 銭として含む。 Q類： 9 枚以上 C2類： 8 枚以下 o類：6 枚

d類：全てが永楽通賓。 di類： 9 枚以上 d2類： 8 枚以下 出類：6 枚
e 類：朝鮮通質を最新 銭として含む。 e類： 9 枚以上 e, 類： 8 枚以下 e'l/類：6 枚

f 類：宣徳通費を最新 銭として含む。 f, 類： 9 枚以上 f2類： 8 枚以下 fr類：6 枚
g類：明銭 と 最主要銭以外の渡来銭 g, 類： 9 枚以上 g, 類： 8枚以下 g2'類：6 枚

• 一部判読不明を含む場合の分類（判読不明が過半数を占める場合は分類不能）

h 類：最主要銭を1枚以上判読できた場合（明銭、 朝鮮通賓を最新 銭 と して含む可能性がある）。

h類： 9 枚以上 叫類： 8 枚以下 h2類：6 枚

i 類：洪武通賓を1枚以上判読できた場合（永楽通宵、 朝鮮通賽、 宣徳通賓を最新銭として含む可

能性がある）。

h類： 9 枚以上 E類： 8 枚以下 i2• 類： 6 枚

j 類：永楽通賓が1 枚以上判読できた 場合（朝鮮通賽、 宣徳通賓を最新銭として含む可能性がある） 。

j類： 9 枚以上 h類： 8 枚以下 j, 類：6 枚

k類：永楽通賀を1枚以上判読でき、 かつ全てが永楽通宵である場合。

k顆： 9 枚以上 k2類： 8 枚以下 k2· 類：6 枚

］ 類：朝鮮通賓を1枚以上判読できた 場合（宣徳通賓を最新 銭として含む可能性がある） 。

h類： 9 枚以上 h類： 8 枚以下 lz-類：6 枚

m類：宜徳通賓を1枚以上判読できた場合。

皿類： 9 枚以上 叩類： 8 枚以下 fir類：6 枚

n類：明銭と 最主要銭以外の渡来銭を1枚以上判読できた場合（明銭、 朝鮮通賓を最新銭として含

む可能性がある） 。

n類： 9 枚以上 m類： 8 枚以下 n2· 類： 6 枚

・ 全て判読不明である場合の分類

0 類：全て銭種不明。

01類： 9 枚以上 。2類： 8 枚以下 Or類：6 枚

1, 000枚以上の蓄銭遺構は最新銭によって時期決定し、 1, 000�40枚前後（太櫓中学校3 9枚） の蓄銭遺構

は最新 銭 • 最古銭・古文銭等の特徴、 最主要銭と 明銭の出現比、 陶磁器によ っ て時期決定した 。

最主要銭 と 明 銭の合計9 枚以上の場合は 、 最主要銭と明銭の出現比が偶然の欠落によって成立して

いる 可能性がないと仮定できるので、 出現比は時期を示す と い え る 。

しかし合計8 枚以下は、 あ る 銭種が偶然に欠落している可能性がある ので出現比が時期を示さない

場合がある 。 8 枚以下の時期決定は陶磁器等で判断す る こ とが望 ま し い。 し か し、 明銭 の出現状況に

よって大 ま かな時期推定ができないであ ろ う か。
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< I 群〉 ： 合計数 が 8 枚以下で最主要銭種が含まれる場合。 明銭が少数のため偶然に含まれなかっ
た可能性がある 。 こ れは両者の比が逆転していない と い う こ と であ る か ら 、 逆転する以前か直後であ
る。 図VI- 3 - 3 に よ れば比の逆転は16世紀3/4以降に起こ っ て いる 。 以上よ り I 群の時期は16世紀
2/4以前 と 考 え ら れる。 a, · h,類が該当 す る 。

<II群〉 ： 合計数が 8 枚以下で明銭（永楽通賓を含ま ない）が含まれる場合。 偶然に明銭が含まれな

い可能性があ る に も かかわ らず、 明銭があり 、 かつ出現率の高 い永楽通宝を含 ま な い。 明銭は15世紀

2/4以降は必ず 8位以内に入る 。 また鈴木（前出1999年） に よ れば、 永楽通宝の集中化現象は16世紀3/4以
降顕著に な る。

以上よ り 、 11群の時期は15世紀2/4~4/4 と考えられる。 b, · iz · e, · Ii · f2 · m渓iが該当する。 ただし、

b2 • i類の洪武通賓が模鋳銭の場合は16世紀2/4 ま で下る可能性がある 。

< Ill群〉 ： 合計数が 8 枚以下で明銭（永楽通賓を含む） が含まれる場合。 偶然に明銭が含まれない可
能性がある合計枚数 に も かか わ ら ず、 明銭が あ り 、 かつ出現率の高い永楽通費を含む。

永楽通費の集中化現象は16世紀3/4以降顕著になる。 また 、 最主要銭と 明銭の比が逆転する時期以降
に な る と 全て が永楽通費で 占 め ら れる確率が高 く な る 。 こ の よ う な状況は一定の比率を維持し流通し

て い る 時期以降、 つ ま り 備蓄銭の衰退期以降に出現する と考えた ほ う がよ いだろ う 。 鈴木 （前出1999
年） に よ れば備蓄銭の衰退期は16世紀3/4である 。

以上 よ り Ill群の時期は16世紀3/4以降 に な る 。 cぃj2類は16世紀1/4以降であるが、 模鋳銭の永楽通貨
を含む場合は16世紀2/4以降、 最主要銭 と明銭（模鋳銭の永楽通費を含む） の比が逆転している場合は16
世紀3/4以降。 山類 . k, 類（模鋳銭の永楽通費を含む）は16世紀3/4以降に該当する。

<N群〉 ： 合計数が 8 枚以下で明銭、 最主要銭以外の渡来銭が含まれる場合。 W群の時期は13世紀

lliB遵tである。 g2 · h2 ° Tli類が該当する。

<V群〉 ： 合計数が9 枚以上の場合。 a頷iは15世紀1/4以前。 bぃ i混iは15世紀2/4~4/4で上限が14世
紀3/4に遡る可能性がある。 た だ し 、 b, · i, 類が模鋳銭の洪武通宵を含む場合は16世紀2/4ま で下る可能
性がある。

cぃ jl類は16世紀1/4以降で上限が15世紀1/4に遡る可能性がある 。 た だ し、 模鋳銭の永楽通費を含む
場合は16世紀2/4以降、 最主要銭と明銭（模鋳銭の永楽通賓を含む） の比が逆転してい る場合は16世紀3/
4以降。

e, • 11 · f1 ・ 皿類は15世紀2/4~4/4。 d, · k類（模鋳銭の永楽通費を含む） は16世紀3/4以降。 g, · h, · n1 

類は時期不明。

<VI群〉 ： 合計数が 6 枚で副葬銭の場合。 六道銭が 6 枚で構成される時期は、 藤澤典彦 「六道銭の
成立」 r出土銭貨 2 』 (1994年） に よ る と 南北朝期(14世紀中葉）以降の現象で、 中世を通じて渡来銭を
副葬する例の29.8%占める と い う 。 以上よ り 上限は 14世紀3/4以 降 と な る。

at 類は14世紀3/4~16世紀2/4。 C2· ・ わ類は16世紀1/4以降。 ただし、 模鋳銭の永楽通賓を含む場合は
16世紀2/4以降、 最主要銭と 明銭の比が逆転 している場合は16世紀3/4以降。

di • 如類は16世紀3/4以降。 b2· · ez- · f2· · ii· · h ・ 皿類は15世紀1/4~15世紀4/4。 ただし、 br · iz類
が模鋳銭の洪武通費を含む場合は16世紀2/4まで下る可能性がある 。

g2· · h,· · n2· 類は上限が14世紀3/4以降。
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3 北海道の中世出土銭

表VI- 3 - 8 蓄銭遺構
遍 鰤 書 号

I I 2 

表VI- 3 - 9 和人墓( 1 )
遺 諭 書 号
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(5) 和人墓 （表VI- 3 - 9 · 10) 
く勝山館跡土葬墓群〉 据手の外側にあ り 、 夷王山墳墓群第 1 地区と据手には さ まれた斜面に位置し

て い る 。 そばには魚貝層 （獣類、 烏類あ り ） が堆積していた 。 41碁が確認さ れ 7 甚が調査された 。 7 基

はいずれも木棺直葬で、 掘り 形は方形 ・ 長方形である 。 遺跡の時期は夷王山墳墓群と の 並行関係を考
えて 15世紀後葉~16世紀 と さ れてい る。 7 基から70枚出土し 、 その 中で銭種が判読で き た のは17枚（判
読率24. 3%) である 。 最新銭は朝鮮通貿で、 最古銭は開元通賀である 。 判読不能が多いため確かではな
いが上川墳墓群に較べ永楽通害の副葬例が少ない。 ま た 、 洪武通賽の判読例が無い。

＜夷王山墳墓群〉 寺の沢を隔て勝山館跡の西南部を取 り 囲む よ う に配置されている 。 6 支群621基が
確認さ れ31基が調査された 。 土葬墓 ・ 火葬墓があり 、 墳丘の有無な ど形態が幾種類かある 。 遺跡の時
期は14世紀後葉~16世紀と さ れている 。 12基から10牡女出土し、 その中で銭種が判読できたのは33t文（判
読率31. 7%) である 。 最新銭は永楽通賓で、 最古銭は開元通賓である 。 判読不能が多いため確かではな
いが上川墳墓群に較べ永楽通賓の副葬例が少ない。 i2類が3 例ある こ と も傍証にな る。 また 、 明銭を含
ま な い墓が 3 例 あ る 。

く福山城（福山館） 中世墳墓〉 松前城本丸御殿の下層から 1 基検出された。 木棺直葬で、 掘 り 形は隅
丸長方形であ る 。 福山館の時期は15世紀中葉~16世紀であ る 。 無文銭を 1 枚以上含む。 無文銭は16世
紀1/4以降に鋳造 さ れ、 主要な分布は九州南部～沖縄 ・ 東北北部 と 限られている 。 分類はh類であるが
判読不可 を 4 枚含むので時期決定でき な い。

く上川墳墓群〉 汀線から約100m、 楔高約9 mの海浜地にあ り 、 翠部館擬定地の近く 数百m東に位置
す る 。 15基が発見 ・ 調査された 。 15基はいずれも 木棺直葬で、 掘 り 形は隅丸長方形である 。 遺跡の時
期は15世紀中頃~17世初 と して お り 、 翠部館との関係も推定されている。 12基から97枚出土し、 その中

で銭種が判読で き た の は84枚（判読率86. 6%)である 。 最新銭は宣徳通賓で、 最古銭は開元通賓である 。

Q類、 h類が多いので永楽通賓の副葬が一般的な遺跡 と い え る 。 宣徳通賓の副葬は 2 例あ る。 また調査
者は 6 を意識した六道銭の習慣が定着 していた と 報告 し て い る。

く札刈遺跡1 号土坑墓〉 汀線から約50m、 標高約 7 mの海岸段丘上に位置する 。 中野館が存在し た と
い う 木古内町市街か らは約 3 km離れてい る。 分類はar類であ る。 2 号土坑墓はア イ ヌ 墓である 。

く末広遺跡〉 千歳川左岸、 椋高12mの低位段丘上に あ る。 I P -90は頭位が北向き 、 屈葬、 漆塗箱入
り 和鏡の副葬な どから和人女性と推定されている 。 六道銭には 3 枚足 り な いが有孔自然石が 2 個副葬
されて お り それを意識していた可能性はある 。 分類はむ類。 な お、 銭は出土していないが和人男性と推
定 さ れて い る I P -123がある 。 包含層の時期は14世紀後葉~16世紀後葉。

以上 よ り 和人墓の特徴は 、

副葬銭例は渡島半島南端部に極端な集中がある 。 渡島半島南端部 に お い て は和人墓は館跡と近接し

て い る 。 館跡と近接 し て な い札刈遺跡、 末広遺跡は和人墓と ア イ ヌ墓が混在する 。

多 く の遺跡が判読不明を含むので、 分類の大ま かな傾向を述べる に と どめ る 。 全体では永楽通賓が
最新銭 と な る Cz • jz類が多い反面、 d2 · dz· · k2 ・ 柘類は皆無である。

上川墳墓群はCz • j混iが多 く 、 最主要銭と明銭と の出現比が約 1 : 1 であ る こ と か ら 15世紀2/4~16世
紀2/4の遺跡である可能性が高い。 末広遺跡 I P-90は枚数が少 な く 確かでないが16世紀2/4以前である。

勝山館跡土葬墓群 ・ 夷王山墳墓群は判読不能銭が多いので、 陶磁器の時期から推定して14世紀後葉
~16世紀である 。 福山城（福山館） 中世墳墓は無文銭を出土している ので16世紀1/4以降、 無文銭は東北
北部と の銭流通を示 し て い る。
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3 北海道の中世出土銭

表VI - 3 -10 和人墓 ( 2 )

•• 
a,, 
b,· 

C, 
c,, 
h, 

’’ ,,. 
i, 
; . 
I, 

m, 
m, 
n, 
n,, 
o, 

曇瓢囀口外
の鴫鶴

量主璽麟と
囀鶴の會tt

"●枚戴

出土戴

I 2 
彎 彎
墓 纂

I 

3' 

3 . 
彎 彎
冨 纂

I '  

！ 

！ 

I 

.. ; I 1' 
彎 彎
墓 墓

！ 

！ 

I I 

j ． 

遺
4 

第一亀区 Ill二 第三
邊区亀区 憲N嶋区

�・
1
1

:� 

5 l i 13 s 6 ゜ 号 号.. , �  土 土
轟l墓 饗 ·

I 
I 

！ 

I 
I , ● ． ．  
！ 

： I ! ． 
I I j 
I • I 

I ！� I 

I ． ．  I I I 

● | ． I I 
●I● ． i ● ; ． 
I I ＊ 

0 0 0 1 4 4 0 1, oI , 5 0 2 4 4 

1 0 0 3 8 5 o 1 ol 61 o 2 sl 4 

6 9 1 8 1 1  1 1 10 S 6 1 8 2 1 2 8 5 

： 

鱚 書 号， II 

·
i

. 1 . .
1

.1. 
7 I I I ; I I I I 

I 

I 

的髯虞●賓

1 2 3 S 6 
日 号 号 ” 号 号 l I 2 3 4 S 
土 土 土 土 土 号 号 号 号 号 号

墓 号 日 号 号 号● II II II II a 讀 壌 蠣 饗 蠣 墓 ． ．
I

． ．  ． I I 
I I ． ； 

I ！● I I ． 
i ， ． ． I ！ ． ． I I i 

I ． i 
， ●i 
， I ． ●: ． 

． ． l , I ！ 
I . I ; I i i i i I i I 

I I I I ． ， 
I I● ! ； I 

I 
： 

！ i l e . I洪
l

l'
大. 

永 洪 洪 洪 ＊ ； 填 I 

4 1 ,I s 1 2 5 2 S 7 8 5 1 1 6 71 7 2 0 

6 3 ,I 3 1 4 6 S s al1 1 6 1 4 s , ,I 9 3 0 

15 8 1 2!20 8 8 6 5 6 9 12 6 1 7 6 ,zl12 3 2 
ll[最断銭以外の明鱗の●中で、 永は永秦過賣、 洪11炭武過賣、 大は大中通賣を表す．

表VI - 3 -11 館
遺 諭 書 号

合計

- 246-

12 42 

, . 
1 I 
彎: ' 9 ．゚ . — : 

S 1 

6 3 
6 3 



VI 成果と問題点

6 枚の副葬例は勝山館跡土葬墓群 1 例、 夷王山墳墓群 1 例、 札刈遺跡 l 例、 上川墳墓群 4 例で34例

のうち20 .6 %を占める 。 本州では中世を通じて渡来銭を副葬する例の2 9. 8 %占めるという。 北海道にお

いて も 6 枚の副葬方法はある程度浸透 していたとい え る 。

北海道の蓄銭遣構は第5期以降に最主要銭と明銭との出現比において 、 明銭比が極めて高い傾向を

も つ。 一方副葬銭においては15世紀2/ 4~16世紀2/4の上川墳墓群が約 1 : 1で、 16世紀1/4~2 / 4の賀張

蓄銭遺構の約 7 : 6 に近似する 。 1例ではある が和人墓の銭種構成が、 明銭大虻出現以降の蓄銭遺構

の銭種構成に連動する可能性を表す 。

と こ ろ で、 鈴木（前出1995年）によれば東日本のなかでも 特に関東地方でc撲iやd混iが多 い と いう。 永

楽通費の比率が高く なるにはそれが十分に流通していなければならず、 その時期は16 世紀第1四半期

以降である 。

北海道の和人墓の副葬銭は明銭大昂出現以降の蓄銭遺構の銭種構成 と連動している可能性があり 、

現 在 ま で当該時期の例はないが、 C2類やd2類が存在する可能性がある。

(6) 館跡 （表VI- 3 -11) 

く勝山館跡〉 天ノ川河口を望む標高15~113 m の台地に位誼する。 遺跡は現在調査中で唐、 北宋、 南

宋、 明、 朝鮮等の 銭が出土している。 概報の記載に基づき近世の銭を除いて集計すると1,46 1枚になっ

た。 弘治通宝 (150 3 年初鋳）を最新 銭 と す る 。 洪武通賓の模鋳銭、 無文銭が出土する。 判読不明銭が多

数のため分類不能。 館の時期は1 4世紀後葉~16 世紀。

く原口館跡〉 日本海を望む標高3 0m 前後の台地に位置する。 出土銭は北宋、 明の渡来銭が濠の覆土上

層か ら出土している 。 分類はb2類。

く大館跡〉 汀線から約500m、 標高約7 0m前後の台地に位置する。 青磁、 染付皿、 擢鉢などが採集さ

れている。 分類はb2類。 館の時期は不明。

＜矢不来館跡〉 汀線から約500m、 標高約50 ~60 mの台地に位置する 。 青磁、 白磁、 染付皿、 瀬戸美

濃、 越前などが採集されている 。 分類はC混i。 館の時期は14世紀後葉~16世紀。

く志苔館跡〉 汀線から約150 mの津軽海峡を望む標高約20 m前後 の台地に位四する。 判読不明が 4 枚

であ る か ら 最主要銭と明銭の比が逆転 しているか どうか確証はない。 洪武通費の模鋳銭、 無文銭が出

土している 。 分類はj類、 第 8 期以降で上限が第 4期に遡る可能性がある。 青磁、 白磁、 瀬戸美濃、 珠

洲等が出土することから時期は14世紀後葉~15世紀代 と さ れている。

＜戸井館跡〉 汀線か ら 約 8 0 m、 津軽海峡を望む標高約20m前後の台地に位囮する。 分類はeJJ,i。 珠洲

揺鉢が検出されている。 館の時期は14世紀後葉~15世紀中葉とされている 。

以上よ り 館跡の特徴は、

館跡は渡島半島南端部の海岸部に集中する 。 館周辺には蓄銭遣構 ・ 和人墓があ り 、 館を中心とした

遺跡の組み合わせがある。 出土枚数は少 な く 、 その う ち明銭の出土例が多い。

戸井館跡はe2類(15世紀2/4~ 4/ 4)で、 陶磁器は14世紀後葉~15世紀中葉である 。 大館跡はb2類( 15世

紀2 /4~4/4)で、 陶磁器は不明である。 矢不来館跡はC2類(16世紀1/4以降） で陶磁器は14世紀後葉~16世

紀である 。 これ らは出土・ 採集された陶磁器の時期 と 大 き なずれ はない。

原口館跡はb2類(15世紀2/ 4~4/4) 。 志苔館跡はh類で、 陶磁器 と 銭から14世紀後半~16 世紀前半であ

る。 志苔館跡出土の洪武通費の模鋳銭、 無文銭は東北北部との銭流通を示す。

時期は14世紀後葉が早い例で15世紀代が殆んどである 。 渡島半島南端部の館跡 は15世紀代に盛行す

る遺構である。

- 247-
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表VI- 3 -12 アイヌ墓
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VI 成果と問題点

(7) ア イ ヌ 墓 （表VI- 3 -12) 

ア イ ヌ 墓か ら 出土する銭は 、 首飾な ど装身具の一部や物入れの緒締め と し て使われた も のであ り 、

銭自体を副葬したわけでない。 そのた め銭の出土数は副葬品の種類に よ っ て異な り 、 首飾り の場合は
多数と な る 。

副葬品は性別 に よ っ て 異 な り 、 首飾 ・ 針入れの緒締め は女性の副葬品で、 その他入れ物の緒締めは
両性の副葬品である 。 こ の よ う な こ と か ら女性の墓は出土数が多 く なる 。

く南川 2 遺跡〉 10基が発見 ・ 調査された。 墓 は 2 群 (A群 ： 第 1 ~ 4 号墓、 B群 ： 第 5 ~10号墓）あ

り 新旧関係があ る と いう 。 2 群 と も頭位はほぽ同方向である 。 10基はいずれも棺がな く 、 掘 り 形は隅
丸長方形が 9 基、 楕円形が 1 基である 。 時期は15世紀初頭~17世紀中頃 と さ れている 。

第 1 号墓、 第 5 号墓の 2 例あ る 。 第 1 号廷の銭 と ガ ラ ス 玉（総計163個） は約30cm離れて出土している 。

ガ ラ ス 玉 は多数で出土位置が胸部である こ と か ら 首飾の一 部 と 考 え ら れ る 。 銭は装身具の 一部や物入

れの緒締めと考え られる 。 被葬者は女性。 第 5 号墓の銭は刀子 ・ 小札 ・ 刀 ・ 錐 と 一 緒に膝の位置から出
土 し て お り 、 銭 は 装身具の 一 部 や 物入 れ の 緒締 め と 考 え ら れ る 。 被葬者 は 男性。 第 1 号墓 は
Q類、 第 5 号墓はg2類。

く絵柄遺跡13号墓〉 詳細な報告がさ な れていないので掲載された図から判断する と 、 銭（正隆元賓 ・
不明各 1 枚） は首のあた り に出土 し て い る 。 また図示されていないが骨製首飾 り 玉（総計40個） が報告さ

れている 。 以上よ り 銭は首飾の 一部 と 考 え ら れ る 。 被葬者は女性。 分類はn2類。

く大川遺跡〉 2 基検出 さ れた。 G P600の銭(45枚） はガラス玉(252個） と共に頭部付近か ら出土してい
る 。 洪武通費 永楽通碧の模鋳銭を含む。 被葬者は女性。 G P608の銭(27枚） はガラス玉(421個） と共に
足部付近か ら出土している 。 銭はいずれも大量の ガ ラ ス 玉 と 一緒に出土したので、 首飾 り の一部 と 考

えら れる 。 被葬者は女性。 G P600はt類、 G P 608はb2類。

<Nl9遺跡〉 2 基検出された。 第 1 号墓の銭(11枚） はガラス玉（約70個） と 共に胸部付近から出土し、

扶 り 入 り高台白磁皿(14世紀後葉~15世紀中葉） も出土している。 被葬者は女性。 第 2 号墓の銭 ( 2 枚） は
ガラ ス玉（若千） と共に出土している 。 被葬者は女性。 銭はいづれ も ガ ラ ス 玉 と 一緒に出土 し て お り 首
飾の一部 と考 え ら れ る 。 第 1 号墓はQ類、 第 2 号墓はa2類。

くカ リ ンバ 2 遺跡A P- 1 〉 太刀、 刀子が副葬さ れて お り 被葬者は男性である 。 天聖元宵が頭部付
近から棚皮状の も の に包 ま れ単独で出土 し て い る 。 分類はa混i。

く末広遺跡〉 3 基検出された。 I P-64は太刀、 刀子が副葬されてお り被葬者は男性。 祥符元賓が
下肢の脇に単独で出土している 。 I P - 74は太刀、 鍔が副葬さ れ て お り 被葬者は男性で、 太平通貿が
肩脇に単独で出土 し て い る 。 I P - 122は刀子が副葬 さ れて お り 被葬者は女性で、 方穿を大きな円穿に
加工した元祐通宵が肩脇に単独で出土している 。 I P -64 · 74はg撲i、 I P -122はむ類。

く ウ サ ク マ イ N遺跡第 2 号墓〉 封土のある 墓で漆椀、 太刀、 刀子が副葬 さ れて い る 。 被葬者は男性
と推定される 。 洪武通賓は封土直上から単独で出土 し て い る 。 分類はb 2類。

く植村B遺跡〉 1 基検出された 。 遺描名はない 。 小刀、 刀子、 マ レ ッ ク 、 矢中柄が副葬 さ れ て お り
被葬者は男性と推定される 。 銭は 出土状況が不明。 模鋳銭の洪武通賀があ る 。 分類はb2類。

＜幣舞遺跡第43号姦〉 銭(44枚） と ガ ラス 玉(49個） と竹製管玉( 8 個）が頸部の耳環の下から出土し、 銭
(10枚） と 板状の木製品が左大腿部か ら出土した 。 頸部出土の銭はガ ラ ス 玉 と の位置関係 よ り 首飾の一

部、 左大腿部出土の銭は装身具の一部や物入れの緒締めと考えられる 。 被葬者は女性。 明銭（洪武通賓 ・
永楽通賽） が37.0% (20枚） を 占 め て い る。 模鋳銭の洪武通賓がある 。 分類はQ類。
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く コ タ ン ケシ遺跡〉 1 基検出された 。 遺構名はな く 墓址 と 呼ばれている。 銭(16 枚）とガラス玉(40 9個）

と碧玉製玉(2 個）が歯と同じ位置で一括出土しているので、 首飾の一部と考えられる 。 被葬者は女性

と推定さ れ る 。 明銭が25.0%を占 め る。 模鋳銭の洪武通賓がある 。 分類はQ類。

以上よ り ア イ ヌ 墓の特徴は

1 群のN19遺跡第 2 号墓、 末広遺跡 I P-122 、 カ リ ンバ2 遺跡A P - 1は16世紀2 /4以前である。 II

群の ウ サ ク マ イ N遺 跡第2 号蒜は15世紀2 /4~4/4、 大川遺跡G P 60 8 は16世紀1/4~2/4、 大川遣跡G P

6 0 8 は16世紀1/4~2/4、 模鋳銭を含む大川遣跡G P600 は15世紀2/4~4/4、 植村B遺跡の墓は16 世紀1/4

~2 /4である。 V群のNl 9遺跡第 1 号墓は16世紀1/ 4~2 /4、 幣舞遺跡第43 号墓は16 世紀3/4以降、 模鋳銭

を含む コ タ ンケシ遺 跡墓址は16世紀1/4~2 /4である。

第 5 期以降にお け る 北海道の蓄銭遺構の最主要 銭と明銭の出現比の傾向は本州と似 て お り 、 北海道

の蓄銭遺構は明銭の出現比がよ り 増幅された状況を呈していた。 ま た 、 和人墓には蓄銭遺構と の関連

が見られ 、 ア イ ヌ 墓の副葬された首飾 り に も 同 じ こ とが言える。 こ の こ とか ら第 5 期以降になるとア

イ ヌ 民族は和人との関係で銭を入手す る場合が増えたと考えて よい。

南川 2 遺跡第1号墓に無文銭が6 枚含まれていた 。 15世紀2/4~4/4の青森県青森市新城出土銭には

22.6%含まれていた。 第 1号墓の無文銭出現率は全体の枚数が少ないに も かかわらず75. 0%であ り新城

出土銭よ り も 高率である。 第 1 号墓は16世紀3 /4以降であることから、 時期が下 ると無文銭の比率が上

がる可能性を示している 。 また、 無文銭は勝山館、 福山城（福山館） 中世培墓、 志苔館、 南川 2 遺跡第

1号墓、 美々 8 遺跡、 サ ン ペ コ タ ンチ ャ シ で出土する。 これらは東北北部・和人・ ア イ ヌ 民族の銭流

通を示している 。

と こ ろ で、 末広遺跡の I P-122 から方穿を大きな円穿に加工 した元祐通質（ウ 1類）が出土した 。 こ の

ような加工銭はど こ か ら きたのであ ろ う か。 以下に加工銭の分類を掲げる 。

ア類：外周部に対する加工

ァ ，類：背側の輪に刻みを入れる。 そのため拓本では歯車のように見える。

九類：外縁にノ ッ チ を入れる 。 志海苔蓄銭遺構だけにある 。

イ類： 面と背（銭名が鋳出されている部分と その裏の こと）に対する加工

イ 類：方穿の対角線上に 4 ヶ所小孔をあける。

介類：1 ヶ所小孔をあける。

も類： 2 ~ 4 ヶ所、 4 ヶ所以上小孔をあけ る もの も あ る 。 志海苔蓄銭遺構だ けにある 。

ウ類： 方穿に対する加工

ゥ ，類：銭径の1/3以上の円穿に削る 。 そのため郭が消失し銭名の一部が欠失する 。

ゥ2類： 銭径の1/3前後の円穿に削る 。 そのため郭の四隅が残る 。 拓本に よ る 判別は難しい。

九類：方穿の一隅を大きく 扶っている 。 ユ オ イチ ャ シ に 1 例 あ る。

ゥ4類：方穿の 4 辺の中点あた り に小さい弧状のノ ッ チを入れる。 拓本による判別は難しい。

志海苔蓄銭遺構ではウ 3類を除く 全ての種類の加工銭が出土する 。 時期は北海道の中で一番古く 、 北

海道におけ る加工銭の初源例と考えられる 。

表VI- 3 -13 は加工銭の う ち拓本からの判別が容易な種類について表わした。 ア類は本州で第2 期

に始ま る。 イ類は末広遺跡、 美々 8 遺跡な ど和人関連の遺跡 か ら出土し 、 勝山館、 志海苔蓄銭遺構や

本州からも出土する。 イ 1類は和人の加工銭。 イ 2類は本州が古いので本州の加工銭と考えてよい。 ウ 1·2

類は北海道に多 く 志海苔蓄銭遺構が古いので和人の加工銭と考えられる。 ウ 3類はユオ イ チ ャ シ1例な

のでア イ ヌ 民族の加工銭と考えてよい。 ウ4類は本州に普遍的にある加工銭である。
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ア イ ヌ 民族が銭を加工す る こ と よ り、 和人が加工す る こ とが頻繁であっ た こ とがわかる 。 ア イ ヌ 民

族が和人 から入手した銭には加工銭が混入していたと考えられる 。 加工銭が出土す る 多 く の場合は和

人 と の銭流通を示しているとい え る 。

(8) チ ャ シ （表VI- 3 -14) 

く ユ オ イ チ ャ シ＞沙流川河口から約18 km潮上した左岸、 標高45m前後の河岸段丘に位置する 。 丘先式

チ ャ シ。 有珠b 火山灰(166 3年降下）に覆われていた 。 郭内の包含層から1枚出土した 。 包含唇から染

付碗(16世紀中葉）が出土している 。 分類は d滉i。

くポロモイチャシ ＞沙流川河口 から約1 8 km潮上した左岸、 標高45m前後の河岸段丘に位置する。 丘先

式チ ャ シ。 有珠b 火山灰(166 3年降下）に覆われていた。 A郭建物跡内 から1枚出土した 。 A濠からは

胎土目絵唐津大皿( 16世紀第4四半期） が出土している。 分類はa2類

くユクエ ピ ラチ ャ シ ＞利別川上流部右岸、 標高2 45m前後の丘陵に位置する。 丘頂式チャ シ。 駒ケ岳

C 2火山灰(1694年降下）に覆われていた 。 郭内の包含層 から 1 枚出土した 。 分類はb2類。

くサンペコ タンチ ャ シ ＞釧路川上流部右岸、 標高73 5m前後の河岸段丘に位置する。 チャ シは丘先式

チ ャ シ。 樽前a火山灰( 173 9年降下）に覆われていた。 郭内 から無文銭が 1 枚出土した。 分類はg混i。

く ト コ ロチ ャ シ ＞ 常呂川河口 から約500m潮上した右岸、 椋高1 8 m前後の河岸段丘に位置する 。 面崖

式チ ャ シ。 樽前a火山灰( 173 9年降下）に覆われていた。 濠内 から1枚出土している 。分類はd2類。

く川尻北チ ャ シ ＞ 幌別川河口 から約1. 5km遡上 した右岸、 標高12m前後の丘陵に位置す る。 孤島式チ

ャ シ。 包含層から当十銭の崇寧通宝1枚、 永楽通賓数枚出土している 。 分類はQ類。

以上 よりチ ャ シの特徴は 、

出土例は道央地方（太平洋側） と道東北地方に集中する 。 こ れ はチ ャ シの分布傾向と同 じなので銭が

特定の地域 ・ チ ャ シに出土しない。 よ っ て、 チ ャ シ出土の銭だ けが特殊な流通状況 と は考えに く い。

Ill群のユオイチ ャ シ、 ト コ ロチャシ、 川尻北チ ャ シ遺跡は上限が16 世紀3/4以降に下る可能性がある。

こ の こ とは 、 降下火山灰、 出土陶磁器によ る時期推定とも一致する 。

ポロモイチャシは分類では16世紀2/4以前だが、 胎土目絵唐津大皿から16世紀4/ 4が上限 と な る。 ユク

エ ピ ラチ ャ シ はb晟訳又 模鋳銭の洪武通賓があ る から16 世紀1/4~2/4である 。 サンペ コ タ ンチ ャ シは無

文銭が多く 流通する時期であり 、 16世紀3/4以降の可能性が考えられる 。 こ のように銭が出土す るチャ

シはいずれ も16世紀代であ る 。

(9) 集落 （表VI- 3-15)

a 出土量が多い集落

く大川遺跡＞包含層から8 0枚出土した。 最主要銭 ・ 明銭で 3 枚以上の検出は 、 開元通賓 ・ 天聖元費 ・

皇宋通賓・ 煕寧元官 ・ 紹聖元賓・元符通賓 ・ 政和通賓 ・ 永楽通賽であり 、 洲崎舘跡付近の備蓄銭 と 同

じ傾向を も つ。 金の泰和通賽が1枚出土している。

包含層から珠洲擢鉢( N~V期、 14世紀初め~15世紀前半） ・ 瀬戸美濃客窯( ID~N期、 13世紀末~15

世紀終 り ） ・ 染付碗(15世紀後葉~16世紀前葉） • 青磁碗皿( 13 世紀中葉~15世紀中葉）・白磁碗皿(13世紀

後半~15世紀中葉）等が出土している 。 以上よ り 主 な時期は14世紀前半~15世紀中葉である。 なお12世

紀中葉の珠洲甕が出土している が同じ頃の陶磁器はない。

く末広遺跡〉 包含層からは3就女出土した。 最主要銭・明銭で3 枚以上の検出は、 開元通賓・元祐通

宵 ・ 洪武通賽で少ない。 洲崎舘跡付近 と 同 じ傾向であるが特定の銭種（洪武通賓） に集中する 。

包含層出土例の中に20枚綴った婚の状態で出土してい る 銭がある 。 内訳は最主要銭が11枚、 洪武通

習が 3 枚、 永楽通賓が1枚である 。 介類加工銭の開元通宝1枚が含まれている 。
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表VI- 3 -15 集落
遍 鱒 書 号

ぶ」よ�-��l,�)i

詠一
5-

表VI- 3 -16 送り場 ・ 貝塚

表VI- 3 -17 その他
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包含層から珠洲擢鉢 ・ 瀬戸美濃端反皿（大窯 I 、 15世紀末~16世紀前葉） ・ 瀬戸美濃天目碗（大窯 I 、

15世紀末~16世紀前葉） ・ 越前播鉢(16世紀中葉～後葉） ・ 染付皿(16世紀中葉） が出土 し て い る。 こ れ ら
よ り 時期は14世紀後葉~16世紀後葉である 。

く美々 8 遺跡〉 は太平洋か ら20km遡上した美沢川の左岸、 標高約 4 ~20mにある 。 包含層から2�文出
土した。 最主要銭 ・ 明銭で 3 枚以上検出は煕寧元賀 ・ 洪武通賀で、 賀張蓄銭遺構の主要出土銭種に比

べて 5 種少ない。 末広遺跡 と 同 じ で特定の銭種（洪武通賽） に集中する 。 イ 2類の加工銭永楽通宝 1 枚、

元豊通宝 1 枚が出土している 。 他には無文銭、 模鋳銭の洪武通賓が出土 し て い る 。

包含層から青磁碗(14世紀後葉~15世紀中葉） ・ 珠洲播鉢 V 期(15世紀前半） ・ 白磁皿端反皿(15世紀後
葉~16世紀前葉） が出土している 。 時期は15世紀中葉~15世紀後葉である 。

以上よ り 出土量が多い集落の特徴は 、

大川遺跡(j,類） の最主要銭と明銭の出現比は、 約 3 : 1 で第 6 期に相当する。 陶磁器よ り 導いた主な
時期は14世紀前半~15世紀中葉である 。

末広遺跡(j,類）の最主要銭と 明銭の出現比は、 約 3 : 1 で第 6 期に相当する 。 陶磁器よ り 導いた時期

と も 矛盾がない。 緞で出土してい る例があ り 、 志海苔蓄銭遺構、 賀張蓄銭遺構、 勝山館跡内土坑48に
類例があ る 。 絹の最主要銭 と明銭の出現比は約 3 : 1 で第 6 期に相当する 。

美々 8 遺跡(c,類）の最主要銭と 明銭の出現比は 、 2 : 1 で第 7 ~ 8 期に相当し 、 模鋳銭の洪武通賓、

無文銭が出土 し て い る こ と を併せ て も 、 陶磁器 よ り 導いた時期 と さ ほど矛盾がない 。

婚での出土例や化類、 介類の加工銭の存在が、 和人を介した銭の流通を示し て い る 。 また陶磁器が
セ ッ ト で出土 し陶磁器の出土数 も多い 。 陶磁器と銭の出土糞は相関している 。 出土糞が極少量の集落
跡よ り も 和人の痕跡が濃厚である 。 こ れ ら の遺跡は海上交通、 河川 交通 ・ 交易の要衝であ る 。

b 出土量が少ない集落
最主要銭と 明銭の合計枚数が 9 枚未満の遺跡で、 陶磁器が出土した遺跡は次の と お り であ る 。

<K501遺跡〉 は旧豊平川 と 篠路川 と に挟 ま れた低地、 標高約 3 m に立地する 。 包含層からは扶り入

り高台白磁皿(14世紀後葉~15世紀中葉） が 2 個、 瀬戸美濃端反皿（大窯II 、 16世紀中葉） 1 個が出土して
い る 。 分類不能。

くユカ ンポ シ C 2 遺跡（む類） 、 ユ カ ン ポ シ C 15遺跡(d2類）〉 ユカ ンポ シ川沿いの低地、 標高約 8 m
前後に立地する 。 ユカ ンボ シ C 2 遺跡の包含層から は染付皿(15世紀後葉~16世紀前葉） 1 片、 ユカ ン

ボ シ C15遺跡の包含層 か ら は青磁皿(15世紀後葉~16世紀前葉） 1 個が出土 し て い る。

く二風谷遺跡(a類）〉 沙流川沿いの河岸段丘、 標高45m前後に立地し、 ユオ イ チ ャ シ と ポ ロ モ イ チ ャ
シの間に位置する 。 包含眉か ら は染付碗(15世紀後葉~16世紀前葉） 1 個が出土 し て い る 。

以上よ り 出土量が少ない集落の特徴は 、

I 群の遺跡 4 ヶ所は16世紀1/4~2/4以前 と 考 え ら れ る 。 ユ カ ンボシC 2 遺跡の染付皿、 二風谷遺跡の
染付碗の例か ら も 支持で き る 。 1 群の遺跡は上限が16世紀3/4以降に下る可能性がある 。 ユカ ンボ シ C

15遺跡の場合、 青磁皿と永楽通費は同 一層位中に近接して検出さ れ同時性が強い こ と か ら 、 青磁皿の
伝世が考 え ら れ る。

加工銭の出土例が少な く 、 ユカ ン ボ シ C 2 遺跡か ら は ウ2類（皇宋通賓 1 枚） の加工銭が出土し て い る
のみである。 最主要銭種 と明銭の 出現率が遺跡に よ っ て様々である 。 最主要銭 と 明銭が両方出土した
遺跡は な い も の の、 明銭のみが存在す る遺跡が多数を占め る状況ではない 。 明銭に偏る チ ャ シ と は異
な る 。 これは時期差 を 示 し て い る 。 陶磁器が出土す る 遺跡と しない遺跡がある 。 出土する遺跡におい
て はセ ッ ト を な さ ず、 和人の痕跡は極めて希薄である 。
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(10) 送 り 場 （表VI- 3 - 16) 
送 り場は集落 ・ チ ャ シ に付属す る こ とが多い。 そ れ ら に含めて集計す る と 送 り 場 と 包含層出土の性

格が混ざ っ て し ま う 。 送り 場 と 包含層 と異な る傾向があ る か も し れないので、 分けて論じ る こ と に し
た 。 チ ャ シ内の送 り 場 2 ヶ所、 集落内の送 り 場 4 ヶ所である 。

くユオ イ チ ャ シの送り場〉 4 枚（最主要銭 1 枚、 明銭3枚）がガラス 玉 4 個 と 送 り 場の可能性がある
付近で出土 した 。 ア イ ヌ 民族特有の加工銭 （ ウ3類）の皇宋通賓が出土し て い る 。 分類は ら類。

くサンペコ タ ンチ ャ シの送り場〉 4 枚（最主要銭 3 枚、 明銭 1 枚） が 2 ヶ所の送 り 場か ら 出土した 。

分類はo類。

く集落内の送 り 場〉 次の分類 と な る 。 ノ ト ロ遺跡(a撲i) 、 ユ カ ンポシ C 2 遺跡(b2類） 、 ウ サ ク マ イ N
遺跡(c2類） 、 矢沢遺跡(c,類） 、 浜別海(f2類） 、 梅川 4 遺跡(g撲i) 、 ク シ ュ ンコ タ ン貝塚(j渓i) 。 これらの
遺跡に加工銭はみられない 。

以上よ り 送 り 場の特徴は、

Q類のユオイ チ ャ シ 、 サ ンペ コ タ ン チ ャ シの送り 場は16世紀3/4以降に下る可能性がある 。 ユ オ イ チ
ャ シの場合は出土陶磁器か ら も 支持でき る 。

集落内送 り 場の出土量が非常に少な く 1 遺跡で 1 枚と い う 例が多い 。 ウ サ ク マ イ N遺跡、 矢沢遺跡
ク シ ュ ン コ タ ン貝塚は上限が16世紀3/4以降に下る可能性がある 。 ノ ト ロ遺跡は16世紀2/4以前と考えら

れる 。 ユカ ン ポ シ C 2 遺跡の送り 場は15世紀2/4~4/4で、 出土した染付皿か ら も支持で き る 。

(11) 貝塚について （表VI - 3 -16) 

尾白内貝塚(a湧0 、 南有珠 7 遺跡（む類） 、 森川貝塚 (g2類） 、 高砂貝塚(g2類） である。 こ れ らの遺跡に
加工銭はみられない。

森川貝塚か ら珠洲播鉢(N~V期、 14世紀初め~15世紀前半） • 青磁碗(14世紀中葉） • 青磁碗(14世紀
後葉~15世紀中葉） ・ 白磁碗(14世紀後葉~15世紀中葉） が出土し て い る 。 南有珠 7 遺跡の包含層か ら赤
絵皿(16世紀後葉） が出土している。 高砂貝塚 ・ 南有珠 7 遺跡例は有珠B降下火山灰層 (1663年降下）下位
出土である。

以上よ り 貝塚の特徴は 、

最主要銭が出土した南有珠 7 遺跡は16世紀第 2 四半期以前 と 考 え ら れ、 赤絵皿の時期 と ほ ぼ一致す
る。 森川貝塚は陶磁器よ り 14世紀前葉~15世紀中葉 と 考 え ら れる。 最主要銭 も 明銭 も 出土 し な い尾白
内貝塚、 店砂貝塚は時期推定が困難である 。

(12) その他の遺跡 （表VI - 3 -17)
その他の遺跡 と は 、 貝塚 ・ 送 り 場 ・ 集落 ・ チ ャ シ ・ ア イ ヌ 墓 ・ 和人姦 ・ 館 ・ 蓄銭遺構に当 て は ま ら

な い も の を ま と めた 。

原口知類） 、 茂草B遺跡(aJ5i) 、 桔梗2 遺跡（む類） 、 元和8 遺跡(a渓0 、 掘株 1 遺跡（む類） 、 善光寺
2 遺跡(a類） 、 ウ サ ク マ イ B遺跡(a2類） 、 網走旧市街ア イ ヌ 地 （釦類） 、 S T04遺跡(a2類） 、 ポンマ遺跡
(b類） 、 戸井館付近 (c,類） 、 オ ヤ コ ツ遺跡(dJ'Ji) 、 観音洞窟(g槃i) 、 オ タ フク岩(g須i)である。 戸井館付
近 ・ オ タ フ ク岩は未確認で、 それ以外の遺跡の銭は加工銭でない。

茂草B遺跡か ら は珠洲擢鉢(N期、 14世紀代） • 青磁碗（時期不明） 、 ポンマ遺跡から は青磁碗(14世紀
後葉~15世紀中葉） 、 元和 8 遺跡からは珠洲摺鉢(VI期、 15世紀3/4) • 青磁碗(14世紀後葉~15世紀中葉） 、

観音洞窟からは珠洲壷(N期、 14世紀代）が出土した 。 ボンマ遺跡は陶磁器の時期と 一致する 。 オ ヤ コ
ツ遺跡は上限が16世紀第 3 四半期以降に下る可能性がある。 a2類、 g混iは時期幅がある ので陶磁器の年
代で幅を狭められる 。
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U3) 和人の銭一 貨幣経済の浸透によ る備蓄銭と六道銭の信仰の始 ま り

蓄銭遺構は14世紀3 /4に渡島半島南端部に始まり、 15世紀2 /4以降に明銭出現比が高いものが出現する。

北海道において永楽通賓が十分に流通していたこ とを示してお り 、 北海道の蓄銭遺栂は東日本の銭流

通圏にあったと言える。

和人墓の副葬銭は15世紀に現れる。 館跡と近接しない和人慕はア イ ヌ 廷と混在する。 永楽通費が最

新 銭 と なる墓が多 く 、 6 枚の副葬方法はある程度浸透していた。 15世紀2/4以降の和人墓の銭種構成は

蓄銭遺構に連動する可能性があった。

和人居住地では14世紀3 /4以降に基準銭である最主要銭の使用が恒常化した 。 15世紀2 / 4以降は特定の

銭種を用 いる傾向があり 、 それが永楽通費である こ とは東日本経済圏との関係を示す。

ま た 、 無文銭、 模鋳銭の洪武通費・ 永楽通費は東北北部 と の関係を示す。 こ の よ う に最主要銭・明

銭による決済は広域流通に対応 した結果であり、 原因として対本州交易による和産物の輸入増加が考

えられる 。

和人居住地内の通用状況は、 和人墓や館跡によ って知るこ とができる。 蓄銭逍構の最主要銭と明銭

を合わせた出現率の平均は 8 3. 8 %(第 5 期以降の全国平均は 82 . 6%) 、 和人墓は3 9. 8 %、 館跡は27 . 9%で

ある。 和人墓は判読率が低いので根拠とするには信頼性に欠 くと こ ろ はあるが、 菩銭遺構に較べて和

人墓・館跡がと も に低い と い え る 。

日常の狭い範囲 に お け る 通用 銭や副葬銭には 、 最主要銭・明銭以外の銭も 使われる機会が多い こ と

を示して いる可能性がある。

U4l アイヌ民族の銭一銭を身につける嗜好の始 ま り

a 出土数の多 い遺跡

出土量の多い集落跡では最主要 銭 ・明銭を合わせた出現率の平均が6 5.0%であり 、 蓄銭遺構(7 0. 1%)

にやや近い。 陶磁器の出土揖、 婚や加工銭があることよ り 和人の痕跡が濃厚である。 和人との銭流通

で入手した場合、 混住した和人が使用した場合が考えられる。

ア イ ヌ 墓出土の銭は首飾・装飾品の一部や物入れの緒締めとして副葬された も のであり 、 銭自体に

副葬の意図が込められてはいない。 装飾品の中でも多数の銭をつける首飾はアイ ヌ墓に副葬 さ れる傾

向があり 、 少ない も のはア イ ヌ 姦以外から出土する傾向がある。

15世紀2/4以降に道央地方以西でみられる よ う にな り 、 16 世紀3 / 4以降は道東北地方においても散見さ

れる 。 首飾に銭を利用する嗜好は16世紀に入って盛行す る と考えられる。

ア イ ヌ 墓出土の銭の特徴は、 第 5 期以降における 北海道の蓄銭遺構と和人墓とアイヌ墓の最主要銭

と明銭の出現比が類似する こ と、 ア イ ヌ 墓の首飾に含ま れる最主要 銭と明銭を合わせた出現率の平均

は6 9.5%で蓄銭遺構( 70.1%)とほほ同じである こ とである 。

ア イ ヌ 民族が多量に 銭を必要 と す る 場合は 、 基準銭を広域流通の決済行為に連繋する関係 、 つ ま り

最主要銭・明銭を和人との交易で入手 したことを示す。

b 出土数の少ない遺跡

出土鱚が少ない集落( 8 1. 1%)、 チ ャ シ( 7 5. 0%)、 送り場(70. 0%)は蓄銭遺椙( 7 0. 1%)に近い平均値を

示す。 出土量が少ない場合は最主要 銭 と 明 銭が出現する 確率が高 く なり、 その平均も上昇する 。

最主要銭と明銭を合わせた出現率の平均が和人の遺構と類似する ことは、 ア イ ヌ民族が特定の銭種

を好選しないこ とを示す。 こ の こ とはアイヌ民族同士の交易において も 最主要銭と明銭の構成が変化

し に く い傾向を示唆する 。 陶磁器の有無・組成が和人の痕跡の濃淡を表わす傾向がある のに較べて対

照的な性質を持つ。
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3 北海道の中世出土銭

以上より、 和人から入手した場合、 和人から入手した 銭をア イ ヌ 民族同士の交易で入手した場合 と

も 銭種が類似す る とい え る 。

また、 出土枚数が少なく 加工がない例は 、 いろいろ な遺跡から出土するために用途の特定が難し く 、

そのため入手方法の特定 も難しい。 近世ア イ ヌ 民族の例から推測すれ ば緒締めや装飾品の一 部に使わ

れたと考えられる 。 これらは少呈であるため広域流通の決済行為に連繋しな く て も 入手可能（アイ ヌ 民

族同士の交易）であ り 、 多量に銭を必要とす る 場合と同じ入手方法であったとは断言できない。

基準銭を和人から入手した場合、 和人から入手した基準銭をアイ ヌ 民族同士の交易で入手した場合

の二通り が想定できる 。

貝塚の殻主要銭・明銭を合わせた出現率の平均(3 3. 3 %)は低い。 時期不明の遺跡を半数含むた め明

銭の有無が、 入手先で は な く 遺跡の時期に関係している可能性 も あ る 。

付記1 銭は全て本州から き た か ？

ア イ ヌ 民族にもたらされた銭は 、 最主要銭の組成、 最主要 銭・明銭をあわせた出現率の平均、 無文

銭、 洪武通費、 永楽通費の模鋳銭の存在から判断して、 和人との交易で基準銭を入手する 場合が殆ん

どで、 少量の場合には基準銭をアイ ヌ 民族同士の交易で入手した湯合 も あ る と い う 結論に至った。

少量必要 と す る場合の入手先は、 銭を多量に保持 している和人以外でよい こ と になる 。 和人以外の

入手先について二、 三の手がか り を考えてみる 。

a 大型銭の出土について （表VI- 3 -18) 

永井の第 3 章付4 (前出1994年） と東北中世考古学会 『東北地方の中世出土貨幣』 (1999年） に よ れ

ぱ当十銭の出土例は極少数ある 。

崇寧通費は沖縄今帰城跡(2 枚） 、 長崎県松浦市宮ノ下り 遺跡(1枚） 、 大宰府跡 ( 3 枚）、 博 多遺跡群

(14枚） 、 広島県草戸千軒町遺跡(1枚）、 秋田県能代市浄明寺首塚( 1 枚） 、 川尻北チ ャ シ (1枚） である 。

崇寧重賓は沖縄県今帰城跡( 4 枚 ） 、 長崎県松浦市楼階田遺跡(1枚） 、 大宰府跡( 1 枚） 、 博 多遺跡群

(1磁） 、 広島県草戸千軒町遺跡( 2 枚） 、 神戸市滝ノ奥遺跡( 1 枚） 、 堺環濠都市遺跡(1枚）、 京都市左京

三条三坊十一坪遺跡( 1 枚） 、 鎌倉市水道山戸 ヶ崎遺跡(1枚） 、 青森県南津軽郡猿賀出土古銭 (1枚） 、

志海苔蓄銭遺構(2 枚） 、 北海道勝山館(2 枚）である 。 大観通窟は大宰府跡 ( 1 枚）である 。

これらの内で16 世紀2 /4~3 /4にかけて福建省で私鋳された可能性があるのは、 川尻北チャ シの崇寧通

賓である 。

当十銭の出土傾向は西南日本に偏る 。 これらは博 多周辺に多いこ とから東シナ海交易によ っ てもた

らされたと考えられ る。 一方、 東北北部・北海道の出土例が東シナ海交易に連なる関係でも たらされ

たなら、 山形県、 新潟県などにも 出土例があ ってもよいがそうではない。 他の経路の存在を暗示して

いないだろ う か 。

浄明寺首塚 からは漆塗り の首桶が出土し、 その中に は銀皿に載せられた頭蓋骨 、 絞め金具2 点、 水

晶の念珠24個、 2 本の銀針に通された銭 9枚が入っていた。 図示されたこれらを見る と本州和人の首

塚 と は思えない副葬品である 。

念珠の中には筋の入ったも のが4個描かれてお り 、 蜜柑玉にもみ え る 。 材質が 「水晶の類」 と 記さ

れている ので水晶 と は 断言できず、 透明なガラ ス玉の可能性がある 。 渦巻き状に丸められた2 本の銀

針は両端部に小孔が開けられ 、 各々 に銭 6 枚 と 3 枚が通されていた。 また、 絞め金具は中近世のアイ

ヌ 民族の遺跡から も 出土する 。

これらが首桶に入っていたとい う こ とは頸から上の装身具で あ り 、 銀針は2 個あるので耳飾と考え

られ、 念珠は首飾の可能性がある 。
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表VI- 3 -18 女真文化期の出土銭
アム ール

銭 種 1沿濤地方I m流域 I 合計

9＿＇
 

疇大定通賣 6 6 

___ ! ___ __ ! 盟 -lf!lf�- -1- ---�==出：こ士函

表VI- 3 -19 東北北部 ・ 北海道の金銭出土遺跡

遺諭の 金餞の
所在地 遺跡名 糧類 時期 最新銭 総数 枚数 會銭出環事

北海道 松前郡松前町 .l:.JII墳墓群第8号墓 和人墓 16世紀後半以降 永楽通賣： 1408年初鋳 17  1 0.0588 
北海道 室蘭市 絵輌遺跡13号墓 アイヌ墓 正隆元賣： 1158年初鋳 2 1 0.5000 
北濱道 千歳市 祝梅竪穴 集 落 正隆元賣： 1158年初鋳 1 1 1 .(_)

0
笠

1 8Q5 北濤道 釧路市 幣舞遺跡心号墓 アイヌ墓 16世紀後半以降 永楽通賣： 1-l-08年初鋳 54 1 o. 
冑 森 南津軽郡浪闘町 浪岡城 城 館 15世紀後半~16世紀代 洪徳通賣： 1470年初鋳 9360 1 1  0.001 2  
青 森 隋津軽郎平賀町 大光寺新城 城 館 15世紀代~16世紀代 永楽通賣 ； 14-08年初鋳 1 56 1 · 0.0064 
青 森 八戸市 根城 城 館 14世紀前葉~16世紀代 立徳通賣 ： 1433年初鋳 2231 4 0.0018 
沼 手 岩手郡岩手町 上境田 集 落 正隆元賣 ： 1158年初鋳 3 1 0.3333 
岩 手 西磐井郡花泉町 下舘銅屋 集 落 16世紀末 永楽遇賣 ： 1408年初鋳 29 2 0.0690 
岩 手 仙人西 水沢市 城 館 永楽通賣： 1408年初鋳 76 1 0.0132 
秋 田 秋田市 下壌c 集 落？ 宜徳通賣： 1433年初鋳 74 1 0.0135 

表VI- 3 -20 擦文 ・ オホーツク文化期の出土銭
遺鱒

遣性櫓の ·i 遺構 ・ 出土状況 j 1出土量I出性土鱈格の•号 遺跡名 所在地 銭橿
a 茶津4号洞窟 泊 村 茶津 洞窟 擦文甕の中から 北宋 旦宋通賣 1枚 I ?  
b 柏木東 恵 庭 市 茂漁 墓地 北海道式古墳 日 本 和同開賣 8枚 I副葬品
C ウサクマイN 千 歳 市 蘭越 ？ 包含層 日 本 富壽神賓 2枚 i?. 
d 浜別海 別 海 町 別海 集落 竪穴住居床面 北宋 元豊通賓 1枚 i? 

モヨロ貝塚 網 走 市 モ ヨ ロ 貝塚 表土 北宋 景祐元賓 !1枚 ！？ 
f 南町 北 見 市 南町 集落 漬路跡 唐 開元通賓 2枚 I? 

オンコ ロマナイ貝虚 帷 内 市 宗谷 貝塚 包含層 北宋 熙寧重賓 1枚 I? 
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銭は付かないが、 両端部に小孔が開 く 類例は羅臼町植別JII 3 号墓にあ り 、 一端に現のある耳飾や渦

巻き 状の耳飾は近世ア イ ヌ 民族例にある 。 ま た、 同じ構造の耳飾（銭の替わり に軟玉製環状石製品が付

く ） はア ムール川中下流域の誅靱・女真文化の遺跡やオホ ー ツク文化のモヨロ貝塚で出土する。

耳飾の銭を分類にあてはめるとa,類にあたる。 a,類の時期は15世紀1/4以前で、 咸淳元賓(126 5年 初

鋳）が含まれることか ら13 世紀2/4~15世紀1/4と推定される。 以上より、 銀針は中世ア イ ヌ 文化期の耳

飾（ニンカ リ ） と考え られる。

備蓄銭に含まれる当五十銭、 当十銭、 折二銭などの大型銭は磨輪銭に加工され 、 小平銭の大きさに

揃えられて流通する例が多い。 し か し耳飾の当五十銭（乾元重寅） 、 当十銭（崇寧通費）、 折二銭（熙寧重

費、 元符通賓、 宣和通買）は磨輪銭でない。 大型銭が好選されていた様子がある。

表VI- 3 -18は枡本 哲 「 北アジア出土の銭貨」 『出土銭貨 3 』 (1995年） の 第 2 · 3 表をもとに、

沿海州やアム ール川中下流域の女真文化期の出土銭について集計したものである 。

明銭出現以前の最主要銭のう ち10位以内に入るのは7 銭種である。
一方、 崇寧通費 ・ 崇寧重費・煕

寧重費が10位以内 に出現する。 そして崇寧重費・熙寧重費は当十銭・折二銭である。

枡本の図4 (前出1995年） には当十銭、 折二銭が同銭種の小平銭とともに掲載されている。 こ の こ と

は当十銭、 折二銭が鋳造 さ られた銭種であれば、 小平銭とあ まり変わらない磁が出土しているのでは

ないだ ろ う か と 推測させる 。 女真文化では大型銭が好ま れる傾向があ る と いえるのではないか。

浄明寺の例は 、 北海道で銭が付随する装身具が15世紀2 /4以降に盛行す る ことか ら 、 先駆例 と考えら

れる。 沿海州かアム ール川中下流域で製作された耳飾（ニンカ リ ） と、 沿海州かアム ール川中下流域で

好選された大型銭が、 イ2類の加工を受けて組み合わされた可能性がある。

大型銭の出土状況の特徴は

当十銭は東北北部から北海道 に か けて孤立的に出土する。 秋田県能代市浄明寺の耳飾（ニンカ リ ） は

大陸起源であ り 、 女真文化期に好ま れ る 大型銭で加飾したものであ る ことから沿海州やアムール川中

下流域経路の存在を示唆する。

b 金銭の出土について （表VI- 3 - 18) 

大川遺跡か ら泰和通貿（金 120 4年初鋳） が 1 枚出土している 。 管見によれ ば泰和通賓の出土例は青

森県1例と北海道1例だけである 。 永井の 「全国主要36 例大歴出土銭の概要と 一覧」
『中世の出土銭』

（前出1994年） 、 「大蘊出土銭の概要と古銭一 覧 （補遺） 」
『中世の出土銭ー補遣 1 -』 （前出1996 年） をも

とに金銭（正隆元賀と 大定通費）が検出された蓄銭遺構につ いて時期別に出現率の平均を集計した 。

第 1 期0. 0 0 02 、 第2 期0. 0014、 第 3 期0. 0 013 、 第4 期0. 0021、 第 5 期 0. 0024、 第6 期0. 0023 、 第 7 期

0. 0019、 第 8 期0. 0 052 である。 第2 期の1例、 第 4 期の 1 例、 第 7 期の1 例、 第 8 期の2 例の外れ値は

除いて箕出している。

東北中世考古学会（前出19 99年） によると青森県中津軽郡西目屋村砂子瀬出土古銭か ら 1 枚出土して

いる。 出土古銭の総数は1026 枚（不明3 8 枚を含む） 、 最新銭は世高通費（琉球 1461年初鋳）で最新銭によ

る時期決定では第 7 期になる。

宣徳通買の出現率は0.006 8 でやや第8 期の数値に近い。 ま た 、 最主要銭と 明銭の出現比が 5 : 4 で

ある。 最主要 銭と明銭の比が逆転するのは16 世紀3/4以降なのでそれ以前の16 世紀1/4~2/4 と なる。 金

銭（正隆元費2 枚、 大定通宵2 枚、 泰和通質 l 枚） の出現率は0.0049で第 8 期の出現率に近い。

青森県の蓄銭遺構の金銭出現率の平均は、 第 1 期0. 0 007、 第 2 期0.002 1 、 第 3 期0.0033 、 第 4 期

0. 0026 、 第 5 期データなし、 第6 期0. 0026 、 第7 期0. 0006 、 第 8 期0.00 49で第 4 期以前は全国平均 よ り

もやや高く 、 第 5 期以降は全国平均よ り も やや低い 。
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北海道の志海苔備蓄銭は0.0014、 賀張備蓄銭は0. 0030で全国平均に近い。 青森県 ・ 北海道の蓄銭遺構

において少量の金銭が含 ま れ る こ と は通常であ る と 考 え ら れる 。 砂子瀬出土古銭 は金銭の組成も泰和
通賓を除けば典型的であ り 、 最主要銭 と明銭の あ り 方 も 典型的であ る 。 典型的な備蓄銭に泰和通賽が
加わ った と 考 え ら れる。

大川遺跡では泰和通質以外の金銭は出土していない。 遺跡の主な時期は陶磁器から判断して 14世紀
前半~15世紀後葉であ り 、 第 2 ~ 7 期に あ た る。 この期間の金銭出現率の平均は0.0019で、 大川遺跡の
金銭出現率は0.0125である 。 1, 000枚以上の蓄銭遺構と直接比較は適切ではないが極めて高い数値であ
り 、 出現率に基づいた時期区分に 当 て は ま らない。

東北北部 3 県 において、 金銭が出土した蓄銭遺構以外の遺跡（東北中世考古学会 前出1999年）は青森
県 3 例、 岩手県 3 例、 秋田県 1 例、 北海道は 4 例である 。 皇朝十二銭と 寛永通宝が出土す る例を除く
遺跡を中世の遺跡（東北中世考古学会 前出1999年） と定義して集計した。 沼森104遺跡、 岩手183遺跡、

秋田133遺跡、 北海道は66遺跡である。

蓄銭遺構以外の遺跡が中世遺跡に占める割合は胄森0.0288、 岩手0.0164、 秋田0.007であ り 、 北海道
は0.0606 と か な り 高い割合である。 また 、 東北北部 3 県 と 北海道の遺跡 ご と の金銭出現率を較べ る と
北海道の数値が極めて高い。

東北北部 3 県において、 金銭が出土した菩銭遺構以外の遺跡は青森県 3 例、 岩手県 3 例、 秋田県 l
例でいづれも 15世紀以降の遺跡である 。 北海道の 4 例の う ち時期が判 明 し て い る 遺跡の時期は16世紀
後半以降であ る。 金朝の滅亡が1234年である か ら、 滅亡直後の大糞流出が東北北部 3 県 ・ 北海道に金

銭を も た ら したわけではない。 後述す る よ う に14世紀後葉~15世紀前葉以降の明朝におけ る銅銭流出
黙認が原因であ ろ う 。 し か し 、 蓄銭遺構以外の遺跡の出現頻度 と そ の金銭出現率の違いを解明してい
ないし 、 その経路を東シナ海交易だけ と 限定する根拠もない。

金銭の出土状況の特徴は、

備蓄銭に含 ま れ る 金銭は本州 と 変わ る と こ ろがな く 、 大部分の金銭は通常本州に あ る 流通の中にあ

っ た と 考 え て よ い。 し か し、 蓄銭遺構以外の遺跡では出現頻度 と そ の金銭出現率が、 東北北部 3 県 と
北海道では異なり 北海道は高い 。 金銭（正隆元費 、 大定通賓）が地域 に よ っ て 、 遺跡の出現頻度や金銭
出現率に違いがあ る こ と は入手経路が備蓄銭 と 異 な る こ と を示していないだろ う か。 また、 砂子瀬出
土古銭と 大川遺跡の泰和通賓の あ り 方の違い も 入手経路が異な るか らではない だ ろ う か。

c 明銭 • 清銭のあ り かた
北海道では15世紀2/4以降に明銭の出現率が全国平均よ り も 高 く なる状況を呈していた。 多量の明銭

（模鋳銭を含む） は本州や東北北部 と の交易が関係し て い る。 交易の決済手段ではな く 装飾品 と して沿
海州やアム ール川中下流域 周 り で極少最入手した可能性はない だ ろ う か。

明は1375年に大明通行賓紗を発行し、 1394年には費紗の下落 を防ぐために銅銭の使用を禁止した。 し
か し、 1403年~1424年には銅銭の海外流出 を黙認した。 こ の よ う に14世紀後葉~15世紀前葉にかけて銅
銭の海外流出の素地が整 っ て い っ た 。 また、 明は1403年~1409年にアム ール川下流に都司 ・ 衛を設け、

朝貢にき た現地の首長を衛の官吏に任命し賞賜を与えている 。 賜財の中に賓紗がある 。 現地の首長が
費紗を通貨 と 認識 し て いれば銭 と 交換して 、 アイ ヌ民族の求めに応じた可能性がある 。

消銭も 道内で僅かに出土する。 弟子屈町屈斜路 コ タ ン遺跡出土の順治通費（初鋳1644年） 、 釧路市東
栄小学校裏、 網走市旧市街アイ ヌ地出土の咸豊通賓（初鋳1850年） である。 サハ リ ンア イ ヌ は18世紀前葉
には辺民に組み入れられて 、 清への朝貢を義務づけられていた。 こ の よ う な例も装飾品と して沿海州
やアム ール川 中下流域周 り の少鰍入手を示唆 してはいないだ ろ う か。
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3 北海道の中世出土銭

付記2 擦文文化期の渡来銭に ついて （表VI - 3 -20)

従来、 擦文文化期の終末年代を論じる資料と し て陶磁器、 内耳土器、 湖州鏡、 出土銭が用 い られて
き た。 表VI- 3 -20は擦文文化期 ・ オ ホ ーツ ク 文化期と いわれて い る 出土銭である 。 柏木東遺跡、 ウ
サ ク マ イ N遺跡の皇朝十二銭を除 く と 唐 ・ 北宋銭である 。 唐 ・ 北宋銭について検討する 。

＜茶津4 号洞窟の皇宋通宝 (1038年 初鋳）〉 は拓本 ・ 写兵から観察す る と ウ 、類の加工があ る よ う に
見 え る 。 ウ 、類の加工は本州の中世出土銭に見られる も のである 。 ま た、 この銭は擦文土器甕に入って

いた。 銭 と 甕が共伴関係に あ る 場合11世紀中葉を上限と す る甕と い う こ と に な る 。 し か し、 甕の内外
面調整 は タ テハケで擦文前期の甕である 。 中世の頃、 擦文前期の甕に銭を入れた と 考 え ら れる 。

く別海遺跡の元豊通費 (1078年 初鋳） 〉 は拓本 ・ 写真から観察す る と ウ 1類の加工があ る よ う に見え

る。 ウ類の加工は和人の中世出土銭に見られる も のである 。 また 、 この銭は擦文後期の竪穴住居床面
か ら 出土した 。 そ の場合11世紀後葉を上限 と す る竪穴住居及び出土遺物と い う こ と にな る 。 し か し、

鼈の上部に倒立していた甕は 1 段の文様帯で中の文様は楔形刺突で縁取られる擦文終末期の も のであ

る。 また 、 ウ 1類は14世紀第 4 四半期に現れる加工である 。 擦文終末期の竪穴住居である こ と は確かで
あ る か ら 出土状態の認定に誤 り があ る可能性が高い。 なお 、 宣徳通費 (1433年 初鋳） が別な竪穴の
覆土中か ら出土して お り 、 中世に竪穴上層が送 り 場 と し て利用されていた こ と は確かである 。

くモヨ ロ貝塚の景祐通費 (1034年 初鋳）〉 は拓本 ・ 写真から観察す る と ウ 1類の加工があ る よ う に見
え る 。 ウ類は14世紀第 4 四半期以降に和人の中世出土銭に見られる も のである 。 表土出土であ る こ と
か ら 中世の銭 と 考 え て よ い。

くオ ン コ ロ マ ナ イ 貝塚の熙寧重賓 (1071年 初鋳）〉 はT-21区主包含陪（第二陪）出土であるか ら11
世紀後葉を上限 と す る包含陪 と な る 。 と い う こ と は、 包含層は融合期後半の時期に あ た る 。 しかし 、

T-21区の集計によ れば擦文土器、 貼付文のオホ ー ツ ク 土器は出土していない。 それ以降の遺物 と考
え ら れる 。 なお 、 同地区の第一層 か ら は鉄鍋片 、 飽の刃 、 釘が出土 し て い る 。

拓本 ・ 写真から観察する と私鋳銭であ るた め方穿がう ま く 鋳抜かれていない可能性が あ り 、 そのた
めかウ 2類の加工があ る よ う に見える 。 折二銭であ る こ と か ら沿海州やアム ール川中下流域経路を経て
オ ホ ーツ ク文化期以降に も た ら さ れた可能性と 、 16世紀2/4~3/4に福建省内で私鋳さ れた銭が本州経路
で も た ら さ れた可能性がある 。

く南町遺跡の開元通資 (621年 初鋳）〉 は写真から観察する と加工銭では ないよ う だ。 遺跡は擦文
化期後期の集落で流路か ら出土した 。 詳細は概要報告のためわからない。

以上よ り 、 擦文文化期 ・ オ ホ ー ツ ク 文化期 と いわれた出土銭の う ち 、 皇朝十二銭を除 く 北宋銭はい
ずれも 中世の遺物である 。 また 、 こ れ ま で ウ 1類の加工 を も っ て擦文文化期 ・ オ ホ ー ツ ク 文化期の垂飾

と して き た こ と に も訂正が必要である 。 （鈴木）
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(1) はじめに

VI 成果と 問題点

北海道における1980年代以降の中世陶磁器研究は 、 上ノ国町教育委員会によ る勝山館跡の調査 ・ 報

告が継続するの と並行して下記の経緯をたどる 。

宇田川洋 『ア イ ヌ 考古学』 (19 8 0年）に始まり、 その後に越田賢一郎 「 北海道における中近世考古学の

現状と課題」
r物質文化5 0』 (1 98 8 年） 、 吉岡康暢 「 北海道の中世陶器」

『 日本海域の土器・陶磁器』 (19 8 9

年）、 鈴木 信 「現状と課題 中世・近世」
『北海道考古学3 0輯』(1994年） 、 吉岡康暢 「 北方流通史と大

川遺跡」
『199 4年度大川 遺跡発掘調査概報』 (1995年）、 天野哲也 「ア イ ヌ 文化の形成」

『展望考古学』 (1 995

年）、 越田賢一郎 ・ 鈴木 信 「北海道」
『中世の土器 ・ 陶磁器』 (1 9 95年）、 鈴木 信 「北海道におけ る 中

世考古学的要素の抽出 I · I I 」 『北海道考古学会研究発表要 旨 1 』 (1996 年） と 続き 、 ア イ ヌ 文化の視点に

立つ研究の枠組み と 北海道内における分布論の基礎が定 ま っ ていった 。

近年、 越田賢一郎 「北海道・東北北部 中世食器の地域性」
r中世食文化の基礎研究』 （国立歴史民俗

博 物館1997年）が広域編年に当てはめた器種変遷の研究を行い 、 東 北地方では在地土器の編年研究（『東

北地方の在地土器・陶磁器I I』 東北中世考古学会199 8 年）が始ま っている。 広域編年との連動や在地土

器の編年への傾斜は198 0年代に中世土器研究会が進めた方針と同様の枠組みを指向している。

なお、 鉄鍋については、 越田賢一郎 「北海道の鉄鍋について」 『 物質文化42』(19 8 4年）、 越田賢一郎

「 北日本における鉄鍋」 『季刊考古学57』 (19 96 年）がある 。

以前、 私は 「 ア イ ヌ 文化の器種構成には陶磁器が入 っていないのが大き な特徴である。 」（鈴木 信

前出199 4年） と述べた。 その後、 陶磁器の分布の変化を 「和人文化の拡散」
「和人文化の収縮」

「和人文

化の再拡散」 （鈴木 信 前出1995年・1 996 年） と と ら え 、 成果の一部 は木村英明 「文化のクロスロ ード」

『北日本文化と日本列島』 (1996年） 、 中村和之「十三～十六世紀の環日本海地域 と アイヌ 」
『中世後期に

おける東アジア の国際関係J ( 1 997 年） に引用されている。

この考え方に根本的な修正の必要はないと考えている。 し か し 、 近年確認されたアイ ヌ蘊の磁器副

葬例はどのよう に解釈するか、 副葬例がある こと により包含 層出土の陶磁器について再解釈が必要で

はないのか。 く わえて 、 石狩低地帯の類例が増加したこ と より分布状況の再検討が必要である。 これ

ら 3 点の理由から本論を起した。

(2) 対象時期と地域区分と陶磁器分類基準

a 対象時期など

本論では、 珠洲系陶器の出現以降、 肥前陶磁器出現前ま でを対象時期 と す る。 なお文中 「14世紀前・

中 ・ 後」 の三区分は 「14世紀1/3 」、 「1 4世紀2/3 」、
「14世紀3/3 」 のように表記する。

b 地域区分 （図VI- 4 - 1 、 表VI- 4 - 1 • 2 )
「渡島半島南端部」：館が集中する 渡島半島の南端部分。

「道南地方 （ 日本海側）」 ： 厚沢部川以北から積丹半島以西までの日本海側。

「道南地方 （太平洋側）」：恵山岬以東か ら絵柄半島ま での太平洋側。

「道央地方 （日本海側）」 ： 積丹半島以東 か ら雄冬岬ま での沿岸部 と上/I I盆地より下流側の石狩川

水系と 千歳川水系の石狩低地帯の 内陸部を合わせる 。

「道央地方 （太平洋側）」：絵柄半島以東か ら襟裳岬ま での沿岸部と太平洋に注 ぐ美々川水系の石

狩低地帯の内陸部を合わせる。

・ 「道東北地方」：襟裳岬から日高山脈を経て富良野盆地・上川盆地と雄冬岬を結んだ範囲より北東

側の沿岸部 ・ 内陸部
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表 VI - 4 - 1 遺跡一覧(1)

名 I跡 所 在 地 遺跡の性格 i遺構 ・ 出土状況 主 蔓一 陶 磁 器 傭 考

|
 26
5
 
1

 

？＿
？
 

？＿
？
 

?
-

？
 

？＿
？＿

＿
 

百
- I -

（有り）

直ii---- - - - · 
イヌ文化期

3 ~ 5 

時期不明
時期不明
中世アイヌ文化期2
中世アイヌ文化期3
中世アイヌ文化期4
中世アイヌ文化期3
中世アイヌ文化期 3 · 4

中世アイヌ文化期3

＊鉄鍋の項 目で、 湯口の形態が判明しているものは欄内に記載した 。 ま た 、 「（有 り ） 」 は耳の形態が不明のもの。

＊網掛けの遺跡は近世陶磁器 も 出土しているが、 遺物全体の組成か ら 中世に遡る可能性が高いことを示す。

＊遺跡番号15,16,17 ,33 については越田賢一郎19 97 年よ り 引 用。

;S 

洒
湘
r
耳
詞
i

注



表VI- 4-2 遺跡一覧( 2 ) .... 

所 在 地 遺跡の性格l遺構 ・ 出土状況 主 要 陶 磁 器
濠醤の

＊織
土緬鱈皿

の賓傭 備 考

|
 26
6
 
1

 

・ ・ニ三
中世アイヌ文化期2
中世アイヌ文化期3
中世アイヌ文化期 3 · 5
時期不明
中世アイヌ文化期3
中世アイヌ文化期3
中世アイヌ文化期4
中世アイヌ文化期4
中世アイヌ文化期
3 ~ 5  

i
t

謡
磁
S
廿
店
避
租
詰

珠洲、 瀬戸美濃、 磁、 白磁、 椀 世アイ ヌ文化期
3 ~ 5  

一三量門
達 ニチャ シi釧 路 町 遠矢 チ土シ ！包 層一 白磁皿 中世アイヌ文化期4

＊鉄鍋の項目で、 湯口 の形態が判明しているものは欄内 に記載した。 ま た 、 「（有り）」 は耳の形態が不明の も の。

＊網掛けの 遺跡は近世陶磁器も出土しているが、 遺物全体の組成から中世に遡る可能性が高い ことを示す 。



VI 成果と問題点

c 分類基準

各器種の分類基準は次のとおりである 。

染付は小野正敏 「 15 · 1 6世紀の染付碗と皿の分類と そ の年代」 『貿易陶磁研究2 』(1982年） に基づき、

鈴木秀典 「17世紀の貿易陶磁器に関する研究成果」
『貿易陶磁器研究10』 (1 9 90年）のG群を加えた 。

青磁は上田秀夫 「14から16 世紀の青磁碗の分類について」
『貿易陶磁研究2 』(1982年） に基づき、 小野

正敏 「16 世紀の染付とい く つ かの問題」
『島根県立陪物館報告 3 』 (198 2年）の群で ま とめ た。

白磁は森田勉 「14から16 世紀の白磁碗の分類と編年」
『貿易陶磁研究 2 』 (198 2年）とE類の細分につい

ては績伸一 郎 「中世後期の貿易陶磁器」 『概説中世の土器・陶磁器』(1 995年） に基づき、 小野正敏 「16 世

紀の染付 と い く つかの問題」
『 島根県立博 物館報 告 3 』 ( 1 982年）の群でまとめた 。

瀬戸美濃は藤沢良祐 「瀬戸大窯発掘調査報告」
『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要 V 』( 1 986年）と井上喜

久男 『尾張陶磁』 ニュ ーサイ エ ンス社(1994年）に基づき 、 器種名は主に井上に拠っている 。 珠洲は吉

岡康暢 『中世須恵器の研究』 吉川弘文館(1994年） に拠っ ている 。

越前は松崎水穂 『史跡上ノ 国勝山舘跡 V 』(1984年） に基づき、 福井県教育委員会 『特別史跡一 乗谷朝

倉遺跡』 (198 3 年）の表記を用いた。 松崎の I 類は朝倉遺跡のIII群a 、 I I• V 類は朝倉遺跡のIII群b、 III ·

N類は朝倉遺跡のW群に対応する 。

表VI- 4 ""'7 3 種類別出土状況(1)

I 5 . '  7 ; 5 I 
I ' 

一瀬戸美濃 ・ 道央地方（ 日 本海側）

書!I喜窯 喜嘉 書鵞 大鵞 大窯 大
II
窯i大

IV
窯 大嘉

器 種 Ill lllb Wa Nb I D 

天目碗 I 39 39 40 47 
I その他碗 ! 39 39 

！ 39 i ＂ 41 
即付盤 ！ 39 ！ 
卸皿 ； 39 I 

花瓶 I 39 I : 

竺
．

堕14s_j

悶

27[氏丑匡
四 30 I 2s 

29 

珠洲窯 ・ 道南地方（太平洋側）

祖 31 

- 26 7-

芯
I

前窯 ・ 道央地方 （ 日 本海側 ）

器 種I .m出m鰈：
直 l l 41 
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表VI - 4 - 4 種類別出土状況 ( 2 )

青磁・ 渡島半島南端部 白 磁 ・ 渡島半島南端部 染付・ 渡島半島南端部

B 1 B 2  = 時期 鶴A 漬B 碩C·D+ 嗣E+ 鑽f+ 時期
器 種 A算 繹 繹 c群 『ロ器 -

II 
• 

A鱗 B群 c群 D群 不明 器 種な ど 騨 欝 皿B1·C 皿B, JlllE·F 不明

訊BII· C il · D il · E 2 5 xm 6 
5 C (端 ：碗） 22 I ·N·V 5 
11 

E (端 ：碗） 2 2 VI·IX 6 
14 
15 A ( 口 道皿） 5 X 5 

22 皿D(枢府系皿） 5 I 2 

匿猶
碗

IV • E 

22 1111.
皿VI

I · ll · fil ·IV 
5 

皿D(快入高台llll.) · VU · VI 5 2 
5 14 

2 22 
皿IX1 5 ， 皿D {丸皿〉 5 皿X I · X II 5 

16 15 15 

'"'IV皿 22 22 F群 5 
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(3) 器種組成について （表VI- 4 - 3 ~ 6 )
a 陶磁器の種類と機能 （表VI- 4 - 3 • 4 )  
表VI- 4 - 3 •  4 は陶磁器の種類別に ま とめた表である。 生産地 ご と に縦に配列 し て あ る 。 表の行

は器種、 列は時期を示す。 桝の中の数字は遺跡番号である。

なお、 遺跡番号 5 の勝山館は概報の デ ー タ か ら 作成 し た も ので欠誤があ る と 思われる。 また 、 採集
品 ・ 出土状況不明が多い館跡について は再考察が必要である 。

（瀬戸美濃〉 客窯ill b 期か ら 出現 し、 大窯 V 期 ま での出土例が あ る (14世紀中葉~17世紀初頭） 。 供

膳具の碗 ・ 皿を頻出器種 と し、 調理具の脚付盤 · 卸皿 ・ 擢鉢がある 。

＜珠洲〉 1 期か ら 出現 し 、 II期が中絶してIll期か らVI期ま での出土例がある (12世紀後半~15世紀前
葉） 。 調理具の擢鉢を頻出器種 と し 、 貯蔵具の甕 ・ 壷がある 。

（越前〉 III群 a か ら出現 し、 W群ま での出土例がある (15世紀中葉~16世紀代） 。 調理具の擢鉢を頻
出器種 と し 、 貯蔵具の甕 ・ 壷がある。

（青磁〉 A群から出現し、 C群ま での出土例がある (13世紀中葉~16世紀前葉） 。 供膳具の碗を頻出
器種と し、 供膳具の皿が あ る。

（白磁〉 A群から出現し、 D群ま での出土例がある (13世紀後半~17世紀初頭） 。 供膳具の皿を頻出
器種と し 、 供膳具の碗があ る。

く染付 ・ 赤絵〉 碗B群から出現し、 碗F群と皿E · F群までの出土例がある (15世紀代~17世紀初頭） 。

供膳具の皿を頻出器種と し、 供膳具の碗がある 。

種類と器種組成の全般的傾向 ： 供膳具の碗は瀬戸美濃窯 • 青磁が頻出し、 皿は白磁 ・ 染付が頻出す
る 。 調理具の播鉢は珠洲 ・ 越前が頻出する 。 貯蔵具の甕 ・ 壷 は珠洲 ・ 越前が出土する。

構成における第一の特徴は供膳具におけ る在地土器の欠落であ る 。 第二の特徴は煮炊具における土
師質 ・ 瓦質な どの土器の欠落である 。 第三の特徴は貯蔵具に お け る大型陶製容器が少ない こ とである 。

第一を補完す る も のに漆器 と 陶磁器がある。 第二を補完す る も のに内耳 ・ 吊耳鉄鍋が、 第三を補完

す る も の に曲物 ・ 結物などの木製容器があ る。 例外的に土師器皿 ・ 瓦質火鉢 ・ 大型陶製容器が、 渡島
半島南端の館跡か ら少量出土する 。 以上が中世期を通じた北海道 に お け る 全般的な傾向である。

b - 1  各地域の器種組成 （表VI - 4 - 5 • 6 )  
表VI - 4 - 5 • 6 は表VI- 4 - 3 · 4 を地域ご と に どの よ う な器種があるかを詳細に列挙した表で

ある。 表VI - 4 - 5 は渡島半島南端部 と 道南地方（太平洋側） 、 表VI - 4 - 6 は道南地方（日本海側） 、

道央地方（日本海側） 、 道央地方（太平洋側） 、 道東北地方についてである 。

表の行は遺跡 ご と （頭出 し の数字は遺跡番号） に ま と めた器種、 列は時期を示す。 桝の中の黒潰し丸
は器種があ る こ と を示している 。

（渡島半島南端部の詳細〉 洲崎館跡、 竹内屋敷遺跡で出土し た 12世紀後半の珠洲 I 期の四耳壺片 ・

壷片が、 渡島半島南端部における 中世陶磁器の初検出例である。 13世紀1/3の例はない。 13世紀2/3~14
世紀2/3に は江差漁港の珠洲m期揺鉢、 洲崎館跡の青磁A群双魚文皿、 珠洲m期擢鉢が少数例あ る 。 し
か し こ れら の出土例はセ ッ ト 関係がない点で以後の時期 と 異 な る 。

14世紀3/3~15世紀2/3について。 青磁B群碗 と セ ッ ト を成す稜花 ・ 折縁 ・ 端反皿 ( 6 遺跡で出土） 、 白
磁B群の八角坪 ・ 扶 り 込み高台皿 ・ 枢府系 ( 4 遺跡で出土） な ど輸入磁器は器種 ・ 出土例 と も に増加す

る 。 輸入磁器の豊富さ と は対照的に瀬戸美濃客窯期の出土例は 2 例 と少ない 。 珠洲はW期から擢鉢 ．
甕 ・ 壷の出土例が急増す る ( 4 遺跡で出土） 。 V 期に は さ ら に類例が増 え る ( 6 遺跡で出土）が、 その一

方で播鉢のみ と な り 甕 ・ 壷がな く な る。
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15 世紀3 /3 ~16 世紀1 /3 について。 青磁C群碗 と セ ッ ト を成す稜花皿 ( 1 遺跡で出土） 、 白磁C群端反碗 ・
皿 ( 1 遺跡で出土）で青磁 ・ 白磁は出土例が激減する 。 染付碗 C · D群と皿B 1 · C群が2 遺跡で出土し 、

皿が頻出器種 と な る 。 瀬戸美濃大窯1 期碗 ・ 皿の検出例が増 え る (3 遣跡で出土） 。 越前はI II 群bの出土
例が急増 し ( 5 遺跡で出土） 、 揺鉢が頻出器種である 。 珠洲は出土しな く な る 。

16 世紀2 /3 ~17世紀初頭について。 青磁は出土しな く な る。 白磁はD群端反碗がわずか1 遺跡で出土
す る 。 染付碗E群 と皿BMが1 遺跡で出土し、 碗F群と皿E · F群が 2 逍跡で出土する。 染付は皿が頻
出器種 と な る 。 瀬戸美濃大窯II ~V 期碗 ・ 皿の出土例があ り (2 ~ 3 遺跡で出土） 、 大窯III 期以降は皿
が頻出器種 と な る 。 越前はN群が2 遺跡で出土し 、 揺鉢が頻出器種である 。

く道南地方 （ 日本海側） の詳細〉 13 世紀後半~14 世紀2 /3 には南川2 遺跡、 朱太川右岸で珠洲Ill期播
鉢が出土 し て い る。

14 世紀3 /3 ~1 5 世紀2 /3 について。 青磁B群碗と セ ッ ト を成す端反皿 (2 遺跡で出土） 、 白磁は出土して
いない。 珠洲はW期擢鉢 ・ 壷の検出例があ る ( 2 遺跡で出土） 。 V 期には類例が増え る ( 3 遺跡で出土）
が、 その一方で擢鉢のみ と な り 甕 ・ 壷がな く な る 。

1 5 世紀3 /3 ~16 世紀1 /3 について。 青磁 ・ 白磁 ・ 染付 ・ 越前は出土していない。 珠洲はVI期揺鉢の出土
例があ る ( 1 遺跡で出土） 。

16 世紀2 /3 ~1 7世紀初頭について 。 白磁は D群に属する と思われる香炉が1 遺跡で出土する。 染付 ．

赤絵は16 世紀後葉の碗F群と皿E · F群が1 遺跡で出土し 、 皿が頻出器種と な る 。 瀬戸美濃大窯II 期

皿の出土例があ る ( 1 遺跡で出土） 。 越前はW群揺鉢が 1 遺跡で出土する 。 青磁は出土 し な く な る。

く道南地方 （太平洋側） の詳細〉 14 世紀1 /3 ~14 世紀2 /3 には森川貝塚で青磁A群DI 碗と珠洲w期播
鉢が出土している 。

14 世紀3 /3 ~15 世紀2/3 について。 冑磁B群碗と セ ッ ト を成す端反皿(2 逍跡で出土） 、 白磁は出土して
いない。 珠洲はW期擢鉢 ・ 壷の検出例があ る ( 2 遺跡で出土） 。 V 期 に は類例が増 え る ( 3 遺跡で出土）
が、 そ の一方で播鉢のみ と な り 甕 ・ 壷がな く な る。

15 世紀3 /3 ~16 世紀1 /3 について 。 青磁 ・ 白磁 ・ 染付 ・ 越前は出土していない。 珠洲はV1期播鉢の出土
例があ る ( 1 遺跡で出土） 。

1 6 世紀2 /3 ~1 7世紀初頭について 。 染付 ・ 赤絵は1 6 世紀3 /3 の碗F群と皿E · F群が1 遺跡で出土し 、

皿が頻出器種と な る 。 瀬戸美濃大窯II 期皿の出土例があ る ( 1 遺跡で出土） 。 越前は N群播鉢が 1 遺跡
で出土する 。 青磁は出土しな く な る 。

く道央地方 （日本海側） の詳細〉 大川遺跡で出土した12 世紀後半の珠洲 I 期壷片が道央地方（日本海
側） に お け る 中世陶磁器の初検出例である 。 これは渡島半島南端部の例 と同じ時期の珠洲の検出例であ
り 、 と も に器形は壷であ る こ と が注 目 さ れ る 。 13 世紀2 /3 ~14 世紀2 /3 に は行磁A群BI 碗 ・ 双魚文鉢、

白磁A群A類碗、 瀬戸美濃筈窯lll b 期の天目碗 ・ 平碗が大川遺跡で出土する 。

14 世紀3 /3 ~1 5 世紀2 /3 について。 大川遺跡以外でも 出土例が確認さ れ る。 青磁B群碗 と セ ッ ト を成す
稜花 ・ 端反皿 ( 2 遺跡で出土）がある 。 白磁はB群の碗c類が 1 遺跡あ り 、 扶 り 込み高台皿が 4 遣跡で
出土し広範に受け入れられた状況がある 。 瀬戸美濃容窯w期の出土例は2 例 と 少ない。 その中でも大
川遺跡は供膳具と調理具の両方が出土する 。 珠洲N • V期播鉢が大川遣跡 に あ る 。

1 5 世紀3 /3 ~1 6 世紀1 /3 について 。 青磁C群皿がユカ ンポシ Cl5 遺跡で出土する 。 染付碗 C · D群と皿
B 1 · C群が大川遺跡、 ユ カ ン ポ シ C2 逍跡で出土した 。 瀬戸美濃大窯I 期碗 ・ 皿が末広遺跡で出土す

る 。 白磁は出土 していない。 珠洲は1 5 世紀後半か ら 出土しな く な る。
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16世紀2/3~17世紀初頭について 。 染付皿Biが末広遺跡で出土する 。 越前はN群が末広遺跡で出土す
る 。 青磁 ・ 白磁 ・ 瀬戸美濃は出土しな く な る。

く道央地方 （太平洋側） の詳細〉 14世紀3/3~15世紀2/3について。 青磁B群碗Eが美々 8 遺跡で出土
する 。 珠洲w期の壷、 V 期揺鉢が あ る。 白磁 ・ 瀬戸美浪は出土 していない。

15世紀3/3~16世紀1/3について 。 白磁はC群皿が美々 8 遺跡で出土する。 染付碗c群が二風谷遣跡か
ら出土する 。

16世紀2/3~17世紀初頭について 。 青磁 ・ 白磁 ・ 瀬戸美濃 ・ 越前は出土しない。 染付碗Eがユオ イ チ

ャ シで出土した 。

く道東北地方の詳細〉 遠矢第 2 チ ャ シか ら 15世紀3/3~16世紀1/3の白磁C群E 2 類皿があ る。

b - 2  各地域の特徴
渡島半島南端部の特徴 ： 14世紀2/3以前の中世陶磁器はセ ッ ト 関係がない状態で出土する 。 14世紀3/

3~15世紀2/3は青磁碗 ・ 皿、 白磁坪 ・ 皿が豊富である。 珠洲は摺鉢の出土例が急増し、 その一方で甕 ．
壷が減少す る。 15世紀3/3~16世紀1/3は青磁碗 ・ 皿、 白磁碗 ・ 皿が激減する。

一方で染付や瀬戸美濃碗 ．
皿が増加する 。 珠洲は出土しな く な り 、 越前擢鉢が頻出器種 と な る 。 16世紀2/3~17世紀初頭は青磁 ．
白磁は殆んど出土 しな く な る。 染付碗 ・ 皿が多 く 出土し 、 皿が頻出器種と な る 。 瀬戸美濃は皿が頻出

器種 と な る 。 越前は擢鉢が頻出器種である 。

道南地方 （ 日本海側） の特徴 ： 13世紀後半~14世紀2/3は珠洲描鉢が出土する 。 14世紀3/3~15世紀
2/3は青磁碗 ・ 皿が出土する 。 珠洲は揺鉢が頻出するが、 そ の一方で甕 ・ 壷が減少する 。 15世紀3/3~16
世紀1/3は行磁 ・ 白磁 ・ 染付 ・ 越前は出土していない。 珠洲擢鉢が出土する。 16世紀2/3~17世紀初頭は
青磁 ・ 白磁は出土していない。 染付 ・ 赤絵碗 ・ 皿が出土し、 皿が頻出器種 と なる 。 瀬戸美濃大窯、 越
前は少数例ある。

道南地方 （太平洋側） の特徴 ： 14世紀1/3~14世紀2/3は青磁碗 と 珠洲播鉢が出土 し て い る。 14世紀

3/3~15世紀2/3は青磁碗 ・ 皿が出土し 、 珠洲播鉢出土例は あ る が、 甕 ・ 壷が減少する 。 15世紀3/3~16
世紀1/3は青磁 ・ 白磁 · 染付 ・ 越前が出土 していない。 珠洲播鉢の出土例がある 。 16世紀2/3~17世紀初

頭は染付や赤絵の碗 ・ 皿が出土し、 皿が頻出器種 と な る 。 瀬戸美濃 ・ 越前が少数例ある 。

道央地方 （日本海側） の特徴 ： 12世紀後半の珠洲壷片が道央地方（日本海側） に お け る 中世陶磁器の
初検出例である 。 セ ッ ト関係はない 。 13世紀2/3~14世紀2/3は青磁碗 ・ 鉢、 白磁碗、 瀬戸美濃天目椀が

出土する 。 14世紀3/3~15世紀2/3は青磁碗 ・ 皿、 白磁碗があり 、 白磁挟り 込み高台皿が頻出する。 瀬戸
美浪碗 ・ 皿、 珠洲擢鉢がある 。 15世紀3/3~16世紀1/3は青磁皿、 染付碗 ・ 皿、 瀬戸美濃碗 ・ 皿が出土す
る。 白磁 ・ 珠洲は出土 し な く な る 。 16世紀2/3~17世紀初頭は染付皿、 越前揺鉢が出土する。 青磁 ・ 白

磁 ・ 瀬戸美濃は出土し な く な る。

道央地方 （太平洋側） の特徴 ： 14世紀3/3~15世紀2/3は青磁碗、’ 珠洲 N期の壷 ・ 揮鉢がある 。 白磁 ・
瀬戸美濃は出土していない。 15世紀3/3~16世紀1/3は白磁皿、 染付碗がある 。 16世紀2/3~17世紀初頭
は青磁 ・ 白磁 ・ 瀬戸美濃 ・ 越前は出土しない。 染付碗がある。

各地域の特徴のま とめ ： 13世紀1/3以前は渡品半島南端部 と道央地方（日本海側）で珠洲が単独で価か
に出土する 。 13世紀2/3~14世紀2/3は青磁碗と 珠洲播鉢が渡島半島南端部、 道南地方、 道央地方に拡が
る が例数は少ない。 14世紀3/3~15世紀2/3は青磁碗と珠洲襦鉢に白磁碗 ・ 皿、 瀬戸美濃碗 ・ 皿が加わ り 、

渡島半島南端部、 道南地方、 道央地方に分布する 。 15世紀3/3~16世紀1/3は染付と 瀬戸美濃の碗 ・ 皿が
増加し、 青磁 ・ 珠洲は減少する 。 道東北地方に も類例がある。 16世紀2/3~17世紀初頭は染付や瀬戸美
濃の皿、 越前擢鉢が渡島半島南端部、 道南地方に分布する 。
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4 北海道の中世陶磁器

表VI - 4 - 5 地域別詳細 ( 1 )

珠洲窯・ 渡島半島南端部
遭銚 時期
書号 讐 種 1鶏 D舅 璽躙 ＂鼻l Vllll VI鯛 不明 偏 考

1 -- ． 
2 濯鉢 ． 

四耳壺 ． 
2-, .. 皿 ． 鉢績り
3 濯鉢 ． 

壷 ． 
渾

．
·．. 
． • ·  ． ．  

ロ

二． i l i

l

l
i111

t
1 ． 

12 擢鉢 ． 鉢被り
18 壷 ． 
19 摺鉢 ． 
21 量- ． 
22 ,. 甕.. ． ．  ． 
23 暑-- ． 

戸丸皿
稜花皿
双魚文皿

A諄i9.. •1e•2lc尊閂． ． ．
 
．．

 

備 考

● ?  

• 1内面に菊弁
� ••••

 

備 考

備 考

備 考

●一

●一
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表VI- 4 - 6 地域別詳細 ( 2 )

備 考

備 考

備 考 備 考

偏 考 種llll
A謬

！
叫c:I千I

備 考

種
I墨

A尊
i
叫C尊戸芦

I
偉 考

曼
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4 北海道の中世陶磁器

c 遺構ごと の器種組成

＜館跡〉 渡島半島南端部の沿岸部に分布し、 全遺跡数の1/5を占める (10遺跡） 。 1曲g跡の う ち発掘調
査が行なわれたのは勝山館跡、 穏内館跡、 志苔館跡、 戸井館跡の 4 遺跡である 。

14世紀2/3以前について ： 洲崎館跡に12世紀後半の珠洲四耳壺、 13世紀2/3~14世紀2/3の青磁双魚文
皿がある。 勝山館跡には13世紀2/3~14世紀2/3の白磁A群碗 ・ 皿がある。 青磁双魚文皿 と 白磁A群皿は
セ ッ ト関係を持たないが、 続 く 14世紀3/3の陶磁器はセ ッ ト 関係を持つ こ と から伝世品 と 考 え て よ い。

12世紀後半の珠洲四耳壺はセ ッ ト 関係を持たない こ と 、 館開始期 と 2 世紀位の隔た り が あ る こ と か ら 、

館以前にその場所に別な種類の遺跡があっ た と 考え られる 。

14世紀3/3~15世紀2/3について ： 勝山館跡には供膳具の青磁B群碗 ・ 皿、 白磁 B群皿、 瀬戸美濃碗 ．

皿、 調理具の珠洲擢鉢 ・ 瀬戸美濃擢鉢、 貯蔵具の珠洲甕 ・ 壷が あ る 。 穏内館跡には供膳具の青磁B群
碗 ・ 皿がある 。 志苔館跡には供膳具の青磁B群碗 ・ 皿、 白磁B群碗 ・ 皿、 調理具の珠洲擢鉢、 瀬戸美
濃脚付盤、 貯蔵具の珠洲甕がある 。 戸井館跡には調理具の珠洲揺鉢がある 。 表採資料の洲崎館跡には
供膳具の青磁B群碗 ・ 皿がある 。 花沢館跡には調理具の珠洲播鉢がある 。 表採資料の矢不来館跡には
供膳具の青磁B群碗 ・ 盤がある 。

15世紀3/3~16世紀1/3について ： 勝山館跡に は供膳具の青磁C群碗 ・ 皿、 白磁C群碗、 染付碗C · D
群と皿B, · C群、 瀬戸美浪大窯 I 期碗 ・ 皿、 調理具の越前lII群 a · b揺鉢、 貯蔵具の越前甕 ・ 壷があ
る。 穏内館跡には調理具の越前Ill群b播鉢がある 。 志苔館跡には調理具の越前III群 b 摺鉢、 貯蔵具の
越前甕 ・ 壷がある 。 表採資料の矢不来館跡には供膳具の瀬戸美濃大窯 I 期碗がある 。

16世紀2/3~17世紀初頭について ： 勝山館跡には供膳具の白磁D群碗、 染付碗E · F と皿B2 · E • F 、

瀬戸美濃大窯 II期碗 ・ 皿、 大窯III期以降は皿、 調理具の越前w群揺鉢がある 。 表採資料の洲崎館跡に
は調理具の越前N群揺鉢が あ る。 矢不来館跡には供膳具の瀬戸美濃大窯II期碗、 染付皿 F群がある 。

14世紀3/3~15世紀2/3の器種組成 ： 供膳具は宵磁B群碗・ 皿が頻出 し、 白磁B群碗 ・ 皿、 瀬戸美浪碗 ．
皿がある 。 調理具は珠洲播鉢が頻出 し 、 瀬戸美濃揺鉢 ・ 脚付盤がある 。 貯蔵具は珠洲甕 ・ 壷が あ る 。

供膳具の頻出器種は青磁B群碗 ・ 皿で、 調理具の頻出器種は珠洲N • V 期揺鉢である 。

15世紀3/3~16世紀1/3の器種組成 ： 供膳具は瀬戸美猿大窯 I 期碗 ・ 皿がやや頻出し、 青磁C群碗 ・ 皿
や白磁C群碗はあま り みられない。 染付碗C · D群 と 皿B , · C群が新出する。 調理具は越前III群揺鉢
が頻出する 。 貯蔵具は越前甕 ・ 壷がある 。 供膳具に頻出器種はない 。 調理具の頻出器種は越前III群擢
鉢である。

16世紀2/3~17世紀初頭の器種組成 ： 供膳具は白磁D群碗、 染付碗E · F と 皿B2 · E • F、 瀬戸美濃
大窯II 期碗 ・ 皿、 調理具の越前N群擢鉢がある 。 供膳具の頻出器種は染付碗E · F と皿 lB 2 · E · Fで、

瀬戸美濃は大窯III期以降は皿の み と な る 。 調理具の頻出器種は越前N群揺鉢である 。

館跡出土例の特徴 ： 館の出現期は14世紀3/3~15世紀2/3である 。 勝山館跡 ・ 洲崎館跡 ・ 矢不来館跡の
よ う に出現期から16世紀2/3~17世紀初頭まで継続する館があり 、 穏内館跡 ・ 志苔館跡の よ う に 出現期

か ら15世紀3/3~16世紀1/3の間に廃絶す る館があり 、 戸井館跡 ・ 花沢館跡の よ う に出現期のみ存する館
も あ る 。

器種組成は渡島半島南端部の特徴と 一致する と い う よ り は、 館跡の器種組成の特徴が渡島半島南端
部の特徴に濃厚に反映 し て い る 。 供膳具の碗 ・ 皿は、 青磁 ・ 白磁 ・ 瀬戸美浪の陶磁器 と 漆器の搬入品
で構成される 。 煮炊具は土師質、 瓦質鍋 ・ 釜はな く 内耳 ・ 吊耳鉄鍋がある 。 調理具は珠洲 ・ 越前 ・ 瀬
戸美濃の擢鉢 ・ 脚付盤がある 。 大型陶製容器は珠洲 ・ 越前が少数ある 。 志苔館跡、 勝山館跡か らは搬
入品の土師質皿、 風炉形瓦質火鉢（奈良火鉢） など他の地域、 遺構に見 られな い も の が出土する 。
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VI 成果と問題点

く和人墓〉 渡島半島南端部の沿岸部に 4 遺跡、 道南地方（日本海側） に 1 遺跡分布する。 全遺跡数の
9 % を 占 め る 。 5 遺跡の う ち 発掘調査が行なわれたの は夷王山墳墓群 • 利別川河口遺跡だけである 。

夷王山墳墓群は 6 支群621墓が確認 さ れ31基が調査された。 土葬墓 · 火葬墓 ・ 火葬施設があり 、 墳丘
の有無な ど形態が幾種類かある。 副葬品は銅銭が主で12基から 104枚出土 した。 一方陶磁器は31基の中
で 1 例しかない 。 74号墳墓の墳丘中から瀬戸美濃大窯 I 期天目碗片 ・ 皿片が出土 し て い る 。

利別川河口遺跡は30基が確認さ れ28基が調査された。 火葬墓 ・ 火葬施設がある 。 包含囮か ら珠洲III ·
N • V 期揺鉢、 印花文胄磁碗が出土した 。

上記の他に鉢被り 頭骨例が 3 例ある。 上ノ 国町洲崎館付近は珠洲V 期揺鉢、 知内町湧元は珠洲V1期
揺鉢、 函館市弥生町越前III群 b揺鉢である 。

と こ ろで、 陶磁器が出土していない和人墓は現在までの と こ ろ 7 遺跡ある 。 渡島半島南端部の沿岸
部に 4 遺跡、 道央地方（日本海側） の沿岸部に 3 遺跡、 内陸部に 1 遺跡分布する 。

勝山館跡土葬墓群は41基が確認 さ れ 7 基が調査された 。 7基はいずれも木棺直葬で、 掘 り 形は方形・
長方形である 。 副葬品は銅銭が主で 7 基か ら 70枚出土した 。 福山城（福山館） 中世墳墓は 1 基検 出 さ れ
た。 木棺直葬で、 掘 り 形は隅丸長方形であ る。 副葬品は銅銭である 。 上川墳墓群は15基が発見 ・ 調査
された 。 15基はいずれも木棺直葬で、 掘 り 形は隅丸長方形である 。 副葬品は銅銭が主で12基から97枚
出土した。 札刈遣跡 1 号土坑墓は副葬品は銅銭。 末広遺跡の I P -90は屈葬で、 副葬品は漆塗箱入り
和鏡 ・ 銅銭、 和人女性と推定されている 。 I P -123は屈葬で、 副葬品は大刀 1 振、 和人男性 と推定さ
れている。 大川遺跡P - 9 は合葬の火葬墓で、 副葬品は大刀 1 振 ・ 和鏡 3 枚。 入船遺跡G P - 1 は土

葬墓で副葬品は和鏡 1 枚。

14世紀3/3~15世紀2/3の器種組成 ： 供膳具は青磁碗片がある 。 調理具は珠洲V 期揺鉢が出土する。 煮
炊具、 貯蔵具は出土しない。

15世紀3/3~16世紀1/3の器種組成 ： 供膳具は瀬戸美濃大窯 I 期碗 ・ 皿がある 。 調理具は越前III群擢鉢
がある 。 煮炊具、 貯蔵具は出土しない。

和人墓出土例の特徴 ： 揺鉢は和人特有の葬法である鉢被 り に伴って出土するた め渡島半島南端部に
限 っ て み ら れる 。 供膳具碗 ・ 皿の副葬はあ る も のの少数例である。 陶磁器を副葬品 と す る習慣は和人
においては一 般的ではない。 銅銭 ・ 和鏡が副葬され る場合が多い。

夷王山墳墓群、 利別川河口遺跡、 大川遺跡 P - 9 が火葬墓である以外は全て土葬墓であ る。 利別川
河口遺跡 ・ 勝山館跡土葬幕群 • 福山城（福山館） 中世墳墓 ・ 上川墳墓群では ア イ ヌ 墓 と の混在はないが、

夷王山墳墓群 ・ 札刈遺跡では混在があ り 、 末広遺跡 ・ 大川遺跡 ・ 入船遺跡では圧倒的にア イ ヌ 墓が多
数 を 占 め る 。

陶磁器を副葬する和人墓は渡島半島南端部 ・ 道南地方（日本海側） に偏在し、 ア イ ヌ 墓 と の混在があ
る場合でも 和人墓が多数を 占 め る 。 陶磁器が出土しない和人墓はよ り 広範な分布で、 道央地方（日本海
側）ではアイ ヌ 墓地に客体 と し て あ る。 鉢被 り はア イ ヌ 民族には見ら れない葬方である 。

くチャシ〉 道南地 方 （ 日 本海側）の沿岸部に 1 遺跡、 道央地方（太平洋側） に 2 遺跡、 道東北地方に 1
逍跡分布する 。 全遣跡数の 7 % を 占 め る 。

14世紀3/3~15世紀2/3の器種組成 ： 供膳具は青磁B 2 群皿片ある 。 調理具 ・ 貯蔵具は出土し な い。

15世紀3/3~16世紀1/3の器種組成 ： 供膳具は白磁C群皿がある 。 調理具 ・ 貯蔵具は出土 しない 。

16世紀2/3~17世紀初頭の器種組成 ： 供膳具は染付皿E · F 、 赤絵碗、 瀬戸美濃大窯II期皿、 調理具

の越前w群擢鉢がある 。 貯蔵具は出土しない。

チ ャ シ出土例の特徴 ： 供膳具が極少歴存在する中で皿が頻出器種である 。
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くアイ ヌ墓〉 道南地方（太平洋側）の沿岸部に2 遺跡、 道央地方（日本海側） に 3 遺跡分布する 。 全遣

跡数の 9 %を占める。

御幸町遺跡 2 号墓は伸展葬の土坑墓で、 副葬品は墓坑内に漆塗折敷・漆塗椀・刀子、 足側の墓坑脇

に鉄鍋•青磁B2 群BIII類碗1個がある 。 成人女性と推定されている 。

報告者は鉄鍋・青磁碗を1号墓の副葬品と考えているが、 遣構位質図を基にこ れらの出土地点を復

元すると2 号墓の足元に近い こと、 1号墓が男性であり 鉄鍋・青磁碗の副葬は考えられない ことから、

私は 2 号廷副葬品 と考える 。

善光寺遺跡U A 2 · 3 は伸展葬の合葬土坑墓で墳丘に葺石がある。 副葬品は墓坑内に山刀 ・刀子・

漆塗椀 ( U A 2 ) 、 大刀・刀子・漆塗椀 ( U A 3 ) がある 。 こ の墓の付近から白磁が出土 した 。 UA 2 は

成人女性、 U A 3 は若年男性と推定されている 。

大川遺跡 P - 41は伸展葬？ の火葬配石土坑墓で、 副葬品は墓坑内に大刀 l 振・横刀 l 振・刀子 1 振、

骨鏃、 青磁A群B I 類碗片 • 青磁A群双魚文平鉢片がある。 成人男性と推定され る。

Nl 9遺跡第 一号墳は伸展葬の合葬土坑墓で、 副葬品は墓坑内に大刀 5振、 骨鏃、 漆塗椀、 ガラス玉、

耳飾、 銅銭、 白磁B群D類皿が1枚ある。 成人男性2 体と推定 さ れ る 。 報告では陶器小皿となってい

る が観察記述から白磁B群D類皿と考えられる（こ の皿は現在実見不可能となっている）。

カ リ ンバ2 遺跡A P - 5 は伸展葬の土坑墓で、 副葬品は墓坑内に漆塗折敷・漆塗椀、 吊耳鉄鍋、 白

磁B群D類皿が 3 枚出土した 。 成人女性と推定 さ れ る 。

13 世紀2/3 ~14世紀2/3の器種組成： 供膳具は青磁A群B I 碗・双魚文平鉢がある 。 調理具、 煮炊具、

貯蔵具は出土 しない。

14世紀3 /3 ~15世紀2/3 の器種組成：供膳具は青磁B 2 群碗、 白磁B群D類皿がある 。 調理具、 煮炊具、

貯蔵具は出土しない。

アイヌ墓出 土例の特徴：供膳具が少最存在する中で青磁は碗、 白磁は皿が頻出器種である 。 13 世紀

2 /3~1 4世紀2 /3 の青磁は、 渡島半島南端部の洲崎館跡、 道南地方（日本海側）の森川貝塚と僅かしかない

遺物である 。 それが大川遺跡 P - 41では碗•平鉢が セ ッ ト で出土している。

少数例ではあるがア イ ヌ 墓の副葬品 に陶磁器が存在する こ とは、 従来いわれてき た よ う に 「 ア イ ヌ

文化の器種構成には陶磁器が入っていないのが大 き な特徴である 。」 と い う 認識は一部改めなく てはな

らない。 し か し、 出土量・例数が少ない こ と 、 副葬例に性別 の偏りがないこと、 大川遺跡P - 41では

碗•平鉢がセ ッ ト で副葬されてい る こ とを合わせて考 え る と、 入手が容易な地域や個人が選択的に副

葬したと考えられる 。 や は り 陶磁器の副葬は一般的ではないとい え る 。

ア イ ヌ 民族の火葬墓は伊達市有珠オ ヤ コ ツ 遺跡配石墓 I 、 配石墓 IIがあ り 、 大川遺跡 P - 41をあわ

せて3 例目となる 。 と こ ろで、 和人の火葬延は夷王山墳墓群•利別川河口遺跡・大川遺跡P- 9 があ

り 、 遅 く とも14世紀中葉以降日本海側に点々 と火葬という葬法がみられる 。 北海道における和人の火

葬墓系譜は北陸地方の浄土真宗との関係が推定されている （永田富智 「上ノ 国への和人定着年代につい

て」
『新しい道史』1968年） 。

和人の火葬墓とア イ ヌ 民族の火葬墓との関係 は論じられ た こ とがない。 ア イ ヌ 民族の火葬墓は配石

が有る こ と、 遺体を伸展葬で安置し た ま ま 火葬する こ と 、 そのため火葬施設を持たないであ ろ う こ と

などの特徴がある 。 ま た、 私は 「成果と問題点 3 封土のある墓について 付記1 · 2 」
rュカンポシ

Cl5遺跡 (3) 』 (2000年）において、 廃屋墓と家送り とが連結してい る こ とを説いた 。 ア イ ヌ民族の火葬

墓は仏教の影孵で は な く 、 擦文文化期以降の廃屋墓と家送り の関係の上に成立していると考えられる 。
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＜陶磁器がセ ッ ト を組む集落〉
大川遺跡 ： 12 世紀後半の珠洲1 期壷片がある。 1 3世紀2 /3 ~14 世紀2/3 には宵磁A 群BI 碗 ・ 双魚文鉢、

白磁A群A類碗、 瀬戸美濃客窯lll b期の天目碗 • 平碗、 珠洲W期揺鉢がある 。 14 世紀3 /3~15 世紀2/3 に
は青磁 B l 群碗 と 端反皿、 白磁B群碗 ・ 皿、 瀬戸美濃筈窯N a 期は供膳具の碗 ・ 皿と調理具の脚付盤 ・
卸皿がある 。 珠洲はN • V期播鉢がある。 1 5 世紀3 /3 ~16 世紀1 /3に は染付碗C 群碗 I があ る 。

末広遺跡 ： 14 世紀3 /3 ~15世紀前半には珠洲壷 ・ 擢鉢がある可能性がある。 15 世紀3/3~16 世紀1 /3 に
は瀬戸美濃大窯 I 期天目碗 ・ 皿がある 。 16 世紀2 /3 ~1 7世紀初頭には染付皿氏群、 越前N群擢鉢がある。

美々 8遺跡 ： 14 世紀3/3~15 世紀2 /3 には青磁B l 群E碗、 珠洲V期揺鉢がある。 15 世紀3 /3 ~ 1 6 世紀
1 /3 には白磁C群E 2 皿がある 。 16 世紀2 /3 ~1 7世紀初頭に は瀬戸美濃大窯II期皿が あ る。

＜陶磁器がセ ッ ト を組ま ない集落〉
14 世紀3 /3 ~15世紀2/3 に は 白磁B群D皿が出土した K5 01 遺跡がある 。 1 5 世紀3/3~16 世紀1 /3 に は 青

磁C 群皿が出土 し た ユ カ ン ボ シ C 15 遺跡、 染付皿氏群が出土 し た ユ カ ン ポ シC 2 遣跡、 染付碗 C 群碗

I が出土した二風谷遺跡あ る 。

集落出土例の特徴 ： 陶磁器がセ ッ ト を組む集落は 、 13 世紀2 /3 ~14 世紀2 /3 に道央地方（日本海側）に出

現する 。 組成は青磁碗 ・ 鉢、 白磁碗、 瀬戸美濃碗、 珠洲播鉢であ り 、 供膳具と調理具がある。 続 く14

世紀3 /3~15 世紀2 /3 には石狩低地帯の河川交通の要所に拡散す る 。 組成は青磁碗 ・ 皿、 白磁碗 ・ 皿、 瀬
戸美濃碗 ・ 皿、 珠洲壷 ・ 揺鉢、 瀬戸美濃脚付盤 ・ 卸皿がある 。 供膳具 と調理具が あ る。
. 

1 5 世紀3/3 ~16 世紀1 /3 には染付碗、 瀬戸美濃天目碗 ・ 皿、 白磁皿がある 。 こ れ ら 供膳具いずれも単独

出土で類例も激減する 。 16 世紀2/3~ 1 7世紀初頭に は染付皿、 瀬戸美濃皿、 越前播鉢がある 。 石狩低地
帯の南半部に遺跡の所在が限られる 。

陶磁器がセ ッ ト を組ま ない集落は、 道央地方 に あ り 供膳具のみが出土する。 K501 遺跡出土の白磁皿
と同様のも のが道央地方にはNl9遺跡例 と カ リ ンバ 2 遺跡例があ る。 こ れ ら は いずれも ア イ ヌ廷の副
葬品である 。

以上よ り 、 陶磁器がセ ッ ト を組む集落は、 館跡の よ う に陶磁器の供膳具 ・ 調理具 ・ 貯蔵具が揃 って
はいないが、 陶磁器 に よ っ て供膳具 ・ 調理具の組み合わせを保持 し て い る。 こ の こ と か ら館跡に近似
す る 陶磁器使用法があ る と 考 え ら れ る 。

い っ ぽ う 陶磁器がセ ッ ト を組ま ない集落は、 調理具の欠落や供膳具のみの出土である。 この状況は
供膳具を補完する漆器があ っ た と し て も 館跡と は別の陶磁器使用法があ る と 考 え ら れ る。 陶磁器使用
法の違いは文化の違い、 和人 と ア イ ヌ 民族の違いを示 し て いる と 考 え て よ い 。

＜貝塚〉
森川貝塚 ： 14 世紀2 /3 には青磁A 群DI 碗、 珠洲N期揺鉢があ り 、 14 世紀3/3 ~ 15 世紀2 /3 に は青磁B

1 群D II碗、 珠洲V期播鉢、 越前甕がある 。 渡島半島南端部の館跡以外で供膳具 ・ 調理具 ・ 貯蔵具の
組み合わせを保持 し て い る 唯一の遺跡である 。

入江貝塚 ・ 天内山遺跡 ： 入江貝塚では赤絵小鉢が、 天内山遺跡の貝塚では染付皿氏群が単独で出土
し て い る 。

貝塚の特徴 ： 貝塚出土の陶磁器 も集落出土と同 じ傾向がある。 森川貝塚の よ う に陶磁器 に よ っ て 供
膳具 ・ 調理具の組み合わせを保持 し て い る遺跡 と そ う でない遺跡がある 。 陶磁器使用法の違いは 、 貝
塚の形成主体に和人 と ア イ ヌ 民族があ る こ と を示 し て い る と 考 え て よ い。
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くその他〉

遺跡の性格がその他と分類されている中で、 供膳具 ・ 調理具の組み合わせを保持してい る遺跡 と そ
う でない遺跡がある 。

「組み合わせを保持 していない遺跡」 の中に は調理具 ・ 貯蔵具の組み合わせを保持している遺跡、

調理具のみの遺跡、 供膳具のみの遺跡、 貯蔵具のみの遺跡の4 種類ある 。 調理具 ・ 貯蔵具の組み合わ
せを保持している遺跡と調理具のみの遺跡は、 陶磁器を補完す る漆器 ・ 木地物があった と考え られる
場合が想定でき る 。 よ っ て 、 供膳具のみの遺跡と貯蔵具のみの遺跡を 「組み合わせを保持していない
遺跡」 と す る 。 なお 、 煮炊具の鉄鍋は和人 と ア イ ヌ 民族両方の遺跡か ら出土するので、 その有無 を も
っ て 陶磁器使用法の違いを分別す る指標 と は な ら ない。

供膳具 ・ 調理具、 調理具 ・ 貯蔵具の組み合わせを保持している遺跡、 調理具のみの遺跡 ： 茂草 B 遺
跡は珠洲w期摺鉢 ・ 壷、 青磁碗があ り 、 元和 8 遺跡は珠洲VI期擢鉢、 青磁B l 群 B il碗がある 。 朱太

川右岸は珠洲V期擢鉢 ・ 壷があ り 、 観音洞窟は珠洲w期播鉢 ・ 壷がある 。 市渡遺跡は越前擢鉢があ り 、

南川 2 遺跡 は V 期摺鉢がある。

こ れ ら は渡島半島部の日本海側、 臨海台地や海浜地に あ る 。 市渡遺跡は例外で内陸にある 。 渡島半
島南端部の館跡の よ う に陶磁器に よ っ て供膳具 ・ 調理具 ・ 貯蔵具の組み合わせを維持していないが、

和人の陶磁器使用法を示す と 考 え ら れる こ と か ら、 定住度の低い和人が海岸沿いや河口に進入 し た こ
と を示 し て い る 。

供膳具のみの遺跡 ： 青磁碗が出土 し た ヤ ギ ナ イ 遺跡、 下若松遺跡、 ポンマ遺跡。 赤絵皿が出土した
南有珠 7 遺跡。 瀬戸美濃碗が出土 した静川22遺跡。 染付碗が出土 し た ユ オ イ 沢左岸。 こ れ ら の遺跡の
性格は不明であ る が、 供膳具のみのため ア イ ヌ 民族の遺跡と考えてお こ う 。

貯蔵具のみの遺跡 ： 珠洲が出土した遺跡は 1 期中形壷が竹内屋敷遺跡から 、 W期中形壷が七重浜か
ら 、 W期中形壷が宇隆か ら出土した 。 他に は珠洲大甕 ・ 1 群越前大甕が出土した志海苔蓄銭遺構があ
る 。 志海苔蓄銭遺構の珠洲大甕は時期不詳であるが、 越前大甕と の供伴関係 か ら W期 と 考え られる 。

蓄銭以外の使用方法 と しては酒な どの液体物の貯蔵が考 え ら れ る。 こ の使用方法は和人と ア イ ヌ 民
族両方 に 考 え ら れ る。

と こ ろで、 陶製容器を補完す る も の と して 、 曲物や結物の桶 ・ 樽がある 。 発掘資料 と して は、 井戸
の構造体 と して 11世紀後半以降に博多 ・ 大宰府で散見さ れ る 。 15世紀以降に な る と 広 島県草戸千軒遺
跡を初め と して各地で報告例が増加する 。 中世後期を通じて大型陶製容器が少な く 、 特 に16世紀以降
北海道でも大型陶製容器が見 られないのは上記の傾向が起 こ っ て い た と 考 え て よ い。 後世の ア イ ヌ 民
族例では桶 ・ 樽が使用 されてい る こ と も それを支持する 。

(4) 時期区分と分布の変化について （図VI- 4 - 2 )

中世アイヌ文化期 1 : 12 世紀後半~1 3世紀1 /3 は、 渡島半島南端部と道央地方（日本海側）の珠洲壷片

3 例が、 中世陶磁器の初出例である 。 しかし 、 こ れ ら に は劃花文青磁碗 と 白磁 と 珠洲壷 ・ 擢鉢 と の12
世紀後半的セ ッ ト 関係、 青磁A群B I 類碗 と A群白磁碗 ・ 皿と 珠洲壷 ・ 擢鉢 と の1 3世紀前葉的セ ッ ト
関係がみ られない。 この傾向は擦文土器甕が鉄鍋に置き換わ っ た た こ と 、 擦文土器坪が漆椀に置き換
わ っ た こ と を踏ま え る と 、 「単独出土」 ではな く 、 須恵器製貯蔵具を好む擦文文化的傾向の残存 と と ら
え る こ と がで き る 。

中世ア イ ヌ 文化期 1 は擦文文化期 と の過渡期の状況を示している 。 例数は 3 遺跡できわめて少ない。

中世アイヌ文化期 2 : 1 3世紀2 /3~14 世紀2/3 は宵磁碗と 珠洲摺鉢が渡島半島南端部、 道南地方、 に拡
が り 、 道央地方の大川遺跡 も出現する 。 例数は 6 遣跡で少ない。
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図VI- 4-2 組 成の変遷
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げ

中 世 ア イ ヌ 文 化期 9 中 世ア イ ヌ 文 化 期 2

り

臼：※ ヽ 7 は 鰈洲 が 出 土 し て い る こ と か ら

中 111 ア イ ヌ 文 化 1111 3 に も 覆 示 し た 。

げ

中 世 ア イ ヌ 文 化期 5
・ 数字 は 、 遺 躊 書 号 で あ る 。

・ 時 期 不 明 の 遺 躊 は 、 示 し て い な い 。

・ 実 織 で 囲 ん だ 部 分 は 、 和 人 居 住 の 椎 定 範囲 で あ る 。

図VI- 4 - 3 陶磁器分布の変遷
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中世アイヌ文化期3 : 14世紀3/3 ~15世紀2 /3 は青磁碗と珠洲擢鉢に白磁碗・皿、 瀬戸美濃碗・皿が加

わり、 渡島半島南端部、 道南地方、 道央地方に分布する 。 例数は2 4遺跡で急増する 。

中世アイヌ文化期4 : 15世紀3/3 ~16 世紀1/3 は染付と瀬戸美濃の碗・皿が増加し、 行磁・珠洲は減少

する 。 道央地方の類例が増 え て道東北地方に も出現する 。 例数は20遺跡でやや減少する 。

中世ア イ ヌ 文化期5 : 16 世紀2 /3 ~17世紀初頭 は染付や瀬戸美濃の皿、 越前播鉢が渡島半島南端部、

道南地方、 道央地方に分布する。 例数は10 遺跡で減少する 。

(5) ま と め 一和人の陶磁器と アイヌ民族の陶磁器 （図VI- 4 - 3 )

中世 ア イ ヌ 文化期3 以降に地域ごとの特性が認められた。 渡島半島南端部では中世陶磁器にセ ッ ト

関係があるのにたいして、 それ以外の地域ではセ ッ ト 関係に抜けがある。 中世ア イ ヌ 文化期 4 には 、

道央地方において供膳具の類例が増え る の と 対照的に渡島半島南端部と道南地方において遺跡数が減

少している 。 そして中世ア イ ヌ 文化期5 には道央地方や道南地方の一部で染付が出土している 。

中世ア イ ヌ 文化期 1 ~2 の状況は、 和人文化の初期の拡散を表している可能性がある 。 中世ア イ ヌ

文化期 3 の状況も和人文化圏の拡張を示す。 そのいっ ぼうで、 各地域での使用方法に差が生 じている

ことは、 アイヌ 文化圏の中でも 陶磁器が使用 されたこ と を 示 し、 ア イ ヌ 文化と和人文化との混合の結

果ともい え る 。 中世ア イ ヌ 文化期4 の渡島半島南端部 と 道南地方にお け る 状況は 、 和人文化圏の縮少

の状況を表している可能性がある。 同 じ 頃の道央地方では引きつづき陶磁器が使用さ れ て いたと考え

られる。 なお、 中世ア イ ヌ 文化期5 に道央地方で和人の陶磁器使用法がみられ 、 再拡散を示している

と考えられる 。

• 和人の陶磁器 ： 館跡では、 供膳具は陶磁器 と 漆器の搬入品で構成され 、 煮炊具には内耳・吊耳鉄鍋

があり 、 調理具には陶器播鉢・ 脚付盤があ り 、 大型陶製容器には珠洲・越前が少数ある 。 志苔館跡、

勝山館跡からは搬入品の土師質皿、 風炉形瓦質火鉢（奈良火鉢）など他の地域、 遺構に見られ ない も の

が出土する 。

陶磁器がセ ッ トを組む集落・貝塚は、 館跡のよ うに陶磁器の供膳具 ・調理具・貯蔵具が揃 っ て い な

い。 しかし、 陶磁器によって供膳具・調理具の組み合わせを保持して いる 。

調理具のみまたは調理具との組み合わせがあ る 遺跡も同様で、 館跡のよ う に陶磁器によって供膳具・

調理具・貯蔵具の組み合わせを保持していない。 し か し、 和人の最も 単純な陶磁器使用法を示す こ と

から、 定住度の低い和人の存在を示す。

和人墓は調理具が和人特有の鉢被り 葬で出土する 。 供膳具椀・皿を副葬品とする習慣は和人におい

て 一般的ではない。

和人が使用する陶磁器は、 それが潤沢な場合は供膳具 ・ 調理具・貯蔵具が揃い、 揃わない場合でも

調理具が存在する のが特徴である 。

アイヌ 民族の陶磁器：陶磁器はセ ッ ト を組 ま ず供膳具のみが出土し 、 皿が多い 。 この状況は供膳具

を補完する漆器があったとしても和人とは別の陶磁器使用法である 。

ア イ ヌ 墓の陶磁器副葬も供膳具である 。 これらは、 入手が容易な地域のそれを好む個人が選択的に

入手し、 副葬したと考えられる 。 陶磁器の副葬は墓制の中で確固と した位置付けを持った 器ではない

と い え る 。 （鈴木）
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4 北海道の中世陶磁器
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